
1176 基礎ゼミⅠ※(萩)　【28年度生用】前期 Primary SeminarⅠ平成27年度 個別に指示する演習 1年次 1 　大学で学ぶ意義を各自が深め、そのための基礎的な方法論を習得する。受け身で理解するのではなく、「学ぶ」「考える」「問う」という一連の技能を身につけるため、毎回の授業において課題に取り組んでもらう。さらに、自分の考えを表現する方法としてのレポートの書き方の基本形式を身につけ、論理的に表現する方法を習得する。必修 ①大学で学ぶことの意義について理解し、自分のライフデザインを含めてその意味について考える。		②ノートの取り方や講義の心得について理解し、実践できる。		③問題意識を持ち、日々の生活から課題を見つけ論理的に考えることができる。		④情報検索の仕方や内容のまとめ方、表現の仕方の基礎を習得する。ガイダンス：ゼミの進め方大学で学ぶことの意義：高校までの学びとの違い，各自のライフデザイン大学で学ぶことの意義：受講の心得，ノートの取り方問題意識：問題意識とは何か　－興味関心から問題意識へ問題意識：問題意識を深める方法情報検索：図書館、情報教育センターの利用方法，OPACなどの使い方情報検索：情報検索における注意事項，メディアリテラシーテキストの読み取り、まとめ方：説明文の読み方，要約の仕方テキストの読み取り、まとめ方：要約の仕方　（新聞等からテーマを見つけ、要約する）論理的思考の方法：きちんと考えるための心構え論理的思考の方法：きちんと考えるための方法進路支援講座：進路支援に関わる内容もしくは身近な問題に関する講座考えを表現する方法：レポートの意味，事実と意見の違い考えを表現する方法：レポートの書き方①　基本形式考えを表現する方法：レポートの書き方②　内容授業態度、授業における小レポート（授業態度の評価に含む）、期末レポートにより総合的に評価する。出席は大前提であると考えてほしい。基本的に欠席は認めないが、万が一欠席した場合にはレジュメ等を参考にして自分で課題に取り組む必要がある。また、授業時間内に課題が終わらない場合には次週までに必ず提出すること。60％ 40％ 藤田哲也編著『大学基礎講座　改増版』北大路書房大学生活を充実させるために必要不可欠な授業であり、真摯な受講態度を期待する。この授業で学んだことは基本的に大学で学ぶ上ですべてに通じるものである。情報検索，論理的思考，レポート

1177 基礎ゼミⅡ※(萩)　【28年度生用】後期 Basic Seminar Ⅱ平成27年度 個別に指示する講義・演習 1年次 1 教わるのではなく、自分で考え調べ、学ぶ基礎ゼミを行う。（1）大学生として求められる最低限度のサーベイ能力、プレゼンテーション能力を身につける。		（2）さらに今後専攻していく予定の領域について、基礎的な知識と思考力を身につける。イントロダクション学びの到達目標を考える調べ・学んだことを、いかに分かりやすく伝えるか（1）調べ・学んだことを、いかに分かりやすく伝えるか（2）調べ・学んだことを、いかに分かりやすく伝えるか（3）学習対象を調べる視点、方法（1）学習対象を調べる視点、方法（2）学習対象を調べる視点、方法（3）学習対象を調べる視点、方法（4）グループ発表にむけて（1）グループ発表にむけて（2）グループ発表グループ発表グループ発表前期まとめ 授業態度＝毎回の学習姿勢		その他＝グループ発表及びそのプロセス40 30 30 随時紹介、配布サーベイでインターネットを使う用途は限られています。基本的には図書館や現場に足を運ぶことになります。安易な方法に流されず、研究の仕方について基礎を学びましょう。

1178 基礎ゼミⅠ※(東京)　【28年度生用】前期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 1年次 1 　 　大学生活、大学での学問について学ぶ。母国と日本の年中行事を比較しながら過去・現在の自分について考える。大学生活、大学での学習態度、方法。50年後の自分、半年後の自分50年後の自分、半年後の自分、今の自分家族について年中行事１校外活動（地域の行事）校外活動まとめ発表および発表の評価2年中行事２年中行事３年中行事４探索のテーマ、目的・目標・計画を立て下見をする探索 探索をまとめるレポート発表授業態度、および課題の取組 50 50 テキストは授業で指示する。必要資料は配布する。

1179 基礎ゼミⅡ※(東京)　【28年度生用】後期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 1年次 1 日本の文化と母国の文化の違いを比較しながら、自分自身について考える。また自分の将来について考える。授業の進め方、科目履修、ガイダンス、就職セミナーについて年中行事１年中行事２年中行事３年中行事４日本の伝統的な仕事１日本の伝統的な仕事２日本の伝統的な仕事の体験体験についてのまとめ、レポート作成就職セミナー１就職セミナー２年中行事５年中行事６年中行事について発表準備発表 授業態度、および課題の取組みで評価する。50 50 テキストは授業時に指示する。必要な資料は配布する。毎回一人、またはグループで取り組む課題を出します。就職セミナーの日程によって授業内容は変わることがあります。

1180 基礎ゼミⅢ(子ども生活学専攻)　【28年度生用】前期 平成27年度 子ども生活学 演習 2年次 2 この授業では、文献講読、アンケート調査・報告について学び、調査研究の基礎的スキルを身につけます。基礎ゼミⅣでの学習に向け、調査研究の基礎的スキルを自分のものにすることを目的としています。・先行研究の検索ができるようになる		・プレゼンテーションの基礎、メールの書き方を身につける		・アンケート調査の基礎について理解する	オリエンテーション/キャンパスライフを考える文献調査 文献講読①文献講読②大学生の特徴について発表する①～少人数に向けてのプレゼンテーション～大学生の特徴についてまとめる大学生の特徴について発表する②～大人数に向けてのプレゼンテーション～プレゼンテーションの方法を学ぶアンケート調査の基礎を学ぶアンケート項目を作成するメールの書き方を学ぶ目上の人にメールを送るグラフの作り方を学ぶ①グラフの作り方を学ぶ②まとめ／報告会授業態度、プレゼンテーション、レポート等により総合的に評価する。３０％ ４０％ ３０％ 随時紹介するなし 文献講読、アンケート調査

1181 基礎ゼミⅣ（子ども生活学専攻）　【28年度生用】後期 平成27年度 子ども生活学 演習 2年次 2 この授業では、具体的な保育事例について調査分析を進めると共に、インタビュー調査の基礎を学ぶ。 専門演習での学習に向け、調査研究の基礎的スキルを自分のものにすることと、自らの興味関心を探ることを目的とする。・子ども虐待に関する資料を調べ、まとめることができる ・インタビュー調査の基礎について理解する ・履歴書の書き方を身につけるオリエンテーション子ども虐待について～学生によるオレンジリボン運動～報告資料作成①報告資料作成②報告会Ⅰ インタビューの基本を学ぶ質問項目の作成インタビュー実施調査結果まとめ①調査結果まとめ②報告会Ⅱ 履歴書の書き方卒業研究へ向けて研究室訪問まとめ 授業態度、プレゼンテーション、レポート等により総合的に評価する。３０％ ４０％ ３０％ 随時紹介する。なし オレンジリボン運動、インタビュー調査、キャリア

1182 基礎ゼミⅢ※(スポーツ健康福祉専攻)　【28年度生用】前期 平成27年度 スポーツ 講義・演習 2年次 1 基礎ゼミⅠ・Ⅱで身につけた基礎的な能力をもとに、専攻で必要な基礎的な能力を身につけることを目標とする。専門領域に関する資料の探し方、文章の書き方，PCを利用しての表現方法を学んでいく。取り上げるテーマは，身近なスポーツにかかわる現象とする。対面（萩） 必修 ・文献（資料）の読み方：資料の探し方や読解力を身につける．・レジュメの書き方：資料のまとめ方，書き方を身につける．・PCの使い方を理解する：Microsoft office（WordとPowerPoint）操作方法を理解する。オリエンテーション文献・資料の読み方① 基礎的な文献・資料を読む（社会科学系）文献・資料の読み方②　基礎的な文献・資料を読む（社会科学系）文献・資料の読み方③ 資料の探し方や読解力を深める（社会科学系）文献・資料の読み方④ 資料の探し方や読解力を深める（社会科学系）レポートの書き方① 文書作成の基本レポートの書き方② 文書の装飾レポートの書き方③ 複雑な構成の文書レジュメの書き方①　社会科学系の文献レジュメの書き方②　社会科学系の文献Wordの利用方法①　文章の作成とページ設定Wordの利用方法②　表の作成と図の挿入PowerPointの利用方法①　文字の入力、背景、アニメーションの設定PowerPointの利用方法②　プレゼンテーションレジュメの発表と総括出席および授業態度（50％），課題への取り組み（50％）で評価．2回程度，進路支援講座を予定．	30 10 10 0 適宜，配布． 文献・資料　社会科学系　レポート　レジュメ　Word Powerpoint

1183 基礎ゼミⅣ※(スポーツ健康福祉専攻)　【28年度生用】後期 平成27年度 スポーツ 講義・演習 2年次 1 基礎ゼミⅠ・Ⅱで身につけた基礎的な能力をもとに，専攻で必要な基礎的な能力を身につけることを目標とする。専門領域に関する資料の探し方、文章の書き方、また統計理論とPCを用いての統計処理方法を理解する。取り上げるテーマは、身近なスポーツにかかわる現象とする。対面（萩） 必修 ・文献（資料）の読み方：資料の探し方や読解力を身につける。・レジュメの書き方：資料のまとめ方、書き方を身につける。・統計処理方法：仮説検定と代表的な検定法を理解する。PC （Microsoft Excel）を利用してデータを視覚化し，データの特徴を把握し，仮説検定を行う能力を身につける。・発表と討論の仕方：相手の考え方を聞き，質問をしたり，自分の意見を述べる力を身につける。オリエンテーション文献・資料の読み方を身につける（自然科学系）資料の探し方を身につける（自然科学系）インターネットを利用資料の探し方を身につける（自然科学系）図書館を利用レジュメ・レポートのまとめ方，書き方（自然科学系文献）統計処理① 平均値、標準偏差統計処理②　仮説検定統計処理③　対応のないｔ検定、対応のあるｔ検定統計処理④　カイ二乗検定、相関Excelの利用方法①　グラフ作成Excelの利用方法②　エクセル関数を用いた表計算、分析ツールを用いた基本統計量Excelの利用方法③　分析ツールを用いた仮説検定（ｔ検定）Excelの利用方法④　分析ツールを用いた仮説検定（カイ二乗検定、相関）発表・討論①　レジュメを作成し報告者が順番に発表 それをもとに討論発表・討論② レジュメを作成し報告者が順番に発表 それをもとに討論出席および授業態度（50％），課題への取り組み（50％）で評価する必要に応じて，進路支援等の講座を実施することもある30 20 50 必要に応じて資料を配布する自然科学系　インターネット　統計処理　Excel

1186 基礎ゼミⅢ※(ビジネス文化専攻)　【28年度生用】前期 平成27年度 ビジネス 演習 2年次 1 1年次の「基礎ゼミⅠ・Ⅱ」で習得したスキルを用い，専門領域（ビジネス文化）を学んでいく方法論を習得する．演習 必修 専門領域を学んでいくための方法論の習得を目標とする．具体的には，研究テーマの設定，設定したテーマに関する情報収集，処理等である．オリエンテーション　※担当教員により，ゼミの進め方が異なるため，授業計画等についてはオリエンテーション時に提示する．

1187 基礎ゼミⅣ※(ビジネス文化専攻)　【28年度生用】後期 平成27年度 ビジネス 演習 2年次 1 基本的には．基礎ゼミⅢと同様の視点で演習を進めていく．演習 必修 専門領域を学んでいくための方法論の習得を目標とする．具体的には，研究テーマの設定，設定したテーマに関する情報収集，処理等である．オリエンテーション　※担当教員により，ゼミの進め方が異なるため，授業計画等についてはオリエンテーション時に提示する．

1188 情報処理演習Ⅰ　【28年度生用】前期 Information Processing Practice Ⅰ平成27年度 金子　壽一 演習 1年次 1 本演習では、大学の講義でレポートを作成す場合に必要となる文書作成技術（WORD）の基本を学習し、ビジネス文書の作成方法を学ぶ。また、プレゼンテーション資料の作成技術（PowerPoint）の基本を学習する。ＷＯＲＤを使用してレポートやビジネス文書の作成ができるようにする。		PowerPointを使用して簡単なプレゼンテーション資料の作成ができるようにする。		コンピュータサービス技能評価試験ワープロ部門３級合格を目標とする。オリエンテーションＷＯＲＤ（ページ設定、文字入力）ＷＯＲＤ（文字入力練習１）ＷＯＲＤ（文字入力練習２）ＷＯＲＤ（文字編集）ＷＯＲＤ（書式設定１）ＷＯＲＤ（書式設定２）ＷＯＲＤ（作表１）ＷＯＲＤ（作表２）ＷＯＲＤ総合練習１ＷＯＲＤ総合練習２模擬試験１模擬試験２PowerPoint（PowerPointの基本操作）PowerPoint（プレゼンテーション資料の作成）出席状況と課題により評価課題 70 30 コンピュータサービス技能評価試験受験対策練習問題集ワープロ部門３級（九州文化出版）コンピュータサービス技能評価試験ワープロ部門３級を受験すること。ＷＯＲＤ、PowerPoint、コンピュータサービス技能評価試験

1189 情報処理演習Ⅱ　【28年度生用】後期 Information Processing Practice Ⅱ平成27年度 金子　壽一 演習 1年次 1 本演習では、EXCELを用いた集計処理、基本的な関数、グラフ作成、データベース機能について学習する。また、プレゼンテーション資料作成技術（PowerPoint）の活用方法を学習する。ＥＸＣＥＬを使用して表やグラフが作成できるようにする。		PowerPointを使用してプレゼンテーション資料の作成ができるようにする。		コンピュータサービス技能評価試験表計算部門３級合格を目標とする。オリエンテーションＥＸＣＥＬ（セルの書式設定、セル・行・列の操作）ＥＸＣＥＬ（計算式、関数１）ＥＸＣＥＬ（関数２）ＥＸＣＥＬ（表の作成１）ＥＸＣＥＬ（表の作成２、並べ替え）ＥＸＣＥＬ（グラフ作成１）ＥＸＣＥＬ（グラフ作成２）ＥＸＣＥＬ総合練習１ＥＸＣＥＬ総合練習２ＥＸＣＥＬ総合練習３模擬試験１模擬試験２PowerPoint（プレゼンテーション資料の作成１）PowerPoint（プレゼンテーション資料の作成２）出席状況と課題により評価課題 70 30 コンピュータサービス技能評価試験受験対策練習問題集表計算部門３級（九州文化出版）コンピュータサービス技能評価試験表計算部門３級を受験すること。ＥＸＣＥＬ、PowerPoint、コンピュータサービス技能評価試験

1190 情報処理演習Ⅰ　【28年度生用】前期 Information Processing Practice Ⅰ平成27年度 柳瀬　公 演習 1年次 1 Windows、ワード、エクセルの基本操作を習得するための演習を行います。選択 本演習では、①パソコン操作の基礎、②ワードによる文書作成、③エクセルによる数値処理（グラフ作成等）の3点を重点的に学び、自ら操作できるようになることが目標です。①では、パソコンの起動から終了までと、基本ソフト（OS）の操作ができるようにします。また、ハードウェアとソフトウェアについての基本的な概念を学びます。②では、ワードで文書を作成し、適切なレイアウトを施して印刷できるようにします。③では、表計算ソフトを用いて、グラフ作成等の基礎的な数値処理ができるようにします。ガイダンス、PC利用に関するアンケートパソコン操作の基礎知識1パソコン操作の基礎知識2ワードによる文書作成の基礎1ワードによる文書作成の基礎2ワードによる文書作成の基礎3（表の作成）エクセルの基礎1（合計）エクセルの基礎2（平均値、最小値、最大値）エクセルの基礎3（代表値と散布度1）エクセルの基礎4（代表値と散布度2）エクセルの応用1（データベース機能 ）エクセルの応用2（ピボットテーブル機能）エクセルの応用3（VLOOKUP関数）まとめと復習1　まとめと復習2演習のため、欠席は3回までとします。この基準をクリアした上で、授業ごとの課題の提出、学期末のテストにより総合的に評価します。本授業で使用する配布資料やテキスト内のわからない日本語については、各自で調べてくるようにしてください。また、授業を欠席・遅刻した場合は、理解が不十分である可能性があるため、必ずその回の復習をしてください。10％ 50％ 40％ 授業中に指示します。

1191 情報処理演習Ⅱ　【28年度生用】後期 Information Processing Practice Ⅱ平成27年度 松本　憲始 演習 1年次 1 パワーポイントの操作とプレゼンテーション資料の作成，および，簡単なウェブページの制作を行う．選択 ①パワーポイントの基本操作の習得，②パワーポイントによるプレゼンテーション資料を作成する，③簡単なウェブページが作成できる．それらの3点が到達目標となる．オリエンテーションパワーポイントの基礎①パワーポイントの基礎②プレゼン資料の作成①プレゼン資料の作成②プレゼンの実施ウェブ制作の基礎①ウェブ制作の基礎②ウェブ制作の基礎③リンク作成 色の知識 テーブルレイアウトウェブの作成①ウェブの作成②作成したウェブのプレゼン演習のため，欠席は3回までとする．その基準をクリアした上で，授業毎の作業の提出と2回のプレゼンテーションにより総合的に評価する．留学生の場合，テキスト内の分からない日本語を調べてくること．さらに，苦手と思った作業については，必ず復習すること．また，授業内で指示した作業が終了しない場合，残って作業をすること．10％ 10％ 80％ オリエンテーション時に指示する．オリエンテーション時に指示する．全部出席することを必須と考えてください．「情報処理演習Ⅰ」も併せて受講すること．		なお授業を欠席した場合は，欠席時に授業で行った作業を宿題として提出させる．プレゼンテーション，ウェブ制作

1192 医学一般　【28年度生用】前期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 医学の領域は極めて広くかつ多様でその進展も早い。今や健康問題は人々の価値観の最上位に位置し、医学関連領域は自然科学、社会科学の多くの分野に学際的に広がっている。		本講は、医学の基本的・基礎的知見とその現状について幅広い観点から講義を行い、可能なかぎり医学・医療の最新の現況について敷衍し、将来これら領域を専門とする学徒にも有益な理解を促すよう講義を行う。	授業ガイダンス医の原則、医学の歴史臨床医学、基礎医学、社会医学遺伝、細胞、組織、臓器情報の伝達（神経、ホルモン）代謝、ホメオスターシス免疫　生体防御、リンパ系生命維持機能、知覚・感覚、運動機能こころの病、心身相関、ストレス関連疾患悪性腫瘍 循環障害（脳卒中、心疾患）感染症一般　新興・再興感染症呼吸器系の障害消化器系の障害泌尿器・筋骨格系・感覚器系の障害医学一般に関連する基本的事項について筆記試験を行い出席率、提出物と併せて総合判定する40 40 20 必要に応じてプリントなどを配布する。講義内容が授業計画と前後する場合がある

1193 数学　【28年度生用】 前期 mathematics平成27年度 非常勤講師(萩)講義 1年次 2 数学の形成に係る基本的な２本柱として、「数」と「図形」が考えられる。前者は代数学、解析学に繋がり、後者は幾何学に繋がる。小中高で学んできた数字を振り返りながら、数学の本質に迫るために、重要な数学の基本事項、用語を中心に取り上げ、その内容・意義について授業を展開する。選択必修 数学の醍醐味である「数」と「図形」で繰り広げられる論理展開の明快さと美しさを、まず素朴に感得することが最初の目標である。さらに、学生が発展的に学習する、それぞれの専門分野・領域において、自然の言葉である「数学」が適切に使いこなすことができるようになることが最終目標である。数の世界・・・自然数、整数、実数、虚数など、数の由来と分類、包含関係について考える。式(演算)の意味・・・数を表す文字、演算を表す記号の意味について考える。方程式と解の存在・・・解の存在を集合論的な立場から捉える。関数関係・・・関数の考え方を内容豊かに考える。関数(１)・・・べき関数の特性と意味合いについて具体的に考える。関数(２)・・・三角関数の特性と意味合いについて具体的に考える。関数(３)・・・指数関数、対数関数の特性と意味合いについて具体的に考える。スカラーとベクトル・・・物理量としての特性から捉えた概念と線形代数への導入について考える。線形代数・・・線形代数の基本と演習を行う。初等幾何・・・ユークリッド幾何学の基本と演習を行う。解析幾何・・・解析幾何学の基本と演習を行う。数列・・・等差数列、等比数列の基本演習をはじめ、無限級数について考える。微分・・・差分と極限の考え方を導入して、微分学の本質について考える。積分・・・区分求積法の考え方を踏まえて、積分学の本質について考える。微分方程式と物理学・・・微分方程式の基礎と、物理学に現れる微分方程式とその意味合いについて考える。期末試験を主として、授業態度及び、適宜示す課題レポートも考慮に入れ、知識・理解、思考・判断、関心・意欲の観点別評価規準に基づいて評価を行う。課題レポートの作成 20％ 20％ 60％ 随時、紹介する。自作テキスト(パワーポイント)等で示す。小中高校生の時代に学んだ算数・数学を踏まえて、数学のエッセンスをえぐり出し、数学の本質、醍醐味を感得しましょう！・数学・代数学・幾何学・微分積分学・微分方程式

1194 哲学　【28年度生用】 前期 Philosophy, Western Philosophy平成27年度 高橋　憲夫 講義 1年次 2 　哲学の基礎知識及び、その課題と方法について、古典古代ギリシアからヨーロッパ近現代までの範囲で、歴史を遡って講義をします。また、倫理学、論理学、美学などの主要な哲学分野についても時代ごとに概説します。　哲学的な問い、あるいは宗教的な課題について、自らの力で考えることができるようになることを目標にします。哲学とは何か。その課題と方法西洋哲学的思惟の発生西洋哲学の成立と展開哲学と宗教　その１　古典古代の周期用途哲学　　　　　　　　　その2　ユダヤ・キリスト教と中世哲学　　　　　　　　　その3　仏教思想と哲学　　　　　　　　　その4　古代中国思想と哲学中世から近世へ　　中世普遍論争中世の崩壊と近世社会　　近代的市民的自我の覚醒市民革命と哲学絶対王政と市民社会近代国家の成立と哲学近代哲学の成立近代から現代へ　　哲学の展開まとめと復習出席、小テスト、期末試験、授業態度の総合評価講義で示された知識、テーマの考察のために60時間30% 20% 40% 10% 必要なものは授業中に適宜、紹介する指定しない 本気で哲学を学ぶという強い決意で講義に臨んでほしい目指せ哲人

1195 生命科学　【28年度生用】前期 Life Science平成27年度 原田　憲一 講義 1年次 2 人として生きるために文系理系を問わず必要な教養科目として、生命及び自然と生物の関わりを理解するため、いろんな例について一緒に考える。さらに、昔からの生活の智恵として生命現象を利用してきた技術を科学的に理解し、最近のバイオテクノロジーを考察する。選択 生命現象及び自然現象について、自分で問題意識を持ち、それに向かって考える習慣を身に着ける。序論１（種々の自然現象を科学的に考える）序論２（種々の生命現象を科学的に考える）生命１（細胞について学ぶ）生命２（生命にかかわる物質の役割について学ぶ）生命３（生命が如何に制御されているかを学ぶ）分子生物学１（遺伝子発現について学ぶ）分子生物学２（タンパク質の合成と輸送について学ぶ）人の免疫１（免疫機構について学ぶ）人の免疫２（抗体の多様性について学ぶ）植物（植物の役割・利用法について学ぶ）植物生体防御（植物が如何に身を守るか学ぶ）昆虫脱皮（昆虫が成長するなかで如何に脱皮するかを学ぶ）バイオテクノロジー１（昔からの生活の智恵をバイオテクノロジーと捉える）バイオテクノロジー２（バイオ食品、バイオエタノールなどについて一緒に考える）バイオテクノロジー３（化学農薬に替わる人に優しいバイオ農薬を知る）レポート提出 ５０ ５０ 特になし 毎回、授業中に教材を配付する。授業中に、一緒に考える習慣を身につけてほしい。		そのため、授業に出なければ私の意図する教育はできない。授業中は、私語、ケイタイ等はしてはいけない。生命、自然、食料、環境、バイオテクノロジー

1196 法学Ⅰ　【28年度生用】前期 LawⅠ 平成27年度 齊藤　友宣 講義 1～４年次 2 法律の全体像を通して、重要な知識を説明していく。講義 基礎的な法学の知識を取得し、その知識を一般社会で使用できるようになることを目標とする。ガイダンス 法学への招待結んだ契約は守るべきか？（民法）人にケガをさせてしまった場合はどうなるのか？（民法）愛は大切、だけど自分も大切（民法）身近な生活と仕事の中で（消費者法・労働法）民法と刑法はどう違うか？（民法・刑法）交通事故はどんな罪になるか？（刑法）はじめての選挙、大切な一票（憲法）情報化社会の中で自分を守るためには？（憲法）世界の中の日本に生きる（国際法）どこで生まれても一人の人間として（国際法）法学をより本格的に学ぶには（法律学習リテラシー）簡単な判例の知識を学ぶまとめ 授業の積極的参加度（受講態度など）２０点と期末試験の８０点の計１００点で評価します。		また、講義中に私語が目立つ者は減点対象とします。				＊救済措置として、レポートを課す場合もあります。	２０ ８０ 教科書して、「『プレステップ法学（第2版）』池田真朗編・　弘文堂」を使用します。法学と聞くと難しいイメージですが、授業は基本的なことを学ぶのであまり難しくないと思われます。また、授業でわからないことや授業以外で何かの試験等を受ける際、法学に関する所でわからない所があれば何でも質問してください。	法学の基礎・憲法・民法・刑法・消費者法・労働法・国際法

1197 法学Ⅱ　【28年度生用】後期 LawⅡ 平成27年度 齊藤　友宣 講義 1～４年次 2 憲法における概要及び重要な事柄を説明していきます。講義 憲法がどのようなものであるのかを理解し、自ら憲法問題を提起した上で議論ができるようになることを目標とする。立憲主義は大事なのか？（憲法の基礎）政治に参加してみよう（選挙権と参政権）法律はどのように作られるか？（国会の役割）内閣は政治の主役か、脇役か（行政権と議院内閣制）裁判所の役割を知る（司法権と裁判制度）天皇制と何か？（天皇制）平和について考える（平和主義）人権とはどんな権利であるか（人権の理念・歴史・特質）人権問題（人権総論）さまざまな価値観の尊重（信教の自由と政教分離）スクープなら何を書いても許されるのか（表現の自由）どこで何をして暮らしてもいいのか（経済的自由）もし、逮捕されたら？（人身の自由）支え合える社会（社会権）自由とは？（幸福追求権と平等）授業の積極的参加度（授業態度）２０点と期末試験の８０点、計１００点で評価します。		また、講義中に私語が目立つ者は減点対象とします。				＊救済措置として、レポートを課す場合もあります。	２０ ８０ 教科書として、「『プレステップ憲法（第2版）』駒村圭吾編・弘文堂」を使用します。資格や公務員の試験などで憲法が必要な時もあります。講義では資格等で必須な判例も見ていきますので、しっかり勉強してください。何かわからないことがあれば、なんでも質問してください。憲法・基本的人権・統治

1198 心理学　【28年度生用】前期 psychology 平成27年度 熊谷　信順 講義 1年次 2 心理学は人の心と行動を研究対象とし、これらの科学的理解を通して、人々の福祉に役立つことを目指す学問である。従って、対人援助に関わる職種に就こうする者が、心理学の知見を幅広く身につけることは非常に有益である。		本講義では、今日までの心理学の歩みを知り、知覚と認知、欲求と感情、学習と思考、記憶、心の健康、社会心理等に関する講義を行う。	選択 　心理学の基礎的な知識の習得を目標とする。	講義の進め方の説明　心理学とは何か　心理学の歴史　知覚・認知とは何か　形の知覚知覚のずれ（錯視）知覚の恒常性　運動知覚知覚の選択性　知覚情報処理　社会的認知欲求と動機づけ情動のとらえ方　情動に関する理論人間の行動に影響を与える心理的要因学習とは何か　条件づけ学習性無力感、条件づけで見られる現象記憶（感覚記憶、短期記憶、長期記憶）適応と不適応　ストレス　コーピング　　社会的状況の力、支配と服従　講義のまとめ成績については、出席、レポート並びに試験等によって総合的に評価す 『図説心理学入門』誠信書房　自分で積極的に学び、考えるという、真摯な受講態度を期待する。

1199 心理学　【28年度生用】前期 Psychology平成27年度 高橋　一栄 講義 1年次 2 基礎的な心理学の知識について解説する。心理学は，われわれが生活の中で感じる諸現象に関する学問である。知覚や認知等に関する基礎的な領域から，パーソナリティや対人関係などの応用的な領域まで，身近な体験に関心を向ける材料を提供する。一方で，一般的な「心理」と異なる，学問としての心理学における研究方法や知見を理解する。身近な問題への関心から，学問としての心理学につなげることを目的とする。心理学における基礎知識から，学生自身の日々の行動や周囲の人々への理解に，興味関心をもつことができるよう，幅広く学習することが求められる。オリエンテーション（授業の進め方，評価の仕方），心理学とは何か心理学の歴史的背景と主な領域知覚　視覚に関する心理学知覚　その他の知覚心理学認知と記憶　認知のしくみ　記憶のしくみ記憶　記憶に関する諸現象と記憶研究学習　古典的条件付けとオペラント条件付け学習　その他の学習心理学と思考知能　知能の測定とＩＱ　知能に関する諸問題知能・パーソナリティ　パーソナリティに関する諸説パーソナリティ・適応　パーソナリティとそれに関わる問題臨床心理学とカウンセリング　社会心理学　自己と他者の存在社会心理学　対人関係に関する研究まとめ　振り返り定期試験によって評価する。60点以上を合格とする。5％ 95％ 授業の中で紹介する。 授業態度に関する評価割合は低いが，他の学生の学習の妨げになる行為は厳禁とする。

1200 社会学　【28年度生用】前期 Sociorogy 平成27年度 柳瀬　公 講義 1年次 2 授業では社会学の諸理論を学びます。前半では個人と集団に関する理論を紹介し、後半では近代化に伴う社会構造の変化についてみていきます。また授業の最後では、社会学の問いに答えたり、理論に説得力をもたせる上で重要な位置を占める社会調査ついても講義します。選択 社会学の基礎理論を学ぶことによって、①現実の社会事象に関する理解を深めること、②個人と社会とのつながりについての考察を深めていくことの2点が本講義の大きな目標です。イントロダクション社会学とは何か？社会学の基礎理論1（コント、スペンサー、デュルケム）社会学の基礎理論2（ジンメル、パーソンズ他）パーソナリティの理論1（自我、欲求、態度）パーソナリティの理論2（社会化）相互作用と社会過程社会集団と組織1社会集団と組織2現代社会論1（現代とはいかなる時代か？）現代社会論2（再帰的近代化）リスク社会論社会を測る（質的調査）社会を測る（量的調査）まとめと復習出席数が全講義回数の2/3以上を評価の大前提とします。その上で、期末試験、出席、レポート（課した場合に）などにより総合的に評価します。授業の最後に、次回の内容を伝えますので、教材や参考文献を読んでおく予習を求めます。また、授業を欠席・遅刻した場合は、理解が不十分である可能性があるため、必ずその回の復習をしてください。10％ 15％ 70％ 5％ ギデンズ，A．，松尾精文・西岡八郎・藤井達也・小幡正敏・立松隆介・内田　健訳（2009）『社会学　第五版』而立書房＝Giddens，A．（2006）Sociology 5th edition，Polity Press.授業中に指示します。

1201 芸術文化論　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 講義 1年次 2 日本歌曲について考察する。具体的には、歌曲を聴きながら日本文化による詩の美しさや、言葉のイントネーション、メロディーの付けられ方を分析する。また日本歌劇を鑑賞し、日本語の美しさへの理解を深めていく。歌劇では、歌の芸術性を考察するとともに、舞台芸術の魅力を追求していく。選択 作品への寄り添い方を習得し、「素晴らしい歌とはどんな歌なのか」が、自分自身で判断できる知識を習得する。日本歌曲の歴史唱歌の芸術的捉え方童謡の芸術的捉え方童謡作曲家、中田喜直の心の旋律、VTR歌曲集「うみのにじ」より、　いってみようかな・うみのにじ歌曲集「うみのにじ」より、　おふとんほしたら　・　おひさまいっぱい歌曲集「うみのにじ」より、　かしの木おじさんの　うた　・　ケムケムいやいや歌曲集「うみのにじ」より、　さま　・　高い高い展望ロビー歌曲集「うみのにじ」より、　地球はまあるい絵本です　・　ポスト　歌曲集「うみのにじ」より、　ゆうやけ　・　ん！　・　めの　うた歌劇：歌劇の概要 ・歌劇：「夕鶴」の背景、、粗筋、鑑賞歌劇：「夕鶴」鑑賞歌劇：「ヘンゼルとグレーテル」の背景、粗筋、鑑賞歌劇：「ヘンゼルとグレーテル」鑑賞歌劇：「ヘンゼルとグレーテル」鑑賞・レポートによる評価　・歌詞の美しさが捉えられているか、曲の構造が捉えられているかが評価の基準になりす。　教科書のCDをよく聴いて来て下さい。　　２０％ 　　８０％ 　随時紹介「うみのにじ」（カワイ出版）連続性のある授業です。欠席をしないようにして下さい。欠席をした時には必ずCDを聴いてレポートを作成しておいて下さい。授業は毎回レポート作成をします。　美しい詩・イントネーション・舞台芸術

1202 化学　【28年度生用】 前期 Chemistry 平成27年度 非常勤講師(萩)講義 1年次 2 私たちの生活は、化学とは切っても切り離せないものである。そこで本講義では、身近な化学から、食品、工業、環境等、幅広い範囲において、化学がどのように用いられているのか解説していく。化学的な視点を持った上での会話、議論ができるようになる。ガイダンス　授業概要の説明身近な化学理論化学・無機化学有機化学 生命活動にかかわる物質食品化学　味・香食品化学　発酵・酒食品化学　食品添加物農業　土壌農業　農薬医薬分野における化学工業における化学Ⅰ工業における化学Ⅱ化学と環境現代の化学レポート課題・期末試験および出席・授業態度の総合評価。	予習・復習 25 25 50 ダイナミックワイド図説化学(東京書籍）		サイエンスビュー化学総合資料（実教出版）等	プリントを配布する。化学の楽しさをわかってもらえるような講義を心がけます。		一緒に頑張りましょう。化学  科学  食品  生物  工業  環境

1203 健康科学Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 健康を理解するための基礎知識を習得することを目的とする。授業ガイダンス健康とは、健康の定義正常と異常、特異的病因論と非特異的病因論プライマリヘルスケア　ヘルスプロモーション健康科学と医学、健康科学と衛生学、健康科学と保健学個人情報の収集１：ヘルスアセスメント１個人情報の収集１：ヘルスアセスメント２集団的情報１：人口静態統計（国勢調査）、人口構成パターン集団的情報２：人口動態統計（出生、死亡、死産、婚姻、離婚）集団的情報３：その他の統計（生命表、国民栄養調査、患者調査、他）健康指標１：出生健康指標２：死亡健康指標３：その他の指標健康指標４：生命表の作成出席率、提出物、試験の総合評価40 40 20

1204 健康科学Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 授業目的は前般と同様であるが、後期では主要な健康問題について、講義の他にグループデイスカッションも実施し、理解をより深める。授業ガイダンス疾病の歴史、コレラ対策、結核管理管理とは：POSDCORB、他地域保健活動１：保健所、保健センター地域保健活動２：医療制度、国民医療費、介護保険制度、医療サービス地域保健活動３：ヘルスマンパワー地域保健活動４：母子保健、老人保健地域保健活動５：救急医療、災害医療職域保健活動１：科学的管理法、ホーソン実験、労働衛生管理システム職域保健活動２：３管理、職業病、労働災害、メンタルヘルス学校保健活動１：学校保健学校保健活動２：不登校、引きこもり環境保全、環境汚染貧血、過栄養、食中毒今後の健康問題とその対策についてグループで論議する出席率、提出物、論議、試験の総合評価40 40 20

1205 統計学　(萩)　【28年度生用】前期 Statistics for Economics and Business平成27年度 野村　淳一 講義 1年次 2 統計学に関する基本的な考え方と基礎的な統計量の意味と計算方法、解釈を具体的な事例を通して学びます。経済や経営の分析において、どのような形で統計学が応用されるかについて理解する基礎的な力を養うことを目的としています。統計学の基本的な考え方を修得する。		基礎的な統計量の意味と計算方法、解釈ができる。		経済や経営分野での統計学の応用について理解する。ガイダンス： 講義の進め方、単位の評価方法、統計学とは基本統計量①： 平均、分散、標準偏差基本統計量②： 平均・分散の性質、中央値・四分位数度数分布： 度数、相対度数、ヒストグラム格差と平等： ローレンツ曲線、ジニ係数時系列データ： 時系列グラフ、変動係数、無名数標準化①： 標準化変量、偏差値標準化②： 標準化の意味と証明相関関係①： 散布図、相関係数相関関係②： 最小2乗法の概略、決定係数確率： 確率の定義、確率分布表、確率密度関数社会調査： 母集団と標本、統計的推測の考え方確率計算①： 正規分布確率計算②： 正規分布の応用、一様分布期待値： 期待値の定義、推定と検定の紹介期末試験の点数により評価します。ただし、小テストを2回程度実施し、それらの評価を適宜加算します。配布資料に目を通し、用語の確認をする。		授業中に解いた問題を見直し、関連問題にチャレンジする。10％ 0％ 70％ 20％ 講義中に適宜紹介します。配布プリントを中心に講義を行います。ただし、体系的な理解のためには標準的な統計学の教科書を読むことを強く推奨します。1)配布したプリントと電卓を毎回持参して下さい。		2)積み上げ式の講義ですので、毎回の出席を前提とした講義となります。	統計学、確率、経済学、経営学

1206 生命倫理　【28年度生用】後期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 生命科学の発展は医療の質を向上させるとともに、生命の尊厳に関わる重要な諸問題を今日提起している。死の判定という生命の根幹に関わる問題をはじめ、臓器移植、安楽死、生殖医療、医療選択の自己決定権、人工妊娠中絶、動物実験のあり方など、生命倫理をめぐる諸問題について、所論を敷衍し、生命の尊厳の本質について論述する。授業ガイダンス生命倫理をめぐる諸問題脳死と臓器移植の実態と諸問題、臓器移植法リビングウイル、DNR、インフォームドコンセント代理出産、生殖医療の諸問題生と死に関する諸宗教の論理と倫理、自殺クオリティオブライフ、人工妊娠中絶終末期医療と人間の尊厳クローン技術をめぐる諸問題、動物実験の倫理安楽死、尊厳死、死の幇助と刑法遺伝子治療をめぐる諸問題医の倫理に関する国際規定、ジュネーブ宣言、ヘルシンキ宣言生命科学の将来的展望と生命倫理のこれから生命倫理の諸問題についてグループ討議Ⅰ生命倫理の諸問題についてグループ討議Ⅱ出席率、提出物、期末テストを総合評価する。40 40 20 配布プリント

1207 生物学　【28年度生用】後期 Biology 平成27年度 原田　憲一 講義 1年次 2 地球の誕生から生命の誕生、細胞から生体の構成物質について、後半では個体の環境との関わりについて動物を中心とした生物学を易しく解説する。基本的な生物学の知識を習得し、日常生活における生物学に関連した話題が理解できる。ガイダンス　授業概要の説明地球環境と進化１　　地球の誕生地球環境と進化２　　水と空気の惑星―地球体を構成する物質１　タンパク質・アミノ酸・立体構造・脂肪・脂肪酸体を構成する物質２　炭水化物・生体エネルギー・核酸・遺伝子生物と環境　生物の集団　生物の個体群・個体群内の構造と相互作用生物群集　　植物生態系・光合成生物の多様性　動物の系統進化　動物の反応　刺激の受容と中枢神経系　　　動物の行動　かぎ刺激水圏の生態と環境地圏の生態と環境環境問題　大気・土壌・水現代の生物学　レポート課題・期末試験および出席・授業態度の総合評価。	予習・復習 15％ 15％ 70％ ダイナミックワイド　図説生物　総合版（東京書籍）などプリント配布生き物の様々な現象に目を向けてください。生物　細胞　動物　進化　

1208 国語　【28年度生用】 前期 Japanese Literature and Language平成27年度 藤本　陽子 講義 1年次 2 教材を読んだ後、その教材について話し合い、分析する。あるいは、調べたことを発表する。自分の意見や作品を記述する。○論理の展開や要旨をとらえ、また論理の展開の仕方を身につけ実践する		○文学的な文章は表現を味わい、また表現の仕方、言葉の使い方、文体、修辞を身につける		○日本の古典、漢文を通して、当時の生活、習慣、考え方を学び、日本の文化、中国の文化について考える		○日本の文字の成り立ちについて知り、漢字の役割について考える		○児童文学を批判的、分析的に読み、創作する		○読み聞かせの実践クラスオリエンテーション、論説文（１）新聞論説文（２）（雑誌）と意見文の書き方現代の文学作品（１）随筆現代の文学作品（２）小説児童文学（物語-日本）児童文学（物語-海外）児童文学（物語-日本・海外）漢字　漢字の成り立ち・構成・意味文字 カタカナ・ひらがなの成り立ち漢文と中国由来の昔話古文と昔話児童文学創作 （説明的文章）説明的文章創作作品発表・批評児童文学創作（物語）児童文学創作（物語）作品発表・批評　授業態度を含む平常点および毎回の課題内容（50％）、およびレポート（50％）で評価する。50 50 辞書（国語、漢和、古文）、辞典他資料を配付する意見を言う、質問をするなど授業への積極的な参加が必要な授業になります。また自分の考えやオリジナリティが必要となる「書く」課題を毎回出します。

1209 文学　【28年度生用】 前期 Ｌｉｔｅｒaｔｕｒｅ 平成27年度 鎌田　出 講義 1年次 2 桑原武夫『文学入門』（岩波新書）は、その第一章において「なぜ文学は人生に必要か」という項目をたてている。不断見過ごしてしまっているこの「文学」の存在意義について改めて見直すことを学ぶ。「なぜ文学は人生に必要か」という問いの答えを受講生各自が見出すと共に、学問としての「文学」に関する基本的知識を習得する。ガイダンス　　　　　　　　　…授業の運営方針等について説明する「文学」とは何か　　　　　…「文学」という言葉の一般的な意味　　　　　　　　　　　　　　…「文学」という言葉の定義　　　　　　　　　　　　　　…「文学」の存在意義「文学」研究について　　…「文学」研究概観　　　　　　　　　　　　　　…「文学史」について　　　　　　　　　　　　　　…「文学史」選読　　　　　　　　　　　　　　…「文学批評」について　　　　　　　　　　　　　　…「文学批評」選読　　　　　　　　　　　　　　…「文献学」について　　　　　　　　　　　　　　…「文献学」選読　　　　　　　　　　　　　　…新たな「文学」研究展望「文学」の実例　　　　　…作品選読①　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　…作品選読②　まとめ　　　　　　　　　　…課題レポートに関する指導平常点（出席、授業態度、教場レポート）および期末試験に代わる課題レポートにより評価する。原則として２／３以上の出席、教場レポートの提出を単位認定の要件とする。常日頃より「文学」作品に親しんでおくこと。教場レポートにおいて、内容等に関する質問を行うことがある。３０％ １０％ ３０％ ３０％ 川本皓嗣・小林康夫編『文学の方法』（東京大学出版社）プリントを配付する。学問としての「文学」とは何かを学んでもらいたい。文学、文学研究、文学史、文学批評、文献学

1210 歴史　【28年度生用】 後期 History 平成27年度 鎌田　出 講義 1年次 2 一見自明のものと思われる「歴史」について、その意味を今一度検証し、入門的科目として広く「歴史」について思索することを学ぶ。「歴史とは何か」という認識の形成と、「歴史学」の基礎知識・理論についての知識習得。ガイダンス　　　　　　　　…授業の運営方針等について説明する「歴史」とは何か　　　　…「歴史」の定義について　　　　　　　　　　　　　…「歴史」を学ぶことの意義について「歴史学」とは何か　　…「歴史学」とはどのような学問か　　　　　　　　　　　　　…「歴史学」は何を研究対象としてきたか　　　　　　　　　　　　　…「歴史学」と「史料」　　　　　　　　　　　　　…「歴史学」の抱える問題について「歴史叙述」について　…「歴史叙述」とは何か　　　　　　　　　　　　　…「歴史叙述」の例―司馬遷『史記』―　　　　　　　　　　　　　…司馬遷および『史記』について　　　　　　　　　　　　　…『史記』選読①　　　　　　　　　　　　　…『史記』選読②　　　　　　　　　　　　　…『史記』選読③「歴史」のこれから　　　…「記憶の場」についてまとめ　　　　　　　　　　…課題レポートに関する指導等平常点（出席、授業態度、教場レポート）及び期末試験に代わる課題レポートにより評価する。原則として２／３以上の出席、教場レポートの提出を単位認定の要件とする。常日頃より、日本の歴史について学んでおくことを求める。特に留学生の諸君については、あわせて母国の歴史に対する知識を問うことがある。３０％ １０％ ３０％ ３０％ 多岐に渡るため、教場にてその都度指示する。プリントを配付する。学ぶことと思索することとの同時進行を期待する。歴史・歴史学・司馬遷・史記

1211 歴史　【28年度生用】 後期 History 平成27年度 及川　祥平 講義 １～４年次 2 「歴史」は、つねに「なにかについて」の歴史である。そして、歴史を知ることはその「なにか」の「現在」が「どうしてそのようにあるか」を知ることでもある。本科目では、日本の宗教文化の中でも「人の神格化」に焦点をしぼって、過去の（あるいは現在の）日本人の死生観や霊魂観のあり方をおさえていく。。歴史学的センスを養い、日本の宗教文化（死生観・霊魂観）への認識を深める。ガイダンス―人神とはなにか？日本人の死生観・霊魂観―民俗宗教史論的接近祖霊と御霊―先祖祭祀と祟り神人神の形成モデル（１）　藤原鎌足の祭祀と談山神社人神の形成モデル（２）　菅原道真の祭祀と天満宮怨霊の民俗史（１）　平将門―神田明神と首塚怨霊の民俗史（２）　佐倉惣五郎と宗吾霊堂非業の死への対処（１）―殉職者を中心に非業の死への対処（２）―戦死者を中心に英雄伝説―偉人の語られ方顕彰神論（１）　楠木正成の表象史と湊川神社創建顕彰神論（２）　武田信玄の祭祀・顕彰と武田神社顕彰神論（３）　赤穂四十七士の祭祀・顕彰顕彰神論（４）　吉田松陰の顕彰と神格化総括 期末試験（50点）と授業態度（50点）によって評価する。授業態度の評価については、マナー等のほか、毎授業後に提出させるコメントシートの内容を重視する。なお、２／３以上の欠席は評価不能とする。日常的に、漫画、小説、映画、ドラマなどで日本史や講義に登場する人物の人生に触れてほしい。実際に身近な人神を祀る神社や史蹟に出掛けることも薦めたい。50% 50% 講義に際し、適宜指示する。講義に際し、資料を配布する。やや専門的なトピックを扱いますが、出身地域や出身国の文化を念頭におき、あるいは自分が好きな歴史上の人物を思い浮かべるなど、自分自身の体験や関心にひきつけながら受講してください。神社、人神、歴史上の人物、史蹟、怨霊、先祖、死、霊魂

1212 ジェンダー論　【28年度生用】後期 平成27年度 山口　季音 講義 1年次 2 この授業では、ジェンダーに関する基礎的な事項を学び、現代のジェンダーをめぐる問題に対する視点を養います。ジェンダーの問題は日常生活の中に深く入り込んでいます。普段私たちが常識だと考えていることを問い直し、よりよい社会の構築に向けて何が必要なのか、ジェンダーという視点から考えます。選択 ①ジェンダーという概念、歴史について理解する。		②教育やメディアによるジェンダーの形成について理解する。		③労働や恋愛・結婚、家族など現代のジェンダーをめぐる問題について理解し、自分なりの解決策を提示する。	オリエンテーション／ジェンダーとはなにか生物学的性差とジェンダー歴史の中のジェンダー学校の歴史とジェンダー教育におけるジェンダー①～制服・名簿・教科書～教育におけるジェンダー②～理系・文系～韓国におけるジェンダー恋愛・結婚とジェンダー家族の中のジェンダー性の商品化小括～ジェンダーをめぐる問題とは～労働とジェンダーメディアにみるジェンダーセクシュアリティとジェンダーまとめ／ジェンダーをめぐる問題の課題と展望授業態度等の日常点と小テスト、期末テストによる総合評価を行う。２０ ５０ ３０ 伊藤公雄『ジェンダーの社会学』放送大学協会振興会、2008年。		加藤秀一・石田仁・海老原暁子『図解雑学 ジェンダー』、ナツメ社、2005年。	なし。適宜必要な資料を配布する。ジェンダー、男らしさ、女らしさ

1213 ジェンダー論　【28年度生用】後期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 生物的性の違いが社会的存在としての性の差別を生み出し、差別がいろいろの形をとって社会の陰となってきた。ここにジェンダー的視点から性差別をみつめ、性差別を生み出す根本とその是正を高揚する理念や学問、活動が生まれている。性差別の歴史にまなび、現実をよくみつめ、性差別のない社会をめざしている諸学の道程を学び、ジェンダー論を通して人間性のうちにひそむ陰を照らし出すこと、これが本講義の目的である。授業ガイダンスジェンダー上の諸問題性差別の歴史人口動態、社会指標にみる性差進化生物学からみた性差生物学的性差とその多様性DV、デートDV、セクシャル・ハラスメント性暴力・性犯罪とトラウマジェンダー関連法規労働における女性差別の根本原因、ジェンダーフリー国際人権活動に学ぶ女性の人権少子化問題性と生殖の健康と医療、性同一性障害ライフステージからみたジェンダーの諸問題女性の経済的諸問題ジェンダー論に関連する基本的事項について筆記試験を行い出席率、提出物と併せて総合判定する。40 40 20 必要に応じてプリントなどを配布する。講義内容が授業計画と前後する場合がある。

1214 政治学　【28年度生用】後期 Politics, Political Studies, Political Science, Science of Politics平成27年度 高橋　憲夫 講義 1年次 2 　講義前半は、政治学の基礎知識の理解のための説明をします。後半は得られた知識を基に、現代日本政治、国際政治についての講義を展開します。選択 　自分が生きる社会、とりわけ政治について、自分自身で捉え、そのあり方についても考えることができるようになることを目標にします。政治学とは何か。その課題及び理論と方法自由について政治権力について国家 民主主義の基本理念政治の仕組み選挙 民主主義と衆愚政治政治的リーダー論　　議院内閣制、大統領制、議会統治制立法府と行政府マスコミ 多数決型民主主義とコンセンス型民主主義アーレント・レイプハルトの民主主義論　　分裂社会と多極共存型民主主義モデル国際関係論まとめと復習出席、小テスト、期末テスト、授業態度の総合評価主に復習のために、最低でも60時間を費やすこと30% 20% 40% 10% 講義中に適宜、紹介する指定なし 本当に学ぶ気持ちと姿勢で、講義に臨んでほしい目指せ賢人

1215 倫理学　【28年度生用】後期 Ethics, Moral Philosophy平成27年度 高橋　憲夫 講義 1年次 2 　前半では、倫理学の学問的特質と意義について、概括します。後半は、より身近な倫理的問題を取り上げ、考察を加えます。　現代の人間が抱える多くの倫理的課題、ジレンマについて、自ら考察を進めることが可能となることを目標としたい。倫理学とは何か。その課題と方法倫理学説史概観　その１　古代　　　　　　　　　　　　その2　中世キリスト教世界の倫理観　　　　　　　　　　　　その3　宗教改革とルネサンス゜　　　　　　　　　　　　その4　近代的市民的自我と倫理観　　　　　　　　　　　　その5　ヘーゲルから現代哲学へ　　　　　　　　　　　　その6　実存哲学と不安　　　　　　　　　　　　その7　マルクス主義の倫理観古代日本人の倫理観日本と中国　儒学の影響日本人と仏教現代社会の問題と倫理学応用倫理学　その1応用倫理学　その2まとめと復習　出席、小テスト、期末試験、授業態度の総合評価示された概念や課題の考察のために、60時間は費やすこと30% 20% 40% 10% 講義中に適宜、紹介するテキスト、教材は指定しない倫理的知識の習得は、より良い人間を目指すためであるべき目指せ高潔

1216 経済学概論　　　【28年度生用】前期 Introduction of Economics平成27年度 梅　大海 講義 1年次 2 　経済学は希少な資源（土地、資本、労働力など）を用いてモノやサービスを生産し、人間の福利を高め、経済社会の発展に結びつけるかを探求する学問です。私たちの抱える経済問題は、基本的には市場を通じて解決されますが、市場はすべてのことを解決できるほど万能ではありません。		　今日、経済の国際化、情報化、環境に関連する課題が浮かび上がってきています。講義では、経済学の基本的な考え方や、基礎的なミクロ・マクロの経済理論について学びます。選択 　経済学の基本的な考え方や基礎的な経済理論を学んで、経済の先行きを見通し、急速に変化して行く経済環境の中で、経済学的に考えて積極的に行動できる能力を身につけることを目指す。オリエンテーション経済学の十大原理経済学者らしく考えるグラフなどの使用法比較優位 比較優位の応用事例ミクロ経済学①市場と競争ミクロ経済学②需要と供給ミクロ経済学③消費者余剰と生産者余剰ミクロ経済学④市場の効率性と外部性マクロ経済学①国民所得の測定マクロ経済学②生計費の測定マクロ経済学③生産と成長マクロ経済学④貯蓄、投資と金融システムマクロ経済学⑤総需要と総供給テストまたはレポートと授業態度新聞・インターネットの経済記事を読むこと30 30 40 「マンキュー入門経済学」、東洋経済新報社		「スティグリッツ入門経済学」、東洋経済新報社		「入門経済学」伊藤元重、日本評論社特に定めない（レジュメ及び参考資料を必要に応じて配布する）比較優位、需要と供給、ミクロ経済、マクロ経済

1217 道徳Ⅰ　【28年度生用】前期 moralityⅠ 平成27年度 非常勤講師(萩)講義 1年次 2 吉田松陰を中心とした先賢に、人間として、日本人として、この時代をどのように生きるべきかを学ぶ。国際社会における日本人はいかにあるべきか、国家・社会のなかで個としての人はいかにあるべきかを考え、行動・実践できる人間を目指す。松陰の道徳観・・・「士規七則」により解説松陰の家族観・・・「妹千代宛書簡」により解説松陰の教育観・・・何故、短期間で多くの志士が育ったのか（松下村塾での講話）テーマ討論会（１）・・・学生がテーマを決めて討論（松下村塾・記念館にて）テーマ討論会（２）・・・前回の議論を深める（大学の講義室で）先賢に学ぶ（１）・・・光明皇后、西郷隆盛、二宮尊徳、橋本左内を通して先賢に学ぶ（２）・・・前回紹介したどの人物、行動等に共感したかを討論する松陰の人間観・・・身分、出身等を問わない。野山獄における講義及び勉強会松陰の死生観（１）・・・「留魂録」第8節の解釈を通して松陰の死生観（２）・・・日本人の死生観、七生説等について先賢に学ぶ（３）・・・熊沢蕃山、小林虎三郎、牧野富太郎、北野武を通して人生儀礼と年中行事（１）・・・誕生から死までを通して人生儀礼と年中行事（２）・・・日本人の生き方を考える総合討論 まとめ ３０ ７０ 随時紹介する。自作テキスト、資料等で示す。講義の中で紹介する吉田松陰をはじめとする、先賢の人たちの生き様と行動力に学び、時代を超えて存在する、人間としての熱い思いをこれからの皆さんの人生に生かして欲しい。	道徳・吉田松陰・士規七則・松下村塾・志教育	

1218 道徳Ⅰ　【28年度生用】前期 moralityⅠ 平成27年度 高橋　憲夫 講義 1年次 2 　今日まで、私たち日本人の中に伝えられている倫理・道徳的感性、あるいは倫理・道徳意識について概括します。　伝統的倫理・道徳的感性、意識は、各自、当たり前に内在し、共感できるはずだが、欠けているものの補完を目標とします。道徳とは何か。捉え方、考え方道徳的・倫理的感性、意識の検討　1.古代日本人の道徳観2.古代宗教と道徳観3.仏教と日本人4.儒教の浸透5.中世、王朝文学に見られる倫理的感性6.近世、武家文化と儒教倫理7.近世、鎌倉新興宗教8.乱世の死生観9.幕藩体制と儒教倫理10.幕末と意識の変遷12.日本の近代化と西欧思想13.第２次大戦の前後まとめと復習出席、小テスト、期末試験、授業態度の総合評価常に復習のために、60時間以上は費やしてほしい30% 20% 40% 10% 必要なものは講義中に適宜、紹介しますテキスト、教材は指定しない単なる知識の習得ではなく、モラリストを目指してほしいモラリスト

1219 道徳Ⅱ　【28年度生用】後期 moralityⅡ 平成27年度 高橋　憲夫 講義 1年次 2 　前期で学んだことを踏まえ、欧米の道徳観、倫理思想を概括する。　これまで探ってきた日本、アジアに加えて、欧米の道徳・倫理観の中に己の内なるそれを照射し、確信にまで高めることが目標。道徳を学ぶ意味と意義欧米に学ぶ　　古典古代ギリシア　　古代ギリシア人の道徳観1. 古典文芸に見られる道徳観　　ホメーロスとヘーシオドース2. 古代哲学の倫理思想　　①　イオニアの自然哲学②　古代民主政体とソフィストたちの相対主義③　ソクラテス、プラトンの理想主義④　アリストテレースの現実主義⑤　ヘレニズムの哲学と倫理観中世ゲルマン世界の倫理観　　キリスト教中世普遍論争　　宗教改革とルネサンス　　近世の道徳意識近代の哲学と倫理思想　　1. カントのリゴリズム2. ヘーゲル哲学から現代へ　　ショーペンハウアー、ニーチェ、フォイアーバハ、マルクス、ディルタイ、ハイデガー3. イギリス経験哲学から功利主義哲学へまとめと復習出席、小テスト、期末試験、授業態度の総合評価復習のために、最低でも60時間を確保してほしい 授業中に適宜、紹介します指定しない 知識を実践して、真のモラリストを目指してほしいモラリスト

1220 道徳Ⅱ　【28年度生用】後期 Moralityⅱ 平成27年度 非常勤講師(萩)講義 1年次 若者の規範意識の低下が顕著になる中、本学は大学教育としての道徳教育を積極的に取り入れている。道徳Ⅰでは、萩が生んだ偉大な人物である吉田松陰に焦点化を図ったが、道徳Ⅱでは、担当教員の職歴における具体的な経験を踏まえた人生哲学を通して、受講者である若い学生が将来、社会に出て有効となる道徳・倫理観についてに学ぶ。本学の学生が混迷する現代社会に出て働く場合に、学生自らが、主体的にこのような社会の中で、お互いに協調心及び協働心を持ち、より良く社会の中で生きていくための術を身に付けることを目指す。社会的経験則について私達の思考形式について「道徳・倫理」の概念を考える「社会倫理」の概念を考える言論・表現の自由と倫理観Ⅰ言論・表現の自由と倫理観Ⅱ地域社会の「共助」と「協働」を考える地域社会の倫理観を考える政治・経済活動と倫理観幕末維新史と倫理観を考える明治維新と萩の人物を俯瞰する倫理観は時代がつくるか文学と倫理観雑学ノススメ総括 授業態度、課題レポート等の評価を考慮して、総合的に判断する。３０% ７０% 毎時間、適宜、紹介をする。毎時間、自作資料を配付する。授業で展開する社会的経験則や道徳・倫理観を通して、自らの生きるべき道を模索して下さい。道徳　規範意識　社会倫理　倫理観　共助　協働

1221 地域文化Ⅰ　【28年度生用】前期 Region and Culture Ⅰ平成27年度 石川　正一 講義 1年次 2 本学が立地する萩市は、近代日本胎動の地と言われ、歴史的、文化的、産業的な教育・修学の機会に恵まれた地である。特に明治維新前史としての幕末史及び萩藩の藩政改革を修学し、思想的・精神的背景を築いた藩校や私塾等の教育的役割について理解を深める。さらに、明治以降の歴史・文化・人物等の実際とその必然性や現在の萩の文化的状況についても考察する。萩市の歴史・文化・人物について興味を持つとともに、自ら進んで学ぼうとする。オリエンテーション   授業概要について説明萩の風物詩　　　　　　　夏みかんについてⅠ　　〃　　　　　　　　　　　 夏みかんについてⅡ　　　〃　　　　　　　　　　　 萩の海と漁師　　　　　　萩と人物　　　　　　　　 吉田松陰Ⅰ　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　 吉田松陰Ⅱ　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　 高島北海Ⅰ　〃　　　　　　　　　　　 高島北海Ⅱ　　　　　　　萩と産業　　　　　　　　 萩焼の歴史　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　萩焼に挑戦　　　　　　幕末の萩　　　　　　　　萩の幕末史Ⅰ　　　　　〃　　　　　　　　　　　萩の幕末史Ⅱ　　　　　　萩と竹　　　　　　　　　 竹につて　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　日東製紙萩工場についてまとめ 学外での授業も展開されるため、出席や授業態度を重視する。		レポートは「私の萩アルバム」を作成し提出する。毎回授業に関連する課題をレポートととして作成する。　　２０％ 　　５０％ ３０％ ,奈良本辰也「吉田松陰」岩波新書		・林屋晴三　編「萩　上野　高取」日本陶芸全集18　中央公論社		・「高島北海」随時配布する。萩の町について興味を持ち、様々な史跡を散策してみて下さい。萩・吉田松陰・萩焼・夏みかん・幕末・竹

1222 地域文化Ⅱ　【28年度生用】後期 Region and Culture Ⅱ平成27年度 鎌田　出 講義 1年次 2 人々の幸福、すなわち福祉を学ぶには、人が生きるうえに必要な食料と環境について知らなければならない。本授業では食料生産、食品加工、流通、それに伴う環境問題について、地域から世界にわたる幅広い見識を養う。さらに、特許（知識財産）についても学び、自然科学を学んだ学生として、福祉向上に貢献できる人材になってもらいたい。選択 地域から世界の食料、環境について幅広く理解し、これからどのようにすれば、現在の諸問題を解決できるか、問題提起と解決するための方法を習得してもらいたい。序論（全体の概説）特許（知識財産の認識）食料生産 地域の農業（１）地域の農業（２）世界の農業地域の食品産業（１）地域の食品産業（２）植物工場、バイオテクノロジー食品衛生 環境問題、リモートセンシング流通 地域の農政特許（自然科学分野）まとめ 出席とレポートレポート ３０ ３０ ４０ 食料生産、食品加工、流通、環境、特許

1223 地域文化Ⅰ　【28年度生用】前期 Region and Culture Ⅰ平成27年度 猿渡　土貴 講義 1年次 2 新学期は桜の満開時期と重なっている。昨今は、日本の「お花見」に関心を寄せる海外旅行者も多いという。このように、日本人の生活は、季節の移り変わりと密接にかかわっているのだ。本講義では、一日、一年、一生といった「時間」をキーワードに、日本人の暮らしと、その変化について、身近なトピックスを題材に民俗学の立場からアプローチしていく。日本人の生活文化についての造詣を深めてもらいたい。ガイダンス　　生活のリズム昼と夜 暦と年中行事大正月と小正月春の行事 夏の行事 盆の行事 秋の行事 冬の行事 いのちを育む一人前になる老いと病 死と葬送 まとめ 試験 出席及び授業への積極性50％、定期試験50％で評価する。		ただし、試験を棄権した場合、欠席が多い場合は成績をつけない。日本語で行う授業なので、より高い日本語力を習得する努力をしてほしい。30% 50% 授業での様子を見て、その都度紹介する。毎回、レジュメを配布する。授業は講師とみなさんで作り上げていくものだ。より積極的な授業への参加を期待する。また、授業内で話題とした内容を、実際の生活の中で見つけて、理解を深める努力をしてほしい。年中行事、暦、ハレ・ケ・ケガレ、盆、正月、通過儀礼、産育、一人前、歳祝い、葬送など。

1224 地域文化Ⅱ　【28年度生用】後期 Region and Culture Ⅱ平成27年度 猿渡　土貴 講義 2 エスカレーターの左側に立ってしまうあなた！関西では邪魔にされますよ！エスカレーターの立ち位置、ウナギの調理のしかた、「アホ」と「バカ」、うどん文化とそば文化…。気をつけてみていると、狭い島国でありながら、日本の民俗(みんぞく)（forklore）は地域によって実に多様な顔を持っている。本科目では、言葉、家族構造、食生活、社会組織など身近で具体的な事例をもとに、東日本と西日本、海と山の地域的な民俗（文化）のちがいを中心に、日本民俗の多様性について概観する。地域ごとに様々な顔を見せる日本文化（民俗）の多様性について学び、問題意識を持って自ら進んで研究できるようになること。ガイダンス　日本の地域性について東日本と西日本①景観から見た差異東日本と西日本②集落の構成海に生きる人々　生業と技術山に生きる人々　生業と技術ところが変われば言葉が変わる　方言の話自慢の郷土料理①調味料の話自慢の郷土料理②VTR自慢の郷土料理③おせち料理について自慢の郷土料理④だしの話日本の伝統的な家のつくりと住まい方①気候と家の形日本の伝統的な家のつくりと住まい方②神様のいる場所日本の伝統的な家のつくりと住まい方①家族のありかたと住まい方まとめ 試験 出席と授業への積極性を重視する。欠席が多い場合、試験を放棄した場合は、成績を評価しないので注意すること。新聞・雑誌・テレビの紀行番組などをみたり、電車やバスでの移動の際に周囲を観察するなど、問題意識を持って自ら情報を収集してもらいたい。50 50 授業の中で紹介する。毎回、レジュメを配布する。講義は講師とみなさんで作っていくものである。受講マナーを守って、授業に積極的に参加してほしい。一緒に楽しい講義にしていきましょう。地域性、景観、東日本と西日本、海、山、生業、民家、家族、郷土料理など。

1225 日本近代黎明史Ⅰ　【28年度生用】前期 Japan modern dawn history Ⅰ平成27年度 一坂　太郎 講義 1年次 2 アジアの中で最も早く近代化を成し遂げたとされるのが日本である。どのように国の形を造ってきたのか、他のアジア諸国とどのように交わってきたのかを古代から概観し、明治維新を頂点とする歴史の軌跡をたどり、考えたい。選択 日本の歴史、文化を出来るだけ学び、理解する。日本列島と日本人小国の分立、ヤマト政権飛鳥文化、律令制遣唐使、天平文化平安京、国際関係の変化国文学、源氏の進出荘園制度 鎌倉幕府の滅亡ヨーロッパ人の東アジア進出、桃山文化江戸幕府の成立～元禄文化享保の改革長州藩、吉田松陰誕生開国 松下村塾 安政の五カ国条約学習意欲、自分で考えることを重視します。期末試験としてレポートを提出。30％ 20％ 50％ 0 0 ・『詳説日本史図鑑』山川出版社　848円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・『松陰と晋作の志』一坂太郎著　KKﾍﾞｽﾄｾﾗｰｽﾞ（ﾍﾞｽﾄ新書）日本を知り、日本を楽しみましょう

1226 日本近代黎明史Ⅱ　【28年度生用】後期 Japan modern dawn history Ⅱ平成27年度 一坂　太郎 講義 1年次 2 授業概要 		アジアの中で最も早く近代化を成し遂げたとされるのが日本である。どのように国の形を造ってきたのか、他のアジア諸国とどのように交わってきたのかを古代から概観し、明治維新を頂点とする歴史の軌跡をたどり、考えたい。  	選択 日本の歴史、文化を出来るだけ学び、理解する。安政の大獄、桜田門外の変公武合体運動尊王攘夷運動の激化高杉晋作と騎兵隊密航留学生徴収征討 坂本龍馬と公議、政体大政奉還と王政復古戊辰戦争 伊藤博文と神戸事件廃藩置県と諸改革岩倉使節団征韓論 士族反乱と自由民権運動憲法制度 学習意欲、自分で考えることを重視します。期末試験としてレポートを提出。30％ 20％ 50％ 0 0 ・『詳説日本史図鑑』山川出版社　848円　　　　　　　　　　　　　　　　　　・『松陰と晋作の志』一坂太郎著　KKﾍﾞｽﾄｾﾗｰｽﾞ（ﾍﾞｽﾄ新書）日本を知り、日本を楽しみましょう

1227 英語Ⅰ　【28年度生用】前期 English Ⅰ 平成27年度 福原　慶尚 演習 1年次 1 　授業の前半は、聴く・読む(理解活動）を、後半では、話す・書く（表現活動）が中心。「理解活動」では、受講者は、		テキストの割り当てられた範囲を音読・読解し、その後、相互に意見を発表する。「表現活動」では、会話文に合わせて		セットされた模擬店などで、実物を使い、スイッチバック方式で行う。選択必修 　「理解活動」では、(原書の)読解力のガイドラインを500点(TOEIC スコア)、「表現活動」では、下の６つのトピックを完全に暗記することを目指す。　　Anne  Frank、THE　DIARY　OF ANNE　FRANK　　　　　　　　　　①　Self-Introduction　　　20世紀文学史の概観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　（Back　to  ① )　　　「裏の家」での複数の時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③  At the Custom　　　現代の普遍的価値観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④         ( Back to  ①  ③ )　　　現代社会の死生観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤     Quiz　S.Maugham、THE LUNCHEON　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥  At the Bus-Center　　　作家とその時代背景                                                        ⑦　　　　(  Back to  ①  ③  ⑥　）　　　モームの手法――シニシズム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧　Taking　a  Taxi　　　中年女性の‘ずるさ’                                                        ⑨       ( Back  to   ①  ③  ⑥   ⑧ )　　　「昼食」のメニューとカロｌ－計算　                                         ⑩    Quiz　S.Lewis、YOUNG　MAN　AXCELBROD                                   ⑪  Helpin'  a  Blind  Man　　　作者とその時代背景                                                        ⑫        ( Back  to  ①  ③  ⑥  ⑧  ⑪ )　　　主人公の言う　'a  double  mistake'  とは？　　　　　　　　　　　 ⑬　　Checkin大学教育の本質とは何か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑭　　　（　Back  to　①　③　⑥　⑧　⑪　⑬　）　　　高齢社会の　'生きがい'１                                                 ⑮　　Quiz　第１６回目に、定期試験を行う。　上記の①③⑥⑧⑪⑬のスキットは、予習段階で完全に		暗記しておくこと。　　５０％　　　　　　 　　５０％ 　David　Hamilton,　SPEAKING　OF　SPEECH、Macmillan,		１９９９．　テキストはプリント教材を使用。　毎回全員が何らかの形で発表。音読練習にウエイトを！　Student		  Oppotunities for		  Success　　　　　

1228 英語Ⅱ　【28年度生用】後期 English　Ⅱ 平成27年度 福原　慶尚 演習 1年次 1 　授業の前半は、聴く・読む(理解活動）を、後半では、話す・書く（表現活動）が中心。「理解活動」では、受講者は、テキストの割り当てられた範囲を音読・読解し、その後、相互に意見を発表する。「表現活動」では、会話文に合わせてセットされた模擬店などで、実物を使い、スイッチバック方式で行う。選択必修 　「理解活動」では、(原書の)読解力のガイドラインを500点(TOEIC スコア)、「表現活動」では、下の６つのトピックを完全に暗記することを目指す。K. Mansfield, A  CUP OF TEA　　　　　　　　　　　　　　　　①　Shopping作品と時代背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　（Back　to  ①）　　　女性の「知」とは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③　Buying　a  T-shirt　　　　　　　　女性の「愛」とは？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　（Back　to  ①　③）[愛と美」の本質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤　Quiz　　Saki,　DUSK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　At  A  Fast-Food　Restaurant　　　Duskは、'敗北者’の時間　？　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦　　　　（Back　to  ①　③　⑥）　　　歓楽街は、´勝者’の空間　？　　　　　　　　　　　　　　　⑧　Going  to  an  Internist　　　'落ち'、そして、'どんでん返し' 　　　　　　　　　　　　　　　　⑨　　　　（Back  to 　①　③　⑥　⑧）　　　'失敗'という名の教訓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⑩　Quiz　　R.　F.　Scott,　THE LAST EXPEDITION 　　　　　　　　　  ⑪　Having 　a  Cold　　　南極点到達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　（Back　to  ①　③　⑥　⑧　⑪）　　　帰路、猛吹雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬　　Shot？　　　空腹　そして、凍傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭　　　　（Back  to  ①　③　⑥　⑧　⑪　⑬）　　　基地目前、全員凍死　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑮　　Quiz　第１６回目に、定期試験を行う。　上記①③⑥⑧⑪⑬のスキットは、予習段階で完全に暗記		しておくこと。　　５０％ 　　５０％ 　David　Hamilton、SPEAKING OF SPEECH,Macmillan,1999.　テキストは、プリント教材を使う。毎回、全員が何らかの形で発表。　Speak out !Basic, Authentic, Realistic

1229 英語Ⅰ　【28年度生用】前期 English I 平成27年度 村上　郷子 講義・演習 1年次 1 英語の力を総合的につけるためには、楽しみながらもバランスよく「聴く・話す・読む・書く」力を身につけていく必要があります。本授業では、英語圏の大学生が使うと思われる易しい英文を読みながら、上記の4つのスキルを高めるとともに、英語圏の文化や考え方を、映画やドキュメンタリーを通して学んでいきます。毎回、前回の授業に関する小テストを行います。選択 英語の基本的な「聴く・話す・読む・書く」力を身につけるとともに、英語圏の文化や考え方を理解する。オリエンテーション	1	講義の概要説明、英語での自己紹介Unit 1　Ｂｅ動詞・現在Unit 2　一般動詞・現在Unit 3　多様な疑問文Unit 4　Ｂｅ動詞・過去movie 1　英語圏の文化を楽しもう（その１）Unit 5　一般動詞・過去Unit 6　特殊な文Unit 7　未来形Unit 8　進行形Documentary 1　英語圏の文化を楽しもう（その２）Unit 9　助動詞Unit 10　英文の型総まとめ 学期末試験　Unit 1-10出席・授業態度　20％　小テスト　40％　試験　40％		  授業の欠席が3回以上の場合、20％の授業への出席・授業態度の点数は加算されません。	毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習を必ず行ってください。10 10 0 40 40 辞書など。詳しい参考書等については、授業中に随時指示します。『First Steps to English Grammar』（カレッジ英文法入門）、南雲堂（予定）英語が初めての学生さんでも、大丈夫です。初心者には、英語の基本から、中級者にはTOEIC問題も用意しております。楽しく英語を学びましょう！English, Basic grammar, Eementary level, TOEIC

1230 英語Ⅱ　【28年度生用】後期 English II 平成27年度 村上　郷子 講義・演習 1年次 1 英語Iを引き継ぎます。英語の力を総合的につけるためには、楽しみながらもバランスよく「聴く・話す・読む・書く」力を身につけていく必要があります。本授業では、英語圏の大学生が使うと思われる易しい英文を読みながら、上記の4つのスキルを高めるとともに、英語圏の文化や考え方を、映画やドキュメンタリーを通して学んでいきます。毎回、前回の授業に関する小テストを行います。選択 英語の基本的な「聴く・話す・読む・書く」力を身につけるとともに、英語圏の文化や考え方を理解する。オリエンテーション	1	講義の概要説明、英語での自己紹介Unit 11　受動態Unit 12　比較Unit 13　完了形Unit 14　不定詞movie 2  英語圏の文化を楽しもう（その３）Unit 15　分詞Unit 16　動名詞Unit 17　節Documentary 2　英語圏の文化を楽しもう（その４）Unit 18　関係代名詞Unit 19　熟語の整理Unit 20　会話総まとめ 学期末試験　Unit 11-20出席・授業態度　20％　小テスト　40％　試験　40％　　授業の欠席が3回以上の場合、20％の授業への出席・授業態度の点数は加算されません。毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習を必ず行ってください。10 10 0 40 40 辞書など。詳しい参考書等については、授業中に随時指示します。『First Steps to English Grammar』（カレッジ英文法入門）、南雲堂（予定）英語が初めての学生さんでも、大丈夫です。初心者には、英語の基本から、中級者にはTOEIC問題も用意しております。楽しく英語を学びましょう！English, Basic grammar, Eementary level, TOEIC

1231 英語Ⅲ　【28年度生用】前期 English Ⅲ 平成27年度 福原　慶尚 演習 2年次 1 　「英語Ⅰ・Ⅱ」に準じ、授業の前半で、短編を講読し、後半では下の６つのトピックの練習を行う。							選択必修 　読解力は、ＴＯＥＩＣのガイドライン・５００点を、また表現力では、下の６つのトピックを完全に暗記することを目指す。　　　Ｔ．Ｗｉｌｄｅｒ，ＯＵＲ　ＴＯＷＮ　（Ａｃｔ　１）　　　　　　　　　　　①　　Ａｔ　ａ　Ｃｏｆｆｅｅ　Ｓｈｏｐ　　　　　Ｔｈｉｓ　ｐｌａｙ　ｉｓ　ｃａｌｌｅｄ　”Ｏｕｒ　Ｔｏｗｎ．”　　　　　　　　②　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①）　　　　　Ｓｏ＿ａｎｏｔｈｅｒ　ｄａｙ’ｓ　ｂｅｇｕｎ．　　　　　　　　　　　　③　　Ｂｕｓ　Ｔｒｉｐ　ｔｏ　Ｍｔ．　Ｈｏｏｄ　　　　　Ｍａｉｎ　Ｓｔｒｅｅｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③）　　　　　Ｇｉｂｂｓ’　Ｆａｍｉｌｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　　Ｑｕｉｚ　　　　　Ｗｅｂｂ’ｓ　Ｆａｍｉｌｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　Ｗｈｅｒｅ’ｓ　ｔｈｅ　Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃｅ？　　　　　Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｉｃａｌ　ｄａｔｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦　　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥）　　　　　Ｄｒ．Ｇｉｂｂｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧　　Ａｔ　ｔｈｅ　Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　　　　　Ｍｒ．Ｗｅｂｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨　　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧）　　　　　Ｅｍｉｌｙ’ｓ　ｓｐｅｅｃｈ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩　　Ｑｕｉｚ　　　　　　Ｇｅｏｒｇｅ，ａ　ｂａｌｌ　ｐｌａｙｅｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪　　Ａｔ　ｔｈｅ　Ｕ．Ａ．Ｃｏｕｎｔｅｒ　　　　　Ｇｉｒｌｓ’　ｇｏｓｓｉｐｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧　⑪）　　　　　Ｃｏｎｓｔａｂｌｅ　Ｗａｒｒｅｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬　　　Ａ　Ｐｌａｎ　ｆｏｒ　Ｒａｉｌｒｏａｄ　Ｔｒｉｐ　　　　　　Ｓｉｍｏｎ　Ｓｔｉｍｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭　　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧　⑪　⑬）　　　　　Ｔｈｅ　ｍｏｏｎｌｉｇｈｔ’ｓ　ｓｏ　ｗｏｎ－ｄｅｒｆｕｌ．　　　　　　　　⑮　　Ｑｕｉｚ　第１６回目に、定期試験を行う。　上記のスキット①③⑥⑧⑪⑬を、予習段階で完全に暗記しておくこと。　　　５０％ 　　　５０％ 　 授業で、適宜指示する。　Thornton Wilder, OUR TOWN, Perennial Classics,1998.　毎回、全員発表。徹底した予・復習を！	　　Take chances!		    Don't be afraid to make mistakes.

1232 英語Ⅳ　【28年度生用】後期 English Ⅳ 平成27年度 福原　慶尚 演習 2年次 1 「英語Ⅰ・Ⅱ」に準じ、授業の前半で、短編を講読し、後半では下の６つのトピックの練習を行う。選択必須 読解力は、ＴＯＥＩＣのガイドライン・５００点を、また表現力では、下の６つのトピックを完全に暗記することを目指す。　　Ｔｈｏｒｎｔｏｎ　Ｗｉｌｄｅｒ，ＯＵＲ　ＴＯＷＮ　（Ａｃｔ　２）　　　　　　　①   Taking Amtrak　　　　Ｉｔ’ｓ　ｔｈｒｅｅ　ｙｅａｒｓ　ｌａｔｅｒ．　Ｉｔ’ｓ　１９０４．　　　　　　　　②      (Back to ①）　　　　Ｗｅｌｌ，Ｍａ，ｔｈｅ　ｄａｙ　ｈａｓ　ｃｏｍｅ．　　　　　　　　　　　　③　Ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｒａｉｎ　（１）　　　　Ｍｏｔｈｅｒ　ａｎｄ　ｄａｕｇｈｔｅｒ’ｓ　ｎｏ　ｐｉｃｎｉｃ．　　　　　　　　④　　　(Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③)　　　　Ａｗ！＿ｔｈａｔ’ｓ　ｊｕｓｔ　ａ　ｓｕｐｅｒｓｔｉｔｉｏｎ．　　　　　　　　　　⑤　Ｑｕｉｚ　　　　Ａ　ｇｉｒｌ’ｓ　ａｐｔ　ｔｏ　ｂｅ　ａ　ｍｉｔｅ　ｎｅｒｖｏｕｓ．　　　　　　　⑥　Ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｒａｉｎ　（２）　　　　Ｅｍｉｌｙ，ｗｈｙ　ａｒｅ　ｙｏｕ　ｍａｄ　ａｔ　ｍｅ？　　　　　　　　　⑦　　　(Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥）　　　　Ｍｅｎ　ａｒｅ’ｔ　ｎａｔｕｒａｌｌｙ　ｇｏｏｄ．　　　　　　　　　　　　　　　⑧　Ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｒａｉｎ　（３）　　（Ａｃｔ　３）　Ｓｕｍｍｅｒ，１９１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨　　　(Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧）　　　　Ｈａｖｅ　ａｎ　ｉｃｅ－ｃｒｅａｍ　ｓｏｄａ　ｗｉｔｈ　ｍｅ．　　　　　　　　⑩　Ｑｕｉｚ　　　　Ｎｅｗ　ｐｅｏｐｌｅ　ａｒｅ’ｔ　ａｎｙ　ｂｅｔｔｅｒ．　　　　　　　　　　　　⑪　Ａｔ　ａ　Ｃａｍｅｒａ　Ｓｈｏｐ　　　　Ｉ　ｇｕｅｓｓ　ｔｈｉｓ　ｉｓ　ａｎ　ｉｍｐｏｒｔａｎｔ　ｔａｌｋ．　　　　　　　　⑫　　　　(Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧　⑪）　　　　Ｏｖｅｒ　ｔｈｅｒｅ　ｓｏｍｅ　Ｃｉｖｉｌ　Ｗａｒ　ｖｅｔｅｒａｎｓ．　　　　　　⑬　Ｃｈｅｃｋ　ｏｕｔ　　　　Ｗｅ　ａｌｌ　ｋｎｏｗ　ｔｈａｔ　ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ　ｉｓ　ｅｔｅｒｎａｌ．　　　　⑭　　　　（Ｂａｃｋ　ｔｏ　①　③　⑥　⑧　⑪　⑬）　　　　Ｄｏ　ａｎｙ　ｈｕｍａｎ　ｂｅｉｎｇｓ　ｒｅａｌｉｚｅ　ｌｉｆｅ？　　　　　　　⑮　第１６回目に、定期試験を行う。     　  　 　　	上記のスキット①③⑥⑧⑪⑬を、予習段階で完全に暗記しておくこと。５０％ ５０％ 授業で、適宜指示する	Thornton Wilder, OUR TOWN, Perennial Classics,1998.  	　Discover yourself for what you want to be.	Think globally, act locally.	

1233 英語Ⅲ　【28年度生用】前期 English III 平成27年度 村上　郷子 講義・演習 2年次 1 多様なジャンルのトピックを英語で読みながら、実践的な「聴く・話す・読む・書く」力をつけていきます。本授業では、TOEIC教材を使いながら、国際的な英語力を身につけるだけではなく、英語圏の考え方や文化についても深めていきます。毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習はきちんとやってきて下さい。選択 英語の実践的な「聴く・話す・読む・書く」力を身につけるとともに、英語圏の文化や考え方を理解する。オリエンテーション  講義の概要説明、英語での自己紹介Unit 1　TravelUnit 2  MoneyUnit 3  SportsUnit 4  The Weathermovie 1  英語圏の文化を楽しもう（その１）Unit 5  On the PhoneUnit 6  Credit CardsUnit 7  The InternetDocumentary 1  英語圏の文化を楽しもう（その２）Unit 8  On a DateUnit 9  At ImmigrationUnit 10   Cars and Driving総まとめ 学期末試験　Unit 1-10出席・授業態度　20％　小テスト　40％　試験　40％    授業の欠席が3回以上の場合、20％の授業への出席・授業態度の点数は加算されません。毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習を必ず行ってください。10 10 0 40 40 辞書など。詳しい参考書等については、授業中に随時指示します。『Introduction to the TOEIC Test』（TOEIC　テスト入門）、南雲堂（予定）英語の初級用TOEIC問題ですから、初級者でも英語の基本から学べます。中級以上の者には中級者用TOEIC問題も用意しております。楽しく英語を学びましょう！English, TOEIC, Elementary level, Intermediate level

1234 英語Ⅳ　【28年度生用】後期 English IV 平成27年度 村上　郷子 講義・演習 2年次 1 英語Ⅲを引き継ぎます。多様なジャンルのトピックを英語で読みながら、実践的な「聴く・話す・読む・書く」力をつけていきます。本授業では、TOEIC教材を使いながら、国際的な英語力を身につけるだけではなく、英語圏の考え方や文化についても深めていきます。毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習はきちんとやってきて下さい。選択 英語の実践的な「聴く・話す・読む・書く」力を身につけるとともに、英語圏の文化や考え方を理解する。    	オリエンテーション　講義の概要説明、英語による自国・地域の紹介Unit 11　Medica CareUnit 12  Vending MachinesUnit 13  Fast FoodUnit 14  In the Parkmovie 2  英語圏の文化を楽しもう（その3）Unit 15  At a Coffee ShopUnit 16  Giving a PresentUnit 17  Apartment HuntingDocumentary 2  英語圏の文化を楽しもう（その4）Unit 18  On VacationUnit 19  At the AirportUnit 20  At the Movies総まとめ 学期末試験　Unit 11-20出席・授業態度　20％　小テスト　40％　試験　40％    授業の欠席が3回以上の場合、20％の授業への出席・授業態度の点数は加算されません。毎回、前回の授業に関する小テストを課しますので、予習・復習を必ず行ってください。10 10 0 40 40 辞書など。詳しい参考書等については、授業中に随時指示します。『Introduction to the TOEIC Test』（TOEIC　テスト入門）、南雲堂（予定）英語の初級用TOEIC問題ですから、初級者でも英語の基本から学べます。中級以上の者には中級者用TOEIC問題も用意しております。楽しく英語を学びましょう！  	English, TOEIC, Elementary level, Intermediate level

1235 中国語Ⅰ　【28年度生用】前期 ＣｈｉｎｅｓｅⅠ平成27年度 李　海英 講義 1年次 1 「ピンイン」と「簡体字」をキーワードに、現代中国語（現代漢語／普通話）の基本について学習すると共に、簡単な中国語での会話を学ぶ。ピンインのマスターと正確な発音の習得を目指す。あわせて、挨拶や簡単な自己紹介等の日常会話が可能な中国語会話力を身に付ける。ガイダンス 「中国」および「中国語」について発音の学習（基本母音）発音の学習（複合母音等）発音の学習（子音①）発音の学習（子音②）発音の学習（声調）発音の学習（ピンイン・簡体字）発音のまとめテキスト第1課・第2課テキスト第3課・第4課テキスト第5課・第6課テキスト第7課・第8課テキスト第9課・第10課テキスト（第1課～第10課）まとめ平常点（出席、授業態度）と期末試験で評価する。２／３以上の出席を単位認定の要件とする。また、講座の性格上、連続２週以上の欠席については原則単位を認めない。初めて学ぶ外国語は、日常的に耳に入れておくことが肝心である。ＴＶやラジオ等を積極的に活用すること。３０％ ２０％ ５０％ 教場にて指示する。『学漢語』（日中学院教材研究チーム　白帝社）現代漢語、ピンイン、簡体字、声調

1236 中国語Ⅱ　【28年度生用】後期 ＣｈｉｎｅｓｅⅡ平成27年度 李　海英 講義 1年次 1 中国語Ⅰの単位取得者を対象に、引き続き初級現代中国語を学ぶ。ピンインのマスターと発音の正確な習得を前提に、本講座では文章読解と簡単な作文を学ぶ。初級中国語の文法を理解すると共に、日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」準４級～４級程度の中国語力を習得する。中国語Ⅰの復習（発音）中国語Ⅰの復習（文法等）テキスト第１１課テキスト題１２課テキスト第１３課テキスト第１４課テキスト第１５課テキスト（第１１課～第１５課）まとめテキスト第１６課テキスト第１７課テキスト第１８課テキスト第１９課テキスト第２０課テキスト（第１６課～第２０課）まとめ検定試験対策等平常点（出席、授業態度）と期末試験で評価する。２／３以上の出席を単位認定の要件とする。また、講座の性格上、連続２週以上の欠席については原則単位を認めない。ピンインのマスターと発音の正確な習得を前提とするので、授業前日にはテキスト該当部分の本文を音読する等の予習を必ず実行すること。３０％ ２０％ ５０％ 教場にて指示する。『学漢語』（日中学院教材研究チーム　白帝社）現代漢語、ピンイン、簡体字、声調

1237 中国語Ⅲ　【28年度生用】前期 ChineseⅢ 平成27年度 李　海英 講義 2年次 1 “話す”ことと“書く”ことに重点を置き、実際の生活現場で活用できる実践的な現代中国語（普通話）を学習する。中級中国語の習得を到達目標に、特に日常会話能力についてのスキル向上を図る。あわせて日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」３級の資格取得を目指す。ガイダンス 初級中国語の復習（発音）初級中国語の復習（文法①）初級中国語の復習（文法②）テキスト第１課①テキスト第１課②テキスト第２課①テキスト第２課②テキスト第３課①テキスト第３課②テキスト第４課①テキスト第４課②テキスト第５課①テキスト第５課②検定試験対策等平常点（出席、授業態度）と期末試験で評価する。２／３以上の出席を単位認定の要件とする。講座の性格上、連続２週以上の欠席については原則単位を認めない。授業に臨むに当たっては、該当テキスト本文の音読（複数回）および日本語訳を必ず行って出席すること。３０％ ２０％ ５０％ 教場にて指示する。『学漢語Ⅱ』（日中学院教材研究チーム　白帝社）現代漢語

1238 中国語Ⅳ　【28年度生用】後期 ChineseⅣ 平成27年度 李　海英 講義 2年次 1 “話す”ことと“書く”ことに重点を置き、実際の生活現場で活用できる実践的な現代中国語（普通話）を学習する。中級中国語の習得を到達目標に、特に日常会話能力についてのスキル向上を図る。あわせて日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」３級の資格取得を目指す。中国語Ⅲの復習①中国語Ⅲの復習②テキスト第６課①テキスト第６課②テキスト第７課①テキスト第７課②テキスト第８課①テキスト第８課②テキスト第９課①テキスト第９課②テキスト第９課③テキスト第１０課（復習①）テキスト第１０課（復習②）テキスト第１０課（復習③）検定対策等平常点（出席、授業態度）と期末試験で評価する。２／３以上の出席を単位認定の要件とする。また、講座の性格上、連続２週以上の欠席については原則単位を認めない。授業に臨むに当たっては、該当テキスト本文の音読（複数回）および日本語訳を必ず行って出席すること。３０％ ２０％ ５０％ 教場にて指示する。『学漢語Ⅱ』（日中学院教材研究チーム　白帝社）現代漢語

1239 韓国語Ⅰ　【28年度生用】前期 Korean languageⅠ平成27年度 李　文相 演習 1年次 1 まず、韓国の文字であるハングルを理解し、読み書きの練習をしながら基本文型を身につける。視聴覚機材を活用し、韓国語の読み・書き・ヒアリングの早期達成を目指す。さらに、韓国人の身近な話題や風習などを取り上げ韓国人の考え方や文化について理解を深める。選択 ・ハングルの成立要件と音韻規則を理解すること		・韓国語や日本語の類似点及び相違点を知ること		・韓国文化に関心がもてること		・ハングルの読み書きができること授業全体の進め方、 参考文献等の案内ハングルの成立と概念、 挨拶のことば発音練習、基本母音（1） 、自己紹介のことば発音練習、基本母音（2） 、 歌で学ぶ韓国語韓国文化の紹介,韓国語の発音練習、基本子音発音練習、基本子音（1）、はじめて会ったときの会話発音練習、基本子音（2）、決まり文句発音練習、基本子音（3）、漢数詞発音練習、複母音、固有数詞、時間を尋ねる発音練習、語末子音（１）、年齢の言い方発音練習、語末子音（2）、丁寧形発音練習、語末子音（3）、助詞（1）用言の否定文、助詞（2）簡単な文型、作文をはじめる総括・まとめ、問に応じ、前期授業の総まとめをする。授業時に行う小テスト、授業態度、授業へ参加度復習を怠らないこと 30％ 10％ 30％ 授業時に指示するサランヘヨ！ハングルー初級から中級へー,李文相共著,　白帝社韓国語の読み書きができたら韓国に出かけてみましょう！韓国語会話、ハングル、韓国文化、韓国旅行

1240 韓国語Ⅱ　【28年度生用】後期 Korean languageⅡ平成27年度 李　文相 演習 1年次 1 まず、韓国の文字であるハングルを理解し、読み書きの練習をしながら基本文型を身につける。視聴覚機材を活用し、韓国語の読み・書き・ヒアリングの早期達成を目指す。さらに、韓国人の身近な話題や風習などを取り上げ韓国人の考え方や文化について理解を深める。選択 ・ハングルの成立要件と音韻規則を理解すること		・韓国語や日本語の類似点及び相違点を知ること		・韓国文化に関心がもてること		・ハングルの読み書きができること後期授業ガイダンス、前期授業の確認とやさしい文型の構文の輪読。丁寧形と助詞の応用（1）、 やさしい文型の作文。丁寧形と助詞の応用（2）、日常生活を話題に会話の練習をする。　　　否定形に慣れる、1日の日課について尋ね合う。意思･推量・婉曲の表現　「ゲッ」の文型、夏休みを話題に会話の練習をする。尊敬語（1）、日韓両言語における尊敬語の概念の差について認識する尊敬語（2）、尊敬語で尋ね合う。尊敬語（3）、 尊敬語を使って手紙を書く。漢数字と固有数詞の使い分け（1）、時刻、年月日の表現に慣れる。漢数字と固有数詞の使い分け（2）、年齢の言い方に慣れる過去形（１）、過去形を用いて短文の練習をする。過去形（2）、過去形を用いて短文の練習をする。です／ます形の会話体（１）、「～ヘヨ」体に慣れる。です／ます形の会話体（2）、「～ヘヨ」体に慣れる。総括・まとめ、質問に応じて総まとめをする。　　　授業時に行う小テスト、授業態度、授業へ参加度復習を怠らないようにしましょう。30％ 10％ 30％ 授業時に指示するサランヘヨ！ハングルー初級から中級へー,李文相共著,　白帝社韓国語の読み書き、ヒアリングができたら韓国に出かけましょう！韓国語会話、ハングル、韓国文化、韓国旅行

1241 韓国語Ⅲ　【28年度生用】前期 Ｋorean　languageⅢ平成27年度 李　文相 演習 2年次 1 堅苦しくない雰囲気の中で間違いを気にせずに、韓国語がしゃべれるような授業にしたい。		また、ビデオなどの視聴覚機材を活用し、年中行事や韓国の習慣などの韓国文化に慣れ親しことができるようにする。	基本会話をさらに発展させ、日常生活や旅に役立つ韓国語の会話を正確に表現できるようにする。韓国人の身近な話題・風習などを取り上げ、韓国人の考え方や文化について理解を深める。授業の進め方について自己紹介・挨拶言葉の応用天気に関する話題曜日や日付の言い方の応用喫茶店での会話時間の言い方の応用旅行関連の話題飛行機での受け答え食堂での応用会話バスや地下鉄利用時の会話尊敬語の応用（1）尊敬語の応用 （２）タクシでの応用会話話題の韓国映画のヒアリング総括・まとめ毎授業時の小テストおよびレポート提出、授業参加の積極性授業の前に復習をきちんとしましょう。30％ 10％ 30％ 授業中に随時紹介する。サランヘヨ！ハングルー初級から中級へー,李文相共著,　白帝社基礎的な韓国語がマスターできたら韓国に短期留学しましょう！韓国語会話、ハングル、韓国文化、韓国旅行、短期留学

1242 韓国語Ⅳ　【28年度生用】後期 Ｋorean　languageⅣ平成27年度 李　文相 演習 2年次 1 　堅苦しくない雰囲気の中で間違いを気にせずに、韓国語がしゃべれるような授業にしたい。		また、ビデオなどの視聴覚機材を活用し、年中行事や韓国の習慣などの韓国文化に慣れ親しことができるようにする。	　基本会話をさらに発展させ、日常生活や旅に役立つ韓国語の会話を正確に表現できるようにする。韓国人の身近な話題・風習などを取り上げ、韓国人の考え方や文化について理解を深める。　授業の進め方について、夏期休暇の話題　　　市場でのショッピング時の応用会話　　　　　仮定形の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　銀行での応用会話郵便局での会話航空券を予約する旅館・ホテルでの会話美容院・理髪店での会話（1）美容院・理髪店での会話（２）目下の人や、子供に対する言い方に慣れる。受身と使役に言い方に慣れるハプニング時の言い方話題の映画のヒアリング話題の映画のヒアリング総括・まとめ授業時に行う小テスト、授業態度、授業への参加度授業の前に復習を怠らないようにしましょう。30％ 10％ 30％ 授業時に指示する。サランヘヨ！ハングルー初級から中級へー,李文相共著,　白帝社基礎的な韓国語をマスターしたら韓国に短期留学しましょう！韓国語会話、ハングル、韓国文化、韓国旅行、短期留学

1243 日本語Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡本　幸子 講義 1年次 1 基本的な日常の出来事については日本語で用を足すことができるが、自分の感情や意見を詳しく説明したり、相手によって話し方をうまくコントロールできない中級以上の学習者を対象に行う。Ｎ２聴解テキストを中心に、リスニング能力を高め、会話表現を学ぶ。多様な人間関係と状況、話の場、話す内容によって、用いられる表現や話の流れが異なることを理解し、ポライトネスを意識化させる。話し手の発話意図や感情を正しく理解し、会話の中で「聞いて話す」会話能力の養成を目指す。実力測定テスト（プレースメントテスト：Ｎ３～Ｎ１）日本語表現中級１伝言①日本語表現中級１伝言②日本語表現中級１伝言③日本語表現中級２勧誘①日本語表現中級２勧誘②日本語表現中級２勧誘③日本語表現中級３許可①日本語表現中級３許可②日本語表現中級３許可③日本語表現中級４情報①日本語表現中級４情報②日本語表現中級４情報３実力テスト（Ｎ２）実力テスト（Ｎ２）授業態度と期末試験で評価する語彙に関しては必ず予習してくること２０ ８０ 日本語生中継		新完全マスターＮ２聴解		新完全マスターＮ２文法

1244 日本語Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡本　幸子 講義 1年次 1 日本語に関する知識は豊富だが、日本社会で使われているような自然な日本語（特にくだけた表現）に慣れていない中上級レベルの日本語学習者を対象に、場面、内容、人間関係等を設定したスキットを用いて、会話能力の全体的なレベルアップを目指す。各セクションの言語機能にもとづき、機能を用いた単文を聞き取り、表現意図を正しく理解し、その上で現実の会話場面での表現のバリエーションの習得を目指す。プレースメントテスト日本語中級表現５依頼・指示①日本語中級表現５依頼・指示②日本語中級表現５依頼・指示③日本語中級表現６苦情①日本語中級表現６苦情②日本語中級表現６苦情③日本語中級表現７提案①日本語中級表現７提案②日本語中級表現７提案③日本語中級表現８感想①日本語中級表現８感想②日本語中級表現８感想③実力テスト（Ｎ２）・解説実力テスト（Ｎ２）・解説授業態度と期末テストで評価する語彙は予習してくること２０ ８０ 日本語生中継、新完全マスターＮ２聴解、		新完全マスターＮ２文法

1245 日本語Ⅲ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡本　幸子 講義 2年次 1 Ｎ１レベルの日本語の確実な習得を目指し、文字・語彙、文法を中心に授業を行う。日本語能力試験Ｎ１合格とＮ１レベルの日本語能力の習得。プレースメントテストＮ１漢字・語彙１Ｎ１文法１章①～②Ｎ１漢字・語彙２Ｎ１文法１章②～③Ｎ１漢字・語彙３Ｎ１文法１章④～⑤Ｎ１漢字・語彙４Ｎ１文法２章①～②Ｎ１漢字・語彙５Ｎ１文法２章③～④Ｎ１漢字・語彙６Ｎ１文法２章④～⑤実力テスト（Ｎ１）実力テスト（Ｎ１）授業態度と期末テストで評価する。２０ ８０ 試験に出る日本語Ｎ１Ｎ２漢字と語彙		ポイント整理Ｎ１文法		新完全マスターＮ１文法		新完全マスターＮ１漢字

1246 日本語Ⅳ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡本　幸子 講義 2年次 1 Ｎ１レベルの日本語能力の習得を目指し、文法を中心に授業を行う。日本語能力試験Ｎ１合格とＮ１レベルの日本語能力の習得。Ｎ１文法１課Ｎ１文法２課Ｎ１文法３課Ｎ１文法４課Ｎ１文法５課Ｎ１文法６課Ｎ１文法７課Ｎ１文法８課Ｎ１文法９課Ｎ１文法１０課Ｎ１文法１１課Ｎ１文法１２課Ｎ１文法１３課Ｎ１文法１４課実力テスト（Ｎ１）授業態度と期末テストで評価する。２０ ８０ 新完全マスターＮ１文法

1247 日本語特講Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡本　幸子 講義 1年次 2 中級レベルの学習者が、語学とともに、日本の社会、文化、生活、ものの考え方について学び、理解することを目的に、幅広いテーマに沿って学習する。	日本社会で生活する上で必要とされる語学力はもちろん、伝統文化や現代の日本と日本人の実情にもふれ、日本での生活をより向上させるための知識と表現を習得する。日本文化と日本語表現：さくらと日本日本文化と日本語表現：神社とまつり日本文化と日本語表現：地域学習（萩往還）日本語表現：レポート①日本文化日本文化と日本語表現：地域学習（城下町）日本文化と日本語表現：旅行日本文化と日本語表現：文化保存日本語表現：レポート②日本の生活日本文化と日本語表現：夏祭り日本文化と日本語表現：地域学習（萩の名所）日本文化と日本語表現：地域学習（萩の歴史）日本語表現：レポート③萩日本文化と日本語表現：金子みすずの詩日本語表現：レポート④金子みすずの詩レポート発表授業態度とレポートで評価する。 ２０ ８０

1248 日本語特講Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡本　幸子 講義 1年次 2 中級レベルの学習者が、語学とともに、日本の社会、文化、生活、ものの考え方についても学び、理解することを目的に、幅広い資料にもとづいて学んでいく。日本の伝統文化だけでなく、現代の日本と日本人の実情を学び、語学力はもちろん、日本に関する豊富な知識の習得を目指す。日本文化と日本語表現：季節を表す言葉・俳句日本語表現：待遇表現（中級）日本語表現：待遇表現（テスト）日本語表現：位相語①日本語表現：位相語②日本語表現：比喩日本文化と日本語表現：紅葉日本語表現：語のイメージ日本文化と日本語表現：日本の童話①日本文化と日本語表現：日本の童話②日本文化と日本語表現：日本の童話③日本語表現：イラストから作る物語日本語表現：視点を変えて書き換える物語日本語表現：朗読（音読テスト：童話）レポート発表授業態度とレポート、テスト、授業内の提出物で評価する。２０ ４０ ４０

1249 日本語特講Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義 1年次 2 日本語能力試験に向け、特に強化したいものについて学習、練習を行う。授業の進め方 レベルチェックテスト練習1 練習2 練習3 練習4 練習5 練習6 テスト 練習7テスト振り返り 練習8練習9 練習10 練習11 練習12 練習13 まとめ 講評授業態度、発表、課題、試験等により評価する担当者ごとに指定する 20 30 40 10 担当者ごとに指定する日本語の辞書を持参すること

1250 日本語特講Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義 1年次 2 日本語能力試験に向け、特に強化したいものについて学習、練習を行う。授業の進め方 レベルチェックテスト練習1 練習2 練習3 練習4 練習5 練習6 テスト 練習7テスト振り返り 練習8練習9 練習10 練習11 練習12 練習13 練習14 授業態度、発表、課題、試験等で評価す各担当教員により指示する20 30 40 10 各担当教員により指示する日本語辞書を持参すること

1251 日本語特講Ⅲ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡本　幸子 講義 2年次 2 日本語学習者が専門的な文章を読み、書くために必要な、基礎知識・表現・文法を易から難へ積み上げ式に学習していく。専門分野での勉学・研究に不可欠な論理的思考による理解・表現力を養成し、論理的文章の読み書き能力をつける。日本語作文１表記日本語作文２文体と書き言葉日本語作文３段落日本語作文４「は」と「が」論文１テーマ論文２理由・経過論文３定義論文４助詞相当語論文５問題点提起論文６引用論文７解決策論文８手順論文９指示詞論文１０研究計画書論文まとめ 授業態度とレポートで評価する。 ２０ ８０ 留学生の日本語②作文編

1252 日本語特講Ⅳ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡本　幸子 講義 2年次 2 日本文学にふれ、読み書き能力だけでなく、日本的なものの考え方、表現法などを学ぶ。日本文学を読みこなせるだけのじゅうぶんな日本語能力を養う。日本文学と日本語表現１日本文学と日本語表現２日本文学と日本語表現３日本文学と日本語表現４日本文学と日本語表現５日本文学と日本語表現６日本文学と日本語表現７日本文学と日本語表現８日本文学と日本語表現９日本文学と日本語表現１０日本文学と日本語表現１１日本文学と日本語表現１２日本文学と日本語表現１３レポート１作成レポート２発表授業態度とレポートで評価する。 ２０ ８０

1253 日本語特講Ⅲ　【28年度生用】前期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義 2年次 2 練習を通して、Ｎ１レベルの文法、語彙、漢字等の実力を養成する。日本語能力試験Ｎ１レベルの、聞く、読む、書く技能の達成を目指す。文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔会話文〕聴覚的理解 〔会話文〕聴覚的理解 〔説明文〕聴覚的理解 〔説明文〕聴覚的理解 〔説明文〕読解 〔パラグラフ 会話応答文〕読解 〔短文〕読解 〔短文〕読解 〔長文〕読解 〔長文〕授業態度、発表、レポートなどにより総合的に評価する。担当者ごとに指示する。20 30 40 10 担当者ごとに指示する。日本語特講Ⅱを履修したものが履修できる。

1254 日本語特講Ⅳ　【28年度生用】後期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義 2年次 2 練習問題をときながら、Ｎ１レベルの語彙力、漢字、読解力、聴解力を養成する。日本語能力試験Ｎ１レベルの語彙力、漢字、読解力、聴解力を達成する。文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔会話文〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔会話文〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔説明文〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔説明文〕文字と語彙 〔漢字読み書き カタカナ表記 語彙の用法 意味理解〕聴覚的理解 〔説明文〕読解 〔短文 パラグラフ 会話応答文〕読解 〔長文〕読解 〔短文 パラグラフ 会話応答文〕読解 〔長文〕読解 〔長文〕授業態度、発表、レポートなどにより総合的に評価する。担当者ごとに適宜指定する。20 30 40 10 担当者ごとに適宜指定する。

1255 日本語Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 1年次 1 日本語の基礎を構造体系的に理解することを目指す。音声言語上および文法上の日本語固有の特質を理解する。聞く、話す、読む、書くの各技能を実用的に使えるようにする。ガイダンス 音韻体系 〔特殊音節やイントネーション〕音韻表記法 〔拗音のイントネーション〕二重構造の理解 〔陳述表現〕動詞・形容詞１ 〔辞書形と活用形〕動詞・形容詞２ 〔辞書形と活用形〕副詞 〔用い方〕助動詞１ 〔受身・希望・断定〕助動詞２ 〔否定・疑問〕助動詞３ 〔仮定〕助詞１ 〔終助詞〕助詞２ 〔格助詞とその無形化〕助詞３ 〔接続・並列〕抽象関係表現 〔時間・空間関係文の表現〕まとめ 授業態度、発表、レポートなどにより総合的に評価する。担当者ごとに指定する。20 30 40 10 担当者ごとに指定する。

1256 日本語Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 1年次 1 日本語の基礎を構造体系的に理解することを目指す。音声言語上及び文法上の日本語固有の特質を理解する。文型練習を通して、聞く・話す・読む・書くの各技能の実用化を図る。文型練習１ 〔意志、判定、否定、詠嘆〕文型練習２ 〔推定、推量〕文型練習３ 〔比喩、比較〕文型練習４ 〔対比〕文型練習５ 〔並列〕文型練習６ 〔因果関係〕文型練習７ 〔許可、禁止〕文型練習８ 〔必要、不必要〕文型練習９ 〔継起、付帯〕文型練習１０ 〔量、範囲、単位〕文型練習１１ 〔進行、反復〕文型練習１２ 〔困難、抵抗〕文型練習１３ 〔変化、理由〕文型練習１４ 〔習慣、状況〕まとめ 発表 日本語弁論授業態度、発表、レポートなどにより総合的に評価する。担当者ごとに指定する。20 30 40 10 担当者ごとに指定する。

1257 日本語Ⅲ　【28年度生用】前期 Japanese LanguageⅢ平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 2年次 1 日本語を単なる「言葉」のみならず、文化、社会、歴史とともに高度に理解していく。レポート作成や学年教科書読解の困難軽減をめざす。授業ガイダンス 日本語力査定講読1 読解と課題 レポート作成講読2 読解と課題 レポート作成講読3 読解と課題 レポート作成講読4 読解と課題 レポート作成講読5 読解と課題 レポート作成講読6 読解と課題 レポート作成講読7 読解と課題 レポート作成講読8 読解と課題 レポート作成講読9 読解と課題 レポート作成講読10 読解と課題 レポート作成講読11 読解と課題 レポート作成講読12 読解と課題 レポート作成講読13 読解と課題 レポート作成講読14 読解と課題 レポート作成授業態度、発表、レポートにより総合的に評価する担当者ごとに指定する 20 30 40 10 担当者ごとに指定する日本語辞書と筆記用具（ノートを含む）を持参

1258 日本語Ⅳ　【28年度生用】後期 Japanese LanguageⅣ平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎演習 2年次 1 日本語を単なる「言葉」のみならず、文化、社会、歴史とともに高度に理解していく。レポート作成や学年教科書読解の困難軽減をめざす。講読15 読解と課題レポート作成講読16 読解と課題レポート作成講読17 読解と課題レポート作成講読18 読解と課題レポート作成講読19 読解と課題レポート作成講読20 読解と課題レポート作成講読21 読解と課題レポート作成講読22 読解と課題レポート作成講読23 読解と課題レポート作成講読24 読解と課題レポート作成講読25 読解と課題レポート作成講読26 読解と課題レポート作成講読27 読解と課題レポート作成講読28 読解と課題レポート作成まとめ 講評授業態度、発表、レポートにより総合的に評価す担当者ごとに指定する 20 30 40 10 担当者ごとに指定する日本語辞書と筆記用具（ノートを含む）持参

1259 体育実技Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡野　亮介・岡田　悠佑実技 1年次 1 　青年期の発育発達特性に応じた専門的な運動の知識と技術を習得する。また、ニュースポーツや軽スポーツなどの体験を通じて生涯スポーツの実践に結びつける。	必修 オリエンテーションバトミントンバトミントンバトミントンバトミントン社交ダンス社交ダンス社交ダンス社交ダンス社交ダンス卓球 卓球 バレーボールバレーボールバレーボール　出席日数　授業態度を重視し、適時技能テストを行う５０％ ５０％ 　なし 　なし 　体操服と運動シューズ着用のこと。		授業中の携帯電話の使用は禁止する。

1260 体育実技Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 俵　尚申・根本　想実技 1年次 1 　青年期の発育発達特性に応じた専門的な運動の知識と技術を習得する。また、体育実技Ⅰの基礎を踏まえ		ニュースポーツや軽スポーツなどの知識・方法をさらに深め、生涯スポーツの実践に結びつける。必修 オリエンテーション卓球バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール社交ダンス社交ダンス社交ダンス社交ダンス社交ダンスバスケットボールバスケットボールバトミントンバトミントンバトミントン　出席日数　授業態度を重視し適時技能テストを行う。５０％ ５０％ なし なし 　体操服と運動シューズ着用のこと。		授業中の携帯電話の使用は禁止する。

1261 健康とスポーツ　【28年度生用】前期 Health and sports平成27年度 岡野　亮介 講義 1年次 2 　病気、健康、体力の概念および疾病構造について理解させると共に、生活習慣病の予防方法や運動を始める前のﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸの重要性に気づかせる。また、健康・体力の基礎となる人体生理学、衛生学、人間工学などの基礎科学とストレス刺激を受けた時の生体応答である運動生理学、労働生理学、環境生理学、スポーツ医学などの応用科学について理解させる。また、各種スポーツの特徴や歴史、競技特性に応じた体力およびｽﾎﾟｰﾂ傷害などについて理解を深めさせる。選択必修 　生理学や運動生理学等に基づいて生活習慣（身体運動や栄養等）と健康との関係を理解させる。また、各種スポーツの特徴や歴史等についても理解させる。病気、健康、体力の概念疾病構造の変化と身体運動の役割生活習慣病とその予防方法運動を始める前のﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸの役割とその種類運動と栄養運動と筋肉・神経系運動と呼吸循環器系溺死の原因健康と睡眠・生体リズム運動と骨粗鬆症運動器とスポーツ傷害スポーツビジョン・スポーツ歯学個人的スポーツの科学集団的スポーツの科学スポーツとドーピング授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 授業中随時資料を配付する。なし 筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。授業中携帯電話を使うことは禁止。健康、スポーツ、運動、体力

1262 保育原理　【28年度生用】前期 Principle of child care and education平成27年度 国広　勝代 講義 1年次 2 　保育に関する基本的な考え方を身につけることを目的とする。そのために、保育所や幼稚園における保育の理念、方法、環境、計画など保育をするうえで必要な基本的事項について説明する。また、保育の歴史や思想、保育の意義や目的を学び、社会の変化、家庭状況の変化等に応じた保育のあり方を多様な視点からアプローチしていく姿勢・資質を身につけていく。また、家庭・地域との連携についても言及する。必修 ・保育の意義、保育の基本について理解する。		・保育所保育指針における保育の内容と方法について理解する。		・保育の思想、歴史的変遷について理解し、現状と課題について考察する。保育とは何か保育の思想から学ぶ子ども理解　・・・子どもの発達子ども理解　・・・子どもの言動理解保育所保育指針保育の現状と制度保育の方法・形態　・・・保育の方法的原理保育の方法・形態　・・・保育の形態保育の環境　・・・保育の場・環境保育の環境　・・・幼児の安全教育保育の計画　・・・教育課程・保育課程保育の計画　・・・保育の計画と記録・評価連携の方法これからの保育課題まとめ 　経験に基づいた講義をしますので、よく聴き、疑問に思ったことはどんどん質問して、保育に関する基本的な知識をどれだけ得ることが出来たかを評価します。　子どもの観察 10％ 20％ 70％ 氏原寛・東山紘久編著『幼児保育とカウンセリングマインド』ミネルヴァ書房『保育原理』民秋言編（萌文書林）保育　　　基本　　　子ども　　　方法　　　原理

1263 児童福祉論　【28年度生用】前期 Child welfare and family services平成27年度 梅木　幹司 講義 1年次 2 　現代社会における児童や家庭の生活実態とこれらを取り巻く社会情勢について紹介する。また児童や家庭に対する支援に関わる政策や制度、社会資源の活用について専門職として必要な知識が身につくような講義とすることを目的としたい。選択 ・児童の定義や児童の権利について理解する。		・児童や家庭を支援する法律や制度、政策について理解する。		・児童や家庭の生活実態とそれらを取り巻く社会情勢について理解する。		・児童や家庭に対して支援を行なう専門職の役割について理解する。オリエンテーション　～児童・家庭福祉とは　児童の定義～児童の権利について児童・家庭福祉制度の発展過程児童・家庭の生活実態Ⅰ　～少子化の進行とそれに関連する社会問題～児童・家庭の生活実態Ⅱ　～児童・家庭の福祉需要について～　児童福祉六法Ⅰ　～児童福祉法の理念と概要について～児童福祉六法Ⅱ　～児童手当法、児童扶養手当法、特別児童手当等の支給に関する法律、子ども手当て法～児童福祉六法Ⅲ　～母子及び寡婦福祉法、母子保健法～児童福祉関係法Ⅰ　～次世代育成支援対策推進法、少子化社会対策基本法～児童福祉関係法Ⅱ　～児童虐待防止法、DV防止法、売春防止法～組織・団体の役割と実際　～児童・家庭福祉制度における組織・団体の役割と実際について～専門職の役割と実際　～児童・家庭福祉制度における専門職の役割と実際について～多職種連携とネットワーキング　～児童・家庭福祉制度における多職種連携とネットワーキングと実際について～児童虐待の実際　～児童虐待の実際と児童相談所の役割と実際について～社会的養護について　～児童福祉施設と里親制度～毎回、小テストを行う。出席回数が3分の2に満たない者については、期末試験の受験を認めない。評価項目に授業態度を除外しており、積極的な質問は受け付けるが、注意すべき態度は受け付けない。大学生として相応しい態度で受講することを前提とする。数回レポート課題を出し、提出を求める。10％ 60％ 30％ 授業の中で紹介をする。新・社会福祉士養成講座第15巻「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度(第4版)」中央法規出版社会福祉士指定科目であるため社会福祉士受験資格を必要とする人は、必ず履修してください。少子化対策、児童の権利、児童虐待、児童福祉六法、ネットワーキング

1264 基礎技能（音楽表現Ⅰ）　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 演習 1年次 2 保育活動の音楽表現に必要な歌唱、器楽(ピアノ)基礎知識、技術を現場の教材に合わせながら身につけていきます。歌唱や奏法技術の習得には個人差があると思われますが、一人一人のレベル、習得進度に応じた指導をしていきます。教材は「バイエル教則本」と「夏の思い出(カワイ出版)」を用います。バイエル教則本ではピアノ奏法技術を学び、夏の思い出では作品の美しさ、誕生の背景、詩の大切さに触れながら歌唱技術を習得していきます。必修 ・バイエルは60番まで、止まらないで弾くことを到達目標とする。・歌唱では、童謡を暗譜で表現豊かに歌えるようにする。・人前で演奏する時、緊張しないようにする。ピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.3～No.7　　　　　　　　　めだかのがっこうピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.8～No.12　　　　　　　　あひるの行列ピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.13～No.15　　　　　　　もんしろ蝶々のゆうびんやさん　ピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.16～No.18　　　　　　　もう春だピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.19～No.21　　　　　　　かわいいかくれんぼピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.22～No.25　　　　　　　どうぶつえんは　３８どピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.26～No.28　　　　　　　せみのうたピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.29～No.31　　　　　　　夏ですピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.32～No.35　　　　　　　さわると秋がさびしがるピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.36～No.38　　　　　　　おとしよりピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.39～No.40　　　　　　　とんとんともだちピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.45～No.48　　　　　　　ねむたく　なっちゃったピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.49～No.52　　　　　　　夕方のおかあさんピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.55～No.58　　　　　　　おはよう・ちいさい秋みつけたピアノ・歌唱指導　　　　バイエル　No.59～No.60　　　　　　　びっくりしちゃったの・怪我進度到達度が重要です。バイエル60番までが弾けることを目標とし合否を出します。授業への取り組み方、出席、公開実技試験にて更に高い評価を決めていきます。個人の課題は必ず予習をしてきて下さい。　　２０％ 8０％ ・童謡（のばら社）・日本童謡唱歌全集（ドレミ楽譜出版）・バイエルピアノ教則本（全音楽譜出版）・夏の思い出（カワイ出版）ピアノが弾けるようになるのが目的です。毎日練習に励んで下さい。授業以外にもレッスンをしたいと思いますので研究室に来て下さい。爪を切ってくること。・毎日練習　・読譜力　・忍耐　・努力　

1265 基礎技能（造形表現Ⅰ）　【28年度生用】前期 平成27年度 石川　正一 演習 1年次 2 保育のに必要な造形の知識や技能を習得させる。また、活動過程をとおして、造形活動の意義を理解させる。さらに、必要な材料や道具などに関する基本的な知識や技術を習得させる。幼児期の造形活動の中で使われる様々な造形技法について知るとともに、適切な用具の使い方を身につける。また、それらの技法を使って、自らの造形表現の能力を高める。オリエンテーション造形技法の理解と製作Ⅰ　　水彩画を描く　〃　　　　　　　　　　　　　　　マーブリングとデカルコマニー　〃　　　　　　　　　　　　　　　スタンピングとスチレン版画　〃　　　　　　　　　　　　　　　フィンガーペインティングとたらし絵　〃　　　　　　　　　　　　　　　コラージュ　デザイン箱を作る　〃　　　　　　　　　　　　　　　フロッタージュとスクラッチ　〃　　　　　　　　　　　　　　　墨絵を描く　〃　　　　　　　　　　　　　　　粘土で作る　〃　　　　　　　　　　　　　　　コンテで描く　〃　　　　　　　　　　　　　　　草笛や竹笛を作る　〃　　　　　　　　　　　　　　　竹とんぼを作る　〃　　　　　　　　　　　　　　　鉛筆デッサンをする作品展を行うまとめ 出席、授業態度、提出物により評価を行います。提出物は授業での製作物１２点につき５点満点で評価します。また、授業外学習でのクロッキー帳について１回１点とします。毎回、クロッキー帳に水彩で色面構成の練習をおこなう。授業の前に提出する。　　２０％ 　　８０％ 随時紹介する資料を配付する造形することの楽しさを味わいましょう。造形表現、技法、作る、材料、用具

1266 基礎技能（言語表現）　【28年度生用】集中 Basic Skill （language expression）平成27年度 国広　勝代 演習 1年次 2 　子どもの言語に関する発達と絵本、紙芝居、人形劇、素話等に関する知識を習得する。		　また、子どもが児童文化財に親しみ自らが表現活動を展開するための環境を考えることを目指していく。必修 　保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な言語表現活動に関する知識や技術を身につける。		　言語表現活動に必要な教材の作成及び活用の技術を習得する。子どもにとっての表現とは乳幼児の言葉の発達子どもと絵本について保育と絵本（展開事例）保育と絵本（展開計画）子どもと紙芝居について保育と紙芝居（展開計画）子どもと人形劇について保育と素話教材作成（かるた）　①教材作成（かるた）　②教材作成（かるた）　③教材作成（かるた）　④教材作成（かるた）　⑤子どもの言語表現（まとめ）演習科目としては、積極的な授業態度を主として評価する。また、その結果としての製作物やレポートも評価の対象となる。　劇、ミュージカルなど舞台公演の鑑賞50% 50% 児童文化　　絵本　　紙芝居　　人形劇　　素話

1267 基礎技能（身体表現）　【28年度生用】集中 平成27年度 大金　朱音 講義・演習 1年次 2 ・実技を通して、身体表現する楽しさや表現方法を知る．		・表現教育の指導計画を立案できるように，模擬授業の研究も含めた内容を行う．	選択 ・幼児の豊かな感性や創造性を生かし自己表現する意欲と技能を育てるための援助方法を，身体活動による実技を通して実践できるようになる．		・「表現する楽しさ」を出発点に，実践者自らがイメージをふくらませたり，踊ったり，動く楽しさを享受し，その楽しさを幼児に教授できるようになる．ガイダンス　幼児教育における「身体表現」および「表現する楽しさ」について幼稚園教育要領および保育園保育指針における「表現」「身体表現」の取り扱い，障害を持つ子への対応表現の拡張（１）ごっこ（模倣）遊びからリズムあそび，リズムダンスへ作品づくり（１）グループでテーマ決定，ごっこ（模倣）遊びの創作発表会（１）各グループの作品を発表，相互評価，意見交換基本動作　歩く，走る，投げる，跳ぶなどの動作を用いた動きづくり表現の拡張（２） 運動あそびから運動会へ作品づくり（２）運動あそびの指導計画の作成発表会（２）運動あそびの指導計画を発表，模擬授業の実施，評価表現の拡張（３）劇あそびから生活発表会へ作品づくり（３）グループでテーマ決定，劇あそびの創作－１作品づくり（３）劇あそびの創作－２発表会（３）各グループの作品を発表，相互評価，意見交換総括　　 実技を中心とする授業となるため，出席および取り組みの姿勢を重視する．グループ作品，指導計画，模擬授業に対し，積極的に取り組む姿勢や，作品の完成度を総合的に評価する．なし 10 75 15 「保育と幼児期の運動あそび」岩崎洋子編, 萌文書林, ISBN　978-4-89347-130-7		「すこやかな子どもの心と体を育む運動遊び 第２版」井上勝子編, 健帛社, ISBN　978-4-7679-3268-2テキスト，教材については，授業中に適宜配布します．体を使って表現する楽しさを味わってください．		運動のできる軽装で受講してください．		筆記用具を忘れずに．		授業中の携帯電話使用は必要時以外は禁止です．保育士，幼稚園教諭，表現，身体表現, ごっこ遊び, 運動あそび, 劇あそび

1268 基礎技能（音楽表現Ⅱ）　【28年度生用】後期 平成27年度 山田　真治 演習 1年次 2 基礎技能(音楽表現Ⅰ)で習得した知識、技術を更に向上させます。優れた音楽指導は充分な技術を基に音楽を楽しく創り上げていく過程の中に成り立ちます。本講義ではそれらに必要な歌曲の伴奏法、アレンジ法、移調奏を学んでいきます。特に歌曲の伴奏法、アレンジ法においては、現場においては不可欠な分野である為、身近な教材を用いて個人レベルの向上を目指します。必修 ・コードネームによる伴奏のアレンジ。・機能和声、Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ度で伴奏ができるようになること。童謡の伴奏法　　機能和声、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの基礎知識童謡の伴奏法　　機能和声、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの基礎知識童謡の伴奏法　　機能和声、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの基礎知識童謡の伴奏法　　機能和声、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの基礎知識童謡の伴奏法　　機能和声、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの基礎知識コードネーム　　　メイジャーコードコードネーム　　　マイナーコードコードネーム　　　マイナーコードコードネーム　　　転回形コードネーム　　　転回形コードネーム　　　応用コードネーム　　　応用発展　　　　　　　弾き歌い発展　　　　　　　弾き歌い発展　　　　　　　弾き歌い・実技公開試験（発表会形式）で評価する。・左手の伴奏がメロディーラインを崩さないように弾く。専門用語が出てきます。必ず復習をして下さい。　　２０％ 　　８０％ 随時紹介します。プリントを配布人前で弾く実技試験があります。毎日練習しないと指は動かなくなります。解らないことは遠慮なく研究室に聞きに来て下さい。簡易伴奏法・コードネーム・弾き歌い・アレンジ法

1269 保育者論　【28年度生用】後期 nursery teacher theory平成27年度 山口　季音 講義 1年次 2 　保育者とはいかにあるべきか。保育者に求められる資質、知識、技能、態度、倫理などについて理解する。		　また、幼稚園・保育所の保育者として、施設の保育者として現代社会の多様なニーズに対応した保育のあり方など、保育者になるための専門性について考察する。必修 　・保育者の役割と倫理について理解する。		　・保育士の制度的位置づけを理解し、専門性について考察する。		　・保育者の協働、専門職的成長について理解する。保育者の職場文化（幼稚園・保育所・児童福祉施設）保育者とは保育者の一日保育のいとなみと保育者の歴史①保育のいとなみと保育者の歴史②子どもの思いや育ちを理解する仕事　子どもと一緒に心と体を動かす仕事　　豊かな文化や自然との出会いをつなぐ仕事　　絵本をとおして豊かな生活を生み出す保育者　　子どもと豊かに生活するための保育者の個性保育者のアイデンティティ学び合う保育者保育者の専門性①　保育者の専門性②まとめ 　保育者の専門性について多方面から理解し、目指す保育者像を探る。その結果としてのレポート及び試験において基本理解と個性を評価する。子どもに接する親、保育者の観察10％ 20％ 70％ 森上史朗・岸井慶子編『保育者論の探求』ミネルヴァ書房		田中亨胤・尾島重明・佐藤和順編著『保育者の職能論』ミネルヴァ書房		小田豊・笠間浩幸・柏原栄子編著『保育者論』北大路書房保育　　幼稚園・保育所　　倫理　　専門性　　　

1270 幼児理解の理論と方法　【28年度生用】後期 平成27年度 山口　季音 講義 1年次 2 　この授業では、観察方法や記録の取り方を学びます。ビデオ視聴はもちろんのこと、実際の保育現場にも出かけ、幼児の言動を記録すると共に、それについて議論します。幼児理解の重要性に気づき、観察能力を高めることを目的としています。なお、本授業は、山口季音・国広勝代・安永正夫の３名の教員がオムニバス形式で担当しています。①観察の意義について理解する ②様々な観察方法と記録の取り方について知る ③幼児の言動の意味について推察することができるオリエンテーション：授業概要について観察の方法と記録についてビデオ視聴による観察記録をとる観察におけるマナー各自の観察記録についての意見交換の視点観察実習①（幼稚園）観察実習①（幼稚園）観察記録の発表とフィードバック記録の書き方のフィードバック観察実習②（保育所）観察実習②（保育所）フィードバック①フィードバック②指導に生かす幼児理解まとめ 授業態度、レポートおよび観察記録の書き方等総合的に判断する。30% 40% 30% 今井和子編著『保育を変える　記録の書き方　評価の仕方』ひとなる書房、2009年。なし。適宜必要な資料を配布する。観察，記録，幼児理解	

1271 子ども支援活動　【28年度生用】後期 平成27年度 山口　季音 演習 １年次 2 　ボランティア活動等の地域を支える活動の意義を理解させ、さまざまな活動の内容とその実態について理解するための導入指導を行う。その後、実際に「放課後子どもプラン」「放課後児童クラブ」「サマースクール」等の子どもを支える地域の活動に参加することを通じて、子どもの育ちに地域が果たす役割を理解し、それを支える活動の意味を把握することと実践的な力の育成を目的とする。　積極的に子育て支援に関するボランティア活動に参加しようとする態度や、地域の教育力に関する意義や内容を理解する。オリエンテーション 授業概要の説明子育て支援活動のと意義についてボランティア活動に参加する場合の配慮について参加記録用紙のつけ方子育て支援活動（地域のボランティア活動）に参加する　　　　〃 　　　　〃 　　　　〃 　　　　〃 　　　　〃 　　　　〃 　　　　〃 体験発表を行う反省点及び今後の課題について話し合う。まとめ 授業にはすべて参加すること。ボランティア活動は8種類以上参加するか、同一の活動を8日以上参加する。体験レポート及び発表内容について評価する。参加記録用紙に毎回（あるいは毎日）記録をする。子育て支援に関する新聞記事について調べ、コメントをする。６０％ ４０％ 特になし 随時配布する。積極的にボランティア活動に参加して、子育ての社会的な役割について考えて下さい。子育て支援、ボランティア活動、地域の教育力

1272 教育原理　【28年度生用】前期 Principle of Education平成27年度 佐々木　司 講義 １年次 2 本講義では，教師に必要とされる公教育の理念と制度，ならびに教育に関する歴史及び思想についての基礎的な知識を習得し，教師として学校現場で教育活動に従事する際に必要と思われる教育の原理を理解する。　対面（萩） 1) 人間の成長・発達を促すために，「教育」が必要不可欠であることを理解する。		2) ルソー，ペスタロッチなどの著名な教育思想家の特徴を理解する。		3) 教育の方法原理について，コメニウスやヘルバルト等の理論を中心に理解する。		4) 明治期にわが国の学校制度が，欧米の制度を模範として成立したことを理解する。		5) 公教育の理念について，歴史的経緯等を踏まえて理解する。		6) 教育の今日的課題について，現代教育改革の動向を踏まえて考察する。ガイダンス，教育とは　教育の領域と概念人間の発達と教育①　人間の発達と環境の関係人間の発達と教育②　子どもとは，子ども観の変化教育の方法原理①　古代・中世の教育，コメニウスの思想教育の方法原理②　ルソーの思想，自然主義的教育観教育の方法原理③　ペスタロッチ・フレーベルの思想教育の方法原理④　ヘルバルトの思想，段階教授法教育の方法原理⑤　デューイの思想，経験主義的教育観教育の歴史①　「学校」の意味と成り立ち教育の歴史②　我が国における学校制度の成立教育の歴史③　大正新教育運動の普及教育の歴史④　戦後教育改革の展開教育の今日的課題①　現代教育改革の動向教育の今日的課題②　いじめ・不登校問題への対応教育の今日的課題③　学校と地域社会との関係日頃の受講態度，出席状況，レポートの内容と定期試験の結果を総合して評価する。10 10 80 0 講義中に適宜指示する。特に使用しない。		毎回，講義の内容にそったプリントを配布し，それを用いて講義する。教師を目指す者として，国の教育政策や教育時事問題等に常に関心を持ち，新聞やニュース等である程度の予備知識を持って授業に臨むこと。教育の思想と歴史，学校教育，教育問題

1273 発達心理学　【28年度生用】前期 Develpmental　Psychology平成27年度 福田　廣 講義 2年次 2 本講義では、胎児から青年期までの、人の発達についてとりあげる。		具体的には、①発達の各段階に焦点をあて、発達心理学の重要な知見を紹介するとともに、発達心理学の方法並びに代表的な理論についても解説する。②現在、幼児・児童虐待および発達障害の問題が社会的に注目されており、発達心理学の分野でも、重要なテーマとなっている。これらの問題の理解と支援に関する講義も行う。	選択 発達心理学の基礎的な知識の習得を目標とする。胎児の発達（山口担当）新生児の認識する世界（山口担当）乳児の運動の発達、ことばの発達（福田担当）乳児の情動発達とコミュニケーション（福田担当）幼児のことばの発達（福田担当）幼児の遊びの発達、自我の目覚め（福田担当）幼児の思考の発達、会話の発達（福田担当）児童期のことばの発達（福田担当）児童期の認知発達、社会性の発達（福田担当）肢体不自由及び内部障害を持つ児童、生徒の理解と支援（山口担当）視覚障害及び聴覚障害をもつ児童、生徒の理解と支援（山口担当）知的障害及び精神障害をもつ児童、生徒の理解と支援（山口担当）発達障害（自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害）をもつ児童、生徒の理解と支援（山口担当）幼児・児童虐待に対する理解と支援（山口担当）最新学説：赤ちゃん学の現在（山口担当）成績については、出席、レポート並びに試験等によって総合的に評価する 『よくわかる発達心理学』（ミネルヴァ書房）、         『よくわかる認知発達とその支援』（ミネルヴァ書房）、		『幼児心理学への招待』（サイエンス社）等を参考書とする。参考資料は必要時に配付する。	なし 自分で積極的に学び、考えるという、真摯な受講態度を期待する。

1274 教育心理学　【28年度生用】前期 Educational Psychology平成27年度 熊谷　信順 講義 1年次 2 　学校、家庭、社会における様々な教育的営みを心理学的にとらえたり、そのようなデータを概観するとき、どのようなことに注意しなければならないのかについて論考し、教育の諸問題を心理学の視点から分析検討する。健常児童・生徒と共に障がいのある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について随時論じる。	選択 教育心理学の基礎的用語を理解し、教育現象のデータについて適切な結論を導くことが出来る。		また、関連する教育の諸問題について文献を精査することが出来る。	教育心理学とは（福田　廣担当）教育に関する事象・現象の心理学的解明（福田　廣担当）人間の発達の特質（福田　みのり担当）児童期の発達的理解、障がいのある児童の発達（福田　みのり担当）青年期の発達的理解（福田　みのり担当）知識の獲得・理解（福田　廣担当）学習の動機づけ（福田　廣担当）学習指導法、障がいのある子どもへの指導（福田　廣担当）他者との相互作用（福田　みのり担当）教師と子どもの関係（福田　みのり担当）個性理解　-知的側面-（福田　みのり担当）個性理解　－情意的側面-（福田　みのり担当）カウンセリング・生徒相談（福田　みのり担当）教育測定（福田　廣担当）教育評価（福田　廣担当）発表や提出物（授業態度）ならびに期末試験を全て点数化し、総合的に評価を行う。講義で学習したことを実際の教育実践においても反映することができるよう、レポート等の課題を課す場合がある。15％ 25％ 60％ なし 心理学からみた教育の世界　藤土圭三（監）　1994　北大路書房これまでは自分たちが受けてきた「教育」というものについて、心理学の視点からとらえることができるようになることを望む。積極的な受講態度を期待する。授業中、授業後の質問は大いに歓迎する。学習理論，記憶，学級集団，発達，教育制度

1275 健康スポーツ実習Ａ(ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ)　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　千津子 実技 1年次 1 一連の実習を通じてｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽの動作技術を修得させると共に、ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽの特性と効果及び性、年齢、体力に応じて運動強度水準が異なることを理解させる。また、音楽の特徴と動作指導のための注意事項を理解させる。さらに、運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成方法を修得させ、心拍数を測定することで運動強度を確かめることの必要性と運動時の環境条件（床の性質等）や安全に運動を実施する上での注意事項について理解させる。健康運動実践指導者やエアロビックダンスエクササイズインストラクターの資格取得ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽの歴史、特徴、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの基礎知識、運動量、障害予防、ｴｸｻｻｲｽﾞの名称、心拍数の測定方法等基本動作 基本動作 基本動作 音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ音楽に合わせてのエクササイズ（プログラミング）音楽に合わせてのエクササイズ（プログラミング）音楽に合わせてのエクササイズ（プログラミング）2/3以上出席 なし　		汗拭きタオル　シューズを忘れないこと

1276 スポーツ心理学Ⅰ　【28年度生用】前期 Sport　PsychologyⅠ平成27年度 俵　尚申 講義 1年次 2 　体育・スポーツ指導の基礎となる運動や人についての心理学的理解を深め、主として学校体育における指導根拠を探求する。１）体育・すぽーつの指導者としてスポーツ心理学の意義や研究法を理解する。２）すぽーつと近くの関係を理解する。３）スポーツ指導の動機づけについて理解する。４）運動学習の意味、過程について理解する。５）運動学習の転移について理解する。６）運動指導の諸方法を心理学的観点で理解する。7）スポーツ指導のための個性の理解を深める。８）スポーツの学習と人間形成について理解する。ガイダンス：講義の進め方について理解する。スポーツ心理学の研究法：実験、調査法、面接法、観察法、テスト法について理解する。スポーツと知覚：スポーツと四角、聴覚、運動感覚情報について理解する。スポーツ指導と動機づけ１：動機づけの意味とその高め方について理解する。スポーツ指導と動機づけ２：目標設定の効果、指し手感覚について理解する。運動学習の意味とその段階：学習曲線とパフォーマンス曲線、プラトウ、スランプについて理解する。運動学習の転移１：転移の効果、転移の教育上の意味を理解する。運動学習の転移２：転移を可能にする条件を探る。フィードバック効果：フィードバックの意味と運動学習に及ぼす各種のフィードバックを理解する。運動感覚的指導：手引き指導や補助具による運動指導の根拠を理解する。運動学習とメンタルプラクティス：メンタルプラクティスの意味と効果について理解する。運動とパーソナリティ：運動パフォーマンス・学習とパーソナリティの関係について理解する。スポーツ経験と態度変容：態度変容理論、スポーツ経験と態度変容の関係について理解する。運動と競争：急送の概念：競争の概念、競争と運動パフォーマンスについて理解する。運動と共同：共同の意味、戦術的協力と協力的態度の関係について理解する。出席と小授業態度、レポート、、本試験（中間・期末試験）の結果をもとに総合的に評価する。授業のまとめを作成させ、レポートとして提出させる。２０ ２０ ２０ ４０ 「スポーツ指導と動機づけ」杉原隆　大修館書店１．「運動心理学入門」松田岩男・杉原隆　大修館書店		２．　配布資料自己の体験をもとに理解を深めてもれいたい。		積極的な受講を期待する。体育　スポーツ　運動行動、心理学

1277 スポーツ心理学Ⅱ　【28年度生用】後期 Sport　PsychologyⅡ平成27年度 俵　尚申 講義 1年次 2 　体育・スポーツ指導の基礎となる運動や人についての心理学的理解を深め、主として競技力向上および地域スポーツにおける指導法の心理的根拠を探求すると同時にその方法を学習する。１）スポーツ運動の心理的効果を理解する。２）スポーツ運動の短期的、長期的効果を理解する。３）スポーツ競技に必要な心・技・体の関連を理解する。４）実力発揮を阻む心理状態とピークパフォーマンスの心理状態を理解する。５）メンタルマネジメントとその技法を実践をとおして理解する。6）競技力向上のための指導法を理解する。７）ジュニア期のスポーツ指導について理解する。ガイダンス：授業の進め方について理解する。運動の心理効果１：運動の心理効果における短期的効果と長期的効果運動の心理効果２：ストレスとこれを軽減するスポーツの仕方について理解する。メンタルマネジメント１：メンタルマネジメントの意義とその重要性について理解する。メンタルマネジメント２：あがりやバーンナウトの心理について理解する。メンタルマネジメント３：メピークパフォーマンス時の心理について理解する。メンタルマネジメント４：メンタルマネジメントの技法について理解する。コーチングの心理１：トレーニングの心理について理解する。コーチングの心理２：練習方法と心理、日常生活についての相談について理解する。ジュニア期の心理：ジュニア期の心の発達について理解する。ジュニア期のスポーツ：ジュニア期のスポーツと心の関係について理解する。指導者のタイプ：リーダーのタイプとその影響について理解する。指導者のマネジメント：指導者の役割と期待について理解する。競技種目の心理的特質：競技種目の心理的分類について理解する。競技種目の心理的特質：競技種目に応じたメンタルマネジメントについて理解する。出席、授業態度、レポート、本試験（期末試験）を総合的に判断して評価する。授業のまとめを作成させ、提出させる。２０％ ２０％ ２０％ ４０％ 運動心理学入門　松田岩男・杉原隆、大修館書店配布資料 積極的な学習態度を期待する。		自己のスポーツ体験で講義内容を照合し理解する。スポーツの心理効果、メンタルマネジメント、ストレス、ジュニア期のスポーツ、

1278 スポーツ栄養学　【28年度生用】前期 Sports nutrition平成27年度 伊藤　智美・大金　朱音講義 1年次 2 　栄養学の基礎、身体運動時におけるエネルギー代謝、食事・睡眠・身体トレーニングのタイミング、各種スポーツ種目に応じた食事と取り方、ダイエット方法および栄養と疾病との関係について学ぶ。また、競技力向上のための効果的な食事方法について学習する。　運動に必要な栄養に関する基礎知識を理解し、スポーツ種目別に必要とされる栄養について学習する。また、サプリメント等も利用して、各種スポーツ種目において不足する栄養を摂取する方法を習得することを目指す。５大栄養素、食品群日本人の食事摂取基準・食生活指針、食事と生活習慣病、食事・睡眠・身体トレーニングのタイミングメタボリックシンドロームの予防、肥満の判定方法、肥満のメカニズム、安全なダイエット方法、活性酸素と抗酸化作用を持つ食べ物必須アミノ酸、無酸素性過程、有酸素性過程、TCA回路、PFC比、日常運動のエネルギー消費量スポーツと熱量素スポーツとビタミンスポーツとミネラルスポーツと水分補給、サプリメントスポーツと摂取エネルギー、栄養バランススポーツと朝食食べ物のアレンジ方法スポーツと体脂肪、貧血、身体づくりスポーツ種目別の食べ方グリコーゲン・ローディング総括 出席、授業態度、レポート、試験によって総合的に評価する20 20 20 トレーニング科学研究会編「競技力向上のスポーツ栄養学」朝倉書店必要に応じて資料を配布する第１回～第４回は伊藤が担当し、第５回～第１５回は村本が担当する

1279 解剖学　【28年度生用】後期 Anatomy 平成27年度 大金　朱音 講義 1年次 2 　解剖学は基礎医学の一つであり、人体の構造について学ぶ学問である。人体の中から特に運動に関わる骨、関節、筋などの運動器および肺、心臓などの呼吸循環器を中心として、その構造的特徴を解説する。また、動きの特性や構造的原因によって発生するスポーツ外傷や障害についても理解する。・人体の形態や構造を学ぶことによって、ヒトの身体活動の特徴を理解し、考察できる能力を身につけることを目標とする。		・運動によって生じるスポーツ外傷や障害についても学習し、その予防方法を理解することを目指す。ガイダンス 解剖学とは解剖学の基本的知識　（解剖学的正位、動きの基本面、基本軸、動きや位置を表す用語）骨格筋（前面）の構造と名称骨格筋（後面）の構造と名称骨（前面）の構造と名称骨（後面）の構造と名称骨内部、関節の構造と名称肩関節、肘関節の構造とスポーツ障害骨盤、膝関節、足関節の構造とスポーツ障害　内臓（消化器、内分泌器）呼吸循環系（呼吸器、心臓）神経系（脊髄、脳、末梢神経）膝の運動と筋　感覚器（視覚器、平衡感覚器）総括　　 出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する。20 40 40 Fr´ed´eric Delavier著、白木 仁他訳「目でみる筋力トレーニングの解剖学―ひと目でわかる強化部位と筋名」大修館書店、Joseph E. Donnelly著、福林 徹他訳「動きでわかる解剖と機能」医道の日本社必要に応じて授業中に教授資料を配布する。

1280 スポーツ演習Ⅰ　【28年度生用】前期 Sports Seminar Ⅰ平成27年度 俵　尚申 演習 1年次 2 野球とバレーボールの歴史、ルール、戦術及び体力の特徴について概説し、基礎技能ができるようにする。選択 現代の社会において、スポーツは多くの人々に楽しまれ、その広がりは子どもから高齢者にまでは幅広いものとなっている。本演習では野球とバレーボールの特性を理解し、その歴史、ルール、戦術等について理解させる。	オリエンテーション野球の歴史についてバレーボールの歴史について野球のルールについてバレーボールのルールについて野球の戦術について（トレーニング方法を含む）バレーボールの戦術について（トレーニング方法を含む）野球選手の体力の特徴について1（筋力）野球選手の体力の特徴について2（瞬発力）野球選手の体力の特徴について3（全身持久力）バレーボール選手の体力の特徴について1（筋力）バレーボール選手の体力の特徴について2（瞬発力）バレーボール選手の体力の特徴について3（全身持久力）基礎技能の実習まとめ 授業態度や定期試験によって総合的に評価する図書館で予習をすること。30 10 50 10 なし なし 熱心に聞き、ノートを必ずとること。野球　バレーボール

1281 スポーツ演習Ⅱ　【28年度生用】後期 Sports Seminar Ⅱ平成27年度 俵　尚申 演習 1年次 2 野球とバレーボールの歴史、ルール及び戦術について概説し、基礎技能ができるようにする。選択 本演習では、スポーツ演習１で行った内容をさらに追究し、習熟度を深める。スポーツ演習1での自らの体験を深め、より高いレベルの学習内容の習得を目標とする。	オリエンテーション野球の歴史についてバレーボールの歴史について野球のルールについてバレーボールのルールについて野球の戦術についてバレーボールの戦術について野球の基礎技能1野球の基礎技能2野球の基礎技能3バレーボールの基礎技能1バレーボールの基礎技能2バレーボールの基礎技能3バレーボールの基礎技能4まとめ 授業態度や定期試験等で総合的に評価図書館で予習を行うこと。30 10 50 10 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。野球、バレーボール

1282 スポーツ文化論　【28年度生用】前期 平成27年度 福田　一儀 講義 1年次 2 近代スポーツの抱えるさまざまな現象を，文化としてのスポーツという視点から読み解き，日本人とスポーツの関係，日本人のスポーツ観の変遷などについて理解を深める．選択 ・各テーマについて，自分自身の明確な問題意識をもつことができるようになる．文化としてのスポーツ現代スポーツのとらえ方ナショナリズムとスポーツスポーツとメディアスポーツと暴力スポーツする身体とドーピングスポーツとジェンダースポーツ・ヒロインスポーツファンの文化スポーツと賭け体育とスポーツスポーツのグローバリゼーション文化のなかのスポーツスポーツと開発・環境問題スポーツと福祉社会出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．なし 10 10 50 0 井上俊・亀山佳明編（1999）『スポーツ文化を学ぶ人のために』，世界思想社適宜，配布．スポーツは，「する」だけのものではありません．普段，行っているスポーツが抱える問題を一緒にじっくり考えてみませんか？		授業中の携帯電話の使用は，必要時以外，禁止．

1283 生理学　【28年度生用】前期 Physiology 平成27年度 岡野　亮介 講義 1年次 2 　本講義では、神経－筋機能、呼吸循環機能、心電図（不整脈を含む）、血液、内分泌系、睡眠・生体リズム、肥満とダイエット及び排泄等の基礎的知識について概説する。選択 　人体の機能の基本的メカニズムおよびそれらに関連する項目について修得させる。オリエンテーション神経－筋肉系①（神経の興奮伝導、興奮の伝達と抑制）神経－筋肉系②（神経の構造と機能、筋の構造と機能、運動と姿勢の制御）呼吸器系①（外呼吸の生理、呼吸運動の調節）呼吸器系②（肺容量、肺胞換気と呼吸数、ガスの交換と運搬）循環器系①（心臓の構造と機能、血液循環、心臓拍動の調節）循環器系②（冠循環、血管の構造と機能、血圧）心臓の電気生理、心電図の基礎理論、不整脈血液 内分泌系①（各種のホルモンと内分泌の概念、各種ホルモンによる情報伝達）内分泌系②（各種ホルモンによる生体調節とホルモンの過不足による疾病）睡眠・生体リズム肥満とダイエット排泄 まとめ 　授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する10% 20% 60% 10% 　授業中に随時資料を配布する。なし 　筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。授業中携帯電話を使うことは禁止。神経－筋、呼吸、循環、内分泌、ダイエット

1284 レクリエーション論　【28年度生用】後期 平成27年度 福田　一儀 講義 1年次 2 本講義では，レクリエーションが広義の余暇活動の一部を構成していることや，レクリエーションの概念・歴史・現状や問題点，実際のレクリエーション活動について理解していく．特にレクリエーション活動としてのスポーツや遊び，運動のとらえ方について生涯スポーツや福祉レクリエーションの考え方も理解する．選択 ・レクリエーションの概念・歴史・現状について理解できる．		・レクリエーション活動と健康づくりについて理解できる．		・実際のレクリエーション活動について理解できる．レクリエーションとは何か余暇時代の到来とレクリエーション－レジャーとレクリエーションの関係－現代社会とレクリエーションの必要性レクリエーション運動の理念とスローガン余暇生活の現状と課題ライフサイクルと余暇教育健康づくりとレクリエーションレクリエーション運動と生涯スポーツレクリエーション指導とレクリエーション活動①室内で行うレクリエーションレクリエーション指導とレクリエーション活動②室内で行うレクリエーションレクリエーション指導とレクリエーション活動③体を動かすレクリエーションの紹介行事の企画と運営レクリエーション活動と組織レクリエーションの組織と指導者育成レクリエーション活動と福祉レクリエーション出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．なし 10 10 50 （財）日本レクリエーション協会教育センター編（1990）『レクリエーション概論』		（財）日本レクリエーション協会人材開発本部編（1993）『レクリエーション入門』		（財）日本レクリエーション協会監修（2000）『福祉レクリエーション総論』，中央法規出版	適宜，配布．授業の前半は講義が中心になりますが，後半は実際にレクリエーション活動を行います．室内で行うもの，体育館で行うものなど紹介します．積極的に参加してください．		授業中の携帯電話の使用は，必要時以外，禁止．レクリエーション

1285 健康スポーツ実習Ｃ{体つくり1(ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ)}　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 講義・演習 1年次 1 運動プログラムを作成し、消費カロリーが推定できるようにさせる。ウォーキングでは、歩き方の基本（歩幅、歩数等）および性・年齢・体力の差による歩行速度の違いについて理解させ、安全に留意した指導方法について修得させる。また、両運動とも運動中および運動終了直後の心拍数の計測方法についても修得させる。専門共通科目ジョギングとウォーキングにおける運動の特徴を理解させ、ジョギングでは性・年齢・体力および速度に応じて生体反応が如何に異なるかを理解させる。オリエンテーション｛ジョギング・ウォーキングの基本的特徴、シューズの選び方、水分摂取の必要性、筋力（体幹支持筋力を含む）・柔軟性及び障害との関連性を含む｝ジョギング（各種速度でのジョギング、終了直後の心拍数の計測等）ジョギング（エネルギー消費量の計測、プログラム作成等）ジョギング（心電図を利用して運動中の心拍数の計測等）ジョギング（各種速度でのジョギング時におけるRPEの計測）ジョギング（ジョギング前後における血圧の計測）ジョギング（ジョギング前後における体温の計測）ウォーキング（歩き方の基本等）ウォーキング（自由ウォーキング）ウォーキング（各種速度でのウォーキング、終了直後の心拍数の計測等）ウォーキング（心電図を利用して運動中の心拍数の計測等）ウォーキング（ウォーキング前後における血圧の計測等）ウォーキング（ウォーキング前後における体温の計測等）ウォーキング（万歩計による歩行数の計測等）まとめ 授業態度・レポート提出・定期試験で総合的に評価 なし なし

1286 健康スポーツ実習Ｆ(ゴルフⅠ)　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 実習 1年次 1 　ゴルフは単純であると同時に、この上なく複雑なスポーツであると言えます。		ゴルフは科学的に究明されている一方で、答えのないパズルのようなスポーツでもあります。		この奥深いゴルフを授業を通して、少しでも理解し、楽しいゴルフを学んで下さい。	選択 　オリエンテーション　正しいゴルフ用語・及びエチケット・マナー　ゴルフクラブに関する基礎的な知識　ゴルフルール　クラブフェースの向きとグリップ　グリップとアドレス　スイングづくり　スイングと構え方の融合　クラブ別の練習　クラブ別の練習　アプローチショット（ピッチショット）　アプローチショット（ランニングショット）　バンカーショット　パッティング　スイング技術の応用　　スイングチェック　　出席重視　　　授業態度　　 ５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業

1287 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習K(器械運動)　【28年度生用】前期 平成27年度 徳吉 忠昭　 講義・演習 1年次 1 マット運動、とび箱運動、鉄棒運動を実施する。技の構造と基礎技術を理解し、技を習得するために必要な基礎体力・技術を段階的に身につける。お互いにアドバイスや幇助し合って協力しながら運動技能を向上させる。運動課題達成や運動技能習熟の喜びを感じ、目標技の習得を計画的に達成できる達成型の学習過程を重視して授業を進める。専門共通 １．非日常的な器械運動の特性を理解する。		２．学校体育で取り扱われる器械運動について理解する。		３．学習指導要領で取り扱われている技を習得する。		４．自己観察力や他者観察力を高め、運動を評価できる能力を身につける。	ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・マット運動①－運動の特性と技の体系、学習方法についての理解、からだならしの運動など。マット運動②－前転、後転、開脚前転、開脚後転マット運動③－伸膝前転、伸膝後転、倒立、倒立前転、側方倒立回転など。マット運動④－とび前転の段階的練習、技の組み合わせ(前転系－後転系－側転系)練習など。マット運動５－とび前転、演技発表会の技の組み合わせ練習など。演技発表会、相互観察評価など跳び箱運動①－跳び箱運動の特性の理解、かかえこみ跳び、開脚跳びなど。跳び箱運動②－かかえこみ跳び、開脚跳び、台上前転など。跳び箱運動③－前方倒立回転跳びの段階的練習、台上前転、各自課題練習など。跳び箱運動④－前方倒立回転跳び、規定演技（開脚跳び）、自由演技種目の練習など。跳び箱運動⑤－演技発表会（規定演技、自由演技）、相互観察評価など。鉄棒運動①－鉄棒運動の特性の理解、逆上がり等からだ慣らしの運動など。鉄棒運動②－前方・後方膝かけ回転、前方・後方腕支持回転など。鉄棒運動③－上がり方→中の運動→下り方による連続技の練習など。鉄棒運動④－演技発表会、相互観察評価など。[定期試験]80％（マット、鉄棒、跳び箱による実技テスト）　　　　　　　　　[受講態度・その他]20％（自己評価のシートを求めるときがある）	80 20 なし なし

1288 体育原理　【28年度生用】前期 Philosophy of Physical Education and Sports平成27年度 舩場　大資 講義 1年次 2 文化現象としての体育・スポーツにおける問題を哲学的方法を用いて省察する。体育・スポーツの概念、スポーツとコミュニケーション、身体文化の３元論、遊戯論とスポーツ、ナショナリズム、政治とスポーツの問題に焦点をあて、身体論から投影されるパースペクテヴを紹介する。個人、集団をとりまく体育・スポーツ現象に対する学問的アプローチの方法を学習する。体育を哲学する思考トレーニングとして、毎時「コミュニケーションカード」の記入を行う。1.体育とスポーツの概念、2.前近代と近代体育・スポーツの概念の定義、3.身体とコミュニケーション4.スポーツの文明化論、5.身体文化論のパースペクティヴ、6.遊戯論、7.オリンピズム、7.アマチュアリズム、8.スポーツの政治的中立性に関する理論を学習し、理解を深め、思考力を養う。また、専門用語を用いて、自分なりの考えを表明できるようにする。	理論としての体育・スポーツ：今日の体育学・スポーツ科学体系体育・スポーツの概念史近代体育・スポーツの定義：アレン・グットマンによる７つの定義身体とコミュニケーション（１）：コミュニケーション不全症候群身体とコミュニケーション（２）：スポーツは期待に応えられるか。近代スポーツのオールタナティヴ身体文化論のパースペクティヴ（１）：三元論の特徴身体文化論のパースペクティヴ（２）：三元論をとりまくコミュニティ身体文化論のパースペクティヴ（３）：まとめ遊戯論（１）：ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』遊戯論（２）：カイヨワの遊戯論他遊戯論（３）：H・レールスの『スポーツと遊戯』スポーツと思想（１）：オリンピズム、ナショナリズムスポーツと思想（２）：アマチュアリズム、スポーツの政治的中立性スポーツの文明化を巡る考察出席状況、ペーパー試験とコミュニケーションカードにより総合的に判断する。20 20 60 0 ・アレン・グットマン(清水哲男訳）『スポーツと現代アメリカ』TBSブリタニカ、1981年				・J・ホイジンガ（高橋英夫訳）『ホモ・ルーデンス』中央公論社、1983年。				・H・レールス（長谷川守男監訳）『遊戯とスポーツ』玉川大学出版部、1987年。				・多木浩二著『スポーツを考える : 身体・資本・ナショナリズム』ちくま新書,1995年。 	本授業用に開発した独自のテキストを配布する。「思考のプロセス」が重要です。日頃から体育・スポーツ事象について思いをめぐらし、疑問に思うことがないか考えてみましょう。

1289 ゴルフ基礎理論　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 講義 1年次 2 （社）日本プロゴルフ協会基本ゴルフ教本を基に基礎理論を学び､ゴルフの基礎知識及びスイング形成・指導に関してのノウハウを修得する。選択 （社）日本プロゴルフ協会基本ゴルフ教本を基に基礎理論を学び､ゴルフの基礎知識及びスイング形成・指導に関してのノウハウを修得する。セットアップⅠ・・・クラブフェースの向きとグリップセットアップⅡ・・・グリップとアドレス①セットアップⅢ・・・グリップとアドレス②セットアップⅣ・・・グリップとアドレス③スイングⅠ・・・スイングづくり①スイングⅡ・・・スイングづくり②スイングⅢ・・・スイングと構え方の融合スイングⅣ・・・クラブ別の練習基本ゴルフ・小テストⅠ・・・グリップ基本ゴルフ・小テストⅡ・・・セットアップ基本ゴルフ・小テストⅢ・・・スイング基本ゴルフ・小テストⅣ・・・クラブ別ショット基本ゴルフ・小テストⅤ・・・アプローチショット基本ゴルフ・小テストⅥ・・・バンカーショット基本ゴルフ・小テストⅦ・・・パッティング出席重視、授業態度､小テスト（7回）60% 10% 30% 0 0 （社）日本プロゴルフ協会　基本ゴルフ教本ノート持参

1290 ゴルフ総論Ａ　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 講義 1年次 2 日本プロゴルフ協会指導教本を基にゴルフ基礎理論を学び、実際のスイング実習ではVTRやPCを使って科学的に自己のスイング分析を行う。選択 ゴルフ総論は国際社会で通用する高い道徳性と基礎知識を身に付けることを目的とする。		提携ゴルフ場でのラウンド実習では、マナーやルールを中心に実践での判断力、技術の基礎を身に付ける。ゴルフの歴史　　　　　・・・ゴルフの起源と発展（近代ゴルフ）　　　　　　　　　　　　　・・・ルールの歴史（マナーとルール）　　　　　　　　　　　　　・・・道具とスイングの変遷スイング基礎理論Ⅰ  ・・・スイング作り（基本原則と考え方）＊運動力学（インパクトのメカニズム）や用具論（クラブ、ボール）　　　　　　　　　　　　　・・・　　　〃　　（練習とゲームの違い）＊スポーツ心理学　　　　　　　　　・・・　　　〃　　（ドリルと考え方　）　＊スポーツ生理学やトレーニング学　　　　　　　　　　　　　・・・　　　〃　　　VTR、PCを使ったスイング解析・・・各クラブへの応用①（アイアンクラブ）　　　　　　　　　　　   ・・・各クラブへの応用②（ウッドクラブ）ラウンド基礎実習Ⅰ ・・・マナーとルール 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ゲームでの基礎①（アライメント、方向取り）　・・・ゲームでの基礎②（コースマネージメント）　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・グリーン廻りのショット（アプローチ）　　　　　　　　　　　　　・・・　　　〃　　　　　　　（バンカーショット）　　　　　　　　　　　　　・・・パッティング　　　　　　　　　　　　出席状況、レポート提出により評価する。６0% 10% 30% 0 0 必要時に都度紹介PGA指導教本、スイング解析ソフトなど出席重視

1291 ゴルフ総論Ｂ　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 講義 1年次 2 日本プロゴルフ協会指導教本を基にゴルフ基礎理論を学び、実際のスイング実習ではVTRやPCを使って科学的に自己のスイング分析を行う。		提携ゴルフ場でのラウンド実習では、コースマネージメントを中心に実践での判断力、技術の基礎を身に付ける。選択 ゴルフ総論は国際社会で通用する高い道徳性と基礎知識を身に付ける。	VTR、PCを使ったスイング解析スイング基礎理論Ⅱ・・・	スイング作り〃　　　･･･　　　〃〃　　　･･･　各クラブへの応用〃　　　･･･　　　〃　　　　　　　〃　　　･･･　ゲームでの基礎　　　　　　　〃　　　･･･　　　〃ラウンド基礎実習Ⅱ･･･　マナーとルール　　　　　　　〃　　　･･･　　　〃　　　　　　　〃　　　･･･　コースマネージメント　　　　　　　〃　　　･･･　　　〃〃　　　･･･　ショートゲーム　　　　　　　〃　　　･･･　　　〃JGTO男子ツアー課外実習　･･･トーナメント運営について　　　　　　　〃　　　･･･　　プロゴルファーのトーナメント生活について出席状況、レポート提出により評価する。60% 10% 30% 0 0 必要時に都度紹介 出席重視

1292 健康スポーツ実習Ｎ（弓道）　【28年度生用】前期 Ｈｅａｌｔｈ・Ｓｐｏｒｔ Ｅｘｅｒｃｉｚｅ　（Ｋｙｕｄｏ）平成27年度 岡村　豊太郎 実習 1年次 1 弓道の実技の学習と理論・指導法の実習：公益法人全日本弓道連盟発行の弓道授業指導の手引DVDを補助教材として授業する。選択 射法八節に従って、立射で弓を引き、的近辺に矢が飛ぶ程度の実技を習得し、その理論的根拠を理解する。簡単な座射での体配ができるオリエンテーション：弓道に関する学習内容を理解する。（全日本弓道連盟発行の指導DVDを使用する。）弓道に関わる施設と用具の名称を理解し、用具の使用法を理解する。射技練習を行う。ゴム・ひもを用いた射法八節の練習と矢を持った練習、弓を持っての体配（礼法）練習弓を持ち、手の内と引き分けの素引き練習、立射における歩行、揖、本座から射位への進み方の練習手の内と引き分けの素引き練習後、矢番え練習、離れの練習正しいねらいと正しい矢乗りの練習、正しい手の内に留意し、立射による的前練習DVD視聴による確認と立射による射技練習と相互評価立射による的前練習（執り弓、歩行、足踏みに留意して）立射による的前練習（足踏み、胴造り、弓構えに留意して）立射による的前練習（ねらい、矢乗りに留意して）立射による的前練習（縦横十文字に留意して）座射の矢番え動作・立ち方・坐り方の練習座射の矢番え動作・立ち方・坐り方の練習と開き足の練習座射による射技・体配の総合練習立射・座射による審査、評価（教師による評価、自己評価、相互評価）30 30 40 弓道に関するプリント配布

1293 現代の日本社会　【28年度生用】後期 Modern Japanese Society平成27年度 原田　憲一 講義 1年次 2 戦後まもなく世界第二の経済大国に躍進した日本は“日出る国の奇跡”と賞賛されたが、今や巨額の財政赤字、大震災復興、超少子高齢化など数々の難題を抱え“極東の日沈む国”とさえ呼ばれる。未来を背負う若者も早くからこうした問題の所在を理解し、共に手を携え切り開いてこそ道は開ける。資源が少なく人口減速社会の日本は今後「豊かな福祉文化国家」の道を目指すべきという視点に立ち、これらの課題にどう対処すれば良いかを考える。選択 日本の課題を自らの問題として考えその解決策や改善策を探ることで、この国に生きる(学ぶ)人間としての自覚や認識を強くしてもらう。何を学ぶか。日本人・外国人が見る今の日本社会。授業の注意点など少子高齢化　　世界一「少子高齢化」の課題無縁社会　　核家族化と高齢化で広がる「無縁社会」環境　　「公害列島」から「エコ先進国」へ平和　　平和発信、国際支援で世界に貢献する自治体医療　　進む医療崩壊をどう食い止めるか?食料　　「飽食の国」の食糧危機教育　　日本再生のための教育とは?若者　　日本の若者は今スポーツ　　スポーツの社会力とテレビ～東京五輪で”日本力”の発信を～ポップカルチャー　　「ポップカルチャー」で日本の活力発信を!メディア　　混沌の時代のマスコミの役割情報行動　　膨張するネット・ケータイ社会の光と影大災害対策　　復興は進んだか?大震災・原発対策は?明日の日本　　「豊かな福祉文化国家」づくりの条件授業態度を含めた出席率と期末試験の成績は4対6の割合で評価する。試験を除き、5回以上の欠席者には原則として単位を与えない。毎回配付する翌週分レジュメはA3一枚なので、その週のうちに目を通し授業に備え、授業中は積極的に質問を行うこと。４０％ 　６０％ 授業の中で適宜紹介する。レジュメA3一枚に加え、ニュース・番組などのビデオや新聞のコピーなど最新情報を活用し「リアルタイムの日本社会」を“いま”感覚で分かりやすく理解させる。今の日本を“知る”ことは、すなはち、君自身が将来“何をなすべきか”を知ることでもある。日本再生・発展とその対外発信

1294 現代の日本社会　【28年度生用】前期 Japanese socity now平成27年度 西村　繁 講義 １年次 2 「変革の兆し」を歴史的な経緯から、現在の変革について論評する選択 「普遍的な人類進化の過程」で、日本における近代の変化を検討しながら、それぞれの国々で起こる、あるいは起きている事象を理解させて、彼らが出来る最大の貢献が何であるかを、「メタファーな手法」でそれを伝授する事を一義的に教える。「東京アンダーワールド」上下巻を利用して、「破壊と再生」を戦後史から解説する。その１、概略その１、政治編その２、経済編その３、文化・宗教編その４、総括戦後秩序の典型「貸金業法の変遷」その２「人身売買と売春犯罪」その３「アルコールと薬物依存症」その４「高度成長の原動力」その５「保証したお金は払わない」橋下改革と近代日本の実像人類の叡智（ユニヴァーサル・デザイン）次世代のリーダー像は？どうすれば、どうなるのか？死についての１考察受講態度を重視して、授業中の講義に参加させる。その評価を基本として、レポートを作成させて、その熟知度を判断する。なし ５０％ ３０％ ０％ ２０％ 「死に至る病」キルケゴール「保証したお金は払わない」満家始箸ＩＳＢＮ７８－４－９０４３３６－５４－０Ｃ００３０　ファーストプレス社未来を生きる学生諸君が、本学で学んだ事を将来、語る時に最も影響のあった２単位でありたいと思うので、ハーバードの白熱教室を超える内容にしたいと思います。お金、ハード通貨とソフト通貨、依存症とその回復、人類が３００万年、近代人が７万年、有史が約１万年、ＤＮＡ、生と死、何故、どうして？

1295 日本の産業と企業　【28年度生用】前期 Japanese Industries and Enterprises平成27年度 非常勤講師(萩)講義 1年次 2 戦後日本の高度成長は、円安の時代に主に技術力に優れた輸出産業がもたらしたものだが、近年、その多くが超円高やアジア勢の厳しい攻勢にさらされ苦戦してきた。だが今、国のアベノミクス政策による円安と長年の経営努力が相まって、業績を回復・伸張する企業が増えている。好不況にもまれ続けてきた日本の産業・企業の盛衰の歴史と果敢な挑戦の現状を個別に分析、激化する国際競争に打ち勝つための条件を考える。選択 新聞・テレビの経済記事・ニュースがある程度理解でき、また関心を持てるよう指導したい何を学ぶか。産業・企業とは。授業の注意事項などⅠ　日本経済の戦後史と産業・企業　　（１）　高度成長からバブル経済の崩壊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　「失われた20年」・円高デフレ・大震災、三重苦の克服へⅡ　主要産業・企業の歩みと現況　　　（１）　自動車業界とトヨタ、ホンダ、日産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　総合電機業界と日立、パナソニック、ソニー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）　通信業界とNTT、KDDI、ソフトバンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）　鉄鋼業界と新日鉄住金、ＪＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）　化粧品・トイレタリー業界と花王、資生堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）　ビール・飲料業界とキリン、アサヒ、サントリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）　新聞・テレビ業界と読売、朝日、毎日・TBS、産経・フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）　映画・アニメ業界と東宝、松竹、東映アニメーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）　スーパー・コンビニ業界とセブン＆アイ、イオン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０）　銀行業界と三菱東京UFJ、三井住友、みずほⅢ　グローバル競争に打ち勝つために　　　　（１）　“もの作り”日本の復活を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　国際競争力をどう強化する?授業態度・出席率と期末試験の成績は4対6の割合で評価する。試験を除き5回以上の欠席者には原則として単位を与えない。毎回配付する翌週分のレジュメはA3一枚なので、その週のうちに目を通し授業に備え、授業中は積極的に質問を行うこと。４０％ ６０％ 授業中に適宜紹介する。レジュメA3一枚に加え、ニュース・番組などのビデオや新聞のコピーなど最新情報・データなどを活用しビジュアルに授業を進める。言うまでもなく“社会に出る”ことは“働く”ことであり、“働く場”は多くの場合、“産業・企業”であることをよく認識した上で受講してほしい。アベノミクス、円高・円安、デフレ、新興国、国際競争力

1296 日本の産業と企業　【28年度生用】前期 平成27年度 高木　郁朗 講義 １年次 2 毎回の講義はパワーポイント用のレジュメにもとづいてすすめる、講義のなかで聴講学生へ質問する、手をあげて積極的に答えてほしい、積極的に答える学生は評価に際して加点する。学内講義 日本の産業と企業に関する基礎的な知識のうえにたち、歴史と現状のうえにたち、日本の特徴が何であるかを学生が理解できるようにする。はじめに･･･この授業で何を勉強するか産業とは何か日本の産業構造産業構造変化の方向企業とはなにか日本の企業の統計的把握①・・経済センサスの見方日本の企業の統計的把握②・・産業別と規模別日本の企業の統計的把握③・・企業のライフサイクル企業間関係･･･競争と寡占、系列企業の内部関係①･･･ステークホルダー企業の内部関係②･･･企業組織日本的経営といわれるもの①･･･戦前期、財閥と家族主義日本的経営といわれるもの②･･･戦後期、終身雇用制度の功罪企業活動の外部性おわりに･･･これからの日本企業評価は出席点、授業への参加状況（質問への回答など）、および定期試験のかわりとなるレポートの提出・採点で行う。30 70 +α 参考文献については講義のなかで指定する。テキストは使用しない。オシャベリは厳禁。ひどい場合には名前を聞いて評価の際、減点する。

1297 簿記論　【28年度生用】前期 Bookkeeping平成27年度 山下　秀輔 講義 １年次 2 　簿記は企業の経済活動を金額の数値でとらえ、記録し、整理する手段です。		「簿記論」でその原理や手続きを学ぶことは、「会計」、「経営」、「金融」といったビジネスの幅広い分野を学ぶのに必要不可欠な基礎知識を得ることです。　日商簿記検定３級合格レベルを目標とする。　簿記論で学ぶもの　　　　　　　　　　　　　 授業の進め方と学び取る成果　簿記とは何か？　　　　　　　　　　　 　　　 簿記の歴史、現代簿記の意義、複式簿記について知る　財務諸表とは？　　　　　　　　　 　　　　　 貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書ほか　簿記の流れ（その１）　　　　　　　　　　　　 取引から総勘定元帳までの流れ　簿記の流れ（その２）　　　　　　　　　　　　 試算表の作成　簿記の流れ（その３）　　　　　　　　　　　　 決算の手順、精算表、決算予備手続き　簿記の流れ（その４）　　　　　　　 　　　　　 期末決算、決算本手続き　取引の処理（現金預金取引）　　　　　　　 さまざまな取引の処理　　〃　（売掛金と買掛金、その他の債権債務）　〃　　〃　（手形・有価証券。固定資産）　　　 　　　 〃　　〃　（資本金、収益と費用、税金）　　　　　　　〃　簿記の実務　　　　　　　　　 　　　　　　　　　帳簿会計・伝票会計・コンピューター会計　　　決算と財務諸表の作成（その１）　　　　　　決算本手続き　決算と財務諸表の作成（その２）　　　　　　貸借対照表と損益計算書　まとめ 　主に授業態度、レポート、期末試験にて評価する。		　		　簿記の仕組みと用語の意味を正しく理解することを求める。　必ず前回の復習をした上で授業に臨んでもらいたい。		　日商簿記３級の受験を目指す場合は、講義に沿って、問題集で各自自習されたい。　　　　　２０　　　　　２０　　　　　６０ 「日商簿記３級過去問題集」成美堂出版刊		「簿記ワークブック３級（商業簿記）中央経済社刊「簿記講義３級 商業簿記」渡部裕亘他著　中央経済社刊　計算機を持参すること　「簿記」はビジネスの言語である。

1298 世界・アジア・日本　【28年度生用】後期 The World・Asia・Japan平成27年度 李　文相 講義 １年次 2 世界のマイノリティ問題を考察する。本授業ではマイノリティ問題やエスニック紛争に関連して、国際的な視点で日本における外国人労働者、定住外国人、先住民族(アイヌ民族)の問題を探る。また、世界における各国の言語や宗教、祭りなどにはそこで暮す人々の文化や歴史がにじみ出ているので研究課題にする。世界の不条理な面に目をやることで国際社会で今、何が問題なのかを理解する。　授業では、1970年代後半から90年代後半までのマイノリティ問題と国際的規範形成の変遷を体系的に捉え、これを手掛かりにして平和で安全な世界を構築するための道標を得る。授業内容の概要、エスニック紛争とマイノリティのイメージを明確にする。移民・外国人労働者（１）、移民・外国人労働者の増加とグローバリゼーション移民・外国人労働者（２） 、定住化と国民社会の多文化社会マイノリティの権利（１）、民主主義に見放された人々と権利保障マイノリティの権利（２）、地方自治体の難問解決と共生社会多文化主義（移民と難民）、多文化主義の理　多文化主義(モデル)、アメリカとカナダにおける多文化主義世界の言語から歴史をみる、世界の公用語と母語に映し出される国の歴史世界の宗教・祭り、世界の宗教分布、祭りは何に根ざしているか。南アフリカの民主主義、アパルトヘイトと反アパルトヘイト運動世界の国民構成、国家成立の歴史と関連付けて考えてみよう世界の紛争	、中東、アジア、アフリカ、南アメリカの宗教や民族、独立問題をめぐって世界の独立・自治問題、分権・独立を目指す国と地域に対する世界の認識日本周辺の情勢、領土・領有権の問題、グローバリゼーションと格差社会総括・まとめ毎回出される小レポート、出席率、期末試験を総合的に評価する。講義内容に関心を持ち、関連事項については自分で調べるようにしましょう40％ １０％ 10％ 40％ 授業時に提示する。プリントを配布する。日常より世界の情勢には関心を持ちましょう。グローバリゼーション、マイノリティ、少数民族、難民、紛争、平和

1299 世界・アジア・日本　【28年度生用】後期 The World・Asia・Japan平成27年度 ラメイ・アレック・ラッセル講義・演習 １年次 2 第二次世界大戦の終結から現在に至るまで日本はみるみるうちに多文化化してきており。「単一民族」意識が揺らいできている。多文化化しつつある日本社会における他の文化の歴史に対する考えを深めていく。ディスカッション、教材の理解、発表を通じて、受講生は、自らのアイデンティティを表現し、「多文化化している日本に自分はどのように貢献できるか」というテーマが論じられるようになる。オリエンテーション：グローバル化とは何か？グローバル化する世界と文化の流動化第２世界大戦と日本の移住移動者戦争終結と在日韓国人アメリカ人、中間試験の復習中間試験と期末発表の説明アイヌと部落民族中国などの残留日本人と1990年の出入国管理及び難民認定法改正日系人（ブラジル人／ペルー人／フィリピン人を含む）フィリピン人／中国人／在日コリアンイスラム圏からの移民国際児童と多文化共生①国際児童と多文化共生②と期末テストの復習期末試験と期末発表の準備期末発表／授業のまとめ出席や課題レポート、毎回授業後に書いてもらうコメントシート、試験、発表などをもとに総合的に評価する。期末発表のため、受講生は３～４人の小グループで東京都内の文化的マイノリティのコミュニティを訪問、その体験をクラスで発表する。30 20 30 20 適宜プリントを配布する。毎回宿題があるので、事前に配布資料を読んで、ディスカッションに積極的に参加して下さい。

1300 経営学概論　【28年度生用】前期 Business Administration平成27年度 古田　正雄 講義 １年次 2 企業の仕組みとはどのようなものか、経営の４要素（ヒト、モノ、カネ、情報）が企業の中で果たす役割を理解するための基礎知識を学ぶ。また世界経済のグローバル化にともなう新しい経営手法を学ぶ。	選択 経営とは何か、個人ビジネスとの違いを理解し　将来のＭＢＯ（Management Buyout)や起業チャンスを掴むために必要な		経営基礎知識の取得を目指す。経営概論を学ぶ意義　　　　　　　　経営学とは、　経済発展と２種類の需要の理解、　日本的経営の特徴　　　　　　　　　日本産業の発展史、　日本的経営の三大特徴P,F,Drucker著「現代の経営」　　　Sears,Foed,IBMから学ぶマネジメント３大機能（事業、人、組織）経営戦略と競争戦略　　　　　　 　ド・メイン、ポジショニングの重要性、企業が発展する３種類のイノベーション会社の仕組みと事業ビジョン　　　会社法とデジタル起業ツールネット、経営理念と事業ビジョンの作り方組織作りに必要な要素　　　　　　　３つのモチベーション理論、強い組織の作り方、目標管理と評価制度の実際経営戦略の作り方　　　　　　　ビジネスシンキングに必要なフレームワーク（３C分析、SWOT分析、マーケティングMIXの４P)マーケティングMIXの４P　　　　　　Searsに学ぶ５つのマーケティングイノベーション、Product,　Price,　Place,　Promotion、会社の経理と資金　　　　　　　　　  生産・販売・回収サイクル、　決算書類（P/L,  B/S,　キャシュフロー他）経営分析　　　　　　　　　　　　　　　損益分岐点、　総資本利益率、　自己資本利益率、　ＲＯＥやＤＣＦで投資価値を判断経営改善手法　①　　　　　　　  　      事業再構築と縮小均衡の違い、　サプライチェーンマネジメント（ＳＣＭ）　　　　　　　　　  ②　　　　　　　  　   　キャシュフロー経営、　Ｍ＆Ａ、　ＭＢＯ，　ナレッジマネジメント　　　　　リスクマネジメントと企業倫理　　　インベスター・リレーション（　Ｉ　Ｒ　）、　コンプライアンス、　内部統制グローバリゼーション①　　　　　 　グローバルビジネス展開パターン、経済連携協定の影響と効果、グローバル企業実例　　　　　　　 　　　　②　　　　　　  　　アジアの中間層需要、　貧困ビジネス（ＢＯＰ）展開　　　　　　　　　　　期末試験、レポート課題、出席回数で決める。		出席率７０％未満の者、および授業態度の良くない者は		評価の対象外となる。４５％ ５％ ５０％ Ｐ・Ｆ・Ｄｒｕｃｋｅｒ著　「エッセンシャル版」マネジメント　基本と原理　　　ダイヤモンド社特に定めはない。必要に応じてプリントを配布する。		ただし、必ず各自経営学関連の参考書を持参すること。レポート等の提出はＷＯＲＤ、ＥＸＣＥＬで作成のこと。		毎回出席が前提で、必ず予習と復習を行なうこと。経営とは、　 日本的経営の特徴と弊害、　経営分析　、 Ｃａｓｈ　ＦｌｏＷ、　Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ

1305 社会福祉概論Ⅰ※　【28年度生用】前期 Socialwork Outline Ⅰ平成27年度 横山　順一・高橋　一栄講義 1年次 2 社会福祉とは何なのか、私たちの生活にどう関わっているのかを学ぶ。そのために、社会福祉がいつどのような形で生まれ、発展して現在どのような形になっているのかを制度面だけではなく社会福祉理念、社会福祉を貫く原理と併せて理解を進めていく。必修 （1）社会福祉の全体像を把握できる。（2）社会福祉の発達過程を理解できる。（3）過去、現在の社会福祉の概要を理解した上で、未来の社会福祉はどうあるべきか考える事ができる。イントロダクション現代社会と福祉政策～社会福祉の拡大、福祉政策～現代社会と福祉政策～福祉政策の実態、福祉政策の実務者～社会福祉の思想と哲学～倫理～社会福祉の思想と哲学～福祉の思想～福祉政策の理論と実際～福祉概念、公共政策と福祉～福祉政策の理論と実際～社会政策と福祉、社会福祉事業～福祉政策の発展過程～近代国家以前～福祉政策の発展過程～近代国家～福祉政策の発展過程～戦後改革～福祉政策の発展過程～現代の福祉～少子高齢化時代の福祉政策～福祉元年～少子高齢化時代の福祉政策～90年代以降～福祉政策における必要と資源～ニード論～福祉政策における必要と資源～社会資源～、前期まとめ15回の講義の総括として行う学期末試験（筆記試験）の成績で判断する100 清水教恵、朴光駿著編「よく分かる社会福祉の歴史」ミネルヴァ書房新社会福祉士養成講座4「現代社会と福祉」中央法規出版本講義は社会福祉士国家試験科目「現代社会と福祉」に相当します。

1306 社会福祉概論Ⅱ※　【28年度生用】後期 Socialwork Outline Ⅱ平成27年度 横山　順一・高橋　一栄講義 1年次 2 社会福祉とそれぞれの生活問題の接点を学び、社会福祉政策の意義について学ぶ。また制度だけではなく福祉サービスそのものや援助活動についても理解を深め、現代社会と人との調和を図る社会福祉について理解を深める。必修 （1）それぞれの生活問題について社会福祉の関わりを理解できる （2）福祉サービスについて理解できる （3）援助活動について理解できるイントロダクション福祉政策の主体と手法福祉政策の関連領域～所得、保健医療、教育～福祉政策の関連領域～住宅、雇用、人権擁護～福祉政策と社会福祉制度～制度体系、供給システム～福祉政策と社会福祉制度～類型、機能～社会福祉制度の体系福祉サービスの供給福祉サービスの利用福祉サービスと援助活動～バイステックの7原則～福祉サービスと援助活動～各種モデルの視点～福祉サービスと援助活動～地域福祉の展開～福祉政策の課題と展望福祉政策の国際比較後期まとめ 講義の総括として、学期末試験（筆記試験）にて評価する 100 関西人間学会編「社会福祉六法関係法事典」晃洋書房新社会福祉士養成講座4「現代社会と福祉」中央法規出版本講義は社会福祉士国家試験科目「現代社会と福祉」に相当します。

1307 保育内容指導法（総論）　【28年度生用】前期 平成27年度 国広勝代 講義 2年次 2 保育の内容や方法について、幼児期の子どもの発達特性、保育内容の歴史的変遷、保育所保育指針・幼稚園教育要領の構成や内容等の視点から総合的に理解する。○子どもの発達特性や発達過程を踏まえ、観察や記録の観点を習得する。		○保育内容の歴史的変遷について学ぶと共に、幼児期にふさわしい生活の在り方や時代の要請する保育課題について考える。		○保育所保育指針や幼稚園教育要領の構造と内容について総合的に理解する。		○保育の多様な展開について具体的に学ぶ。	保育内容を総論としてとらえる子どもの発達子どもの生活保育内容の変遷①～戦前の保育内容～保育内容の変遷②～戦後の保育内容～保育の特質①～幼児教育の特質～保育の特質②～保育所保育の特質～保育内容と保育の計画①～保育における計画～保育内容と保育の計画②～指導計画の考え方、具体的な指導計画～保育内容とその展開①～指導の特質、環境を構成するとは～保育内容とその展開②～子どもの活動、指導の課題～保育の評価と記録現代保育の課題と保育内容①～生活環境の変化と保育内容、保育所保育をめぐる状況の変化、保護者に対する支援～現代保育の課題と保育内容②～保護者に対する支援、新しい保育需要～まとめ/保育の基本を踏まえた保育内容の展開へ授業態度、期末試験、小テストの結果を総合的に評価する。50 30 20 授業中に適宜紹介する。『保育内容総論』北大路書房、2009保育内容（総論）、子どもの発達特性、保育内容の歴史

1308 保育内容（健康）　【28年度生用】前期 The content of childcare(Health)平成27年度 国広　勝代 演習 2年次 1 　乳幼児期における主体的な活動や生活習慣が心身の発達を健全に促す観点から、発育・発達を阻害する様々な健康問題を広く捉え、乳幼児期の健康を守り育てるための保育のねらいを理解させる。そして、子どもが様々な活動に全身を働かせて取り組む態度、遊びの重要な役割や運動遊びの創造と実践および安全管理など、保育士として求められる指導・援助のあり方や健康に関わる基本的な知識を修得させる。必修 　乳幼児におけるからだの発育・発達の過程や、生理機能などについて理解させる。オリエンテーション幼児教育の基本領域「健康」の特徴幼児における身体と心の健康健康感の変遷幼児と生活環境幼児の発育発達の原則身体の発育と健康身体運動の発達と健康精神機能の発達と健康生活習慣について基本的生活習慣形成の方法生活リズム、睡眠の習慣、食事の習慣排泄・着脱衣・清潔の習慣幼児の運動遊び授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 授業中に資料を配布する。なし 筆記用具を忘れないこと。授業中に配付した資料は必ずファイルすること。授業中に携帯電話を使うことは禁止。発育発達、基本的生活習慣、運動遊び

1309 保育内容（環境）　【28年度生用】前期 平成27年度 石川　正一 演習 2年次 2 子どもの発達における環境の意義や役割について理解を深め、子どもにとって望ましい環境について修得させる。そのために、子どもにとっての環境とは何か、子どもの発達にとっての環境はどのような意味や役割を持つのか、子どもは身近な環境にどのようにかかわっていくのか等について、理解を深めさせる。また、保育者自身の好奇心・探究心・感性・さらには対象へ知識や技能等が、子どもの環境との関わりの支援に大きく関係することを理解し、自らの資質の涵養について考える。保育内容「環境」について理解するとともに、幼児期の自然事象に対する興味や関心、態度について理解する。また、指導者として動植物を育てながら、人間と自然との共生について考察できる能力を身につける。さらに、指導計画等も作成できる。オリエンテーション　　　授業概要の説明動植物を育てる　　　　　　　・野菜を育てる　　〃　　　　　　　　　　　　 ・花を育てる　　〃　　　　　　　　　　　　 ・身近な動物を飼う　　〃　　　　　　　　　　　　・環境を調査する保育内容「環境」の変遷　・明治から戦前　　〃　　　　　　　　　　　　・戦後から現在現代の子どもと環境 　　　・子どもを取り巻く様々環境について考察する。　　〃　　　　　　　　　　　　・事例として、里山保育の実例について考察する。保育内容「環境」について　・保育所保育指針について理解する　　〃　　　　　　　　　　　　・幼児期の人的環境について考える　　〃　　　　　　　　　　　　・幼児期の物的環境について考える指導計画の作成　　　　　・日案を作成する　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　・年間指導計画を作成する　　　　　　　　　　　　まとめ 保育内容「環境」のねらいについて理解することができ、		幼児と環境について自分なりの考えを持つことができたか。		動植物と積極的にかかわり、育てる力がみについたか。・身の回りの「自然環境日記」をつける。		・野菜や花を育て、観察日記をつける。　　10％ 30％ 30％ 　　30％ 米本　昌平『地球環境問題とは何か』 岩波新書　1994		藤田 智『野菜づくり大図鑑』講談社　2007		今森 光彦、 遠藤 勁　『昆虫記』福音館書店　1988	・芝崎正行・若月芳浩　編『保育内容「環境」』ミネルヴァ書房実際に動植物を育てたり、野山や海に出かけるので、適切な身支度で授業に参加して下さい。		テキストを必ず購入する。保育内容「環境」、人的環境、物的環境

1310 保育内容（言葉）　【28年度生用】前期 contents of child care and education （language）平成27年度 国広　勝代 演習 2年次 2 　言語能力を育てることは、教育の重要な課題であるが、特に乳幼児期は言葉を獲得する重要な時期であり、その発達課題への十分な認識をふまえた援助がなされなければならない。本演習では、保育所保育指針・幼稚園教育要領に示されている領域「言葉」の目標や内容の理解を深めるとともに、幼児期の豊かな「言葉」を育てるための教材について体験し、指導法を習得していく。必修 　子どもの発達を言葉の観点から捉え、子ども理解を深めながら保育内容・教材等について具体的に学ぶ。人間と言葉言葉の発達とかかわり言葉の障害言葉を育てる教材と指導の実際（絵本）言葉を育てる教材と指導の実際（素話）言葉を育てる教材と指導の実際（詩）言葉を育てる教材と指導の実際（紙芝居）言葉を育てる教材と指導の実際（指人形）言葉を育てる教材と指導の実際（ペープサート）言葉を育てる教材と指導の実際（パネルシアター）言葉を育てる教材と指導の実際（ことば遊び）言葉を育てる教材と指導の実際（手遊び）言葉を育てる教材と指導の実際（ほか）保育の中の言葉児童文化財を中心とした援助とかかわり　演習科目としては、積極的な授業参加を重視する。また、教材研究結果も同等に評価する。　児童文化財に関する資料収集20％ 50％ 30％ 小田豊・芦田宏・門田理世編著『保育内容　言葉』北大路書房		大越和孝・高梨珪子・安見克夫・斉藤二三子著『言葉とふれあい　言葉で育つ』東洋館出版社言葉　　発達　　教材　　絵本　　児童文化財

1311 保育内容（表現Ⅰ）　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 演習 2年次 2 子どもの遊びを通しながらと音楽（音）との関わり合いを理解し、可能な音楽表現を考察する。　また、表現がしやすい場所設定にも視点を置き、環境づくりを考察する。必修 幼児の日常生活に必要とされる動きは200余りあるとされている。本講義では音楽を通しながら、それらの動きが育てられる指導法を研究する。受講者が発達段階に即した指導計画の立案が立てられることを目標とする。音に耳を傾ける言葉から音楽へ身体で感じるリズム歌う 楽器で遊ぶ・演奏する音楽で合わせて踊る物理的な音環境人的な音環境音に関する感性を育むまとめ 絵描きうた①絵描きうた②リトミックについて①リトミックについて②リトミックについて③音に対する感性と表現がしっかり理解できたか。 発達段階における感性表現が理解できたかをレポートで評価する。新しい専門用語が出てきたら、必ず次回の授業までに覚えてくること。　　２０％ 　　８０％ ・保育内容「表現」（ミネルヴァ書房） 		・幼児の運動遊びの新しい進め方（学術図書出版社）プリントを配布。ノートをしっかり執るようにして下さい。・表現活動　・芽生え　・育む　・音環境　・リトミック

1312 乳児保育　【28年度生用】前期 day care for infants平成27年度 国広　勝代 演習 2年次 2 　児童福祉施設（保育所・乳児院）における乳児保育について、その概念と意義を把握し、制度と現状について学ぶ。		　乳児の成長発達と保育の内容について学び、保育者の役割を認識したうえで援助技能を身につける。必修 ・乳児保育の役割等について理解する。		・３歳未満児の発育、発達について学び、生活と遊びについて理解する。		・乳児保育の計画立案、環境構成や観察・記録等について学ぶ。乳児と育児文化乳児の発達と保育①乳児の発達と保育②乳児保育の内容と方法　　　　　　　　　　　基本的生活を中心に　　　遊びを中心に保育の記録と計画乳児保育と子どもの発達乳児保育と親としての発達乳児の健康と安全赤ちゃんのしぐさ①赤ちゃんのしぐさ②赤ちゃんのしぐさ③保育士のあり方をめぐって乳児保育の現状と課題演習科目として授業への積極的態度を重視し、その結果としての内容や課題理解を評価する。保育所見学 30％ 20％ 50％ 阿部和子・大場幸夫編『乳児保育』ミネルヴァ書房		高野陽・増田まゆみ編『乳児保育のポイント』全国社会福祉協議会乳児保育研究会編『乳児の保育新時代』ひとなる書房　	３歳未満児　　子育て支援　　パートナーシップ　　育児文化　　

1313 障がい児保育　【28年度生用】前期 平成27年度 川間　弘子 講義 3年次 2 １．障がいの特性について知る。		２．乳幼児期の発達について知る(運動、認知、摂食)		３．障がいの特性および支援について知る。必修 障がいの特性、支援の方法について理解し、具体的支援ができるようにする。乳児期の運動発達乳幼児期の発達(運動、認知、言語)乳児期の摂食機能面の発達知的障がい児の特性と支援について運動障がい児の特性と支援について(脳性まひ児を中心に)運動障がい児の特性と支援について(脳性まひ児を中心に)発達障がい児の特性と支援について(自閉症)発達障がい児の特性と支援について(自閉症)発達障がい児の特性と支援について(学習障害)発達障がい児の特性と支援について(学習障害)発達障がい児の特性と支援について(注意欠陥／多動性障害)発達障がい児の特性と支援について(注意欠陥／多動性障害)発達障がい児の特性と支援について(高機能自閉症)発達障がい児の特性と支援について(アスペルガー症候群)発達障がい児の特性と支援について(アスペルガー症候群)平常点(出席、授業態度、提出物)、試験、レポート自主的なボランテイア等により、体験を通じて学習したことを定着できるようにすること。１０ １０ １０ ７０ 資料配布 自主的ボランテイア、実習などで実際子どもと接して欲しい。運動障がい　知的障がい　発達障がい　正常発達の流れ　

1314 家庭支援論　【28年度生用】後期 Home support theory平成27年度 山口　季音 講義 2年次 2 近年、家族形態の多様化が進み、子育て環境も大きく変化しています。そうした中、誰に対してどのような支援が必要になるのでしょうか。この授業では、家庭支援の背景や必要性及び目的・方法を理解することを通して、家庭支援の在り方を考えます。対面 ①子育て家庭を取り巻く社会的状況について理解する		②子育て家庭の支援体制について理解する		③子育て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開と関係機関との連携について理解する	オリエンテーション/家庭とはなにか家庭の多様化とその背景現代家族をめぐる子育て環境男女共同参画社会と子育て現代社会と児童問題家庭支援の必要性子育て支援の歴史～戦前～子育て支援の歴史～戦後～子育て支援の施策子育て支援と保育者の役割保育所の子育て支援児童虐待に対する社会的支援障がいのある子どもと家族支援児童福祉施設の子育て支援まとめ/家庭支援の展開と課題授業態度、期末試験、小テスト等により総合的に判断する。家庭に関する新聞記事を各自で探し、その内容を授業中に紹介する。30% 0% 40% 30% なし。適宜必要な資料を配布する。家族、家庭、子育て、支援

1315 カリキュラム論　【28年度生用】後期 Curriculum theory平成27年度 国広　勝代・庄司　泰弘講義 2年次 2 　カリキュラムの基礎理論を理解し、幼児の充実した生活や活動を支える教育課程や保育課程の意義や構造を習得できるような授業を展開する。また、指導計画の作成や記録、評価の方法については具体例を挙げながら詳説し、計画、実践、省察・評価、改善の過程と保育の質の向上との関連について理解できるようにする。必修 　カリキュラムの編成原理と基本的考え方を知り、教育課程・保育課程の意義と役割、史的変遷などについて理解する。そして、幼稚園・保育所における教育課程・保育課程の編成及び指導計画の作成について、幼稚園教育要領・保育所保育指針をどのように位置づけるのか、構造、内容についても理解する。カリキュラムの基礎理論カリキュラムの構造教育課程・保育課程の意義と役割保育内容の変遷と教育課程幼稚園教育要領・保育所保育指針と教育課程・保育課程教育課程・保育課程と指導計画指導計画と教育実践教育課程・保育課程編成の実際保育内容（領域）と教育課程の編成教育課程・保育課程の評価・改善発達の理解と教育課程の編成特色ある幼稚園づくりとカリキュラムの編成他国の就学前教育小学校以上の教育との連続性時代の変化と新たな教育内容　教育課程・保育課程の意義を理解し、計画・評価の方法を修得してカリキュラムを作成する力を備えることができたかをレポート、試験により評価する。10％ 20％ 70％ 小田　豊・神長美津子編著『教育課程総論』北大路書房		北野幸子編著『保育課程論』北大路書房文部科学省・厚生労働省『平成20年告示 幼稚園教育要領・保育所保育指針＜原本＞』チャイルド本社		柴崎正行・戸田雅美・増田まゆみ編『保育課程・教育課程総論』ミネルヴァ書房	カリキュラム　　保育課程　　教育課程　　計画　　評価

1316 社会的養護内容　【28年度生用】後期 Content of social care平成27年度 梅木　幹司 演習 2年次 1 　社会的養護についての現状と課題の理解を促し、実践場面における保育士の役割や倫理、または保育士に必要な知識や技術が習得できるように演習を通じて進めることとする。また事例分析を通じて社会的養護に必要な支援を考察する。何よりも児童の権利擁護については、この授業での中心的課題としたい。選択 ・社会的養護における児童の権利擁護について理解する。		・社会的養護における保育士や関連職種に必要な倫理について理解する。		・支援計画を作成することができる。		・社会的養護にかかわる専門職が必要とする知識・技術の必要性を理解する。オリエンテーション　～授業の進め方の説明、社会的養護とは？～社会的養護における児童の権利擁護　～児童の権利と児童の権利擁護～社会的養護における保育士等の倫理及び責務　～保育士および関連職種に必要な倫理及び責務～社会的養護の実施体系Ⅰ　～施設養護の特性及び実際～社会的養護の実施体系Ⅱ　～里親制度の特性及び実際～支援計画の作成　～個別支援計画の意義と作成～事例分析Ⅰ　～日常生活支援に関する事例分析～事例分析Ⅱ　～治療的支援に関する事例分析～事例分析Ⅲ　～自立支援に関する事例分析～記録及び自己評価専門的技術と知識Ⅰ　～保育士の専門性にかかわる知識・技術とその応用～専門的技術と知識Ⅱ　～ソーシャルワークにかかわる知識・技術とその応用～施設の小規模化と地域とのかかわり社会的養護の課題と展望まとめ 演習科目であるため、出席については当然のこととし、授業態度、積極的な発言、課題レポート、期末試験により総合的に評価を行う。20％ 30％ 40％ 10％ 必要に応じて適宜紹介する。毎回、資料については配布する。保育士必修科目。		演習科目であるため、積極的な授業参画をすること。	社会的養護　権利擁護　事例分析　支援計画　ソーシャルワーク

1317 保育内容（人間関係）　【28年度生用】後期 Contents of child care and education（human relationships）平成27年度 山口　季音 演習 2年次 2 　子どもは、様々な人間関係の中で自己を形成していく。子どもの社会的成長を促進するために、人とかかわる力をどのように育てていけばよいのかを理解し、園生活の中で保育者は子どもとどのようにかかわればよいのか、その役割について考えていく。また、保育のカリキュラムにおいては、領域「人間関係」がどう位置づけられるのか、他の領域との関係や保育の展開等について総合的に考察していく。必修 ・保育の内容が、それぞれに関連性を持ち、総合的に保育を展開していくための知識、技術、判断力を習得する。		・子どもの発達を領域「人間関係」の視点から捉え、子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。子どもを取り巻く環境としての「人間関係」子どもの人間関係をはぐくむ道徳性の芽ばえを培う乳児期の人間関係の特徴人とのかかわりの実際と子どもの育ち「人間関係」でちょっと気になる子ども　①「人間関係」でちょっと気になる子ども　②人とのかかわりの育ちを見る視点　①人とのかかわりの育ちを見る視点　②人とのかかわりの育ちを見る視点　③人とのかかわりを育てる保育者の役割　①人とのかかわりを育てる保育者の役割　②保育者をめぐる人間関係保護者をめぐる人間関係まとめ 　演習科目として、積極的な授業態度を評価の対象とする。また、授業の理解度チェックとしてレポートと試験を行う。	30％ 20％ 50％ 小田豊・奥野昌義編著『保育内容　人間関係』北大路書房		大橋喜美子編著『事例でわかる保育と心理』朱鷺書房		森上史朗編『保育内容　人間関係』ミネルヴァ書房子ども　　人間関係　　発達段階　　遊び

1318 保育内容（表現Ⅱ）　【28年度生用】後期 平成27年度 石川　正一 演習 2年次 2 　保育目標を達成するために、乳幼児期の指導に必要な造形表現の発達過程や技法について習得させる。特に、子ども達の総合的な活動である遊びの中で、造形表現のもつ意味を理解させ、保育方法について学ばせる。		 また、保育士として発達過程に即して子ども理解をし、総合的に指導や援助が行えるように実践的な力を習得させる。	　幼児期の造形表現の発達及び教育的意義について理解し、指導計画を作成することができる。オリエンテーション　　　　　授業概要について乳幼児期の造形表現について　　　 ・ 新生児～２歳児の描画を中心とした発達過程について　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ ３歳～４歳の描画を中心とした発達過程について　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ ５歳～６歳描画を中心とした発達過程について日本の造形教育変遷　・ 近代から大正時代　　　〃　　　　　　　・昭和から現代まで表現と材料用具について　　　　　　・平面表現で使われる材料用具　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　・立体表現で使われる材料用具造形表現と保育環境　　　　　　　　・物的環境について　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　・人的環境について指導計画と評価　　　　　　　　　　  ・表現教育の指導計画について　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　・指導計画の作成　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　・保育の展開と自己評価障がい児と造形表現　　　　　　　　 ・指導実践ビデオを鑑賞し討議まとめ ここでは保育内容「表現」の造形について理解を深めることができたか。特に乳幼児期の造形の発達について理解できたか。また、表現と環境について自らの意見を持つことができたかを評価します。毎回水彩画の課題を課す　　２０％ 　　３０％ 　　５０％ ・V・ローウェンフェルド／竹内清・堀之内敏・武井勝雄訳『美術による人間形成』聡明書房		・ハーバート・リード／植村鷹千代・水沢孝策『芸術による人間形成』美術出版社1953		・平田智久　小林紀子　砂上史子　編　『保育内容「表現」』ミネルヴァ書房必ずテキストを購入してください。保育内容　表現　造形　

1319 子どもの歌Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 講義・演習 2年次 2 		子どもの歌の歴史、作られた背景に触れながら、歌唱する。唱歌、童謡が中心になるが、幼児教育現場で歌われている歌にも触れていきたい。		・できるだけ多くの歌を覚える。		・歌う事に抵抗が無くなるまで歌い込み、自信をつける。子どもの歌の歴史①子どもの歌の歴史②日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習日本童謡唱歌全集より歌唱練習授業への取り組み方、覚えた曲の数によって評価する。日常生活において、子どもが歌っている曲に関心を持つようにして下さい。２０％ ８０％ 日本の童謡（音楽の友社）、日本のうた大全集（自由現代社）、唱歌（のばら社）、童謡（のばら社）童謡・唱歌の楽譜集できるだけ多く、子どもの曲を覚えて下さい。		100曲覚えることを目標とします。・歌う　・覚える　・楽しむ　・表現

1320 子どもの歌Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 山田　真治 演習 2年次 2 子どもの歌Ⅰで習得したものを活かし、合唱、アンサンブルを行う。また創作にも触れ、童謡を作曲していく。	・正しい音程で歌うことができる。		・美しいハーモニー感覚が理解できる。		・曲を作ることができる。詩のイントネーションに留意しながら合唱する。①　　　パートの音取りパートの音取りパートの音取りパート練習 パート練習 合唱練習 詩のイントネーションに留意しながら合唱する。②　　　パートの音取りパートの音取りパートの音取りパート練習 パート練習 合唱練習 作曲指導①作曲指導②作曲指導③		・音程正しく歌うことができたか。		・演奏表現がはっきりできていたか。		・詩を理解しながら作曲ができたか。		合唱曲を沢山聴くように努力して下さい。２０％ ８０％ 		日本の童謡（音楽の友社）、日本のうた大全集（自由現代社）、唱歌（のばら社）、童謡（のばら社）		授業時、配布		合唱アンサンブルの授業形態です。休まないようにして下さい。ハーモニー　、合わせる、　協力、感情、自信

1321 子どもの歴史と教育　【28年度生用】後期 平成27年度 山口　季音 講義 2年次 2 この授業では、近世から戦前にかけての子どもの歴史と教育について学びます。皆さんが学んでいる萩には、近世から近代にかけての教育に関する史跡が数多くあります。それらを実際に見ながら子どもの歴史と教育について考えてみましょう。対面 選択 ①近世から戦前にかけての子どもと教育に関する基礎的な事項を理解する。		②身近な史跡をめぐり、萩で見られた近世・近代の教育について理解する。		③教育の歴史について扱った文献の探し方、まとめ方を身につける。	オリエンテーション／子どもとはなにか文献の探し方文献のまとめ方近世におけるこどもの教育藩校について私塾について近代学校の成立と子ども長州ファイブにみる近代教育①長州ファイブにみる近代教育②学歴エリートの誕生新中間層の子どもと教育戦略農山村の子ども都市スラムの子ども少国民としての子どもまとめ 授業態度、提出課題、期末試験を総合的に評価する。教育の歴史について扱った文献を各自探し、まとめる。その内容を授業中に報告する。30 50 20 小針誠『教育と子どもの社会史』梓出版社、2007年。なし。適宜必要な資料を配布する。子ども、歴史、史跡、文献

1322 小児保健　【28年度生用】前期 平成27年度 沖野　雅代 講義 3年次 2 小児の健康、発育、発達の特徴、小児の疾患の特徴を学び、小児の心身の健康保持増進、疾病の予防、対処方法を知り、保育者としての役割、また家庭や地域の役割について学ぶ。子どもの出生や発育をとりまく環境の変化に対応し、保育の現場で実践できる能力を習得するとともに、保育者として社会的支援、個々の家庭への支援の必小児の疾病とその予防対策要性を理解する。ガイダンス　小児保健とは小児の健康と小児保健・・・・　小児の特徴　小児の健康指標、統計　小児の健康と保育小児の身体発育と保育・・・小児の身体発育の概念　小児の身体発育の評価、発育影響因子と保育小児の生理機能と保育・・・小児の臓器と機能発達、小児の生理機能発達と保育小児の精神運動機能発達と保育・・・小児の精神運動機能発達の概要、発達、発達影響因子　　　　　　小児の環境と生活・・・小児の心理、小児と社会　環境と生活小児の疾病とその予防対策１・・・小児期の健康評価　小児の疾病の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　小児の疾病とその予防対策２・・・疾病の予防　小児の疾病とその予防対策３・・・感染症の予防小児の疾病とその予防対策４・・・症状とケア　心身の健康　母子保健・・・母子保健の意義　母子保健対策、地域母子保健　母と子の絆、家族の役割　　　　　　　　　　　　　　小児の栄養・・・小児の栄養の必要性　新生児、乳児の栄養　離乳とは　幼児の栄養事故と安全対策・・・小児の徐子の特徴　事故の予防　救急処置　　　　　　　　保健活動・・・児童福祉施設の保健活動　施設と連携、虐待予防　健康教育まとめ　　　　　　　　出席回数、授業態度、試験その他で総合的に判定します１０ １０ １０ ７０ 保育士養成講座　第５巻「小児保健」全国社会福祉協議会多くの子どもたちの幸せのため楽しく学習しましょう

1323 子どもの食と栄養　【28年度生用】前期 Child food and nutrition平成27年度 野村　京子 講義 3年次 2 小児期の栄養と食生活は、生涯にわたる健康と生活の基礎であることを理解し、小児から成人に至る一貫した食生活の意義を理解させる。現代の食生活と社会的背景を的確に把握し、子ども達の食生活において生じる問題をとりあげて「食」が子どもの健全育成の基本であることを理解させる。子どもの食と栄養の基本的理論を体系的に理解し、保育者としての支援のあり方や考え方を学ばせる。必修 ①小児期の日々の食生活が子供の健全な食習慣の確立や食行動の自立につながることを理解する。		②発達段階に合わせた適切な食事の提供、食事指導ができる基礎知識を身に付ける。●オリエンテーション・小児の栄養と食生活の意義　○小児と成人の栄養の違いを知り、成人期とは異なる小児期の栄養と食生活の特徴を理解する。●小児の発育・発達と栄養　○子どもの身体発育や食べる機能の発達について理解し、発育・発達に沿った栄養状態の把握の仕方について学ぶ。●栄養に関する基礎知識　○健全な成長や健康維持・増進のための望ましい食べ方や献立作成、調理について学ぶ。●乳児期の食生活　○乳児期の食機能の発達や、幼児期に向けて自分で食べる能力等の特徴について理解する。●乳児期の食生活　○離乳食[実習]●幼児期の食生活　○生涯にわたる食生活の基礎が形成される幼児期の支援のありかたについて学ぶ。●幼児期の食生活　○幼児食[実習]●学齢期・思春期の食生活　○この時期特有の心身の特徴を理解し、生活習慣病予防を視野に入れた食生活について学ぶ。●妊婦・胎児期の食生活　○健やかな子どもを産むための食生活について学ぶ。●特別な配慮を要する子どもの食と栄養　○疾病および体調不良、食物アレルギー等のある子どもへの対応について学ぶ。●家庭や児童福祉施設における食生活　○児童福祉施設における食生活のありかた、および家庭との連携について学ぶ。●家庭や児童福祉施設における食生活　○家庭との連携について実践例より学ぶ。●食育の基本　○・食を通して子どもの育ちや保護者の子育てをどのように支援することができるか学ぶ。・「早寝　早起き　朝ご飯」子どもの生活リズムについて実践例より理解する。●食育の実践　○楽しい食事となる環境を整える食育指導計画を考える。●食育の実践　○各自が作成した「食育指導計画」を1人３分間でプレゼンテーションする。授業態度、レポート、プレゼンテーション20 20 20 40 「子どもの食と栄養」峯木真知子、高橋淳子著(株みらい出版)「子どもの食生活」　上田玲子著(ななみ書房出版)講義中の携帯電話の使用は禁止、質問は授業中、授業後でも受け付ける。

1324 基礎技能（音楽表現Ⅲ）　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 演習 3年次 2 本講義では、子どもの歌等を題材に器楽合奏を行っていきます。曲のアレンジ方法、楽器の演奏法、楽器の特性、音質等を研究し、現場に合った指導法を習得する。選択必修 基礎技能（音楽表現Ⅰ、Ⅱ）で習得した知識や技能を生かし、音楽指導者としての創造力の向上を目指しながらさらに高い音楽表現の技術を身につけていきます。幼児の教育現場、活動現場で使用されている楽器への理解を深め、受講者全員が現場に合ったアレンジ方法を身につけ、楽器を演奏できように指導する。「めだかの学校」の器楽合奏　打楽器の演奏技術を習得「めだかの学校」の器楽合奏　旋律楽器の演奏技術を習得「かわいいかくれんぼ」の器楽合奏　打楽器の演奏技術を習得「かわいいかくれんぼ」の器楽合奏　旋律楽器の演奏技術を習得「かわいいかくれんぼ」の器楽合奏　鍵盤器の演奏技術を習得「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　譜読み「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　音取り「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　音の間違いをなくす「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　停止しない演奏「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　担当楽器の変更「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　アレンジされた楽譜を配布する。通し練習「パッヘルベルのカノン」の器楽合奏　停止しない通し練習　完成「きよしこの夜」の器楽合奏　ハンドベルの演奏法きよしこの夜」の器楽合奏　ハンドベルで音取り「きよしこの夜」の器楽合奏　ピアノとハンドベルの合奏・出席率・個人における楽器技術習得程度・協調性		・個人における読譜力の向上	　　30％ 　　７０％ 幼児の器楽合奏曲集（音楽の友社）アレンジされた楽譜を配布する。合奏練習です。欠席をすると他の人に迷惑をかけます。		休まないようにして下さい。

1325 社会的養護　【28年度生用】前期 平成27年度 川間　弘子 講義 3年次 2 社会的養護とは		家庭的養護・施設養護について		具体的事例について考える具体的事例を通して、相談・支援内容について考える	社会的養護とは施設養護について家庭的養護について事例１　相談担当者としてののあり方事例２　支援内容について考える事例３　支援内容について考える事例４　施設職員として事例５　相談内容から考えられること事例６　相談内容から考えられること事例７　相談内容から考えられること事例８　相談内容から考えられること事例９　相談内容から考えられること事例１０　相談内容から考えられること事例１１　相談内容から考えられることまとめ 出席・授業態度・レポート・試験１０ １０ １０ ７０ 具体的事例をもとに支援内容を考えることから多くの引き出しを備えられるようになって欲しい。	施設養護支援・家庭的養護と支援

1326 小児保健実習　【28年度生用】後期 平成27年度 沖野　雅代 講義・演習 3年次 1 小児の特徴を理解し、小児の健康保持のため養育方法と疾病の予防や対処の方法を学ぶ小児の特徴を理解し、小児の疾病や事故の予防や対処の方法の知識と技術を習得し、実践できるようにする。ガイダンス　小児保健実習の意義と目的　小児の発育と発達・・・・（１）小児の生理、　　　　　　　　　　　　　　　（２）健康状態の観察の方法と評価小児の環境と生活・・・（１）保育環境　　　　　　　　　　　　　（２）保育の実際　　　　　　　　　　　　　（３）事故の予防、健康教育小児の栄養・・・（１）乳児の栄養　母乳栄養と人工栄養　　　　　　　　　（２）離乳　　　　　　　　　（３）幼児の栄養小児の看護・・・（１）小児の疾病　　　　　　　　　（２）症状に対する看護と処置　　　　　　　　　（３）異常の観察と看護　　　　　　　　　（４）看護の方法　　　　　　　　　（５）救急処置まとめ 出席回数、授業態度、試験その他総合的に判定します１０ １０ １０ ７０ プリントを配布する子を思う親の気持ちで実習しましょう

1327 基礎技能（造形表現Ⅱ）　【28年度生用】後期 平成27年度 石川　正一 演習 3年次 2 本授業では基礎技能（造形Ⅰ）をさらに発展させ、総合的な保育活動を指導出来るための知識や技能を習得させる。そのために必要な素材の性質を活かした造形力やを養うとともに、指導者として必要な感性や表現力などを身につけさせる。自然素材と造形の関係について理解し、様々な道具や技法を駆使してもの作りができるようになる。オリエンテーション　　　授業内容の説明と竹の基礎知識について自然素材で作る　　　　　　　　竹紙を漉く①・・・水に漬けた竹から繊維を取り出す　　　〃　　　　　　　　　　　　　竹紙を漉く②・・・蒸煮、叩解　　　〃　　　　　　　　　　　　　竹紙を漉く③・・・実際に漉く　　　〃　　　　　　　　　　　　　竹紙で団扇を作る　　　〃　　　　　　　　　　　　　竹紙でランプシェードを作る自然素材で遊具を作る　　　　組木を作る①・・・デザインを考える　　　〃　　　　　　　　　　　　　組木を作る②・・・電動糸鋸で作る陶芸をする　　　　　　　　　　　手びねりで茶碗を作る　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　板つくりでコップを作る　　　〃　　　　　　　　　　　　　土鈴を作る草木染をする　　　　　　　　　玉ねぎで絞り染めをする　　　　　　　　七宝焼きをする　　　　　　　　ペンダントを作る①　　　〃　　　　　　　　　　　　ペンダントを作る②まとめ 製作した作品や授業外学習の提出物及び定期試験で評価する。水彩画の課題を毎週提出する。２０％ 　　80％ ・浜本 昌宏　『竹でつくる―子どもの発達と竹・笹の文化』 民衆社　1984		・山崎 和樹『草木染―四季の自然を染める』山と渓谷社　1997		・石川正一『親子で楽しむ陶芸教室』資料冊子随時資料を配布する		教材：土粘土、木綿の白布、七宝釉薬などの教材費が必要となります。製作が中心の授業ですので、動きやすく汚れてもよい複素で参加すること。自然素材、竹、木、陶芸、草木染、七宝焼き

1328 相談支援　【28年度生用】後期 Counseling and Support平成27年度 福田　みのり 講義 3年次 2 　育児・保育現場における相談の意義および相談支援の視点を理解し、支援ニーズを把握するために用いられるアセスメントについて学び、支援技法について理解を深める。それをふまえて、実際の支援現場において用いることができるような支援技術を体験し、身につける。また、実際の現場で起こったケースを取り上げ、事例に学ぶとともに、個別に支援方法を考えグループディスカッション等を通して他者の意見を参考にしながら自分の考えを深める。選択 　①相談支援の意義と原則について理解する。		　②子ども・保護者支援に必要なアセスメント、支援技法等に関する理論的背景を理解する。		　③保護者の抱える育児不安等の支援ニーズを知り、実際の支援方法を理解する。		　④現実に保育所や幼稚園等で起きている様々な問題を知り、援助の実際について理解する。		　⑤相談支援が行える技術を習得する	育児・保育現場における相談の意義支援の視点：子どもの権利条約子ども支援・保護者支援の支援ニーズの把握に関する基本理論　―アセスメントの考え方子ども支援・保護者支援の支援ニーズの把握に関する基本理論　―様々なアセスメント子ども支援・保護者支援の支援技法に関する基本理論子ども支援・保護者支援の支援技法体験各種相談機関（地域資源）との連携各種相談機関（地域資源）との連携の実際現場での支援のための方法の基礎　―支援ニーズ把握から支援計画の立案まで現場での支援のための方法の基礎　―当該児に対する支援・クラス集団に対する支援育児現場における保護者支援の実際　―保護者をめぐる様々な問題育児現場における問題と支援の事例　―育児不安育児現場における問題と支援の事例　―幼児虐待育児現場における問題と支援の事例　―社会・情動の発達や認知・言語的発達に関わる問題育児現場における問題と支援の事例　―生活習慣に関わる問題授業中に行う小レポート等の提出物（レポート）、発表などの授業に対する貢献度（授業態度）、期末試験の結果をふまえて総合的に判断する。	日頃から保育園・幼稚園等に関する最新の動向に気を配り、保護者支援等に関するニュースについても関心を持つことが望まれる。そのうえで、講義を受けることが理解を深めると考える。15％ 15％ 70％ 藤﨑眞知代・本郷一夫・金田利子・無藤隆（編著）		『育児・保育現場での発達とその支援』　ミネルヴァ書房	指定しない 相談支援を行うにはその理解と技術の習得はもちろんのこと、基本的な「聴く態度」の形成が肝要です。当然のことながら、日頃の講義においても相手の話を「聴く」態度で臨みましょう。質問は随時受け付けます。相談，子ども支援，保護者支援，子どもの権利条約

1329 保育実習Ⅰ(前半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅰ平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 3年次 4 　各教科で学んだ知識や技能を基礎として実際の保育現場で実践や応用ができる総合的な能力を養うことを目指して、保育所と保育所以外の児童福祉施設において実習を行う。		　そして、実習施設での児童や保護者、職員との直接的なかかわりを通して、新たな学習目標を見いだしたり、保育者として必要な知識や仕事内容、態度を身につけていく。必修 ・保育所及びその他の児童福祉施設の役割や機能を具体的に理解する。		・保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。		・保育士の業務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。【保育実習Ⅰ】　　保育所　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10日　　保育所以外の児童福祉施設 ・・・・・・・・10日《事前》 　・オリエンテーションを受ける。（それぞれの実習先において）《実習中》 　・各施設の方針に従って実習を行い、担当者の指導を受ける。　・本学の保育実習担当教員による巡回指導を受ける。《事後》 　・保育所実習から学んだこと、施設実習から学んだこと、実習後の子ども観と新たな学習目標等については、「保育実習　　Ⅰ報告書」としてまとめ、全員で報告会を実施する。　実習園の評価を基にしながら実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。50％ 50％ 阿部恵・鈴木みゆき編著『教育・保育実習安心ガイド』ひかりのくに		菊地明子著『教育実習ハンドブックー幼稚園・保育所・養護ー』明治図書出版保育実習　　保育所　　施設　　直接的かかわり

1330 保育実習Ⅰ(後半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅰ平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 3年次 4 　各教科で学んだ知識や技能を基礎として実際の保育現場で実践や応用ができる総合的な能力を養うことを目指して、保育所と保育所以外の児童福祉施設において実習を行う。		　そして、実習施設での児童や保護者、職員との直接的なかかわりを通して、新たな学習目標を見いだしたり、保育者として必要な知識や仕事内容、態度を身につけていく。必修 ・保育所及びその他の児童福祉施設の役割や機能を具体的に理解する。		・保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。		・保育士の業務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。【保育実習Ⅰ】　　保育所　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10日　　保育所以外の児童福祉施設 ・・・・・・・・10日《事前》 　・オリエンテーションを受ける。（それぞれの実習先において）《実習中》 　・各施設の方針に従って実習を行い、担当者の指導を受ける。　・本学の保育実習担当教員による巡回指導を受ける。《事後》 　・保育所実習から学んだこと、施設実習から学んだこと、実習後の子ども観と新たな学習目標等については、「保育実習　　Ⅰ報告書」としてまとめ、全員で報告会を実施する。　実習園の評価を基にしながら実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。50％ 50％ 阿部恵・鈴木みゆき編著『教育・保育実習安心ガイド』ひかりのくに		菊地明子著『教育実習ハンドブックー幼稚園・保育所・養護ー』明治図書出版保育実習　　保育所　　施設　　直接的かかわり

1331 保育実習Ⅱ(前半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅱ平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 4年次 2 　保育実習Ⅰで学んだ実習体験を生かし、本実習では知識・技能を高めることを目的とする。具体的には、保育実習Ⅰにおける保育所の実習で行った観察・参加・部分実習に加え、実際に一日の指導計画を立案して保育を行う。全日の保育に当たり、子どもの実態を捉え、そこからねらいや内容を導き出して計画を立案し、環境設定や準備を行う。そして、計画と実践の相違点を実感したり、臨機応変な対応の必要性などを体験的に理解していく。選択必修 ・保育所の役割や機能について具体的な実践を通して理解を深める。		・既習の教科や保育実習Ⅰの経験を踏まえ、子どもの保育及び保護者支援について総合的に学ぶ。		・保育士としての自己の課題を明確にする。　　【保育実習】　　　　保育所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10日　　《事前》 　　　　・保育所実習にあたっての心構えを確認する。（「保育実習指導Ⅱ・Ⅲ」を受講）　　《実習中》　　　　・各保育所の方針に従って実習を行う。　　　　・保育実習担当教員による巡回指導を受ける。　　《事後》 　　　　・実習をふりかえり、「保育実習報告Ⅱ」を作成する。　　　　・保育実習報告会で体験報告をする。　実習園の評価を基にしながら実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。30％ 70％ 大場幸夫・大嶋恭二編著「保育実習１３」ミネルヴァ書房		今井和子編著「記録の書き方　評価のしかた」ひとなる書房　保育所実習　　計画　　実践　　評価

1332 保育実習Ⅱ(後半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅱ平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 4年次 2 　保育実習Ⅰで学んだ実習体験を生かし、本実習では知識・技能を高めることを目的とする。具体的には、保育実習Ⅰにおける保育所の実習で行った観察・参加・部分実習に加え、実際に一日の指導計画を立案して保育を行う。全日の保育に当たり、子どもの実態を捉え、そこからねらいや内容を導き出して計画を立案し、環境設定や準備を行う。そして、計画と実践の相違点を実感したり、臨機応変な対応の必要性などを体験的に理解していく。選択必修 ・保育所の役割や機能について具体的な実践を通して理解を深める。		・既習の教科や保育実習Ⅰの経験を踏まえ、子どもの保育及び保護者支援について総合的に学ぶ。		・保育士としての自己の課題を明確にする。　　【保育実習】　　　　保育所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10日　　《事前》 　　　　・保育所実習にあたっての心構えを確認する。（「保育実習指導Ⅱ・Ⅲ」を受講）　　《実習中》　　　　・各保育所の方針に従って実習を行う。　　　　・保育実習担当教員による巡回指導を受ける。　　《事後》 　　　　・実習をふりかえり、「保育実習報告Ⅱ」を作成する。　　　　・保育実習報告会で体験報告をする。　実習園の評価を基にしながら実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。30％ 70％ 大場幸夫・大嶋恭二編著「保育実習１３」ミネルヴァ書房		今井和子編著「記録の書き方　評価のしかた」ひとなる書房　保育所実習　　計画　　実践　　評価

1333 保育実習Ⅲ(前半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅲ平成27年度 国広　勝代・梅木　幹司実習 3年次 2 　保育実習Ⅰにおける児童福祉施設での生活体験を基礎として、さらに養護の実践を積み重ねることにより、施設保育士として必要な資質・能力・技術を習得する。家庭と地域環境にともなう子どものニーズを理解して、子育て支援のための対応策を学び、援助能力を養う。また、援助計画の実践により、職務内容の理解、養護技術の習得に加えて保育士としての専門性を磨いていく。選択必修 ・保育所以外の児童福祉施設等の役割や機能について、実践を通した理解を深める。		・家庭と地域の生活実態にふれて児童家庭福祉及び社会的養護の必要性を理解し、支援のための知識、技術、判断力を養う。【施設実習】　　保育所以外の児童福祉施設・その他の実習を行う施設として適当と認められる施設・・・・・・・・・10日≪事前≫ 　　・施設実習にあたっての心構えを確認する。（「保育実習指導Ⅱ・Ⅲ」を受講）≪実習中≫　　・各施設の方針に従って実習を行う。　　・保育実習担当教員による巡回指導を受ける。≪事後≫ 　　・実習をふりかえり、「保育実習Ⅲ報告書」を作成する。　　・保育実習報告会で報告する。　実習園の評価を基にして、実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度・姿勢で評価する。30％ 70％ 畠山倫子著「教育・保育・施設実習」三晃書房施設保育　障害児保育　通園施設

1334 保育実習Ⅲ(後半)　【28年度生用】通年 nursery training Ⅲ平成27年度 国広　勝代・梅木　幹司実習 3年次 2 　保育実習Ⅰにおける児童福祉施設での生活体験を基礎として、さらに養護の実践を積み重ねることにより、施設保育士として必要な資質・能力・技術を習得する。家庭と地域環境にともなう子どものニーズを理解して、子育て支援のための対応策を学び、援助能力を養う。また、援助計画の実践により、職務内容の理解、養護技術の習得に加えて保育士としての専門性を磨いていく。選択必修 ・保育所以外の児童福祉施設等の役割や機能について、実践を通した理解を深める。		・家庭と地域の生活実態にふれて児童家庭福祉及び社会的養護の必要性を理解し、支援のための知識、技術、判断力を養う。【施設実習】　　保育所以外の児童福祉施設・その他の実習を行う施設として適当と認められる施設・・・・・・・・・10日≪事前≫ 　　・施設実習にあたっての心構えを確認する。（「保育実習指導Ⅱ・Ⅲ」を受講）≪実習中≫　　・各施設の方針に従って実習を行う。　　・保育実習担当教員による巡回指導を受ける。≪事後≫ 　　・実習をふりかえり、「保育実習Ⅲ報告書」を作成する。　　・保育実習報告会で報告する。　実習園の評価を基にして、実習日誌の記録、巡回指導時の実習態度・姿勢で評価する。30％ 70％ 畠山倫子著「教育・保育・施設実習」三晃書房施設保育　障害児保育　通園施設

1335 保育実習指導Ⅰ(前半)　【28年度生用】通年 nursery training guidanceⅠ平成27年度 国広　勝代 演習 3年次 2 　保育所実習10日間、施設実習10日間の事前指導においては、実習の心構え、実習日誌の書き方、指導案の書き方、個人のプライバシーの保護と守秘義務等について説明する。	必修 ・実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。		・実習の計画、実践、観察、記録、評価の方法や内容について具体的に理解する。		・事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題を見つける。《事前》 　・保育実習の概要　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　・保育実習の意義・目的　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　・保育所保育の基本と特性　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　・保育所の生活と保育士の役割　　・・・・・・・・・・・・・・・　 ２回　・児童福祉施設の特徴と役割　　・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回　　（乳児院　　児童養護施設　　児童自立支援施設　　知的障害児施設　　肢体不自由児施設　　重症心身障害児施設　　　情緒障害児短期治療施設　　盲ろうあ児施設　　障害児通所施設）　・社会人としてのマナー・・・・・・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　・現場職員の話　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　・実習生の仕事と心構え　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　 ・観察実習    　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回事前指導において、いかに真剣に取り組んだか、並びに実習を終えて作成する報告書の内容を評価の対象とする。30％ 50％ 20％ 米山岳広著「保育実習の基礎と実際」文化書房博文社		民秋言・安藤和彦・米谷光弘・中西利恵編著「保育所実習」北大路書房　　　民秋言・安藤和彦・米谷光弘・中山正雄編著「施設実習」北大路書房　・国広勝代編集『保育（保育所・施設）実習の手引き』　　山口福祉文化大学		・大豆生田啓友・高杉展・若月芳浩編著『幼稚園実習　保育所・施設実習』ミネルヴァ書房　保育実習　　保育所　　施設　　事前・事後

1336 保育実習指導Ⅰ(後半)　【28年度生用】通年 nursery training guidanceⅠ平成27年度 国広　勝代 演習 3年次 2 　保育所実習10日間、施設実習10日間の事前指導においては、実習の心構え、実習日誌の書き方、指導案の書き方、個人のプライバシーの保護と守秘義務等について説明する。		　必修 ・実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。		・実習の計画、実践、観察、記録、評価の方法や内容について具体的に理解する。		・事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題を見つける。　 　 　 　 　　 　 　 《事後》 　・「保育実習Ⅰ報告書」の作成　・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２回　・実習報告会　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １回事前指導において、いかに真剣に取り組んだか、並びに実習を終えて作成する報告書の内容を評価の対象とする。30％ 50％ 20％ 米山岳広著「保育実習の基礎と実際」文化書房博文社		民秋言・安藤和彦・米谷光弘・中西利恵編著「保育所実習」北大路書房　　　民秋言・安藤和彦・米谷光弘・中山正雄編著「施設実習」北大路書房　・国広勝代編集「保育（保育所・施設）実習の手引き」　　山口福祉文化大学　保育実習　　保育所　　施設　　事前・事後

1337 保育実習指導Ⅱ・Ⅲ(前半)　【28年度生用】通年 nursery training guidanceⅡ・Ⅲ平成27年度 国広　勝代 演習 4年次 1 　「保育実習Ⅰ」を終えての課題を踏まえ、既習の教科の内容や関連性を踏まえた保育実践力を養う。		　保育士の専門性と職業倫理について理解し、保育所実習・施設実習に備える。		　実習後は、実習の総括と自己評価を行い、保育所保育・施設保育における課題や認識を明確にしていく。必修 ・保育実習による総合的な学びを意識させる。		・保育士の専門性と職業倫理についての認識を深める。　　《事前》 　　・子どもの最善の利益を考慮した保育について　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　　・子どもの保育と保護者支援　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　　・子どもの状態に応じた適切なかかわり　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３回　　・保育の表現技術を生かした保育実践　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回　　・保育の全体計画に基づく具体的な計画と実践　　・・・・・・・・・・・・・・・・・　 ２回　　・保育の観察、記録、自己評価に基づく保育の改善　　・・・・・・・・・・・・・・　２回　　・保育士の専門性と職業倫理　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回　《事後》 　　・「保育実習Ⅱ・Ⅲ報告書」を作成する。　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１回　　・報告会において報告する。　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１回　演習科目として、出席と積極的な授業態度を重視する。		　また、実習のふりかえりに基づいた報告書も評価の対象となる。30％ 50％ 20％ 高嶋景子・砂上史子・森上史朗編「子ども理解と援助」ミネルヴァ書房大豆生田啓友・高杉展・若月芳浩編著『幼稚園実習　保育所・施設実習』ミネルヴァ書房実習課題　　記録　　専門性　　職業倫理　　

1338 保育実習指導Ⅱ・Ⅲ(後半)　【28年度生用】通年 nursery training guidanceⅡ・Ⅲ平成27年度 国広　勝代 演習 4年次 1 　「保育実習Ⅰ」を終えての課題を踏まえ、既習の教科の内容や関連性を踏まえた保育実践力を養う。		　保育士の専門性と職業倫理について理解し、保育所実習・施設実習に備える。		　実習後は、実習の総括と自己評価を行い、保育所保育・施設保育における課題や認識を明確にしていく。必修 ・保育実習による総合的な学びを意識させる。		・保育士の専門性と職業倫理についての認識を深める。　　《事前》 　　・子どもの最善の利益を考慮した保育について　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　　・子どもの保育と保護者支援　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１回　　・子どもの状態に応じた適切なかかわり　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３回　　・保育の表現技術を生かした保育実践　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回　　・保育の全体計画に基づく具体的な計画と実践　　・・・・・・・・・・・・・・・・・　 ２回　　・保育の観察、記録、自己評価に基づく保育の改善　　・・・・・・・・・・・・・・　２回　　・保育士の専門性と職業倫理　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２回　《事後》 　　・「保育実習Ⅱ・Ⅲ報告書」を作成する。　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１回　　・報告会において報告する。　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１回　演習科目として、出席と積極的な授業態度を重視する。		　また、実習のふりかえりに基づいた報告書も評価の対象となる。30％ 50％ 20％ 高嶋景子・砂上史子・森上史朗編「子ども理解と援助」ミネルヴァ書房実習課題　　記録　　専門性　　職業倫理　　

1339 専門演習※(前半)　【28年度生用】通年 special practice平成27年度 子ども生活学 演習 3年次 2 　「最新保育資料 2011」「       」等の内容や記事を基に、自分が関心をもった内容を調べていく。　必修 　保育内容や子育て支援に関心をもち、現状とそのあり方を研究的に追求する。そのことにより、保育士としての専門性を高める。最近の話題からテーマと問題について問題の発見資料の収集資料の収集文献の活用の仕方研究法 発表 テーマと問題について問題の発見資料の収集資料の収集文献の活用の仕方研究法 発表 　資料を見て問題点を発見するなど、自分からすすんで積極的に調べ、自分の課題をみつけることができたかどうかを評価する。　30％ 30％ 40％ 「最新保育資料 2011」「　　　　　　　」資料　　子ども　　関心　　テーマ　　課題

1340 専門演習※(後半)　【28年度生用】通年 special practice平成27年度 子ども生活学 演習 3年次 2 新聞記事やテレビ報道を基に、子どもに関する内容について調べる。必修 保育内容や子育て支援に関心をもち、現状とそのあり方を研究的に追求する。また、発表の方法も習得する。問題の発見　　　　　　　　　　　　　　　問題点とテーマについて（１）問題点とテーマについて（２）資料の収集（１）資料の収集（２）資料の収集（３）中間報告 追加資料の収集（１）追加資料の収集（２）まとめ（１） まとめ（２） 発表準備（１）発表準備（２）発表 ふりかえり 　子どもに関するテーマを自分でみつけ、資料収集して、まとめることができたか、また、発表の方法についても評価する。30％ 30％ 40％ 子ども　　課題　　テーマ　　資料

1341 児童文化研究　【28年度生用】前期 平成27年度 国広　勝代 講義 3年次 2 　絵本、紙芝居、人形劇、素話、伝承遊びなどに関して、その意義や目的など専門的な知識を得る。		そのうえで、読み聞かせや演じ方、遊び等の基礎的な技能について習得し、総合的な活動として幼児の生活の中で展開することを理解させる。必修 ・児童文化に関する研究的な姿勢と、意欲的な教材研究を行っていく。		・総合的な活動としての児童文化財の意義と目的を理解する。	児童文化とは児童文化の歴史児童文化財の意義・目的について（１）児童文化財の意義・目的について（２）基礎的な技能の展開（絵本）基礎的な技能の展開（紙芝居）基礎的な技能の展開（人形劇）ふりかえり 基礎的な技能の展開 （自由選択）基礎的な技能の展開（自由選択）基礎的な技能の展開 （自由選択）ふりかえり 保育における総合的な活動（１）保育における総合的な活動（２）児童文化環境の検討　児童文化に関する知識を得て、教育に生かすことが出来るか。また、教材研究の中で基礎的な技能を磨き、幼児教育における総合的な活動として活用できるかを評価する。20% 30% 50% 東洋・小澤俊夫・宮下孝広編『子どもと教育　児童文化入門』岩波書店		森上史朗著『新保育と児童文化』学術図書出版社	児童文化　絵本　紙芝居　人形劇　総合的な活動

1342 自然と生活　【28年度生用】前期 平成27年度 石川　正一 演習 3年次 2 萩の海や山などの自然と触れながら、そこに生きる動物や植物の生態について学習する。また、自然を利用した衣食住にかかわる様々な体験をする。特に、野外キャンプを実施しことによって、積極的に実技を通して表現する楽しさや表現方法を知るだけでなく、実践者（教育者）として自らが授業を構成できるように模擬授業の実践・研究も含めた内容を行う。・授業の到達目標は、幼児や小学校低学年の自然に対する興味や関心について知ると共に、自然を教材とした授業展開ができるようになる。また、自然との共生をはかる中で必要な道具の使い方や技術を習得させる。		・授業のテーマは、「自然から学び、自然を生かす暮らしを考える。」ことを大切に、知識と知恵の文化を融合させながら子どもの生きる力を支援できるようになることである。	オリエンテーション　体験学習について海の動植物を知る（１）海辺を散策しながら自然観察をする　　　〃　　　　（２）海の動植物を飼育してみる　　　〃　　　　（３）釣りをして、調理をする山の動植物を知る（１）野山を散策しながら自然観察をする　　　〃　　　　（２）植物採集や小動物を飼ってみる　　　〃　　　　（３）草木染めをする野外炊飯をする　（１）竹で食器を作る　　　〃　　　　（２）竹でポンポラ飯を作る　　〃　　　　 （３）野草や貝などで調理するキャンプをする　 （１）キャンプ生活に必要な道具の使い方を知る　　〃　　　　　 （２）集団で協力して活動する　　〃            （３）野草や貝などで食事を作る　　〃　　　　　 （４）安全の確保できる　　〃　　　　　 （５）レクレーションを楽しむ積極的な行動力を重視する。レポート等の課題及び定期試験によって評価する。動植物の観察ノートの作成。体験活動の報告。３０％ ３０％ ４０％ 随時紹介する。なし 自然に興味のある人はもちろんですが、興味の人の積極的な受講を期待してます。生活　自然　作る　キャンプ

1343 幼児算数　【28年度生用】前期 infant arithmetic平成27年度 子ども生活学 講義・演習 3年次 2 幼児期の発達段階において、算数教育の本質が理解できるようにするため、数や図形に関係した日常生活及び自然の中における様々な事象を講義の中で取り入れる。さらに、適宜、基本的な演習・課題を講義の中で行うことにより、算数・数学的な思考法を十分に育成できるように努める。選択必修 日常生活の中に存在する数や図形を発見し、それらを楽しむという精神を育成することが基本的なテーマである。さらに、身近な事象の中から、本来の算数概念に繋がるトピックスを抽出する能力を育成することが肝要である。算数教育の本質的な概念を、幼児期の発達段階において、身近な環境の中で指導できる能力を持つことが到達目標となる。日常生活の中の「数と図形の世界」自然数と整数実数と数直線四則演算の意味量と単位 自然の中に潜む数と図形平面図形 立体図形 立体と展開図集合の概念つるかめ算、旅人算流水算、時計算一筆書きとトポロジースカラーとベクトル自然・宇宙の「言葉」期末試験を主として、授業態度及び、適宜示す課題レポートも考慮に入れ、知識・理解、思考・判断、関心・意欲の観点別評価規準に基づいて評価を行う。課題レポートの作成。 20％ 20％ 60％ 随時、紹介する。自作テキスト（パワーポイント等）で示す。日常的な、身の回りに潜む数学的概念を、講義の中で楽しく引き出していきましょう！算数、自然数、四則演算、数と図形、集合

1344 飼育と栽培Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 石川　正一 演習 3年次 2 秋から冬にかけての野菜や花を育てたり、身近な小動物を飼育するなど、実際の体験を通して栽培や飼育の技術を習得すると共に、人間とのかかわりについて理解を深める。対面 身近な動植物に関心を持ち、人間とのかかわりについて考えられるようになる。また、年間を通して飼育や栽培のための知識や技術を習得する。オリエンテーション　　授業内容について説明地域の自然を観察栽培　　夏野菜を育ててみる　　夏野菜について調べる　　　　　種をまき、苗を育てる　　　　　野菜作りのための土作りを行う①　　　畑を耕す　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　②　　　肥料を施す　　　　　野菜を育てる　　収穫までの行程を行う　　　　　春から夏の花を育てる　　　　　　　植えるプランターや花壇を整備する　　　　　種から花を栽培する　　　　飼育　　身近な小動物を探し、観察する　　　　　飼育する動物について調べる　　　　　実際に飼育してみる　　観察日記をつける成果報告会を行うまとめ　 実際に野菜を育てたり、花を育てたり、身近な小動物を育てる育てる体験ができる。		観察日記を提出する。飼育や栽培は授業の内外を問わず、常に関わる事が求められます。ですから、むしろ授業外での学習が成果になって現れますので、積極的に動植物と関わることが求められます。５０％ ５０％ 特になし。随時紹介する。随時配付する。この授業を履修した者は、必ず「栽培と飼育Ⅱ」を履修すること。栽培、飼育、育てる、動植物

1345 飼育と栽培Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 石川　正一 演習 3年次 2 秋から冬にかけての野菜や花を育てたり、身近な小動物を飼育するなど、実際の体験を通して栽培や飼育の技術を習得すると共に、人間とのかかわりについて理解を深める。身近な動植物に関心を持ち、人間とのかかわりについて考えられるようになる。また、年間を通して飼育や栽培のための知識や技術を習得する。オリエンテーション　　授業内容について説明地域の自然を観察栽培　　冬夏野菜を育ててみる　　冬夏野菜について調べる　　　　　種をまき、苗を育てる　　　　　野菜作りのための土作りを行う①　　　畑を耕す　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　②　　　肥料を施す　　　　　収穫する　　　　　秋から冬の花を育てる　　　　  植えるプランターや花壇を整備する　　　　　種から花を栽培する飼育　　身近な小動物を探し、観察する　　　　　飼育する動物について調べる　　　　　実際に飼育してみる　　観察日記をつける成果報告会を行うまとめ 際に野菜を育てたり、花を育てたり、身近な小動物を育てる育てる体験ができる。 観察日記を提出する。飼育や栽培は授業の内外を問わず、常に関わる事が求められます。ですから、むしろ授業外での学習が成果になって現れますので、積極的に動植物と関わることが求められます。５０％ ５０％ 特になし。随時紹介する。随時配付する。この授業を履修した者は、必ず「栽培と飼育Ⅱ」を履修すること。栽培、飼育、育てる、動植物

1346 子どもの食育　【28年度生用】後期 平成27年度 野村　京子 演習 3年次 2 食育基本法を踏まえ、平成20年幼稚園教育要領及び保育所保育指針の改定の中で、今日的な課題として重視された「食育」が位置づけられた。幼稚園・保育所が家庭や地域と連携しながら、食をとおして子どもの育ちや保護者の子育てをどのように支援することが できるのかを学習していく。選択 「食べる」ことは生活の基盤であり、子どもの健康支援のためにも欠かすことはできない。飽食の時代といわれる今、「食育」がなぜ必要とされているのかについて現状を理解し、保育者としてその支援の方法を考える力を養う。オリエンテーション食育がなぜ必要とされるのか　　子どもの生活リズム　ほか発育・発達過程に応じて育てたい“食べる力”とは幼稚園・保育所等での食育の実践　　　食育のねらいと内容　　　食育の計画と評価　　　食育のための環境　実践事例１　実践事例２食をとおした保護者への支援　実践事例１　実践事例２地域との連携まとめ 「食育」に関する知識を得て、どのように保育に生かすことができるか。		レポート、プレゼンテーションで評価する。２０ ３０ ５０ 上田玲子編著『子どもの食生活』ななみ書房後日、学校ホームページにて更新するので、各自確認をして下さい。

1347 子どもの福祉　【28年度生用】後期 平成27年度 子ども生活学 演習 3年次 2 この授業は、子どもの福祉に携わる仕事、その中でも特に児童養護施設で働くことを目指す学生を対象に開講されます。授業の前半部分では子どもの福祉全般に対する多角的な視点を養い、後半部分では児童養護施設に特化し、その現状と課題について考えます。①子どもの福祉、児童養護施設に関する基礎的な知識を理解する。		②講義内容や資料をもとに自分の意見を組み立て、記述あるいはディスカッションすることができる。		③児童養護施設について扱った文献の探し方、まとめ方を身につける。	オリエンテーション　子どもの福祉とは子どもの福祉の歴史現代社会における子どもの福祉貧困問題から考える子どもの福祉教育問題から考える子どもの福祉幸福研究から考える子どもの福祉小括　子どもの福祉への視点児童養護施設とは児童養護施設で過ごす子どもたち児童養護施設における心理援助児童養護施設と社会的排除児童養護施設における自立支援児童養護施設で働くということ児童養護施設のこれからまとめ　子どもの福祉に携わる人として授業態度、提出課題を総合的に評価する。児童養護施設に関する文献を探し、まとめる。その内容を授業中に報告する。30 50 20 阿部彩『子どもの貧困』岩波書店、2012年。なし。適宜必要な資料を配布する。授業では文献の報告や、ディスカッションを行います。積極的に授業に参加してください。

1348 音楽療法　【28年度生用】前期 平成27年度 山田　真治 講義 4年次 2 社会的に福祉の理解は深まってきたものの、実際にはまだまだ暗い風潮が漂っている。音楽療法は音楽を意図的に用い、心身の障害の手助けをする活動である。本講義では、唱歌や童謡、リズム楽器を用い音楽の楽しさを通して現場に即した実践を展開していきます。また、どのような音楽がどのような効果をもたらし影響するのか、音楽を構造面から分析し、実際に施設現場へ出かけ明らかにしていきます。　　　　選択必修音楽療法に必要な音楽の個人情報レベルの向上。・セッションプランの立案が立てられる。・現場に即した実践ができる。概要：音楽療法とはなにか、音楽療法の定義音楽療法の対象者音楽療法士の個人資質、音楽療法士の育成音楽療法に必要な音楽の情報収集：唱歌音楽療法に必要な音楽の情報収集：童謡音楽療法に必要な音楽の情報収集：演歌セッションの手順 ・立案・評価プログラムの実践 、第1回施設現場における実践施設現場実践の討議プログラムの実践 、第２回施設現場における実践施設現場実践の討議プログラムの実践 、第３回施設現場における実践施設現場実践の討議実践記録のまとめ現場の課題と展望プログラムの立案等のレポート、模擬実践、観察討議の　内容より評価する。プログラムの立案通りに現場実践ができているかが評価の基準になる。音楽の情報収集、プログラムの立案の課題は必ず予習して来て下さい。　　２０％ 　　８０％ お年寄りの音楽療法実践の手引き＜改訂版Ⅱ＞（ドレミ楽譜出版社）、音楽療法入門第２版上（一麦出版社）プリントを配布。授業態度には、プログラムの立案の模擬実践が含まれますので欠席はしないようにして下さい。現場実践・個人観察・情報収集・評価

1349 保育実践演習　【28年度生用】前期 平成27年度 石川　正一・国広　勝代演習 4年次 2 保育にかかわる課題について分析、考察、検討を行うとともに、その課題について、児童や保護者を援助するための技術や方法について修学する。さらに、問題を発見し、その問題を解決する過程や解決内容について再検討する手法を取得する。・保育に関する科目横断的な学習を習得する。		・保育に関する現代的課題について現状分析、考察、検討を行う。		・問題解決のための対応、判断方法等について学びを深める。オリエンテーション身近な保育問題について討議する①　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　②身近な保育問題の中から課題を認識をし、討議する中で課題設定をする。課題設定について文献資料を収集するテーマを決める。習得した知識に基づいて、テーマについてディスカッションをとおして分析を行う①　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②問題を解決する方法をさぐる客観的なデータに基づいて分析を試み、考察を行う。①　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②分析結果から、保育士としての役割について討議する。テーマにまとめ冊子を作成する。各自の役割についてプレゼンテーションを行う。まとめ 課題設定から問題解決に向けて取り組むことができたか。常に文献資料の収集を行うとともに、関連図書を読む。３０％ ７０％ 随時紹介する。なし ねばり強く問題解決に向けて取り組む。保育問題　問題解決　保育士

1350 卒業研究指導※(前半)　【28年度生用】前期 平成27年度 子ども生活学 演習 4年次 2 卒業研究指導（前半）では、子ども生活学領域に関する内容の卒業論文をまとめるための準備を行います。自らの問題意識に基づき、先行研究の分析を行い、研究テーマを設定します。その内容について、適切な分析方法を選択し、全体の研究計画をたてます。第一回中間発表では、卒業論文の研究計画を各自が報告し、他の参加者からの質疑にこたえます。子ども生活学領域に関する内容の卒業論文のテーマをみつける。また、その研究テーマにそった分析方法を選択し、研究計画を作成、報告する。オリエンテーション（卒業論文とは）研究テーマの検討先行研究の収集先行研究の分析調査テーマの決定研究方法の選択研究方法の決定研究計画の作成問題意識の明確化中間発表用レジュメの作成①（研究の目的について）中間発表用レジュメの作成②（研究の方法について）中間発表用レジュメの作成③（研究計画について）プレゼンテーション準備第一回中間発表中間発表の反省と今後の計画卒業研究への取り組み姿勢・論文内容・発表を総合的に評価する。研究計画にそって、積極的に授業外学習の時間を設けること。50 50 日頃から、テーマに関する新聞記事・文献等に目を通しておくこと。		卒業制作を行う場合は、この限りではない。子ども生活、先行研究の収集・分析、研究方法、研究計画、プレゼンテーション

1351 卒業研究指導※(後半)　【28年度生用】後期 平成27年度 子ども生活学 演習 4年次 2 卒業研究指導（後半）では、子ども生活学領域に関する内容の卒業論文をまとめます。卒業研究指導（前半）で作成した研究計画に基づき、データの収集、整理を行い、卒業論文を執筆します。第二回中間発表では、その途中経過について報告し、参加者からのフィードバックをもらい、最後の卒業論文発表に備えます。子ども生活学領域に関する内容を研究テーマとした卒業論文をまとめる。子どもを取り巻く現状について課題を見出し、調査・分析する力を身につける。オリエンテーション（後半の計画について）データ収集①データ収集②データ収集③データ整理分析結果のまとめ第二回中間発表卒業論文執筆と個別指導①卒業論文執筆と個別指導②卒業論文執筆と個別指導③卒業論文執筆と個別指導④発表用レジュメの作成発表用パワーポイントの作成発表準備 卒業論文発表卒業研究への取り組み姿勢・論文内容・発表を総合的に評価する。研究計画にそって、積極的に授業外学習の時間を設けること。50 50 日頃から、テーマに関する新聞記事・文献等に目を通しておくこと。		卒業制作を行う場合は、この限りではない。子ども生活、先行研究の収集・分析、研究方法、研究計画、プレゼンテーション

1352 バイオメカニクス　【28年度生用】前期 Biomechanics平成27年度 大金　朱音 講義 2年次 2 ・身体運動を生じさせる人体の骨、筋、関節などの運動器の働きを理解する。		・物理学（力学）・解剖学・生理学などの基礎知識を活用して、身体運動の仕組みを理解する。		・スポーツ動作の巧拙をフォームの変化などから評価し理解する。	萩　対面 ・力学・解剖学・生理学の基礎を学ぶことによって、スポーツを中心としたヒトの動きをバイオメカニクス（生体力学）的観点から考察する能力を身につけることを目標とする。		・さらに、各種身体動作を競技力向上および障害予防の視点から評価することを目標とする。ガイダンス バイオメカニクスとは（キネマティクスとキネティクス、応用領域）運動器１（骨格筋の形態・特性、真の筋力・みかけの筋力）運動器２（筋収縮様式と筋力）運動器３（骨、関節、関節運動）仕事、パワー、エネルギー運動量、力積（着地衝撃とその緩和法）運動量保存の法則運動と流体力（空気抵抗、揚力、浮力）速度と加速度身体運動とてこ並進運動と回転運動トルクとモーメント弾性エネルギーを利用した運動総括 出席、授業態度、レポート（小テスト、宿題）、定期試験を総合的に判断して評価する。授業中に出された課題をしっかり復習してください。10 10 40 40 金子公宥、福永哲夫編「バイオメカニクス－身体運動野科学的基礎－」杏林書院；金子 公宥著「スポーツ・バイオメカニクス入門―絵で見る講義ノート」杏林書院；健康・体力づくり事業財団編「健康運動実践指導者養成用テキスト」南江堂必要に応じて授業中に教授資料を配布する。授業中に出された課題を毎回しっかり復習していけば、定期試験に対応できます。日々の学習を地道に積み重ねていきましょう。

1353 運動生理学　【28年度生用】後期 Exercise physiology平成27年度 岡野　亮介 講義 2年次 2 運動・スポーツによって身体にどのような変化が生じるのか、その現象とメカニズムを明らかにする。本講義では、生理学的な知識を概説し、運動・スポーツが身体に与える影響を健康の維持・増進という面から学習する。社会の近代化がもたらした生活様式の変化は、人間から身体活動の機会を奪って運動不足を引き起こしている。そして、その結果、健康への悪影響が懸念され、学齢期の児童・生徒においても生活習慣病が発症している。このような社会背景を理解し、運動・スポーツが身体へ及ぼす影響について修得させる。必修 スポーツ活動を行っている時の身体の生理学的機能について理解させる。運動生理学の基礎知識1（運動と筋系・筋線維）運動生理学の基礎知識2（運動と神経系）運動生理学の基礎知識3（エネルギー出力系1）運動生理学の基礎知識4（エネルギー出力系2）運動生理学の基礎知識5（運動と呼吸循環器系・血液）運動生理学の基礎知識6（運動と感覚器官）筋肉とパワーアップの生理学－筋収縮の仕様と筋力トレーニング、パワートレーニング、スピードトレーニング筋肉とパワーアップの生理学－筋力発揮の心理的限界と生理的限界、筋肉痛、トレーニング効果持久力アップと疲労回復の生理学－筋疲労、持久力トレーニング持久力アップと疲労回復の生理学－高地トレーニング、コンディションLTとOBLA持久力アップと疲労回復の生理学－オーバートレーニング、トレーニング効果からだづくりと栄養摂取の生理学－体脂肪率と減量、ウエイトサイクリングからだづくりと栄養摂取の生理学－食事とスポーツ競技成績、スポーツと水分摂取からだづくりと栄養摂取の生理学－サプリメント、ドーピングからだづくりと栄養摂取の生理学－子どもの生活習慣病授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 授業中に随時資料を配付する。スポーツ生理学　根本  勇著   山海堂筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。授業中携帯電話を使うことは禁止。筋線維、神経、エネルギー、トレーニング、ドーピング

1354 体力測定演習　【28年度生用】前期 Physical Fitness Testing平成27年度 俵　尚申 演習 2年次 2 健康的な生活を営むためには基礎的な体力の維持は欠かすことができない課題である。体力全てが健康に関わるわけではないが、健康関連体力といって健康の保持増進に密接に関係する体力がある。すなわち、形態、筋力、全身持久力、柔軟性などである。この体力測定演習では、体力とは何かを理解し、実際にいろいろな体力の項目を測定して各個人個人の体力の現状を評価する。1）体力の概念を理解し測定することができる。2）得られたデータの特徴を説明できる。3）得られたデータをもとに体力を評価できる。4）高齢者における体力の特徴を評価できる。ガイダンス・・・・受講上の注意、体力測定の意義、体力の概念などの説明形態計測（1）・・・・身長、体重、胸囲、座高などの測定、体格指数の計算形態計測（2）・・・・周育の計測、体幹、上肢、下肢などの計測身体組成（1）・・・・皮下脂肪厚の測定（キャリパー法、インピーダンス法）体脂肪率、体脂肪量などの計算身体組成（2）・・・・超音波Bモード法による皮下脂肪厚、筋肉厚の測定筋力測定（1）・・・・握力、背筋力、筋持久力（上体起こし）筋力測定（2）・・・・脚伸展筋力の測定瞬発力・・・・垂直跳び、立ち幅跳び、後幅跳び等の測定柔軟性・・・・長座体前屈、立位対前屈、上体そらしなどの測定反応時間・・・・全身反応時間（光刺激、音刺激）、局所反応時間（棒反応）の測定バランス能力・・・・閉眼片足立ち、開眼片足立ちの測定パワー・・・・パワーマックスを用いて最大パワーの測定敏捷性・・・・バーピーテスト、反復横跳びの測定心肺持久力（1）・・・・安静時、運動後の息こらえ心肺持久力（2）・・・・男子1500m走、女子1000m走テスト各回の測定に際しては真剣に取り組む姿勢が重要であり、各回毎にレポートを提出。20％ 50％ 30％ 特にテキストは用いないが、プリントを配布する。この授業は講義ではなく測定の実習が主体ですので、体力測定に真剣に取り組んでいただきたいと思います。体力・健康関連体力・身体組成・体脂肪率

1355 生涯スポーツ論　【28年度生用】前期 平成27年度 俵　尚申 講義 2年次 2 本講義では，1970年代以降，日本のスポーツ，学校体育において目指されてきた「生涯にわたってスポーツに楽しむ」ことを目指す「生涯スポーツ」についてその概念，歴史，現状，問題点について理解する．また，地域のスポーツ振興についても理解を深める．選択 ・日本における生涯スポーツの概念，歴史，現状，問題点について理解できる．		・スポーツ・フォア・オールについて理解できる．		・日本および世界における生涯スポーツに関する施策・方策・法について理解できる．		・地域のスポーツ振興がどのように行われているか関心をもつことができるようになる．生涯スポーツとは①日本における生涯スポーツの概念，歴史生涯スポーツとは②スポーツ・フォア・オールという考え方日本人のスポーツ観日本的スポーツ集団の形成とその性格日本的スポーツ組織の歴史的・社会的性格日本のスポーツ政策①　総合型地域スポーツクラブの設立日本のスポーツ政策②　スポーツ振興法・スポーツ振興基本計画諸外国におけるスポーツ政策と生涯スポーツの推進①　ヨーロッパ諸外国におけるスポーツ政策と生涯スポーツの推進②　アメリカ・オセアニア諸外国におけるスポーツ政策と生涯スポーツの推進③　アジア地域のスポーツ振興について①　調査対象の決定地域のスポーツ振興について②　実施調査地域のスポーツ振興について③　報告会資料の作成地域のスポーツ振興について④　報告会日本における生涯スポーツおよびスポーツ振興の課題出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．市内の総合型地域スポーツクラブおよび民間フィットネス・クラブの視察を予定．10 10 50 0 厨義弘，大谷善博（1997）『生涯スポーツの社会学』，学術図書出版		山口泰雄（1996）『生涯スポーツとイベントの社会学』，創文企画	適宜，配布．「生涯にわたってスポーツを楽しむ」ことが，自分にとってどのような意味をもつか，じっくり考えましょう．また，地域のクラブ等に視察に行く予定です．積極的に取り組んでください．

1356 発育発達学　【28年度生用】後期 Human growth and development平成27年度 大金　朱音 講義 2年次 2 ・胎児、乳幼児から高齢者までの身体の形態および機能の特徴について学ぶ。		・発育・発達に伴う身体的・心理的変化について学ぶ。		・成人期以降の運動能力と身体の加齢変化と疾病との関連性について学ぶ。	・発育・発達に伴う身体的・心理的変化について理解し、その特徴に応じた運動処方立案することができる。		・発育発達期に適した運動プログラムや中高年者や女性に適したスポーツを立案することができる。発育発達研究の基礎（１）発育発達研究の基礎（２）出産と新生児（１）出産と新生児（２）乳幼児の運動能力の発達（１）乳幼児の運動能力の発達（２）乳児の運動能力の発達　成長の不思議な道のり幼児の運動能力の特徴幼児の運動能力を伸ばす方法メタボリック・シンドロームと運動処方生活習慣病（１）　肥満、脂質異常症の定義・症状と運動処方生活習慣病（２）　糖尿病、高血圧の定義・症状と運動処方女性の形態・機能の特徴および発育発達の男女差老化に伴う身体的変化とスポーツ総括 出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する10 10 40 40 青柳　領著「子どもの発育発達と健康」ナカニシヤ出版必要に応じて授業中に教授資料を配布する

1357 応急処置法　【28年度生用】後期 平成27年度 砂川　博史 講義 2年次 2 日常生活やスポーツ現場において重篤な事故や病気が発生した場合、応急処置を施すことによって、対象者の痛みは軽減され、生命を救える可能性や後遺症を排除できる可能性は大きくなる。本講義では心肺機能蘇生術、腰痛、熱中症、過換気症候群、スポーツ傷害(付き指、骨折、捻挫、頭部外傷等)に対する応急処置について習得させる。また、テーピングの技術についても習得させる。身体活動のリスク（運動指導との関連における）身体活動に伴うリスクの生物学的背景　1.運動と血圧、2.運動と冠動脈、3.運動と不整脈身体活動に伴うリスクの生物学的背景　4.運動と呼吸、5.運動と血糖、6.運動と関節身体活動に伴う内科的急性障害：突然死、熱中症等身体活動に伴う内科的慢性障害：A.貧血身体活動に伴う内科的慢性障害：Ｂ．オーバートレーニング症候群救急蘇生法（1）；救急蘇生の意義救急蘇生法の原理と生理学的意味救急蘇生法実習（BLS)応急手当 救急事態の発生予防と対応のシステム化整形外科的障害と外科的救急処置（1）整形外科的障害と外科的救急処置（2）整形外科的障害と外科的救急処置（3）テービングの技術授業態度、授業中に指定したレポート、最終試験によって総合的に評価する。 実習を最重視しています。必ず出席して下さい。

1358 健康スポーツ実習Ｂ(水泳・水中運動)　【28年度生用】集中 平成27年度 大金　朱音 実技 2年次 1 ・水中運動と水泳運動の実習を通じて水中歩行の仕方，水中エアロビクスの動作，浮身，蹴伸びからの四泳法を修得する．		・水の性質、浸水した場合の生体反応（特に心臓の反応），水と身体の衛生及び水に対する安全対策について理解する．		・心拍数を計測することにより各種の運動強度が把握でき，運動プログラムを作成できるようにする．選択 ・水中での生体反応について理解している．		・水と身体の衛生および水に対する安全対策について理解している．		・水中運動（歩行，アクアビクスなど）のやり方を理解し実践できる．		・四泳法の泳ぎ方を理解し実践できる．オリエンテーション　水の性質，水中運動前の安全対策，浸水時の生体反応（昇圧反応，潜水性徐脈及び潜水性不整脈）水中運動①　水中歩行水中運動②　心拍数の計測水中運動③　アクアビクスⅠ水中運動④　アクアビクスⅡ水泳運動①　バブリング，浮き身，蹴伸び，バックエレメンタリーストローク水泳運動②　クロールⅠ水泳運動③　クロールⅡ水泳運動④　平泳ぎⅠ水泳運動⑤　平泳ぎⅡ水泳運動⑥　背泳ぎⅠ水泳運動⑦　背泳ぎⅡ水泳運動⑧　バタフライⅠ水泳運動⑨　バタフライⅡ総括 出席状況，授業態度，レポート課題の提出、泳法の実技試験により，総合的に評価する．学外施設（プール）を利用．50 20 30 健康・体力づくり事業財団編「健康運動実践指導者養成用テキスト」南江堂授業時に適宜，配布する．水着・スイムキャップ・ゴーグルを準備してください．		水着は，競泳タイプのものが望ましい．「中学校、高等学校一種免許（保健体育）」取得のために必要な科目です．		「健康運動実践指導者」受験資格のために必要な科目です．

1359 健康スポーツ実習Ｄ{体つくり2(ｽﾄﾚｯﾁﾝｸﾞ)}　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 講義・演習 1年次 1 実施上の留意点（特に安全面に関して）を把握させ、各部位のストレッチングの方法及び各種スポーツにおけるストレッチングの方法を実技を通じて修得させる。専門教育 各種ストレッチングの種類について紹介すると共に、ストレッチングの理論について理解させる。オリエンテーション（ストレッチングの基礎理論、注意事項等）各部位におけるストレッチングの実施方法）各種ストレッチングの実施方法（ＰＮＦストレッチ、パートナーストレッチを含む）野球・ソフトボールのストレッチング陸上競技のストレッチング水泳のストレッチングバスケットボールのストレッチングバレーボールのストレッチングサッカーのストレッチングラグビーのストレッチングゴルフのストレッチング卓球のストレッチング柔道のストレッチング弓道のストレッチングまとめ 授業態度・レポート提出・定期試験で総合的に評価 なし なし

1360 健康スポーツ実習Ｇ(ゴルフⅡ)　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 実習 2年次 1 　健康スポーツ実習F（ゴルフ）を更にレベルアップして応用技術の習得を目指します。選択 　オリエンテーション　プレー中のマナー及び正しいゴルフ用語　ゴルフボールに関する基本的な知識　ゴルフクラブに関する基本的な知識　グリーン上・及びハザード内のルール　スライスボール・フックボール　高いボール・低いボール　左足上がり・左足下がり　爪先上がり・爪先下がり　１８ホール　ラウンド練習　ピッチエンドラン・チップショット　ピッチショット・バンカーショット　パッティングの基本とグリーンの読み方　ゴルフ　ルールテスト　最終テスト　１８ホール　ラウンド実習　出席重視　授業態度　 ５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業　

1361 ゴルフ運動解析学　【28年度生用】前期 Golf motion analysis平成27年度 大金　朱音 講義 2年次 2 　ウッド、アイアン、ウェッジ、パター、ユーティリティー等の各種クラブでボールを打つというゴルフにおけるスウィング動作をバイオメカニクスおよび運動生理学の観点から解析する方法を理解させる。また、クラブの形状や材質の違いが打動作および打球に及ぼす影響などについて実習を交えて修得させる。　ゴルフにおけるスウィング動作について、その力学的特性を理解する。また、各種カメラを用いてスウィング動作を解析し、スウィングプレーン、ヘッドスピードなどを計測することにより、動作を評価することを目指す。ゴルフにおけるスウィング動作についてスウィング動作における力学スウィング動作における解剖学スウィング動作における運動器、呼吸循環器の機能動作記録機器である各種カメラについて動作解析ソフトについてデジタルカメラを用いたゴルフスウィングの撮影動作解析ソフトを用いた静止画解析ビデオカメラを用いたスウィング動作の撮影動作解析ソフトを用いた動画解析－スウィングプレーンの描画動作解析ソフトを用いた動画解析－デジタイズ動作解析ソフトを用いた動画解析－ヘッドスピードの算出動作解析ソフトを用いた動画解析－角速度、角運動量の算出ゴルフにおける外傷と障害総括 出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する20 20 20 40 川島一明著「身体機能とゴルフの科学」アイ・ケイコーポレーション必要に応じて資料を配布する

1362 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習H(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ)　【28年度生用】前期 平成27年度 俵　尚申 実習 2年次 1 　バレーボールにおけるサーブ、レシーブ、トス、スパイクなどの個人技術やチーム戦略などについて学習し実践する。また、チームで練習してゲームを行うことにより、チームの課題を見付け克服し相手に応じて作戦をたてる。　バレーボールの特性やルールを理解し、個人技術を習得する。また自他のチームを分析し、自チームの課題を見付け克服する方法を考案し、指導者としての資質や能力を修得する。オリエンテーション（バレーボール概論）個人技術１（パス、トス、スパイク、サーブ）個人技術２（ブロック）、チーム練習（ルール確認）個人技術３（二段トスからのスパイク）、チーム練習（サーブレシーブからのスパイク）個人技術４（クイックを含めたスパイク）、チーム練習（スパイクのコンビネーション１）個人技術５（時間差を含めたスパイク）、チーム練習（スパイクのコンビネーション２）個人技術６（バックアタック）、チーム練習（練習メニューの考案）、ゲーム個人練習、チーム練習（得意な攻撃パターンの考案）、ゲーム個人練習、チーム練習（レシーブ・フォーメーションの考案）、ゲーム個人練習、チーム練習、ゲーム、中間試験（ルールについて）個人練習、チーム練習、リーグ戦（自他のチームを分析する）個人練習、チーム練習、リーグ戦（自チームの課題を見付ける）個人練習、チーム練習、リーグ戦（自チームの課題を克服する）個人練習、チーム練習、リーグ戦（チーム分析レポートの作成）総括 出席、レポート、試験を総合的に判断して評価する20 20 20 40 日本バレーボール協会編「バレーボール指導教本」大修館書店

1363 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習L(柔道)　【28年度生用】後期 平成27年度 砂川　利和 実技 1年次 1 柔道場において実技として行う。基本動作、対人的技能および試合について学習する。専門教育 伝統的な武道である柔道を通じて柔道の精神と競技としての柔道の両面について学習する。中・高等学校において、柔道が指導できることを目標とする。礼儀作法（座礼・立礼）　柔道着の着用方法姿勢（左右自然体、自然本体）　左右足前回りさばき　前回り受け身姿勢（左右自護体、自護本体）　左右足後ろさばき　後ろ受け身左右足前さばき　横受け身　崩しとつくり固め技　袈裟固　横四方固　縦四方固固め技における約束稽古投げ技　体落し　背負い投げ　投げ技　大腰　釣り込み腰　払い腰投げ技　膝車　支え釣り込み足　大外刈り　大内刈り　小内刈り投げ技における自由乱取り稽古立ち技による試合の仕方と講道館試合審判規定寝技による試合の仕方と国際審判規定技の形（手技　腰技）技の形（足技　真捨て身技）まとめ 授業に対する学習態度や意欲、技能試験などによって総合的に判定する。 柔道（講道館）　柔道（授業つくり教本）　加納治五郎体系中学校学習指導要領（文部科学省）

1364 ゴルフ用具・ルール論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 講義 2年次 2 イギリスから世界へ伝播したゴルフの歴史を考察しながら、ゴルフルールおよびゴルフ用具の知識を習得する。選択 イギリスから世界へ伝播したゴルフの歴史を考察しながら、ゴルフルールおよびゴルフ用具の知識を習得する。エティケット･･･プレー中のマナーおよび正しいゴルフ用語ゴルフルールの歴史･･･最古のゴルフルール（The Rules of Gentleman Golfers 1744）ゴルフルールの歴史･･･ゴルフボールの歴史ゴルフルールの歴史･･･　　〃ゴルフルールの歴史･･･ゴルフクラブの歴史ゴルフルールの歴史･･･　　〃ゴルフルール	･･･ティーインググラウンドのルールゴルフルール･･･スルー・ザ・グリーンのルールゴルフルール	･･･ハザード内のルールゴルフルール・・・グリーン上のルールゴルフルール	･･･動かせる障害物および動かせない障害物のルールゴルフルール	・・・　　　　　〃ゴルフルール	・・・カジュアル・ウォーター、ルース・インペディメント等のルールゴルフルール	・・・プロビジョナル・ボール、アンプレヤブル等のルールゴルフルール	・・・小テスト出席、小テストおよびレポート提出等により総合評価する。60% 10% 30% 0 0 R＆Ａゴルフ規則２００６、GOLF in the making  (Henderson & Stirk Ltd)授業の時、プリントを配布する。ルール・ブックおよび筆記用具を持参する。

1365 ゴルフ用具・ルール論Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 講義 2年次 2 ゴルフは他のスポーツと比べて体力の比重が比較的軽いスポーツであり、また道具を選択できるという意味で、用具学を理解することは重要である。運動学の観点からも、クラブとボールの基礎知識を学び、練習効果を高め、すぐれた技術を習得する基を築いていく。選択 運動学の観点からも、クラブとボールの基礎知識を学び、練習効果を高め、すぐれた技術を習得する基を築いていく。ゴルフクラブの機能・・・クラブヘッドの機能ゴルフクラブの機能・・・シャフトの機能と特性ゴルフクラブの機能・・・遠心力と求心力ゴルフクラブの機能・・・スイング中のシャフトの動きゴルフクラブの機能・・・スイングウエイトの持つ意味飛びの科学	・・・インパクトのメカニズム（弾道を決める要因）飛びの科学	・・・　　〃　　　　　　（ボールの曲がり）飛びの科学	・・・　　〃　　　　　　（反撥係数）飛びの科学	・・・　　〃　　　　　　（慣性モーメント）飛びの科学	・・・ウッドとアイアンの違い飛びの科学	・・・ボール初速と力の関係飛びの科学	・・・打出し角（方向と高さ）飛びの科学	・・・スピンの種類飛びの科学	・・・自分に合ったクラブ選び飛びの科学・・・自分に合ったボール選び出席、小テストおよびレポート提出等により総合評価する。60% 10% 30% 0 0 都度紹介する。授業の時に、プリントを配布する。ルール・ブックおよび筆記用具を持参する。

1366 ゴルフ演習Ⅰ(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 國木　孝治 演習 2年次 2 　ゴルフ演習Ⅰは、ゴルフコースにおいて色々な状況を想定して、実際にボールを打ち		ゴルフの技術を習得する。コース攻略する為に、毎回　課題を決めてラウンド実習を行う。選択 　　１８ホール　ラウンド　(アドレス前のルーティーン）　　１８ホール　ラウンド　(パッティング）　　１８ホール　ラウンド　（パッティング）　　１８ホール　ラウンド　(アプローチ）　　１８ホール　ラウンド　(アプローチ）　　１８ホール　ラウンド　(バンカーショット）　　１８ホール　ラウンド　（ドローボール）　　１８ホール　ラウンド　（フェードボール）　　１８ホール　ラウンド　（高いボール）　　１８ホール　ラウンド　（低いボール）　　１８ホール　ラウンド　（マッチプレー・シングル試合形式）　　１８ホール　ラウンド　（マッチプレー・ダブルス試合形式）　　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　　最終テスト　　１８ホール　ラウンド　出席重視　　授業態度　 ５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業

1367 ゴルフ演習Ⅰ(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 國木　孝治 演習 2年次 2 　ゴルフ演習Ⅰは、ゴルフコースにおいて色々な状況を想定して、実際にボールを打ちゴルフの技術を習得する。		コース攻略する為に、毎回、課題を決めてラウンド実習を行う。選択 　１８ホール　ラウンド　（左足上がり）　１８ホール　ラウンド　（左足下がり）　１８ホール　ラウンド　（爪先上がり）　１８ホール　ラウンド　（爪先下がり）　１８ホール　ラウンド　（アゲンスト）　１８ホール　ラウンド　（フォロー）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアイアン）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアイアン）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアプローチ）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアプローチ）　１８ホール　ラウンド　（傾斜地のラフからの打ち方）　１８ホール　ラウンド　（傾斜地のラフからの打ち方）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　最終テスト　　１８ホール　ラウンド　出席重視　授業態度 ５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業

1368 体育史　【28年度生用】前期 History of Physical Education and Sport平成27年度 池田　恵子 講義・演習 3年次 2 体育・スポーツの成立過程を近代化の観点から概観する（１.体育・スポーツの概念史　２.近代スポーツの定義　３.分析のための概念装置について）。とりわけ、スポーツの世界化のプロセス（伝播過程）、スポーツと微細な権力のかかわり、国民統合装置としてのスポーツ、文化人類学的視点、文化帝国主義、文化ヘゲモニーの観点から講義を行う。受講者は、幾つかの小論文の検討を行い、最終レポートを提出する。経験知に頼る体育・スポーツ認識から脱却し、体育・スポーツ事象を客観的に理解するための論理的思考を養う。体育・スポーツが世界中に広まった歴史的社会的脈絡、現在の体育・スポーツ事象の位相を捉える。体育・スポーツの将来を展望する上で、歴史の重要性を理解する。ガイダンス 体育スポーツの概念史ルーディック・ディフュージョン前近代のスポーツ近代スポーツの展開１：オリンピック近代スポーツの展開２：クリケット、アメリカンフットボール、バスケットボール近代スポーツの展開３：サッカー抵抗の論理１：トゥルネン抵抗の論理２：伝統スポーツ野球とベースボールアスレティシズムとジェントルマン思想善導とスポーツ文化帝国主義とスポーツ文化ヘゲモニーとスポーツまとめと考察最終レポートと授業後半に行う授業内プレゼンテーションから総合的に評価する。授業時までに配布された小論を読解しておくこと。10 60 0 30 坂上康博『権力装置としてのスポーツ：帝国日本の国家戦略』講談社選書メチエ、1998年。		 		高津　勝『日本近代スポーツ史の底流』創文企画、1994年。		他 	アレン・グットマン著『スポーツと帝国―近代スポーツと文化帝国主義』昭和堂、1997年。現代的な事象と思えることにも理由があります。問題の答えを急速に求めるよりも、忍耐強く調べ、知識を得、そこからなぜそうなのか、考えていく力を養いましょう。

1369 体力トレーニング理論　【28年度生用】前期 Physical strength training theory平成27年度 福田　一儀 講義 3年次 2 　体力トレーニングにおいて考慮すべき原理、原則を含んだトレーニングの基礎知識を学ぶ。また、トレーニングによって変化する身体の微細構造やそのメカニズムを理解する。さらに、対象者に応じたトレーニングメニューを作成するために、トレーニングの種類、期間、頻度、負荷、回数などの設定やトレーニング効果の評価方法を学習する。　トレーニングによって変化する筋力、平衡能力、持久力などの各種身体能力について、その変化のメカニズムを理解する。また、トレーニングによる身体構造や機能の変化を定量化し、評価する方法も学ぶ。さらに、各種トレーニング方法を身に付け、身体能力を効率的に向上させるトレーニングメニューを作成することも目指す。体力の概念・トレーニングの基礎と原理・トレーニングマネージメント体力測定方法（最大酸素摂取量を含む）トレーニングの種類と方法（ストレッチング、エアロビクス等を含む）スピード、アジリティ、クイックネスのトレーニング体幹（コア）のトレーニングフリーウェイトを用いたトレーニング表計算ソフトを用いたトレーニング効果の評価動画を用いたトレーニング効果の評価トレーニングによる骨格筋肥大トレーニングによる骨格筋の微細構造の変化トレーニングによる神経系、呼吸循環系の変化トレーニングによる骨、身体組成の変化トレーニングと発育・発達トレーニングによる動作の変化トレーニングと運動療法出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する10 10 40 40 日本SAQ協会 監修「SAQトレーニング」ベースボールマガジン社; J.C.ラドクリフ 著、外薗隆 監訳「すべてのアスリートのためのファンクショナルトレーニング」ナップ			必要に応じて授業中に教材資料を配布する

1370 スポーツ社会学　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 講義 3年次 2 講義の前半では，スポーツ社会学が射程にすえる課題について紹介し，社会学的なとらえ方を理解する．後半では，現在進行形で問題となっているスポーツ現象について社会学的な視点から分析を行う．それらを通して，各自，テーマを設定し，資料収集およびレジュメの作成，発表を行う．選択 ・スポーツ社会学の課題について理解できる．		・スポーツの諸問題について社会学的な視点から考えることができる．		・テーマを選定し，資料収集及びレジュメの作成，発表することができる．スポーツ社会学の必要性（社会の中のスポーツ）スポーツの概念と歴史スポーツの社会学的理解①　スポーツをどのように捉え，考えるか．（文化としてのスポーツ）スポーツの社会学的理解②　スポーツ社会学の課題（人種，暴力，性，人権，流行）スポーツの社会学的理解③　スポーツ社会学の課題（イデオロギー，生涯スポーツ）スポーツの社会学的理解④　スポーツ社会学の課題(アマチュアリズム，オリンピック，プロスポーツ，障害者とスポーツ，パラリンピック）現代スポーツを読み解く①　メディアとスポーツ－新聞記事にみられるスポーツ①－現代スポーツを読み解く②　メディアとスポーツ－新聞記事にみられるスポーツ②－現代スポーツを読み解く③　メデイアとスポーツ－スポーツ雑誌の変遷－現代スポーツを読み解く④　メディアとスポーツ－映画のなかのスポーツ①－現代スポーツを読み解く⑤　メデイアとスポーツ－映画のなかのスポーツ②－各自でテーマを選定，資料収集およびレジュメの作成①各自でテーマを選定，資料収集およびレジュメの作成②プレゼンテーションまとめ　これまでの講義の総括および最新のスポーツ社会学の動向を紹介出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．なし 10 10 50 森川貞夫・佐伯聰夫編（1988），『スポーツ社会学講義』，大修館書店		亀山佳明編（1990），『スポーツの社会学』，世界思想社	適宜，配布．身近なスポーツの抱える問題を社会学の視点から読み解いてみませんか．後半は，各自の問題意識をまとめ，プレゼンを行います．積極的な取り組みを期待しています．スポーツリーダー認定書および共通科目Ⅰ・Ⅱ修了証明書（財団法人日本体育協会認定）を取得に必要科目	

1371 スポーツ経営学　【28年度生用】後期 平成27年度 福田　一儀 講義 3年次 2 スポーツが私たちの身近なものになればなるほど，多くの問題がみられるようになっている．それらの問題の多くは，スポーツ経営学の研究の対象でもあり，密接な関係がある．それらの問題に対して，スポーツ経営学がどのような解決策や新たな提案ができるかを講義や地域の現状を通して理解を深めていく．選択 ・現代スポーツへのスポーツ経営学のかかわりを理解する．		・民間スポーツクラブと総合型地域スポーツクラブの経営の違いについて理解する．	オリエンテーション　現代スポーツとスポーツ経営学スポーツ経営とはスポーツ生活と運動生活スポーツ事業と経営資源（スポーツ組織の運営）スポーツ事業の進め方（スポーツ事業の計画・運営・評価）スポーツ経営体について（地域スポーツクラブの機能と役割）よいスポーツ経営の条件とは（広域スポーツクラブの機能と役割）総合型地域スポーツクラブとは（地域スポーツクラブ・広域スポーツセンターの機能と役割の比較）民間スポーツ・フィットネスクラブの経営戦略「みる」スポーツの経営的可能性国際的競技力の向上とスポーツ経営の関係（我が国のスポーツ振興方策）総合型地域スポーツクラブの視察（地域におけるスポーツ振興方策と行政のかかわり）民間スポーツ・フィットネスクラブの視察視察のまとめ及び研究発表資料の作成地域におけるスポーツ経営の特徴について研究発表（地域および我が国におけるスポーツ振興と行政のかかわりのまとめ）出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．あり 10 10 50 八代勉・中村平編（2002），『体育・スポーツ経営学講義』，大修館書店		日本体育スポーツ経営学会編（2004）『総合型地域スポーツクラブ』，大修館書店		黒須充・水上博司編（2002）『ジグソーパズルで考える総合型地域スポーツクラブ』，大修館書店適宜，配布．実際にスポーツクラブがどのように経営されているのか，また，住民主体の地域のスポーツクラブがどのように組織されているのかをじっくり考え，今後のスポーツのあり方に提言していけるようになりましょうスポーツリーダー認定書および共通科目Ⅰ・Ⅱ修了証明書（財団法人日本体育協会認定）の取得に必要科目．

1372 健康スポーツ論　【28年度生用】前期 Theory of health oriented sports and exercise平成27年度 岡野　亮介 講義 3年次 2 本講義では、人体諸器官の機能とスポーツ及び身体運動（運動強度と心拍数、心拍出量、呼吸数、肺換気量等）との関連、生体機能の調整やメカニズム、脂肪・エネルギー代謝（最大酸素摂取量の判定を含む）、脳による運動の制御、トレーニングと体力（無酸素性作業能、有酸素性作業能等）、生活習慣と体力、メンタルヘルスなどに関して概説する。選択 生体の仕組みを理解させ、スポーツ活動を通じた心身の健康を保持・増進するために必要な知識を科学的に捉えることのできる能力を習得させる。人体諸器官の機能と運動1（運動強度と心拍数及び心拍出量等）人体諸器官の機能と運動2（運動強度と呼吸数及び肺換気量）生体機能の調整やメカニズム1（神経－筋機能の調節とそのメカニズム）生体機能の調整やメカニズム2（呼吸循環機能の調節とそのメカニズム、身体障害者のスポーツ）脂肪・エネルギー代謝1（ｴｱﾛﾋﾞｯｸ運動とｴﾈﾙｷﾞｰ供給機構、運動強度と脂質代謝、ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ等）脂肪・エネルギー代謝2（最大酸素摂取量の規定要因と判定等）脳による運動の制御1（大脳皮質を中心として）脳による運動の制御2（小脳を中心として）トレーニングと体力1（ﾚｼﾞｽﾀﾝｽｴｸｻｻｲｽﾞ・無酸素性作業能等）トレーニングと体力2（有酸素性作業能等）生活習慣と体力1（食習慣と体力等）生活習慣と体力2（運動習慣と体力、体力向上の日常生活における効果、高齢者とスポーツ等）メンタルヘルス1（運動の精神面へ及ぼす効果、自律訓練法、筋弛緩法等）メンタルヘルス2（精神疾患とスポーツ等）まとめ 授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 授業中随時資料を配付する。なし 筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。授業中携帯電話を使うことは禁止。脂肪・エネルギー代謝、トレーニング、体力、生活習慣、メンタルヘルス

1373 運動処方論　【28年度生用】前期 Theory of exercise prescription平成27年度 岡野　亮介 講義 3年次 2 健康の保持増進および体力の向上に対する身体運動の必要性を理解させ、メディカルチェック、体力測定および運動負荷試験（自転車エルゴメータを利用した多段階運動負荷試験）などの必要な手続きを行った後、個人の特性（年齢、性別、健康状態など）に応じて運動種目、運動強度、運動時間（1日当たり）および運動頻度（1週間当たり）のトレーニングメニュー内容を決定する方法を修得させる。選択 メディカルチェック、運動負荷試験及び体力測定に基づく運動処方の理論と方法を理解させる。身体運動の種類（無酸素性運動と有酸素性運動）と身体運動の必要性身体組成（肥満度など）運動プログラムの基本的考え方（Ⅰ）－運動強度・Mets等運動プログラムの基本的考え方（Ⅱ）－運動時間・運動頻度及び運動指針2006等内科的メディカルチェック整形外科的メディカルチェック体力測定方法（Ⅰ）体力測定方法（Ⅱ）トレーニングの原理・原則と効果運動負荷試験（心電図について）運動負荷試験（血圧について）運動負荷試験（最大酸素摂取量について）運動負荷試験（無酸素性作業閾値について）ウォーミングアップとクーリングダウン運動処方の実際（心拍数利用）、健康づくりのための運動所要量、安全対策授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 授業中随時資料を配付する。運動処方入門  池上 晴夫著  山海堂筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。授業中携帯電話を使うことは禁止。身体運動の種類、身体組成、運動プログラム、メディカルチェック、運動負荷試験

1374 衛生学・公衆衛生学　【28年度生用】後期 平成27年度 中江　公裕 講義 3年次 2 衛生学・公衆衛生の歴史、疫学、生物統計学、感染症、生活習慣病とライフスタイル、食と健康、環境保健、精神保健、高齢者保健と福祉、地域保健、小児保健、学校保健、産業保健について講義する専門教育 予防医学の概要と実際、疫学と生物統計学の理論と実際、地域保健・医療・福祉の理論と活動の実際、健康関連の環境問題の実際について学ぶ。健康概論（WHOの考え方）、衛生・公衆衛生の歴史、生命倫理疫学の役割と疫学調査論および疫学的評価疫学の事例、保健統計確率論と統計学概論、医療効果の統計的評価方法、臨床疫学世界の感染症・新興感染症の実態、国際保健の実際感染症予防、予防接種、新感染症法ライフスタイルと健康、悪性新生物循環器疾患及び心疾患、糖尿病、メタボリックシンドローム命を支える食、食品衛生、食中毒健康と環境問題、人間―環境系概論水と健康、地球環境問題、環境汚染の諸相脳機能一般、ストレス概論、主な精神障害、現代精神論加齢と老化、高齢者の健康と実態、高齢者福祉、介護保険の実際地域保健活動の実際、子どもの健康状況、学校保健統計働く人々の健康問題、職場環境と職業病、労働災害授業態度及び定期試験等により総合的に評価する。 特に指定書はないが最新の情報と実態を重要視する配布資料により講義

1375 精神保健　【28年度生用】後期 平成27年度 今川　晋平 講義 3年次 2 今日のわが国で問題となっている様々なメンタルヘルス上の諸問題に関し、その事情を理解し、対応の方向性を探り、福祉職に求められる対人援助を的確に実践できることに主眼をおく。特に精神障害（精神疾患）をめぐる施策は大きく変化しつつある。そこで人間の成長や老化など各ライフサイクルの過程で現れる課題、例えば、家庭や学校、職場、地域における課題、認知症、薬物やアルコール関連問題、思春期対策など個別課題、文化や社会事象との関連で出現する課題などの学びを深める。選択 本講義のテーマは人間のライフサイクルの各課題や精神保健・医療・福祉の幅広い分野の「今日の状況」を的確に把握することである。内容の「暗記」ではなく、自己で「考えて、発展させる力」を養い、また、それを言語化・文章化し、問題の自覚をすることを到達目標とする。オリエンテーション　講義内容及び評価方法の説明「精神保健」とは精神保健の基礎知識　「精神保健の概要」ライフサイクルにおける精神保健1「胎児期・乳児期・妊産婦の精神保健」ライフサイクルにおける精神保健2「学童期における精神保健」ライフサイクルにおける精神保健3「思春期における精神保健」ライフサイクルにおける精神保健4「青年期における精神保健」ライフサイクルにおける精神保健5「成人期における精神保健」ライフサイクルにおける精神保健6「老年期における精神保健」ターミナルケアと精神保健アルコール関連問題　SHGの存在意義薬物乱用防止対策問題　薬物依存とその歴史精神障害者関連問題1　精神障害者対策の歴史精神障害者関連問題2　精神障害者の地域生活支援精神障害者関連問題3　支援環境開発論講義のまとめ　脱施設化と地域生活支援　基本的には、出席状況・試験にて評価を行う。学則に定める出席日数をクリアしていない場合は試験は受けられませんので注意すること。レポートを課すこともあります。基本的にはありません25 25 40 10 精神保健　これからのライフサイクルと心の健康		大島有・金田鈴江編新・精神保健福祉士養成講座2「精神保健学」		編集　日本精神保健福祉士養成校協会内容の「暗記」ではなく、自己で「考えて、発展させる力」を養い、また、それを言語化・文章化し、問題の自覚をすることを到達目標としています。講義においおては積極的な参画を期待します。健康・精神保健福祉・発達課題

1376 学校保健　【28年度生用】後期 平成27年度 丹　佳子 講義 3年次 2 児童生徒等の発育・発達特性をふまえた保健管理及び安全・環境管理に関する基本的な知識を理解させ、教師として必要な配慮・実施事項を認識させる。なお子ども理解や健康相談等の対応、教室環境の点検や救急処置などは演習・実習を取り入れ実践力をつけるよう配慮する。集中 学校における保健管理の内容・方法について理解し、基礎的な教育活動が実施できるようにする。学校保健の目的と内容（１）・・・歴史、行政・制度、関係職員学校保健の目的と内容（２）・・・学校保健安全法の改正趣旨と活動内容児童生徒の発育発達と疾病異常（１）・・発育・発達の特性、体格・体力の現状、発達課題児童生徒の発育発達と疾病異常（２）・・・疾病異常の実態、感染症の予防児童生徒の健康把握と評価（１）・・・健康観察・健康相談実施の観点と方法児童生徒の健康把握と評価（２）・・・教育としての健康診断と事後指導児童生徒の精神的健康の実態と対応（１）・・・いじめ・不登校など健康相談事例の検討児童生徒の精神的健康の実態と対応（２）・・・少年事件事例の検討学校環境の安全と衛生（１）・・・学校環境衛生基準、日常点検の内容・方法学校環境の安全と衛生（２）・・・リスクとハザード、安全点検、危機対処要領学校安全と救急処置（１）・・・児童生徒の傷害・事故の実態、傷害・事故の発生要因学校安全と救急処置（２）・・・けがの応急処置、心肺蘇生法（実習）現代的健康課題とその指導（１）・・・性に関する問題と指導現代的健康課題とその指導（２）・・・喫煙・飲酒・薬物乱用に関する問題と指導組織的・協働的な学校保健活動・・・学校保健安全計画、学校保健委員会（授業参加度）学習終了後の振り返りシート		（個別理解度）自習課題に対するミニ・レポート		（総合的理解度）筆記試験（６０％）		欠格条項：欠席5回を超えるものは筆記試験の受験資格なし。	１５ ２５ ６０ 学校保健ハンドブック　第5次改訂　教員養成大学保健協議会・編　ぎょうせい（平成21年）

1377 運動学　【28年度生用】後期 Kinematics 平成27年度 大金　朱音 講義 3年次 2 　運動学習の意味や学習内容について考え、その指導方法について学ぶ。また、運動指導において教材となる「動き」について、その構造、リズム、系統性などから深く考える。さらに、各スポーツ種目における指導方法を学ぶ。　学習する動きの特徴を分析し、指導のポイントを理解する。また、各種スポーツ種目において、様々な学習対象者（とくに運動を苦手とする対象者）への指導方法を修得する。ガイダンス　運動学とは動きの学習とそのための情報動きの違いと修正の方法運動指導のポイント歩行運動・走運動・跳運動における運動指導投運動・捕球運動における運動指導レジスタンストレーニングにおける運動指導バドミントンにおける運動指導卓球における運動指導バレーボールにおける運動指導サッカーにおける運動指導バスケットボールにおける運動指導野球における運動指導ボール運動におけるゲーム学習・技術と戦術総括 出席、レポート、試験を総合的に判断して評価する。10 20 40 30 金子明友監修、吉田　茂、三木四郎編「教師のための運動学」大修館書店必要に応じて資料を配布する

1378 健康スポーツ実習Ｅ(補強運動)　【28年度生用】後期 Health sports practice E平成27年度 大金　朱音 実習 3年次 1 最大筋力、パワーおよび筋持久力の向上等、目的に応じた各種補強運動について、安全で効果的な実施方法を学ぶ。補強運動の理論と方法を学習し、指導方法も修得する。萩　対面 スポーツにおいて、その種目を実施しているだけでは効率的に強化できない身体能力の補強方法を理解する。ダンベル、バーベルなどのフリーウェイトを用いたトレーニングから自分の体重を使ったトレーニングまで、各種補強運動の方法を習得する。また、トレーニングを計画、実施、評価する能力の獲得を目指す。ガイダンス 補強運動の基礎（必要性とプログラムへの取り入れ方、筋の収縮様式、ウォーミングアップとクールダウン）柔軟性を高めるトレーニング：　ダイナミック（動的）ストレッチスタビリゼイションを高めるトレーニング：　コア（体幹）トレーニング自体重を使ったトレーニング：　クイック（パワー系）トレーニング自体重を使ったトレーニング：　スロー（筋肥大、シェイプアップ系）トレーニング自体重を使ったトレーニング：　スロー＆クイックトレーニングＳＡＱトレーニング：　スピードトレーニングＳＡＱトレーニング：　アジリティトレーニングＳＡＱトレーニング：　クイックネストレーニングインナーマッスルトレーニング：　チューブトレーニングプライオメトリックトレーニングフリーウェイトトレーニング　（基礎体力向上、最大筋力向上、シェイプアップ、パワー向上、筋持久力向上）マシントレーニング　（基礎体力向上、最大筋力向上、筋肥大、パワー向上、筋持久力向上）総　括 出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する20 40 40 有賀誠司「競技スポーツ別ウェイトトレーニングマニュアル」体育とスポーツ出版社; 石井直方ら「スロー＆クイックトレーニング」MCプレス; 日本SAQ協会「SAQトレーニング」ベースボールマガジン社; 健康・体力づくり事業財団編「健康運動実践指導者養成用テキスト」南江堂必要に応じて授業時に資料を配布する

1379 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習I(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ)　【28年度生用】前期 平成27年度 俵　尚申 実技 3年次 1 授業は，基本練習から，スキルの習得，習得したスキルを用いたプレイ，チームプレイのテクニックなど，ゲーム場面で必要な課題を設定し，試合を通して技術，指導力を高めていく．バスケットボールは，チームスポーツであるから，チームメイトとのコミュニケーションを大切にして取り組むことが大切である．学生各自は，バスケットボールを楽しむとともに指導者としての技術も身に着けることを目指してもらいたい．選択 ・バスケットボールの基本ルールやスキルを習得する．		・安全にプレイする．		・自分がプレイすることだけでなく，指導場面を想定し，将来的に指導ができるようにオリエンテーション　バスケットボールの基礎知識（講義）及びビデオ鑑賞試しのゲーム　授業内容の説明，自己紹介，試しのゲーム，チーム分け（グルーピング）バスケットボールの基礎技術①ドリブル，シュート（ランニングS）バスケットボールの基礎技術②ドリブル，シュート（ランニングS，ジャンプS）バスケットボールの基礎技術③パス，シュート（セットS）バスケットボールの基礎技術④パス＋ラン，パス＋ラン＋シュートディフェンスとオフェンス①　マンツーマンディフェンスに対する攻撃ディフェンスとオフェンス②　ゾーンディフェンスに対する攻撃ディフェンスとオフェンス③　ビデオをみながら効果的な攻撃や守備を考えるリーグ戦①　試合リーグ戦②　試合リーグ戦③　試合　　　　　学生たちでリーグ戦を運営できるようにする．リーグ戦④　試合　　　　　試合方法や勝敗の決め方についても，学生でリーグ戦⑤　試合　　　　　行えるように考えながらリーグ戦を行う．まとめ 実技が主体となる科目であるため，出席および授業態度を重視する．また，バスケットボールの基礎知識（ルール，技術，練習法）についても十分理解し，審判もできるようになることが望ましい．６０ ２０ ２０ 日本バスケットボール協会編（2002）『バスケットボール指導教本』，大修館書店		阿部哲也・木葉一総著（2009）『バスケットボールのルールと審判法〈2009〉』，大修館書店	

1380 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習J(陸上競技)　【28年度生用】後期 Sports Practice J（Athletic Sports）平成27年度 岡野　亮介 実習 3年次 1 　競走、跳躍及び投擲種目の基礎を説明し、それぞれの種目を実践させる。また、ビデオ撮影等により各自のフォームをフィードバックし、技術の向上を目指す。さらに、競技を行わせながら、お互いに記録の計測及び審判が出来るようにする。　競走、跳躍及び投擲種目の特性を理解し、それぞれの能力と技術を高める。また、各種目のルールを理解させ、記録の計測方法を修得させる。オリエンテーション（陸上競技の歴史、ルール等を含む）短距離走の基本動作・練習、タイムの計測、ビデオ撮影短距離走の基本動作・練習、リレーの練習、ビデオ撮影障害走（100mH、110mH）の基本動作・練習、ビデオ撮影障害走（400mH）の基本動作・練習、ビデオ撮影障害走の基本動作・練習、タイム計測（100mハードル）、ビデオ撮影跳躍（走高跳）の基本動作・練習跳躍（走幅跳）の基本動作・練習、ビデオ撮影跳躍（三段跳）の基本動作・練習、ビデオ撮影、距離の計測投擲（砲丸投）の基本動作・練習投擲（円盤投）の基本動作・練習、ビデオ撮影投擲（やり投）の基本動作・練習、ビデオ撮影、距離計測中長距離走の基本動作・練習、呼吸法、ビデオ撮影中長距離走の基本動作・練習、タイムの計測まとめ 授業態度、運動技術、最終試験等によって総合的に判断する。10% 20% 60% 10% なし 授業中に配付する。授業に遅れないこと。雨天時には体育館で行うこともある。短距離走、障害走、中長距離走、跳躍、投擲

1381 ゴルフスポーツマネジメント論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 張本　茂 講義 3年次 2 スポーツマネージメントという言葉が定着した今日、その理解を深め、経営、サービス、チームメイクについて学んでいスポーツマネージメントという言葉が定着した今日、その理解を深め、経営、サービス、チームメイクについて学んでいく。スポーツの感動がどこから生まれるのか、ゴルフに限らず世界中のスポーツビジネスに触れていき、そのしくみを学んでいく。		またスポーツを支え、創るという楽しみについて、実際のイベント企画や商品開発の場面から理解を深めていく。	選択 スポーツマネージメントという言葉が定着した今日、その理解を深め、経営、サービス、チームメイクについて学んでいく。スポーツの感動がどこから生まれるのか、そのしくみを学んでいく。また、スポーツを支え、創るという楽しみについて、実際のイベント企画や商品開発の場面から理解を深めていく。スポーツを動かす力スポーツとは何か、マネージメントとは何かスポーツ・マネージメントとは何かスポーツマージメントの基礎知識スポーツ文化の違いマネージメントタイプ（スポーツ組織）スポーツ組織の仕事、市場のメカニズムスポーツビジネススポーツマーケティングスポーツオペレーションスポーツビジネスのマネージメントスポーツビジネスの発展プロスポーツの組織化プロスポーツとビジネス環境米国、欧州（ＮＦＬ、ＮＢＡ、セリｴＡなど）　出席状況、レポートにより評価60% 10% 30% 0 0 必要時に都度紹介

1382 ゴルフスポーツマネジメント論Ⅱ　【27度生用】後期 平成27年度 張本　茂 講義 3年次 2 スポーツマーケティングにおけるプロセスと様々なポートフォリオ、プローモーションについて理解を深め、スポーツサービスの基本的知識について学んでいく。		特に、オペレーションマネージメントにおけるチームメイク、スポーツのコーチングについて理解を深めていく。	選択 オペレーションマネージメントにおけるチームメイク、スポーツのコーチングについて理解を深めていく。スポーツマーケティングのマネージメント・・・マネジアルマーケティングと関係マーケティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ・・・スポーツ市場における競争への対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・スポーツマーケティングとスポーツ倫理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・スポーツマーケティングプロセス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　・・・スポーツ満足ポートフォリオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・スポーツプロモーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　・・・スポーツサービスの品質管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　・・・スポーツサービスの分類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ・・・サービスクォリティの評価とサービス戦略スポーツオペレーションのマネージメント・・・スポーツのチームメイク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・チーム戦略とゲーム戦術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・スポーツのコーチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・コーチングとリーダーシップスタイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・モチベーションマネージメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　・・・モチベーションマネージメント出席状況、レポートにより評価60% 10% 30% 0 0 必要時に都度紹介

1383 ゴルフ施設管理論　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 講義 3年次 2 職業としてのゴルフを接客面から考察し、社会人としての常識を身に付け、コミュニケーション能力の向上をはかる。特に、練習場におけるインストラクターについて学んでいくゴルフ施設（組織）もまた従業員の共通目的、貢献意欲、意思疎通から成り立っているが、様々な組織形態、経営組織を例に挙げながら考えていく。選択 ゴルフ施設（組織）もまた従業員の共通目的、貢献意欲、意思疎通から成り立っているが、様々な組織形態、経営組織を例に挙げながら考えていく。インストラクション	・・・基本となる考え方（接客面からの考察）	　　・施設におけるポジションの確認（スタッフとしての認識）　　　　　　　　　　　　　　　　・チームワーク　　　　　　　　　　　　　　　　・ルール・マナーの必要性　　　　　　　　　　　　　　・・・接客マナー　　　　　　　　　　　　　　　　・身だしなみと笑顔　　　　　　　　　　　　　　　　・お辞儀の基本　　　　　　　　　　　　　　　　・ボイストレーニング（基本、敬語、名刺交換）　　　　　　　　　　　　　　　　・基本応対　　　　　　　　　　　　　　・・・レッスンにおける接客術　　　　　　　　　　　　　　　　・動機づけ～人間関係論から学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　・レッスンに向けての留意事項　　　　　　　　　　　　　　・・・施設の経営組織　　　　　　　　　　　　　　　　・組織運営の要点　　　　　　　　　　　　　　　　・組織形態　・経営組織におけるエリア、プログラム、クラブサービス出席状況、レポート提出により評価60% 10% 30% 0 0 必要時に随時紹介

1384 ゴルフ演習Ⅱ(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 國木　孝治 演習 3年次 2 　ゴルフ演習Ⅰで学んだ事を、更にレベルアップをして、ゴルフ場で実際ラウンドして応用技術の習得する。	選択 　１８ホール　ラウンド　（アドレス前のルーティン）　１８ホール　ラウンド　（パッティング）　１８ホール　ラウンド　（パッティング）　１８ホール　ラウンド　（アプローチ）　１８ホール　ラウンド　（アプローチ）　１８ホール　ラウンド　（バンカーショット）　１８ホール　ラウンド　（ドローボール）　１８ホール　ラウンド　（フェードボール）　１８ホール　ラウンド　（高いボール）　１８ホール　ラウンド　（低いボール）　１８ホール　ラウンド　（マッチプレー・シングル形式）　１８ホール　ラウンド　(マッチプレー・ダブルス形式）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　最終テスト　　１８ホールラウンド　　出席重視　　授業態度５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業

1385 ゴルフ演習Ⅱ(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 國木　孝治 演習 3年次 2 　ゴルフ演習Ⅰで学んだ事を、更にレベルアップをして、ゴルフ場で実際ラウンドして		応用技術の習得を目指します。選択 　１８ホール　ラウンド　（左足上がり）　１８ホール　ラウンド　（左足下がり）　１８ホール　ラウンド　（爪先上がり）　１８ホール　ラウンド　（爪先下がり）　１８ホール　ラウンド　（アゲンスト）　１８ホール　ラウンド　（フォロー）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアイアン）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアイアン）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアプローチ）　１８ホール　ラウンド　（ラフの打ち方・ショートアプローチ）　１８ホール　ラウンド　（傾斜地のラフからの打ち方）　１８ホール　ラウンド　（傾斜地のラフからの打ち方）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　１８ホール　ラウンド　（ストロークプレー・試合形式）　最終テスト　　１８ホールラウンド　出席重視　授業態度 ５０％ ３０％ ２０％ 　萩・石見カントリー倶楽部で授業

1386 専門演習※(前半)　【28年度生用】前期 平成27年度 スポーツ 講義・演習 3年次 1 本演習は，「スポーツ・健康」をテーマに生理学，バイオメカニクス，健康科学，スポーツ実践，人文・社会学系の諸分野の学問的な視点にたち，各自の関心に基づく研究を各教員の直接指導のもと進めていくものである．3年次の演習では，研究を進めていく際に必要な基本的な知識，調査・分析方法の習得をめざし，各テーマについてプレゼンテーションができるようになることを目的とする．それぞれの研究テーマに応じて，卒業論文執筆の前段階としての「プレ卒業論文指導」を行う．対面（萩） 2009年度入学生選択・各自の関心に基づく研究テーマをみつける		・研究に必要な研究方法を身につける		・研究成果をプレゼンテーションできるようにするオリエンテーション　授業のガイダンス，日程の確認など諸連絡研究テーマ紹介①　「スポーツ・健康」に関する研究テーマ紹介および文献・情報検索方法について（担当教員の専門分野）研究テーマ紹介②　「スポーツ・健康」に関する研究テーマ紹介およびレポート作成方法について（担当教員の専門分野）研究テーマ紹介③　「スポーツ・健康」に関する研究テーマ紹介および著作権，倫理問題と適切な引用法について予備研究（１）のテーマの絞り込み①　予備研究テーマの絞り込み（どのような研究を行いたいかを紹介されたテーマをもとに検討）予備研究（１）のテーマの絞り込み②　予備研究テーマの決定（各自の興味・関心のあるテーマを決定）予備研究（１）の計画書の作成①　研究テーマについて研究方法を検討し，研究をどのように進めていくか計画書を作成する予備研究（１）の計画書の作成②　研究テーマについて研究方法を検討し，研究をどのように進めていくか計画書を作成する予備研究（１）研究活動①　テーマに関する資料・文献の収集および検討（先行研究の検討）予備研究（１）研究活動②　テーマに関する実験・調査方法の検討（インターネット上での情報収集の方法と留意点解説）予備研究（１）研究活動③　実験・調査等の実施予備研究（１）研究活動④　実験・調査等の実施予備研究（１）研究活動⑤　実験・調査等の実施予備研究（１）研究活動⑥　研究成果を発表できるように，発表原稿等の作成予備研究（１）の発表【全体】出席および授業態度（50%），課題への取り組み（50％）で評価．担当教員の指示に従ってください．50 30 10 10 担当教員毎に別途，指示．担当教員毎に別途，指示．予備研究（１），予備研究（２）の研究方法について，どちらかは必ず個人研究で行うこと．両方，共同研究という研究方法は認めない．

1387 専門演習※(後半)　【28年度生用】後期 平成27年度 スポーツ 演習 3年次 1 本演習は，「スポーツ・健康」をテーマに生理学，バイオメカニクス，健康科学，スポーツ実践，人文・社会学系の諸分野の学問的な視点にたち，各自の関心に基づく研究を各教員の直接指導のもと進めていくものである．3年次の演習では，研究を進めていく際に必要な基本的な知識，調査・分析方法の習得をめざし，各テーマについてプレゼンテーションができるようになることを目的とする．それぞれの研究テーマに応じて，卒業論文執筆の前段階としての「プレ卒業論文指導」を行う．対面（萩） 2009年度入学生選択・各自の関心に基づく研究テーマをみつける		・研究に必要な研究方法を身につける		・研究成果をプレゼンテーションできるようにするオリエンテーション　日程の確認，諸連絡など予備研究活動に関する講評と今後の研究へのアドバイス予備研究（２）のテーマの絞り込み①　予備研究（１）の成果を踏まえて，今後の研究の進め方について具体的に指導をアドバイス予備研究（２）のテーマの絞り込み②　予備研究（２）のテーマ決定　※予備研究（１）で共同研究したものは（２）では個人研究を行うこと予備研究（２）の計画書の作成①　研究テーマについて研究方法を検討し，研究の計画書を作成する予備研究（２）の計画書の作成②　研究テーマについて研究方法を検討し，研究の計画書を作成する予備研究（２）研究活動①　テーマに関する資料・文献の収集および検討（先行研究の検討）予備研究（２）研究活動②　テーマに関する実験・調査方法の検討予備研究（２）研究活動③　実験・調査等の実施予備研究（２）研究活動④　実験・調査等の実施予備研究（２）研究活動⑤　実験・調査等の実施および発表準備予備研究（２）研究活動⑥　発表準備予備研究（２）研究成果発表会①　報告会の実施（報告10分程度，質疑応答5分程度）予備研究（２）研究成果発表会②　報告会の実施（報告10分程度，質疑応答5分程度）まとめ【全体】　予備研究（2）に関する講評と卒業論文作成へ向けてのアドバイス出席および授業態度（50％），課題への取り組み（50％）で評価．担当教員の指示に従ってください．50 30 10 10 担当教員毎に別途，指示．担当教員毎に別途，指示．予備研究（１），予備研究（２）の研究方法について，どちらかは必ず個人研究で行うこと．両方，共同研究という研究方法は認めない．

1388 スポーツ教育学　【28年度生用】前期 平成27年度 福田　一儀 講義 4年次 2 本講義では，生涯スポーツを標榜する現代社会において，人びとのスポーツ活動のあり方，楽しみ方や質をどう捉えるかなど，教育がこれらに果たす役割について理解を深めていく．選択 ・体育ではなく，なぜスポーツ教育が取り入れられるようになったのか理解できるようになる．		・また，スポーツ教育のもつ可能性について理解できるようになる．スポーツ教育の目的スポーツ教育の歴史①イギリスにおけるスポーツ教育の成立スポーツ教育の歴史②日本におけるスポーツ教育の歴史スポーツ教育の現状　諸外国におけるスポーツ教育の紹介スポーツパーソンシップとフェアネス学校体育とスポーツ教育の関係スポーツ教育の理論①教育の目的論，内容・教材論スポーツ教育の理論②教育の方法論，評価スポーツ教育の実践①小学校におけるスポーツ教育のカリキュラムスポーツ教育の実践②中学校におけるスポーツ教育のカリキュラムスポーツ教育の実践③高等学校におけるスポーツ教育のカリキュラムスポーツ教育の可能性①スポーツ教育とスポーツ権（スポーツと人権）スポーツ教育の可能性②スポーツ教育とクラブ活動・運動部活動（含：スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任）スポーツ教育の可能性③スポーツ教育と人格形成スポーツ教育の可能性④スポーツにおける人格形成出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．なし 10 10 50 D.シーデントップ＝高橋健夫監訳（2003）『新しい体育授業の創造－スポーツ教育の実践モデル』，大修館書店		中村敏雄ほか（1978）『スポーツ教育』，大修館書店適宜，配布． スポーツリーダー認定書および共通科目Ⅰ・Ⅱ修了証明書（財団法人日本体育協会認定）の取得に必要な科目です．

1389 ゴルフスポーツ企業経営論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 張本　茂 講義 4年次 2 　スポーツ経営における経営計画と組織について理解を深め、ゴルフ練習場を例に経営体の分析と評価の基本的な考え方を学んでいく。	選択 経営の根幹や知識、基本的な考え方を学ぶことで、スポーツ社会人としての資質を高める。経営の過程・技術　　　　　・・・経営過程のマネージメントサイクル　　　　　　　　　　　　　　　　・・・計画化・組織化・統制　　　　　　　　　　　　　　　　・・・エリア・クラブサイクルにおける経営技術経営計画　　　　　　　　　　・・・経営計画の内容と策定のプロセス　　　　　　　　　　　　　　　　・・・プロダクトポートフォリオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・製品のライフサイクル経営組織　　　　　　　　　　・・・スポーツ経営と人、組織　　　　　　　　　　　　　　　　・・・スポーツ経営組織の特性　　　　　　　　　　　　　　　　・・・コミュニケーションとリーダーシップ経営分析と評価　　　　　　・・・コントロールの意義と目的　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ゴルフ練習場の収入計画例　　　　　　　　　　　　　　　　・・・経営分析の諸指標　　　　　　　　　　　　　　　　・・・顧客サービスの評価と顧客満足　　　　　　　　　　　　　　　　・・・経営条件の分析と評価　　　　　　　　　　　　　　　　・・・基本的経営条件のチェックリスト集中講義のため、出席とレポート60% 10% 30% 0 0 随時紹介 未定

1390 ゴルフスポーツ企業経営論Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 張本　茂 講義 4年次 2 スポーツ経営の財務管理と予算、法律に大別し授業を進めていく。		経営の根幹や知識、基本的な考え方を学ぶことで、スポーツ社会人としての資質を高める。	選択 スポーツ経営の財務管理と予算、法律に大別し授業を進めていく。		経営の根幹や知識、基本的な考え方を学ぶことで、スポーツ社会人としての資質を高める。	財務、財務管理、予算〔1〕	　　　　　　　　　　　スポーツ経営と財務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財務管理に関する基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　（貸借対照表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　（損益計算書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　財務、財務管理、予算〔2〕	　　　　　　　　　　　経営計画と予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフ練習場の具体的実例（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフ練習場の具体的実例（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフスクール運営計画（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフスクール運営計画（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフ場の具体的実例（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　ゴルフ場の具体的実例（2）スポーツ経営と法律	　　　　　　　　　　　　　　　経営体と法律の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴルフ会員権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リゾート会員権出席とレポート 60% 10% 30% 0 0

1391 ゴルフ専門特別講義　【28年度生用】前期 平成27年度 國木　孝治 講義 4年次 2 ・ゴルフのあらゆる側面を通じて、世界で通用する社会人になってもらう。		・プロゴルファーという職業、また幅広いゴルフビジネスの理解を深める。		・ゴルフ関連の組織がゴルフ発展のためどのような役割を果たしているか知る。	選択 ・ゴルフのあらゆる側面を通じて、世界で通用する社会人になってもらう。		・プロゴルファーという職業、また幅広いゴルフビジネスの理解を深める。		・ゴルフ関連の組織がゴルフ発展のためどのような役割を果たしているか知る。	ルールとマナー	Ｒ＆ＡとＵＳＧＡ　　　　　　　ゴルフ場と社会に共通するマナーゴルフビジネス	グリーングラス施設　　　　　　　　　　　　　　ゴルフに関わる様々な企業ゴルフ場	　　　　　　　その歴史　　　　　　　　　　　　　　バブル成長　　　　　　　　　　　　　　社会問題となった預託金制度ゴルフ練習場	その歴史―日米比較　　　　　　　　　　　　　　レンジビジネス（屋外とインドア）プロゴルファー	その歴史―イギリスとアメリカ　　　　　　　　　　　　　　現況と教育制度―世界比較ゴルフ団体	　　　　　　　日本ゴルフ協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本プロゴルフ協会　　　　　　　　　　　　　　日本ゴルフツアー機構　　　　　　　　　　　　　　その他の団体出席とレポート 60% 10% 30% 0 0 ゴルフ関連図書未定

1392 ゴルフ実技指導論　【28年度生用】後期 平成27年度 國木　孝治 実習 4年次 2 PGAゴルフスクールの指導マニュアルに準じて学習する。		基本ゴルフ教本理解度テスト・説明検定を実施する。		スクール検定・スクーリング　ロールプレーニング	選択 PGA資格（ティーチングプロB級）取得の為の専門知識・技能の養成。	基本ゴルフ理解度テスト・解説Ⅰ	グリップ　セットアップ基本ゴルフ理解度テスト・解説Ⅱ	スイング基本ゴルフ理解度テスト・解説Ⅲ	クラブ別ショット基本ゴルフ理解度テスト・解説Ⅳ	アプローチショット　バンカーショット　パッティング説明検定Ⅰ	　　　　　　　制限時間5分間､7項目を説明する（資料持込不可）説明検定Ⅱ	　　　　　　　制限時間5分間､7項目を説明する（資料持込不可）実技検定Ⅰ	　　　　　　　ドライバー　７アイアン　ランニング　ピッチ＆ラン実技検定Ⅱ	　　　　　　　ピッチショット　バンカー　パッティングスクール検定マニュアル（第1週）	セットアップⅠ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限時間16分間（資料持込可）スクール検定マニュアル（第５週）	スイングⅠ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限時間1５分間（資料持込可）スクール検定マニュアル（第7週）	スイングⅣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限時間1５分間（資料持込可）全体ミーティング	　　　　　　　まとめ出席重視、授業態度､小テスト（7回）60% 10% 30% 0 0 （社）日本プロゴルフ協会　基本ゴルフ教本ノート・筆記用具持参

1393 健康ｽﾎﾟｰﾂ実習M(ダンス)　【28年度生用】前期 Dance 平成27年度 大金　朱音 実技 4年次 1 新学習指導要領により、平成24年度より中学校1・2年生の体育授業でダンスが必修となり、中学校の保健体育教員は、創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスの3つの中から必ず一つを指導しなければならなくなった。「健康スポーツ実習M（ダンス）」は、保健体育教員免許取得のために必要な体育実技の選択必修科目であり、教員免許を取得するためには「健康スポーツ実習L（柔道）」かダンスのどちらかを選択する必要がある。対面（萩） 選択 授業の到達目標は、ダンスや表現運動の教材が持つ特性を生かし、自己表現する意欲や技能を育てるための援助方法を獲得することである。		①ダンスができる身体をつくり、演技力を高める。 		②フォークダンス、現代的なリズムダンスの事例を習得する。		③創作ダンスの作品を創ることが出来るようになる。 		④ダンス授業の指導案の作成し授業を実践出来るようになる。ガイダンス　「ダンス」や「表現運動」および「表現する楽しさ」について「ダンス」と「表現運動」指導の授業目標や指導要領「ダンス」のための基礎運動（１）　ルドルフ・フォン・ラバンの身体育成法「ダンス」のための基礎運動（２）　ルドルフ・フォン・ラバンの身体育成法表現の拡張（１）　　現代的なリズムのダンス（ヒップホップ、ロック）表現の拡張（２）　　フォークダンス（ソーラン節、花笠音頭）表現の拡張（３）　　フォークダンス（マイム・マイム、オクラホマ・ミキサー）優れた授業実践の研究（１）優れた授業実践の研究（２）模擬授業の実践と研究（１）　　指導案の作成模擬授業の実践と研究（２）　　模擬授業の実施創作ダンス（１）　　各グループでテーマ決定，動きづくりの創作活動創作ダンス（２）　　各グループでテーマ決定，ダンスの創作活動創作ダンス（３）　　各グループでテーマ決定，ダンスの創作活動作品発表会　　各グループの作品を発表，相互評価実技を中心とする科目であるため、出席を最重要視する。また、グループで作品を作ったり、発表することに積極的に取り組むようにすること。さらに、指導者としての心構えや技術も身に着けるようにすること。６０ １０ ３０ 文部科学省（2013）表現運動系及びダンス指導の手引（学校体育実技指導資料），東洋館出版社		菊池　由見子（2013）中学校 ダンス指導のコツ，ナツメ社 		新学習指導要領対応 表現運動・表現の最新指導法		村田芳子（2011）新学習指導要領対応 表現運動・表現の最新指導法，小学館	適宜，配布する．

1394 卒業研究指導※(前半)　【28年度生用】前期 平成27年度 スポーツ 講義・演習 4年次 2 専門演習の予備研究（１）（２）をもとに，各自の研究テーマ（卒業論文テーマ）を決定し，担当教員の直接指導によって卒業論文執筆を行う．対面 2008年度入学生必修・卒業論文を完成させる．		・研究成果をプレゼンテーションできる		・自分で卒業論文を執筆するガイダンス　ゼミの日程調整，諸連絡卒業論文の作成方法①　大学所定の卒業論文執筆要項に基づいて書式の確認など卒業論文の作成方法②　研究テーマの検討①研究テーマの検討②研究方法の検討　研究テーマにふさわしい研究方法を決定（個人研究／共同研究，共同研究の場合役割分担など）卒業論文作成①卒業論文作成②卒業論文作成③卒業論文作成④卒業論文作成⑤卒業論文作成⑥卒業論文作成⑦中間報告会（ゼミ内）今後の研究計画　　ゼミ内の中間発表での進捗状況をもとに，夏季休業中及び後期に取り組む課題についてアドバイス出席状況（50％）および卒業論文の内容（50％）．担当教員毎に別途，指示．30 20 0 50 0 ・国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科編『体育・スポーツ系大学生のための論文・レポートの書き方』		・出村慎一『健康・スポーツ科学のための研究方法：研究計画の立て方とデータ処理』担当教員毎に別途，指示．【これまでの卒論テーマ】		・寒冷負荷及び温暖負荷が踵骨骨強度指標へ及ぼす影響		・大学野球選手及びゴルフ選手の形態，体組成及び基礎体力の特徴		・車いすの移動に伴う筋活動量の計測

1395 卒業研究指導※(後半)　【28年度生用】後期 平成27年度 スポーツ 講義・演習 4年次 2 各自の研究テーマ（卒業論文テーマ）を決定し，担当教員の直接指導によって卒業論文執筆を行う．		また，中間発表，最終報告会において研究成果をプレゼンテーションできるようにする．対面 2008年度入学生必修・卒業論文を完成させる．		・研究成果をプレゼンテーションできる．		・自分で卒業論文を執筆する．ガイダンス　ゼミの日程調整，諸連絡卒業論文作成⑧卒業論文作成⑨卒業論文作成⑨卒業論文作成⑩中間発表会（領域内）卒業論文作成⑪卒業論文作成⑫卒業論文作成⑬卒業論文作成⑭卒業論文作成⑮卒業論文作成⑯卒業論文提出卒業論文発表会原稿作成卒業論文発表会出席状況（50％）および卒業論文の内容（50％）．担当教員毎に別途，指示．30 20 0 50 0 担当教員毎に別途，指示．担当教員毎に別途，指示．【これまでの卒論テーマ】		・ゴルフのメンタルトレーニング＜タイプ別に見るメンタルの違い＞		【予想される卒論テーマ】		・日本におけるプロ野球の成立過程に関する一考察		・地域活性化とスポーツイベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

1451 日本経済論　【28年度生用】後期 Japanese Economy平成27年度 梅　大海 講義 2年次 2 戦後の日本経済の発展過程を世界経済的な視野の中で考え、日本経済の歴史と現状を学ぶ授業である。選択 基礎的な経済理論をもとに、日本経済の仕組みや日本経済が抱えている問題点が理解できることを目指す。ガイダンス：日本経済論では何を学ぶか日本経済の歩み①：経済復興への道日本経済の歩み②：高度経済成長日本経済の歩み③：石油ショック後の日本経済日本経済の歩み④：バブル経済の発生と崩壊日本経済の歩み⑤：平成不況の時代日本経済と企業日本経済と金融(１)日本経済と金融(２)日本経済と財政(１)日本経済と財政(２)日本経済と社会保障日本経済の国際化グローバル下の日本経済総括：日本経済の現状と課題テストまたはレポートと授業態度新聞やインターネット上の経済ニュースを読む30 30 40 三橋規宏他『ゼミナール日本経済入門』（日本経済新聞出版社）特に定めない		（レジュメ及び参考資料を必要に応じて配布する）景気循環、高度経済成長、バブル経済、グローバル化

1452 国際コミュニケーション論　【28年度生用】前期 International communications theory平成27年度 李　文相 講義 2年次 2 　日本とアジア地域、欧米のビジネス関係におけるコミュニケーション問題を考察する。授業では、国際的な視点からコミュニケーション上の異文化摩擦について探るとともに、類型論的に屈折語（inflexional language）の英語と膠着語（agglutinative language）の日本語や韓国語、孤立語（isolating language）に分類される中国語の言語構造の違いによる発想やコミュニケーションのあり方についても触れる。	　アジア諸国と欧米のビジネス文化について言語的観点、言動様式などを手掛かりに考察を深める。	授業の概要と進め方、異文化とコミュニケーションの関係について言語の類型論的比較（1）、屈折語と孤立語と膠着語の言語比較と発想について　　　　　　〃　　　　　　（2）	　　　〃漢字文化圏の漢字表記（1）、中国・日本・韓国の漢字を手がかりに　　　　　　〃　　　　　　　（2）	　　　　〃日本と韓国の言語習慣　（1）、日韓の言動様式の違いと異文化摩擦　　　　　　　　〃　　　　　（2）、ことわざなどを手掛かりに行動習慣について考える日・中・韓の言動様式（1）、それぞれの言語的特長と精神文化　　　　　　　　〃　　　　　（2）　　　　　　　　〃日本・中国・韓国の対外観の違いはどのようにして生ずるのか　　　　　　　　〃　　　　　（2）	対外観の変化について　　　対外観の克服とビジネス、異文化摩擦についての実例分析　　　　　　　　〃　　　　（２）	　　　〃アジア共同体ビジョン、研究論文を読むまとめとレポート対策、レポート作成に向けて準備出席及び受講態度50点、レポート（2000字以上）50点授業時に与えられたテーマに関して事前に調べてから授業にのぞみましょう。20 50 授業時に提示する。プリントを配布する。毎授業時に提出する小レポートも評価の対象です。異文化コミュニケーション、言語表現、屈折語、孤立語、膠着語、ビジネスモデル

1453 国際コミュニケーション論　【28年度生用】前期 International communications theory平成27年度 ラメイ・アレック・ラッセル講義・演習 2年次 2 本講義では、受講生の多文化および他文化理解の向上を目指す。心理学、人類学、社会学の視座に基づき国際コミュニケーションを学ぶ。その中で、先入観を明確化し、日本人との対話をどのように円滑化させるのかを考察する。テキストの内容を受講生の生活に応用できるようになる。ディスカッションを踏まえて、これまでの留学生生活での出来事などを内省することにより、最終的に自らのバックグラウンドを考慮し、「他」の文化を持つ者の立場が相対的に見られるようになる。オリエンテーション：コミュニケーションとは何か？動物のコミュニケーションとサインハビタスと文化的価値観グローバル化と変容する文化言語コミュニケーション①言語コミュニケーション②非言語コミュニケーション①　（ボディランゲージ）非言語コミュニケーション②中間テスト アイデンティティとコミュニケーショングローバル化する世界の異文化接触コミュニケーションの阻害要因多文化とうまくつきあうために期末試験の復習期末試験／授業のまとめ／総括討論出席や課題レポート、毎回授業後に書いてもらうコメントシートなどをもとに総合的に評価する。30 20 50 八島智子／久保田真弓著「異文化コミュニケーション論：グローバル・マインドとローカル・アフェクト」松柏社、2012年授業はテキストにそって進む。第１回目のクラスで宿題を出すので、早めに本を購入すること、毎回20～30ページほどテキストを読んで予習して下さい。

1454 経営管理論　【28年度生用】後期 Business Management平成27年度 古田　正雄 講義 2年次 2 本講義は原則として経営学概論受講者が選択できる。先進国市場は多くの産業分野が成熟期に入る一方、新興国　特にアジア地域の成長は目覚しく、その経済成長は欧米諸国が３０年かけたことを５～１０年で成し遂げようとするスピード。オリンピック開催、万国博覧会、土地バブル、金融危機の度にパラダイムシフトが起こる。これに打勝ってサバイバルするには企業戦略の優劣が重要となる。本講では企業戦略の代表的な理論を学ぶ。企業戦略立案に必要な理論知識を取得する。競争戦略とは何か　　　　　　　　　授業の進め方、　競争戦略のフレームワーク　　　　　　　　　　　　　　　　　競争業態表経営戦略概要　　　　　　　　　　 　経営機能、　事業アイデンティティ、　戦略策定プロセス　　　　　　　　競争実例（UNIQLO)業界構造の分析　　　　　　　　　　企業に影響を与える５フォース（５つの脅威）　　　　　　　　　　　　　　　　　５フォース実例３つの競争基本戦略　　　　　　　コストリーダーシップ戦略、　差別化戦略、　集中戦略、　　　　　　　　　　　BIG３実例競争業者の分析　　　　　　　　　　将来の目標、　採用している仮説、　現在の戦略、　保有する能力　　　公表中期戦略例競争行動の分析　　　　　　　　　　攻撃的行動、　防御的行動、　買い手と売り手の分析　　　　　　　　　　攻防実例業界内部の分析　　　　　　　　　　戦略グループＭＡＰ、　プロダクトライフサイクル　　　　　　　　　　　　ポジショニング実例５種類の業界環境　　　　　　　　　多数乱戦業界、先端業界、成熟業界、衰退業界、グローバル業界の戦略立案セオリー戦略決定の着眼点　　　　　　　　垂直業界（川上、川下）、　キャパシティ拡大戦略、　新規参入戦略　　　戦略立案着眼点ＢＯＰ戦略　　　　　　　　　　　  　　世界の中間層分析、　ボトムオブピラミッド戦略　　　　　　　　　　　　　　　アジアBOP実例ブルーオシャン戦略　　　　　　　バリューイノベーション、　戦略キャンバス、　ＥＲＲＣグリッド　　　　　　　イノベーション実例ランチェスター戦略　　　　　　 　局地戦と広域戦、　シェア法則、　３つのグランドルール　　　　　　　　　　弱者逆転実例ゲームの理論　　　　　　　　　　　囚人のジレンマ、　ゲームの木、　利得表、　ジレンマの戦略的活用　　談合排除実例グローバル企業の実際　　　　 　韓国の官民一体政策、　ＳＡＭＳＵＮＧの実例　　　　　　　　　　　　　　　　　　通貨危機と経済連携協定　　　　関税の現状、　ＦＴＡ、　ＥＰＡ、　ＴＰＰ，　ＡＰＥＣ、　ＡＳＥＡＮ、　アジア通貨危機期末試験、レポート課題、出席回数で決める。		出席率が７０％未満の者、および授業態度の良くない者は		評価の対象外となる。３０％ １０％ ６０％ 競争の戦略　　Ｍ・Ｅ・ポーター　著　ダイヤモンド社特に定めはない。必要に応じてプリントを配布する。		ただし、必ず各自で経営学関連の参考書を持参すること。レポート等の提出はＷＯＲＤ，ＥＸＣＥＬで作成のこと。		毎回提出が前提で、必ず予習と復習を行なうこと。コストリーダーシップ戦略、　差別化戦略、　集中戦略、　ポジショニング

1455 会計論Ⅰ　【28年度生用】前期 Accounting　Ⅰ平成27年度 山下　秀輔 講義 2年次 2 　社会一般において営まれる経済活動は、すべて金額の数値によって把握されるが、この講義ではその数値をまとめる財務諸表の成り立ちと仕組みを学ぶ。		これにより、将来企業にてビジネスに従事しようとする諸君が、財務会計の基礎知識を習得することを目的とする。　企業の経営状態や財務状態を表す財務諸表に用いられた用語や数値の意味が理解できる。		経営学や経済学、金融論、マーケティングを学ぶ際に使われる企業経営上の基礎的な専門用語が理解できる。　会計論Ⅰで学ぶもの　　　　　　　　 　授業の進め方と、学び取る成果　会計とは何か？　　　　　　　　　　　　　儲ける公式、企業のステークホルダー、財務諸表とは？　簿記の基礎知識　１　　　　　　　　　　簿記と会計の関係、複式簿記とは？　　　〃　　　　　　　　２　　　 　　　　　　　貸借対照表と損益計算書の構成　　　　　　　〃　　　　　　　　３　　　　　 　　　　　簿記の仕組みと実務　　　〃　　　　　　　　４　　　　　 　　　　　決算実務　わが国の企業会計制度　　　　　　　　会計を取り巻く法律および企業会計原則　企業会計原則　　　　　　　　　　　　　　一般原則　資産会計（その１）　　　　　　　　　　　　資産の分類と評価　　〃　　 　（その２）　　　　　　　　　　　　資産の評価基準、減価償却、減損会計　負債会計　　　　　　　　　　　　　　　　　流動負債・固定負債、負債性引当金　資本会計　　　 　　 　 　　　　　　　　　　資本金、剰余金、利益処分の仕組み　損益会計　　　　　　　　 　　 　　　　　 　５つの利益概念、損益会計の諸原則　財務諸表（その１）　　　　　 　　　　　 　財務諸表について知る　財務諸表（その２）　　 　　　　　 　　　　財務諸表の見方　主に授業態度とレポート、期末試験にて評価する。		会計の用語と仕組みを正しく理解することを求める。　復習を重点に、次の授業に臨んでもらいたい。　　　２０ 　　　２０ 　　　６０ 「現代会計学」新井清光著　中央経済社刊　　　　　　　　		　　　　　　　「ゼミナール現代会計入門」伊藤邦雄著　日本経済出版社刊　レジメおよび参考資料を必要に応じて配布する。　１年次で簿記論を履修することが望ましい。　企業の損益は会計によってのみ計算できる・・・・会計の知識はビジネスの常識である

1456 会計論Ⅱ　【28年度生用】後期 Accounting　Ⅱ平成27年度 山下　秀輔 講義 2年次 2 　「会計論Ⅰ」を履修した学生を対象に、企業経営者の視点から会計情報を捉え、主として企業活動に役立てるための「管理会計」について学び、ビジネスにおける基礎知識を習得する。　		　財務諸表等の会計情報を読み取り、分析することで、これを企業の経営にどう役立てることができるか理解する。　会計論Ⅱで学ぶもの　　　　　　　  　　　　 授業の進め方と、学び取る成果目標　管理会計と財務会計　　　　　　　　　　　　管理会計とは何か？　財務会計との関係は？　経営目標と経営管理組織　　　　　　　　　経営目標を達成するための意思決定プロセス　経営者の機能　　　　　　　　　 　　　　　　　企業価値を高めるために果たす機能とは・　管理会計の体系　　　　　　　　 　　 　　　　管理会計が果たす守備範囲　財務諸表分析　１　　　　　　　　　　　　　　収益性分析　　Ⅰ　　　〃　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　収益性分析　　Ⅱ　　　〃　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　安全性分析　　　〃　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　生産性分析　　　〃　　　　　　５　　　　　　　　　　　　　　　キャッシュフロー分析　損益分岐点分析　　　１　　　 　　　　 　　　CVP分析　　Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　２　　　　　　　 　　　 CVP分析　　Ⅱ　予算管理・原価管理・利益管理　　 　 　　予算管理とはなにか？　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算管理のポイント　業績管理システム　　　　　　　　　　　　　　 BSCについて知る　　主に授業態度、レポート、期末試験にて評価する。		会計情報を正しく読み取ることが出来るを求める。　前回の復習を重点に、次の授業に臨んでもらいたい。　　　２０ 　　　２０ 　　　６０ 「管理会計の基礎」大塚宗春他著　税務経理協会刊            		        「戦略管理会計」西山茂著　ダイヤモンド社刊　レジメおよび教材を、必要に応じて配布する。　前期の「会計論Ⅰ」を履修のこと。　データ無くして戦略なし。

1457 金融論　【28年度生用】前期 Ｆｉｎａｎｃｅ ｏｆ Ｓｍａｌｌ Ｂｕｉｇｉｎｅｓｓ平成27年度 大蔦　勝威 講義 3年次 2 経済全体のグローバル化がいわれて久しいが、とくに金融は連鎖性が強く、一国で起きた問題がすぐに全世界に波及する。こうした実態を抽象的ではなく具体性を中心に分析、問題点を明らかにして行く。講義 選択 金融危機の怖さを実感するとともに、個人的にもいつ自分の身に降りかかってくるかわからない問題(テーマ)であることを認識してもらいたい。はじめに　－　世界の金融市場で今、何が起こっているのか。大幅量的緩和と超低金利で世界経済は再生するか。サブプライムローン　→　リーマンショックの衝撃。世界経済を揺るがすユーロ不安。金融政策と混同される為替問題。政府との距離に悩む世界の中央銀行。金融政策で物価が上昇するのは本当か。金融派生商品とヘッジファンド。資産バブルの足音が聞こえる。過去の金融崩壊に学ぶ。　①日本のバブル崩壊。　　　　　　　　同　　　　　　　　②1990年代後半に続出した金融破たん。　　　　　　　　同　　　　　　　　③アジア通貨危機。　　　　　　　　同　　　　　　　　④ゴールドマン・ショック。超低金利、大幅量的緩和からの「出口攻略」が始まる。おわりに　－　いつでも起こりうる金融危機。出席(授業態度)と試験で50%ずつが基本ありません。 50％ 50％ 難しい本より、新聞、テレビ、インターネットなどで毎日金融関係のニュースをウォッチする方がよい。原則として毎回A4版1枚にまとめたレジュメ、参考資料の配付を予定している。とにかく授業に出ること(15回の授業は全部繋がっている)

1458 企業情報処理Ⅰ　【28年度生用】前期 Business Information Processing Ⅰ平成27年度 金子　壽一 演習 2年次 1 本講義では、ビジネスの現場で行われているデータ処理に必要なEXCELの関数、データベース機能、グラフ作成について学習する。ＥＸＣＥＬの関数を使用してデータ処理ができるようにする。		コンピュータサービス技能評価試験表計算部門２級合格を目標とする。オリエンテーションＥＸＣＥＬ（論理関数）ＥＸＣＥＬ（検索／行列関数）ＥＸＣＥＬ（文字列操作関数）ＥＸＣＥＬ（数学／三角関数）ＥＸＣＥＬ（統計関数）ＥＸＣＥＬ（日付／時刻関数）ＥＸＣＥＬ（データベース関数）ＥＸＣＥＬ（データベース機能）ＥＸＣＥＬ（条件付書式設定）ＥＸＣＥＬ（ユーザ定義）ＥＸＣＥＬ（グラフ作成１）ＥＸＣＥＬ（グラフ作成２）ＥＸＣＥＬ総合練習１ＥＸＣＥＬ総合練習２出席状況と課題により評価課題 70 30 コンピュータサービス技能評価試験受験対策練習問題集表計算部門２級（九州文化出版）コンピュータサービス技能評価試験表計算部門２級を受験すること。ＥＸＣＥＬ、関数、コンピュータサービス技能評価試験

1459 企業情報処理Ⅱ　【28年度生用】後期 Business Information Processing Ⅱ平成27年度 金子　壽一 演習 2年次 1 本講義では、ビジネス活動である販売・会計・意思決定問題の側面から、ＥＸＣＥＬを利用した経営データの分析と活用方法を学習する。ＥＸＣＥＬを利用して経営データを加工、分析、活用ができるようにする。オリエンテーション販売データの分析・活用（度数分布）販売データの分析・活用（成長性分析）販売データの分析・活用（相関分析）販売データの分析・活用（季節変動分析と販売計画）販売データの分析・活用（ＡＢＣ分析）会計データの分析・活用（損益分岐点分析）会計データの分析・活用（減価償却）会計データの分析・活用（経営指標による分析）意思決定のための分析・活用（定期発注法）意思決定のための分析・活用（発注点法）意思決定のための分析・活用（設備投資の評価）意思決定のための分析・活用（線形計画法）課題１ 課題２ 出席状況と課題により評価課題 70 30 ＥＸＣＥＬ、経営データ

1460 企業情報処理Ⅰ　【28年度生用】前期 Business Information Processing Ⅰ平成27年度 柳瀬　公 演習 2年次 1 ワード、エクセル、パワーポイント等を使用して、企業において実際に行われている情報処理を想定した演習を行います。到達目標は、①ワード、エクセル、パワーポイント等の応用的な操作を習得すること、②文書作成能力を身につけること、③エクセルを使いこなせるようになることの3つです。ガイダンス、PC利用に関するアンケート簡単な文書作成ワードの応用1ワードの応用2ワードの応用3エクセルの基本操作による実践1エクセルの基本操作による実践2基本的な計算式を使った実践プレゼンテーション用のグラフの作成1プレゼンテーション用のグラフの作成2ワードによるプレゼンテーション資料の作成データ管理1データ管理2財務管理1 財務管理2 欠席は3回までとします。授業時に毎回課題を提出してもらいます。これら提出物の良し悪しを主な評価の判断基準とします。授業中に指示します。 20 80 授業中に指示します。

1461 企業情報処理Ⅱ　【28年度生用】後期 Business Information Processing Ⅱ平成27年度 柳瀬　公 演習 2年次 1 ワード、エクセル、パワーポイント等を使用して、企業において実際に行われている情報処理を想定した演習を行います。特に「Ⅱ」では、「Ⅰ」より受講生自身が考えて文書作成や表計算、プレゼン等を行うことに重点を置いて演習を進めていく予定です。前期と同様に、到達目標は①ワード、エクセル、パワーポイント等の応用的な操作を習得すること、②文書作成能力を身につけること、③エクセルを使いこなせるようになることに加え、④受講生が自主的に演習に取り組むことの4つです。ガイダンス ワードの実践問題1ワードの実践問題1をプレゼンテーションワードの実践問題2ワードの実践問題2をプレゼンテーションエクセルの実践問題1エクセルの実践問題1をプレゼンテーションエクセルの実践問題2エクセルの実践問題2をプレゼンテーションエクセルの実践問題3エクセルの実践問題3をプレゼンテーションパワーポイントの実践問題パワーポイントの実践問題をプレゼンテーションワード、エクセル、パワーポイントを組み合わせた実践問題ワード、エクセル、パワーポイントを組み合わせた実践問題のプレゼンテーション欠席は3回までとします。授業時のプレゼンテーション内容と使用した資料の良し悪しを主な評価の判断基準とします。本授業で使用する配布資料やテキスト内のわからない日本語については、各自で調べてくるようにしてください。また、授業を欠席・遅刻した場合は、理解が不十分である可能性があるため、必ずその回の復習をしてください。20 80 授業中に指示します。

1462 CSR論　【28年度生用】後期 Concept of CSR and Current Situation in Japan平成27年度 大蔦　勝威 講義 2年次 2 ＣＳＲ（企業の社会的責任）は、現代社会だけでなく、企業と社会との関係はいつの時代にもあった。利潤と倫理性の調和は可能か。矛盾する時には、どちらを優先するのか。これらの根本問題について、ＣＳＲに関する知識は教えるが、それは会社に入ってから、自分で考えるための、手がかりに過ぎない。この意味で、この講義は、実情を「考え」「書く」ことを取り入れたものにする。受講生の状況を見ながら、題材を変え、やりかたを改善しながら進めるつもりである。この種の講義は、自分で考えることが大切である。さまざまな企業倫理の事例を、ただ学ぶだけでなく、そこにひそむ倫理性を自分の頭で考えなければ、この講義を受けたことにはならない。倫理に絶対的な答えがあるのではなく、社会がそれを受け入れることができるか否かに、その考えの成否がかかっている。企業倫理の事例の分析の仕方が、少しでも深くなれば、一応の目標に到達したことになる。講義の内容、方法、成績の付け方などの説明。簡単なテーマで講義してみる。CSRとは何か。CSRが含む諸問題（１）。論文練習 CSRが含む諸問題（２）。コーポレイト・ガバナンスについて。論文練習。モラルハザードとコンプライアンス。ステイクホルダーとストックホルダー。論文練習。株主代表訴訟、リスクマネジメント。公益通報（内部告発）への賛否。論文練習。企業不祥事とマニュアル。国による経営倫理の違いについて。試験練習 出席、講義中の態度、試験の成績などを考慮してつける。試験だけではつけない。右の％は一応の目安である。ときどき思想的な論文を読んでくることを、宿題とする予定である。３０ ２０ ５０ 受講生と話し合いながら決める。とくになし 講義は、分かりやすく、面白く、ためになることを目標に行なうので、受講生はまじめに講義に臨むことを期待する。企業。倫理。コンプライアンス。コーポレート・ガバナンス。

1463 日本の固有文化Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 柳瀬　公 講義 2年次 2 さまざまある「文化」の定義のうち、しばしば引用されるものとして、「ある社会の一員としての人間によって獲得された知識・信仰・芸術・道徳・法およびその他の能力や習慣を含む複合体」（E．B．タイラー）という古典的な定義があります。本講義では、日本人がもつ個別の文化（主に現代の生活様式）を知ることで、日本人独自の価値観を探索していくことを目的としています。到達目標は、さまざまな日本固有の文化を通して日本人の価値観を理解することです。イントロダクション日本社会におけるイベントと文化1日本社会におけるイベントと文化2日本社会におけるイベントと文化3日本社会における結婚文化1日本社会における結婚文化2日本社会における会社文化1日本社会における会社文化2日本社会における会社文化3日本社会におけるファッション文化1日本社会におけるファッション文化2日本社会におけるファッショ文化3日本社会における若者文化1日本社会における若者文化2まとめと復習期末試験と授業態度で判断します。授業を欠席・遅刻した場合は、理解が不十分である可能性があるため、必ずその回の復習をしてください。20 80 授業中に指示します。

1464 日本の固有文化Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 柳瀬　公 講義 2年次 2 さまざまある「文化」の定義のうち、しばしば引用されるものとして、「ある社会の一員としての人間によって獲得された知識・信仰・芸術・道徳・法およびその他の能力や習慣を含む複合体」（E．B．タイラー）という古典的な定義があります。Ⅰでは、さまざまな日本特有の文化を知ることが目的でしたが、Ⅱにおいては、具体的にメディアを取り上げ、日本人との関係について理解を深めることを目的とします。到達目標は、日本人がメディアをどのように受け入れ、発展させてきたのか歴史を知り、今後、日本文化にどのように定着していくのかの考察を深めることである。イントロダクション日本人とメディアの関係1（テレビ、ラジオ、新聞、電話）日本人とメディアの関係2（インターネット他）日本人のメディア利用実態1（テレビ、ラジオ、新聞、電話）日本人のメディア利用実態2（インターネット他）メディアの利用と効果1（説得的効果）メディアの利用と効果2（メディアの利用過程）メディアの利用と効果3（メディアの認知的効果）メディアの利用と効果4（日本における研究事例）ケータイ文化1ケータイ文化2ネット依存と人間関係1ネット依存と人間関係2日本におけるメディアの未来まとめと復習期末試験と授業態度で判断します。授業を欠席・遅刻した場合は、理解が不十分である可能性があるため、必ずその回の復習をしてください。20 80 橋元良明（2011）『メディアと日本人―変わりゆく日常』岩波書店.

1465 インターンシップ　【28年度生用】後期 Innternship 平成27年度 李　文相 実習 3年次 2 一般社会で自分の専攻分野を生かし、あるいは自分に適した職業を選ぶための就業体験をする。そのため、まず、事前の実習指導を受け、その中で職業意識の喚起や日常マナーなどを教室で習得する。実習先が確保されると先に業務内容をリサーチする。手続きを終えてから5日間(40時間)の実習を行う。実習内容は日誌にまとめる。実習終了後に報告書の作成、及び報告会を行う。　講義＆実習選択 就業体験を通じて実際の企業を内側から実感することで、企業の現実的要請を理解し、職業選択の参考にする。「事前説明会」　      受け入れ先、業務内容、受け入れ人数等について事前に調べる。「オリエンテーション」　職業意識の喚起、日常マナーの習得、実習先の業務内容を知る。「インターンシップの臨み方」　　　インターンシップの意義や必要性、企業が求める能力等について知る。「実習計画書の作成」　　　　実習計画書を作成する。日誌作成についても要領を学ぶ。「「インターシップの事前準備・事後報告」　　事前準備や実習先での諸注意、研修後の礼状・報告書の書き方について学ぶ。「研修」（実習）開始   　　 実習と日誌の作成「研修」（実習）　   　　　　　　〃「研修」（実習）　   　　 　　　 〃「研修」（実習）　   　　 　　　 〃「研修」（実習）　    　　 　　　  〃「研修」（実習）　    　　　　　 〃　「研修」（実習）　    　　　　　   〃「研修」（実習）　     　　　　 　〃「研修事後指導」　報告書の作成と実習先へのお礼状発送　「研修報告会」　　　　　　事前指導時の計画書（２０％）、実習日誌（５０％）、実習後の報告書（３０％）実習前に、受け入れ先の業務内容について十分に把握しておくこと。 ウイリアムＧ．ブルーグマン著、水谷みずほ、工藤聖子訳		『インターンシップの実習法』トムソン　ラーニング別途配布 　就業体験を通じて、企業を内側から知ることができ、そして自分の適応力も知ることができるでしょう。この気付きと学びが社会に出てからの貴重な経験になると思います。職業意識、実習計画、就業体験、就業日誌、実習報告

1466 インターンシップ　【28年度生用】後期 Internship 平成27年度 梅　大海 実習 3年次 2 ビジネス現場での就労体験を通して、「働く」ことの意味や意義について学ぶ。自分がどのような仕事に向いているのかいった職業の適正を知るとともに、社会人として必要な職業観・職業意識を養う。「インターンシップ」とは何か「インターンシップ」参加の心構え「インターンシップ」に必要なマナー等の基本知識「インターンシップ」実施 （具体的なスケジュール、また実習先・実習内容については、受け入れ先により異なるため別途説明する。　同上 　同上 　同上 　同上 　同上 　同上 　同上 　同上 　同上 研修先よりの報告書の提出および研修体験レポートの作成研修体験報告会および総括事前・事後学習（２０％）＋実習（報告書作成を含む）（８０％）で評価する。なお、実習における無断欠席・遅刻者については実習の評価をつけない。20 ← 80 履修希望者は、前期に実施するガイダンスに必ず出席すること。受け入れ先により、必ずしも全員が履修できるとは限らない。社会生活における基本的なルール（服装、言葉使い等）が守れない場合には、実習に参加させない。

1467 財務管理論　【28年度生用】後期 Financial　Management平成27年度 山下　秀輔 講義 3年次 2 　財務管理論で学ぶのは、企業における資金のマネージメントである。		即ち、企業が行う投資、資金調達、利益配分といったお金に係わる財務的意思決定の基本的な考え方を習得する。		あわせて、これまで学んできた「会計」や「経営」、「金融」との関係について理解を進める。　企業経営の財務問題について、その基本的な理論および用語が理解できる。　財務管理の目的　　　　　　　　　　　　　 財務管理論の問題領域　現在価値と将来価値　　　　　　 　　　　貨幣の時間的価値とは？　キャッシュフローとは？　財務諸表分析　　１　　　　　　　　　　　　財務諸表の構成　　　〃　　　　　　　２　　　　　　　　　　 　　収益性分析、ROE、ROA　　　〃　　　　　　　３　　　　　　　　　 　　　リスク分析、安全性分析、成長性分析　企業価値　　　　　　　　　　　　　　　　　　株主価値の計算　資金調達　　　　　１　　　　　　　　　　　　金融を通した企業の資金調達　　　〃　　　　　　　２　　　　　　　　 　　　　株式、社債による資金調達　　　〃　　　　　　　３　　　　　　　　 　　　　銀行借入、CP、リース、証券化による資金調達　資本コスト　　　　　　　　　　　　　　　 　　資金に対する基本的な考え方　配当政策　　　　　　　　　　　　　　　　　　配当政策と企業価値　投資j決定　　　　　１　　　　　　　 　　　　投資とキャッシュフロー　　　〃　　　　　　　 ２　　　　　　　　　　　　投資評価　デリバティブ　　　　　　　　　　 　　　　　　金融派生商品の特徴　　中小企業の財務とベンチャービジネス　　起業を目指して・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　主に授業態度とレポート、期末試験にて評価する。		財務管理の理論と用語を正しく理解することを求める。　前回の復習をして次の授業に臨んでもらいたい。　　　２０ 　　　２０ 　　　６０ 「ベーシック財務管理」大塚宗春他著　同文館出版刊		「ビジネスゼミナール経営財務入門」井手正介他著　日本経済新聞出版社刊　レジメおよび参考資料を必要に応じて配布する。		　各自計算機を持参のこと。　将来企業経営を目指す諸君には、必須の知識であると考えてもらいたい。　		　財務を制するものは企業を制する。

1468 総合演習Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 金子　壽一 演習 3年次 2 ＩＴパスポート試験が対象とする「職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識」を身につける。ＩＴパスポート試験合格を目標とする。企業と法務（企業活動）企業と法務（法務）経営戦略（経営戦略マネジメント）経営戦略（技術戦略マネジメント）経営戦略（ビジネスインダストリ）システム戦略（システム戦略）システム戦略（システム企画）開発技術（システム開発）開発技術（ソフトウエア開発管理技術）プロジェクトマネジメントサービスマネジメント（サービスマネジメント）サービスマネジメント（システム監査）演習 演習 演習 授業態度、期末試験、課題等によって評価する。課題 30 50 20 ＩＴパスポート試験書いて覚える学習ドリル（ＦＯＭ出版）ＩＴパスポート試験を受験すること。ＩＴパスポート、ストラテジ、マネジメント

1469 総合演習Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 金子　壽一 演習 3年次 2 ＩＴパスポート試験が対象とする「職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識」を身につける。ＩＴパスポート試験合格を目標とする。基礎理論（基礎理論）基礎理論（アルゴリズムとプログラミング）コンピュータシステム（コンピュータ構成要素）コンピュータシステム（システム構成要素）コンピュータシステム（ソフトウエア）コンピュータシステム（ハードウエア）技術要素（ヒューマンインターフェイス）技術要素（マルチメディア）技術要素（データベース）技術要素（ネットワーク）技術要素（セキュリティ）演習 演習 演習 演習 授業態度、期末試験、課題等によって評価する。課題 30 50 20 ＩＴパスポート試験書いて覚える学習ドリル（ＦＯＭ出版）ＩＴパスポート試験を受験すること。ＩＴパスポート、テクノロジ

1470 総合演習Ⅰ　【28年度生用】前期 Business workshop Ⅰ平成27年度 山下　秀輔 演習 3年次 2 総合演習では、企業に就職してビジネスを目指す諸君が、自主的、主体的に学習することで、ビジネスの基礎的な知識・能力を身につける。さらに自主研究に並行して毎回のテーマに沿った学習を行う。		なお、授業の前後に挨拶の練習をおこなうので、あらかじめ承知おき願いたい。企業人として恥ずかしくない、最低限のビジネス知識（常識）を身につける。				各自の進路について自主研究により知識を習得する。授業の進め方　　　　　　　　　　　　　授業のねらい、取り組み方キャリア形成　　　　　　　　　　　　　　キャリアと仕事へのアプローチコミュニケーション　　　　　　　　　　　コミュニケーションの基本コミュニケーション・スキル（１）　　　話し方と聞き方　　〃　　（２）　　　　　　　　　　　　　　敬語の使い方　　〃　　（３）　　　　　　　　　　　　　　電話応対・来客対応　仕事の基本　　　　　　　　　　　　　 仕事への取り組み方　企業の責任とコンプライアンス       企業の社会的責任について　ビジネス文書（その１）　　　　　　　　ビジネス文書の基本　　〃　　　　 　（その２）　　　　　　　　社内文書の書き方　　〃　　　　　 （その３）　　　　　　　　　　〃　　〃　　　　　 （その４）　　　　　　　　社外文書の書き方　　〃　　　　　 （その５）　　　　　　　　　　〃　業種・業界　（１）　　　　　　　　　　 日本の産業構造　　〃　　 　　　（２）　　　　　　　　　　 業種・業界の知識出席を含め授業への積極的な取り組み姿勢、および練習問題等の提出物により評価する。　欠席が目だったり、授業への取り組みが消極的な者は、期中でも履修を中止させるので承知おき願う。演習は本来自主研究が前提であるから、各自の進路について明確な問題意識をもって臨んで欲しい。　　４０ ６０ 「ビジネス能力検定３級テキスト」　日本能率協会マネジメントセンター刊　毎回のプリント及び練習問題一流の社会人、企業人を目指そう！企業は人なり

1471 総合演習Ⅱ　【28年度生用】後期 Business workshop Ⅱ平成27年度 山下　秀輔 演習 3年次 2 前期で総合演習Ⅰを履修したのち後期で総合演習Ⅱに進むことが望ましい。		各自の進路に沿って自主研究をすすめると共に、毎回の課題にそった学習を行う。		なお、授業の前後に挨拶の練習を行うのであらかじめ承知おき願いたい。企業人として備えるべきビジネス知識（常識）を身につける。				各自の進路について自主研究をすすめ、必要な知識を蓄える。　後期授業の進め方　　　　　　　　　　　　　前期学習のふりかえりと後期の取り組み方　キャリアマネージメント　　　　　　　　　　　　課題の理解と問題演習　仕事の原点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　ビジネス会話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　クレーム対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　接客・営業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　〃　ビジネス・プレゼンテーション　　　　　　　　　　 〃　チームワークとヒューマン・ネットワーク　　　　〃　　　　　　　仕事のマネジメント　　　　　　　　　　　　　　 　　〃　仕事の進め方　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　〃　計画・スケジュール管理　　　　　　　　　　　　 　〃　問題解決力と論理的思考　　　　　　　　　　 　　〃　ビジネス文書作成　　　　　　　　　　　　　　　　 　〃　情報収集とメディアの活用　　　　　　　　　　 　　〃　　まとめ 出席を含め授業への積極的な取り組み姿勢、および練習問題等の提出物により評価する。　欠席が目だったり授業への取り組みが消極的な者は、期中でも履修を中止させるので承知おき願う。演習は本来自主研究が前提であるから、各自の進路について明確な問題意識を持って望んでもらいたい。　　４０ ６０ 「ビジネス能力検定２級テキスト」　日本能率協会マネジメントセンター刊　必要に応じてプリント及び練習問題を配布する。一流の社会人、企業人を目指そう！企業は人なり

1472 総合演習Ⅰ　【A】 前期 Business Ability Grade Ⅰ平成27年度 古田　正雄 演習 3年次 2 「　豊かな人生を築くうえで、充実した職業人生が必要条件である　」。働くことの社会的意義を理解し、社会に貢献することによって得られる喜びや仕事を通じて成長していくことが、充実した職業人生の礎となる。主体性の発揮、チームメンバーとしての自覚、仕事を遂行していくための人間力、社会人基礎力を演習で学ぶ。選択 ビジネスマンとして一流のプロを志す学生のみを対象とする。（受講者を２０人以内に限定、講義場所は東京第２サテライト池袋教室）ビジネスマナーとコミュニケーションの基本　　　　　　　キャリアと仕事へのアプローチ、　　　　　　　　　日本の就職事情同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ビジネスマナーの基本、　コミュニケーション、　　　　バースデイリング演習　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事の基本となる８つの意識　　　　　　人口ボ―ナスとルイスの転換点コミュニケーションの基本　　　　　　　　　　　　　　　　指示の受け方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話べた解決法　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会議の基本的な流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考える技術演習　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告、連絡、相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エントリーシート①電話応対と来客応対の基本　　　　　　　　　　　　　電話の受け方、　来客の出迎えから見送りまで　　　　身だしなみ実例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪問のマナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪問の基本マナー、面談の進め方　　　　　　　　　　　　ドレスコード演習　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビジネスマナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワインの初歩仕事への取り組みの基本　　　　　　　　　　　　　　　効率的・合理的な仕事の進め方　　　　　　　　　　　　エントリーシート②社内文書の書き方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分かりやすい文章の書き方　　　　　　　　　　　　　　　ＰＣメールの書き方演習　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビジネスルール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エントリーシート③ビジネス文書の書き方　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録、企画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業界研究①社外文書の書き方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社外文書のきまり事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業界研究②演習　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社内外文書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業界研究③受講資格の即時停止（無断欠席４回以上、演習課題未提出者、　授業中の私語、　居眠り）。4０％ 4０％ ２０％ ビジネス能力検定　３級公式テキスト、		２０１５年版　日本能率協会マネジメントセンター　刊必要に応じてプリントを配る。専門演習のため黙って出席しているだけでは駄目、積極的な討議や参画が求められる。	社会人基礎力、　ビジネスの基本

1473 総合演習Ⅱ　【28年度生用A】後期 Business Ability Grade Ⅱ平成27年度 古田　正雄 演習 3年次 2 「　信頼・信用される職業人をめざして　」。　職場の中での役割期待を十分に理解すると同時に、担当する仕事の目的を的確に把握することが重要。コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけ、仕事の基本・基礎を取得したうえで応用力を養うことをめざす演習。選択 ビジネスマンとして一流のプロを志す学生のみを対象とする。（受講者は２０名以内に限定）ビジネスコミュニケーション　　演習①　　　仕事の責任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャリア危機例同上　　演習②　　　　　　　　　　　　　　ビジネスマナーの基本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バースデイリング同上　　演習③　　　　　　　　　　　　　　会社でのキャリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェネレーションＹ同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレーム対処法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通エントリーシート同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業の基本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業応酬話法同上　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　プレゼンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ．Ｊｏｂｓ伝説のスピーチ仕事の実践とビジネスツール　　　　　　　　会議の運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国就職事情、演習④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己紹介プレゼンテーション経営理念　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ビジネス展開とコンプライアンス　　　　　　　　　　　　　　　ビジネス界３つの寓話仕事のＰＤＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　論理的思考方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リストラと縮小均衡の違い仕事の目標と評価　　　　　　　　　　　　　目標設定手順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設定実例と評価方法演習　⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事の実際　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年の漢字、年賀状例問題解決法　　　　　　　　　　　　　　　　　ビジネス思考のフレームワーク　　　　　　　　　　　　　　　　３C　SWOT　４Pビジネス文書作成法　　　　　　　　　　　　企画書、詫び状などの書式　　　　　　　　　　　　　　　　　　三位一体の経営理念演習　⑥　　　　   　　　                  　　　　　　　　　 　　　    講義のまとめ受講資格の即時停止（無断欠席４回以上、演習課題未提出者、授業中の居眠り、私語などの受講態度の悪い者）。４０％ ４０％ ２０％ ビジネス能力検定　２級公式テキスト、２０１５年版　　　　日本能率協会マネジメントセンター　刊　必要に応じてプリントを配る。専門演習のため、黙って出席しているだけでは駄目、積極的な討議や参画が求められる。

1474 人的資源管理論　【28年度生用】前期 平成27年度 高木　郁朗 講義 3年次 2 毎回の講義はパワーポイント用のレジュメにもとづいてすすめる、講義のなかで聴講学生へ質問する、手をあげて積極的に答えてほしい、積極的に答える学生は評価に際して加点する。学内講義 人的資源管理論人的資源は人間の能力であるから、たんに経済市電としての効率的な活用ではなく、人間としての労働者のあり方をしっかりみすえて論議すべきことを学生が理解できるようにする。はじめに･･･人的資源管理論をまなぶ意義原理編①･･･人的資源管理および企業についての定義原理編②･･･人的資源の量と質原理編③･･･「管理」とは何か歴史編①･･･専制、科学、人間、ルール歴史編②･･･戦前期日本のケース：家族主義と身分制歴史編③･･･終身雇用の功罪現状編①･･･企業の雇用戦略現状編②･･･多様な人的資源現状編③･･･労働者の職業生涯現状編④･･･コンプライアンス現状編⑤･･･労使関係現状編⑥･･･労使関係に影響をおよぼす外部環境現状編⑦･･･グローバリゼーションおわりに･･･人間にとっての労働の意義評価は出席点、授業への参加状況（質問への回答など）、および定期試験のかわりとなるレポートの提出・採点で行う。３０ ７０ +α 参考文献については講義のなかで指定する。テキストは使用しない。オシャベリは厳禁。ひどい場合には名前を聞いて評価の際、減点する。

1475 マーケティング論Ⅰ　【28年度生用】前期 Ｂａｓｉｃ　Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ　平成27年度 古田　正雄 講義 3年次 2 全ての商品には市場導入期、成長期、成熟期、衰退期のプロダクトライフサイクルがある。そのステージ別の特徴や取るべき戦略を理解して「お客様の満足を創造し、買って頂ける仕組みを作る」ことがマーケティングである。マーケティング理論の基礎を学ぶ。選択 マーケティング理論の基礎知識取得を目指す。日常の生活やアルバイトの中で、顧客対応の良し悪しの気づきをメモし		その改善策を考える習慣を身につけて欲しい。マーケティング概念　　マーケティングの変遷、　マーケティング目的＆３Ｃ理解　　　　　　　　　　　　　　　　（GDP比較表）マーケティング戦略  市場機会、セグメンテーション、ターゲティング、セグメンテーション、ＳＷＯＴ分析（中国人口世代特徴）商品開発戦略　　　製品の分類、新商品開発プロセス、商品開発コンセプト、マーチャンダイジング、　　（Car Division)　　　同上　　　　　　顧客ニーズ変化の実例（中国HIT商品、日本のCVS,世界のSPA)　　　　　　　　（ポジショニングMAP)　　　同上　　　　　　プロダクトライフサイクル（4段階の時間軸）、業界タイプ別ライフサイクル　　　　　　　　　（外食業界）価格戦略　　　　　　原価の把握方法、3種類の価格設定、ライフサイクル別価格戦略、　　　　　　　       　　     　（家電業界）流通戦略　　　　　　チャネル機能、チャネルキャプテン、フランチャイズの実際　　　　　　　　　　　　　　　　             　（CVS業界）　　　同上　　　　　　業態開発、チェーンビジネス、ショッピングセンター、ディスカウントストア、アウトレット（アラモアナSC)プロモーション戦略　購買意思決定プロセス、プロモーション手段、イノベーター理論、ＰＵＳＨとＰＵＬＬ戦略　（ＮＥＴ業界）　　　同上　　　　　人的販売、販売計画と販売促進、セールストーク初歩編　　　　　　　　　　　　　　           　        　　    （営業話法）カスタマーリレーション　ＣＲＭの流れ、顧客維持と創造のマーケティング、ソシアルマーケティング　　　　　　（ＤＥＰＴ業界）マーケティングリサーチ　マーケティング情報システム、リサーチ手法と特徴、データ分析手法、　　　　　　　　（ビール業界）　　　同上　　　　　　　リサーチ作業の流れ、調査実査のポイント、質問回答形式の練習　　　　　　　                      　（市場調査業界）市場地位別マーケティング戦略、リーダー戦略、チャレンジャー戦略、フォロワー戦略、ニッチャー戦略、ＰＰＭ（自動車業界）ホリスティングマーケティング　　デ・マーケティング、社会対応マーケティング、リスクマネジメント　　　　（レポート課題）期末試験、レポート課題、出席回数で決める。		出席率が７０％未満の者、および授業態度の良くない者は		評価の対象外となる。４５％ ５％ ５０％ ＭＢＡマーケティング　グロービス経営大学院　ダイヤモンド社、　　マーケティングの基本　野口智雄　日経文庫特に定めはない。必要に応じてプリントを配布する。		ただし、必ず各自でマーケティング関連の参考書を持参すること。レポート等の提出は　ＷＯＲＤ，ＥＸＣＥＬで作成のこと。毎回出席が前提で、必ず予習と復習を行なうこと。マーケティングの４Ｐ　( product, price, place, promotion )、　　　　プロダクトライフサイクル、　　　		　　		業態開発

1476 マーケティング論Ⅱ　【28年度生用】後期 Marketing Management平成27年度 古田　正雄 講義 3年次 2 本講義は原則としてマーケティング論Ⅰの受講者が選択出来る。		アジア新興国はその経済発展の中、第２次産業の発展に較べ　第３次産業の発展の遅れが指摘されている。来るべき流通ビジネスの発展に備え、マーケティング計画立案、顧客ロイアルティ、ブランド、サービス、チャネル設計、グローバル展開等のマーケティング理論を企業の実例とともに学ぶ。選択 ビジネスマンになる前に必要なマーケティング理論と実践例を学び、マーケティング視野を広めるとともにビジネスチャンスを探求する。マーケティング理解①　　　　　授業の進め方、　マーケティングの対象、　４Ｐ　、　3Ｃ　　　　　　　　実例企業　　　（アップル）　　　　　　　　　　　　②　　　　　マーケティング戦略と計画の立案　　STP、　ＳＷＯＴ、　　　　　　　　　　　　　（スターバックス）　　　　　　　　　　　　③　　　　　マーケティング環境、　市場、　需要の理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ソニー）顧客との関係構築①　　　　　顧客満足、顧客ロイアリティの創造  、顧客生涯価値                                          （ キャタピラー）　　　　　　　　　　　②　　　　　消費者市場分析　、影響力のピラミミッド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（ナイキ）　　　　　　　　　　　③　　　　　ビジネス市場分析、B to Bの理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （SAP）　　　　　　　　　　　④　　　　　市場セグメンテーション、ターゲットの明確化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ホールマーク）強いブランド構築　 ①　　　　ブランド・エクイティの創出, ブランディングがもたらすもの　　　　　　　　　　　　（グーグル）　　　　　　　　　　　　②　　　　ポジショニングの設定と競争への対処　、MAP作成演習　　　　　　　　　　　　　　　（P&G)　　　　市場提供物の形成　①　　　商品戦略の立案とライフサイクルへのマーケティング　　　　　　　　　　　　　（スタインウエイ）　　　　　　　　　　　　 ②　         サービス商品重要性とその設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　（プログレッシブ）　　　　　　　　　　　　　　　　 ③   　　　     価格設定戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　（ユニリバー）価値の提供　　　　　 　 　　　　バリューネットワークとチャネル　                       　　　　　    （バンクオブアメリカ、トレーダージョーンズ）価値の伝達　　　　　　　　　　　統合型マーケティング、マスコミュニケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　（BMW,ヴァージン）　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期的成長　　　　　　　　　　　人的コミュニケーション、グローバル経済のマーケティング管理　　　　　（キャノン、エイボン）期末試験、レポート課題、出席回数で決める。		出席率が７０％未満の者、および授業態度の良くない者は		評価の対象外となる。３０％ １０％ ６０％ マーケティング・マネジメント　P,コトラー＆M,ケラー著		　　　　　　　　　　　　ピアソンエデュケーション社特に定めはない。必要に応じてプリントを配布する。		ただし、必ず各自でマーケティング関連の参考書を持参すること。レポート等の提出はＷＯＲＤ、ＥＸＣＥＬで作成のこと。		毎回出席が前提で、必ず予習と復習を行なうこと。STPと４P   ,  3C   ,  SWOT   ,  CHANNEL  ,   BRAND					

1477 アジア経済論　【28年度生用】後期 平成27年度 梅本　克 講義 3年次 2 戦後東アジアの経済発展は、高度成長と平等の同時達成に特徴づけられる。なぜ東アジアでは数十年にわたる持続的な経済成長が可能であったのか。しかもこの経済成長は、なぜ大きな格差を生むことなく達成しえたのか。この授業では、極めてユニークな東アジアの経験の諸側面を取り上げるとともに、今後の東アジアの経済発展と不可分な関係にあるアジア太平洋地域の経済協力をめぐる諸問題を考察する。東アジアの高度成長に関して、一般的な経済理論で説明できる部分、現実が経済理論を先行している部分があることを認識・説明できることを到達目標とする。イントロダクションアジア経済を理解する魅力工業化とグローバル化政治体制の変動アジアをめぐる国際関係韓国 中国 台湾 インドネシアフィリピン マレーシア タイ ベトナム ASEAN インド 授業態度（授業への貢献度）とレポート（授業中の課題）で評価する。　集中講義のため、全回出席を必須条件とする。グループでの協働作業のため、テキストを使った予習・復習は必ず行うこと。50 0 50 0 「東アジアの開発経済学」有斐閣、「アジア経済論」ミネルヴァ書房、「アジア経済読本」東洋経済新報社「アジアの政治経済・入門　新版」　有斐閣　2010年授業は、グループでの協働作業と成果発表によるアクティブラーニングの形式で行う。　授業への参加および予習・復習のため、テキストは必ず購入すること。

1478 英語資格指導Ⅰ　【28年度生用】前期 English for the TOEIC Test　Ⅰ平成27年度 福原　慶尚 演習 3年次 1 TOEICは、現在世界で約６０ｹ国、年間約４５０万人が受験する国際的な英語コミュニケーションテスト。 このテストの		基礎問題演習を、テキストとＣＤで行う。	選択必修 このテストは、９９０満点。日本の大学新卒者平均が４７０点前後。この授業では、まず４５０点が目標。Ｕｎｉｔ　１　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；人物の動作を表す表現　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；名詞・代名詞・冠詞　　　　　　２　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；２人の動作、位置問題　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍｅｍｏ　に関する問題　　　　　　３　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；Ｗｈｏ，Ｗｈｅｎ，Ｗｈｅｒｅで始まる質問問題　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；Ｌｅｔｔｅｒに関する問題　　　　　　４　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；Ｗｈａｔ，Ｗｈｙ，Ｈｏｗで始まる質問問題　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；Ｌｅｔｔｅｒに関する問題　　　　　　５　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；場所・場面のＷｈｅｒｅ，人間関係のＷｈｏ　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；記事　　　　　　６　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；話題や全体の概要を尋ねるＷｈａｔ　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；記入用紙　　　　　　７　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；アナウンスの問題　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；ビジネス文書　　　　　　８　　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；天気予報の問題　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；図表　第１６回目に、定期試験を行う。　予習で、STEP 1-3を解答しておくこと。　　５０％ 　　５０％ 　小島加奈子「Ｍaking Progress with the TOEIC Test],		金星堂、２００９．　石井隆之「Ａ Spiral Course for the TOEIC Test」、		金星堂、２００８．　Ｄon't be afraid of making mistakes.		   Never give up!	ココロ，コトバ、コミュニケーション、コウドウ。

1479 英語資格指導Ⅱ　【28年度生用】後期 English for the TOEIC Test　Ⅱ平成27年度 福原　慶尚 演習 3年次 1 　前期の「基礎問題」練習から、今期は「応用問題｣演習に移行する。	選択必修 　前期の目標４５０点から、今期は(大学新卒者平均の）４７０点（プラスα）を目指す。　　Ｕｎｉｔ　１０　Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ；複雑な写真（オフィス）問題　　　　　　　　　Ｒｅａｄｉｎｇ；動詞表現　　　　　　１１　　　　　　Ｌ；勧誘、提案、オファーを表す質問問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；Ｏｆｆｉｃｅ　Ｍｅｍｏ　応用問題　　　　　　１２　　　　　　Ｌ；数字など詳細な情報の理解を試す問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；ニユース問題　　　　　　１３　　　　　　Ｌ；Ｎｅｗｓ問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；動詞表現　　　　　　１４　　　　　　Ｌ；複数の人物の動作・様態など、複雑な情報の問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；Ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ問題　　　　　　１５　　　　　　Ｌ；依頼、許可を求める問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；広告問題　　　　　　１６　　　　　　Ｌ；会話の展開の把握を試す問題　　　　　　　　　　　　　　Ｒ；意味・語法の似た単語　　　　　　１７　Ｐｒａｃｔｉｃｅ　Ｔｅｓｔ　第１６回目に、定期試験を行う。　予習で、STEP 1-3 を解答しておくこと。　　５０％ 　　５０％ 　小島加奈子「Making Progress with the TOEIC Test」　石井隆之「Ａ　Spiral Course for the TOEIC Test」		金星堂、２００８．　This course is a road to success.Practice makes perfect!

1480 中国語資格指導Ⅰ　【28年度生用】前期 Chinese qualification guidance　Ⅰ平成27年度 鎌田　出 講義 3年次 1 中国教育部が主催するＨＳＫ（漢語水平考試）をはじめ、中国語の資格試験にはいくつかあるが、本講座では日本中国語検定協会が主催する「中国語検定試験」にターゲットを絞り、中国語の初級を修了した学生を対象に、３～４級の受験対策を行う。日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」における３～４級の取得が可能な程度の中国語力（本講座ではリスニングを中心とする）の習得。ガイダンス　　　　…中国語検定試験についての概要説明復習　　　　　　…発音およびピンイン読み取りの復習　　　　　　　　　…声調の復習　　　　　　　　　…簡体字の復習および総合復習準４級対策　　…簡単なリスニング練習　　　　　　　　　　　…過去問題の練習４級対策　　　 …リスニング（日常会話程度）の練習①　　　　　　　　　…リスニング（日常会話程度）の練習②　　　　　　　　　…過去問題の練習①　　　　　　　　　…過去問題の練習②３級対策　　　…リスニング（やや複雑な会話）の練習①　　　　　　　　…リスニング（やや複雑な会話）の練習②　　　　　　　　…過去問題の練習①　　　　　　　　…過去問題の練習②まとめ　　　　　…総合演習出席および授業態度で評価する。講座の性格上、原則として１００％の出席を単位取得の要件とする。週に３日以上は、ＴＶ、ラジオ等を通して中国語に触れておくこと。７０％ ３０％ 参考書については教場にて指示する。中日時点必携。教場にてプリントを配付する。中国語検定試験

1481 中国語資格指導Ⅱ　【28年度生用】後期 Chinese qualification guidance　Ⅱ平成27年度 鎌田　出 講義 3年次 1 中国語資格指導Ⅰの受講者を対象に、日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」３～４級の受験対策を行う。なお、総合演習においては、リスニングと筆記の両方を演習する。日本中国語検定協会主催「中国語検定試験」３～４級を取得可能な程度の中国語力（本講座では、筆記試験対策を中心とする）の習得。ガイダンス　　　　…中国語検定試験復習　　　　　 　…ピンイン（声調記号の付け方を含む）の総復習　　　　　　　　　…基本構文の復習①　　　　　　　　　…基本構文の復習②文法　　　　　　…動詞（有、在など）　　　　　　　　　…前置詞（在、跟など）　　　　　　　　　…助詞（了、着など）　　　　　　　　　…補語（方向、結果、可能）　　　　　　　　　…使役表現など問題演習　　　…準４級過去問題演習　　　　　　　　　…４級過去問題演習　　　　　　　　　…３級過去問題演習①　　　　　　　　　…３級過去問題演習②まとめ　　　　　　…総合演習①　　　　　　　　　　　　　　　　　…総合演習②出席および授業態度で評価する。講座の性格上、原則として１００％の出席を単位取得の要件とする。中国語資格指導Ⅰに引き続き、週に３日以上は中国語に触れておくこと。７０％ ３０％ 教場にて指示する。教場にてプリント等を配付する中国語検定試験

1482 韓国語資格指導Ⅰ　【28年度生用】前期 Korean For the test KoreanProficient Tset　Ⅰ平成27年度 李　文相 演習 3年次 1 　韓国語Ⅰ・Ⅱの履修者、もしくは同等の実力者を対象とする。韓国社会に通用する実践的な韓国語の習得を目指す。韓国語学習の成果として資格試験（「韓国語能力試験」、「ハングル能力テスト」）に対応した授業を行う。　韓国人の考え方や文化について理解を深める。韓国語能力試験高級合格を目指す授業ガイダンス、韓国語・ハングル能力検定について韓国語文法の復習、です／ます文型と・模擬テスト丁寧形と助詞、助詞の復習・模擬テスト否定形と応用、用言の活用の復習・模擬テスト尊敬語表現と応用、尊敬の概念と尊敬語表現の違い・模擬テスト未来・意志の表現、「－ケッ」用法のおさらい・模擬テスト丁寧形の応用編、「－ヘヨ」体の復習・模擬テスト可能・不可能表現、動詞と形容詞の用法・模擬テスト連体形（動詞）、日本語の連体形との比較・模擬テスト連体形（形容詞）、日本語の連体形との比較・模擬テスト仮定・希望・条件表現、	関連文法の復習・模擬テスト補助用言の応用、関連文法の復習・模擬テスト伝聞表現、関連文法の復習・模擬テスト資格試験対策、韓国語能力試験模擬テスト総括・まとめ、ハングル能力検定試験模擬テスト毎授業時の小テストおよびレポート提出、授業態度・発音・表現力、出席率を総合的に評価する。授業時に行う模擬試験に対応できるように日ごろから準備をしましょう。50 10 40 授業時に提示する。『韓国語能力試験　TOPIK（Test of Proficiency in Korean）』（三修社） ほか韓国語能力試験合格を目指しましょう韓国語能力試験、ヒアリング、韓国文化、日常会話、模擬試験

1483 韓国語資格指導Ⅱ　【28年度生用】後期 Korean For the test Korean Proficient Test Ⅱ平成27年度 李　文相 演習 2年次 1 　韓国語Ⅰ・Ⅱの履修者、もしくは同等の実力者を対象とし、韓国社会に通用する実践的な韓国語の習得を目指す。韓国語学習の成果として資格試験（「韓国語能力試験」、「ハングル能力テスト」）に対応した授業を行う。韓国人の考え方や文化について理解を深め、韓国語能力試験高級合格を目指す。夏期休暇を話題に		会話の練習・ヒアリング自己紹介の応用		会話と練習問題、変則活用・模擬テスト曜日・日付・時間		会話の練習問題と変則活用　　　〃	　　　　　　　　	会話の練習とヒアリング・模擬テスト旅館・ホテルで		会話の練習とヒアリング　郵便局・銀行で		会話の練習とヒアリング・模擬テスト喫茶店・食堂で		会話の練習とヒアリング資格試験対策		資格試験対策模擬テスト乗り物の利用時		会話の練習とヒアリング美容院・理髪店で		会話の練習とヒアリング・模擬テスト資格試験対策		資格試験対策模擬テスト受身と使役（1）		会話の練習とヒアリング受身と使役（2）		ヒアリング・模擬テスト資格試験対策		資格試験対策模擬テスト総括・まとめ	　　　　　　　　	資格試験対策模擬テスト、質問に応じる。毎授業時の小テストおよびレポート提出、授業態度・発音・表現力、出席率を総合的に評価する。授業時に行う模擬テストに対応できるように準備しましょう。50 10 40 授業時に提示する。『韓国語能力試験　TOPIK（Test of Proficiency in Korean）』（三修社）韓国語能力試験合格を目指しましょう韓国語能力試験、ヒアリング、韓国文化、日常会話、模擬試験

1484 ビジネス英語Ⅰ　【28年度生用】前期 Business English Ⅰ平成27年度 福原　慶尚 講義 3年次 1 「ビジネス英語」と言っても、英語には変わりありません。ただ、ビジネスの場で使われるだけです。この授業では、ビジネスの場で必要な「専門用語・実務知識」の基本を、ゆっくり、じっくり学習していきます。‘ビジネスの場’とは、国際取引と言えるでしょう。この取引を行うためには、「語い、文法力と会話力」が必要です。現場で使われる専門用語と実務知識の基本を学習しながら、必要に応じ実務面でのシュミレーションも行います。ビジネス英語とは　　　(1)ビジネス英語学習の心構え　　　　　　　　　　　　　　(2)ビジネスレターの構成　　　　　　　　　　　　　　(3)ビジネスレターの用語ビジネスレターの作成　　(1)紹介状　　　　　　　　　　　　　　　　(2)案内書の受信　　　　　　　　　　　　　　　　(3)申込書　　　　　　　　　　　　　　　　(4)受理通知個人輸入　　　　　　　　(1)商品カタログの受信　　　　　　　　　　　　　　(2)発注　　　　　　　　　　　　　　(3)受領取引の申し込み　　　　　(1)取引先を見つける　　　　　　　　　　　　　　　(2)自己(社)紹介　　　　　　　　　　　　　　　(3)見本販売引き合いに答える・見積　　　(1)引き合いの返信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)見積り表の発送試験期間(第16回目)に筆記とプレゼンテーションで評価します。実務のシュミレーションの一環として学内外で特別な活動を行います。50 50 授業中、適宜紹介。林　純三、2010『入門ビジネス英語』「売り手」ではなく、「買い手」中心の授業を行います。Take chance !Plan・Do・Act・Check

1485 ビジネス英語Ⅱ　【28年度生用】後期 Business English Ⅱ平成27年度 福原　慶尚 講義 3年次 1 「ビジネス英語」と言っても、英語には変わりありません。ただ、ビジネスの場で使われるだけです。この授業では、ビジネスの場で必要な「専門用語・実務知識」の基本を、ゆっくり、じっくり学習していきます。‘ビジネスの場’とは、国際取引と言えるでしょう。この取引を行うためには、「語い、文法力と会話力」が必要です。現場で使われる専門用語と実務知識の基本を学習しながら、必要に応じ実務面でのシュミレーションも行います。オファー・注文　　　(1)オファーのFAXレター　　　　　　　　　　　　(2)トライアルオーダー　　　　　　　　　　　　(3)見積り送り状注文の回答　　　(1)信用状　　　　　　　　　　　(2)信用状の回答　　　　　　　　　　　(3)見積状の回答信用状の様式　　(1)信用状の様式　　　　　　　　　　　(2)信用状の発送　　　　　　　　　　　(3)信用状の修正積み出し　　(1)コピー書類　　　　　　　　(2)サンプル発送　　　　　　　　(3)為替手形　　　　　　　　(4)送り状　　　　　　　　(5)包装明細書クレーム 試験期間(第16回目)に筆記とプレゼンテーションで評価します。実務のシュミレーションの一環として学内外で特別な活動を行います。50 50 授業中、適宜紹介。林　純三、2010『入門ビジネス英語』「売り手」ではなく、「買い手」中心の授業を行います。Take chance !Plan・Do・Act・Check

1486 貿易論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 梅本　克 講義 3年次 2 本講義では国際貿易の基本理論を学び、その意義と現実的合意を明らかにする。国際貿易の基礎概念と基礎理論をより深く理解し、現実分析に応用できるようにする。			世界経済を見る眼国際経済の基本問題国際貿易の基本Ｉ国際貿易の基本ＩＩ国際金融の基本Ｉ国際金融の基本ＩＩ経済統合Ｉ 経済統合ＩＩ 貧困と開発Ｉ貧困と開発ＩＩ人口と食料Ｉ人口と食料ＩＩ資源とエネルギー地球環境問題総復習 授業態度、その他の課題、期末試験の結果により評価する。特に予定なし。 20 0 40 40 「私たちの国際経済 -- 見つめよう，考えよう，世界のこと 第3版」有斐閣		「国際経済学をつかむ」有斐閣		「はじめて学ぶ国際経済」有斐閣		「グローバル・エコノミー 第3版」有斐閣		「ゼミナール国際経済入門」日本経済新聞社特にテキストは指定しない。特に予備知識は必要ない。

1487 貿易論Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 梅本　克 講義 3年次 2 本授業では、国際貿易の基礎理論を学び、その意義と現実的含意を明らかにする。国際貿易の基礎概念と基礎理論をより深く理解し、現実分析に応用できることを到達目標とする。イントロダクションアメリカ　①アメリカ　②ヨーロッパ　①ヨーロッパ　②日本　① 日本　② アジアNIES　①アジアNIES　②アセアン　①アセアン　②中国　① 中国　② BRICs　① BRICs　② 授業態度（授業への貢献度）とレポート（授業中の課題）で評価する。　グループでの協働作業のため、70％以上の出席率を必須条件とする。グループでの協働作業のため、テキストを使った予習・復習は必ず行うこと。20 0 40 40 「国際経済学を学ぶ」有斐閣、「はじめて学ぶ国際経済」有斐閣、「グローバル・エコノミー　第3版」有斐閣、「ゼミナール国際経済入門」日本経済新聞社「私たちの国際経済 -- 見つめよう、考えよう、世界のこと　第3版」　有斐閣　2013年授業は、グループでの協働作業と成果発表によるアクティブラーニングの形式で行う。　授業への参加および予習・復習のため、テキストは必ず購入すること。

1488 上級日本語Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡本　幸子 講義 3年次 2 自分でテーマを探して調査、考察、発表することを目標に、そのプロセスで情報収集、情報伝達、調査分析、原稿作成、発表などのスキルを養う。勉学・研究のための日本語総合運用力を養成し、習得する。授業の進め方と目的の説明グラフの表現の練習１課トピックの導入、グラフ１課読み物１課調査と口頭発表２課トピックの導入、グラフ２課読み物２課調査発表、口頭発表３課トピックの導入、グラフ３課読み物３課アンケート調査と発表４課トピックの導入、グラフ４課読み物４課文献調査と冊子作成レポート発表授業態度とレポートで評価する。 ２０ ８０ トピックによる日本語総合演習中級後期

1489 上級日本語Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡本　幸子 講義 3年次 2 学習者が自分でテーマを探して調査、考察、発表をすることを目標とし、そのプロセスで情報収集、情報伝達、調査分析、原稿作成、発表などのスキルを養成する。１つのトピックについて、内容理解を深めながら、四技能を有機的に統合して活動するための能力習得を目指す。授業の進め方とグラフの読み方１はじめに、グラフ１読み物 １調査発表２はじめに、グラフ２読み物 ２調査発表３はじめに ３グラフ ３読み物 ３調査発表４はじめに ４グラフ ４読み物 ４調査発表授業態度とレポートで評価する。 ２０ ８０ トピックによる日本語総合演習上級

1490 上級日本語Ⅰ　【28年度生用】前期 Japanese　(advanced level) Ⅰ平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義・演習 3年次 2 ２時限で一つの科目として構成しており、はじめの授業で「読む」、次の授業では「書く」を中心に進める。片方だけの履修はできない。卒業研究を行う上で必要となる日本語能力の基礎を身につける。ガイダンス、レベル確認テスト。テストの復習情報 価値 言葉 経済学 思いやり 住まい方 人間と野生動物メディア 介護 ことば、文化調査結果の読み方ふり クリティカルリーディング教場課題 授業での課題（「読む」「書く」ともに）への取り組み、最終的な課題の内容によって評価する。30 45 25 「読む力」くろしお出版、その他日本語Ⅰ～Ⅳを履修してあるのが前提条件です。積極的な授業の参加を求めます。

1491 上級日本語Ⅱ　【28年度生用】後期 Japanese　(advanced level) Ⅱ平成27年度 藤本　陽子・京　祥太郎講義・演習 3年次 2 ２時限で一つの科目として構成している。上級日本語Ⅰで身につけた力を基礎に、はじめの授業で「読む」、次の授業では「書く」を中心に進める。片方だけの受講はできない。卒業研究を行う上で必要となる日本語能力を身につける。ガイダンス、レベル確認テスト。テストの復習資料をまとめる、意見を述べる。書く１資料をまとめる、意見を述べる。書く２資料をまとめる、意見を述べる。書く３複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く４複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く５複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く６複数の資料をまとめる、意見を述べる。書く７課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く8課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く9課題に合った資料を探す、資料をまとめる、意見を述べる。書く10自分でテーマを設定し、それに合った資料を探す、資料をまとめる。書く11他人が書いたものを読み、批判する。書く12自分でテーマを設定し、それに合った資料を探す、資料をまとめる。書く13他人が書いたものを読み、批判する。書く14毎回の課題の取り組みとその内容、最終的な課題の内容で評価する。30 45 25 追って指示する。日本語Ⅰ～Ⅳを履修し、かつ上級日本語Ⅰも履修していることが好ましいです。

1492 専門演習※(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 ビジネス 演習 3年次 2 ビジネス，文化に関連したそれぞれの研究テーマに応じて，卒業論文執筆の前段階としての「プレ卒業論文指導」や，受講生各人の卒業論文執筆のテーマに関するプレゼンテーション等を行う．演習 必修 卒業論文に向けた前準備を行うことを目標とする．また，担当教員別の到達目標も考えられる．※具体的内容については，担当教員毎に別途説明する．

1493 専門演習※(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 ビジネス 演習 3年次 2 ビジネス，文化に関連したそれぞれの研究テーマに応じて，卒業論文執筆の前段階としての「プレ卒業論文指導」や，受講生各人の卒業論文執筆のテーマに関するプレゼンテーション等を行う．演習 必修 卒業論文に向けた前準備を行うことを目標とする．また，担当教員別の到達目標も考えられる．※具体的内容については，担当教員毎に別途説明する．

1494 経済経営文献講読Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 金子　壽一 講義 4年次 2 経済および経営に関連する様々な文献（外国語文献を含む）の購読を通して、経済・経営に関わる基本的な概念や理論を理解するとともに、それらを実際のビジネスシーンで活用する能力を涵養する。本講義では、経営に関する文献を購読する。経営に関わる基本的な概念や理論を理解する。ガイダンス（授業の運営について）基本文献について①（経営に関する基本文献）基本文献について②（経営に関する基本文献）基本文献の講読①基本文献の講読②題材の選択①題材の選択②文献の講読①文献の講読②文献の講読③文献の講読④文献の講読⑤文献の講読⑥文献の講読⑦まとめ 授業態度、レポートにより評価。 50 50

1495 経済経営文献講読Ⅰ　【28年度生用】前期 Economic Management Literature Reading Ⅰ平成27年度 梅　大海 講義 4年次 2 経済および経営に関連する様々な文献（外国語文献を含む）の購読を通して、経済・経営に関わる基本的な概念や理論を理解するとともに、それらを実際のビジネスシーンで活用する能力を涵養する。本講義では、経済および経営に関する文献を講読する。選択 経済学および経営学の知識や考え方を身に付けるとともに、それらがどのように関連しているのかを理解できるようになる。導入講義、授業の進め方と概要の説明、成績評価法文献の講読(1)文献の講読(2)文献の講読(3)文献の講読(4)文献の講読(5)文献の講読(6)中間まとめ 文献の講読(7)文献の講読(8)文献の講読(9)文献の講読(10)文献の講読(11)文献の講読(12)総括 出席状況や授業時の積極性、レポートの完成度、に基づき総合的に判断する。その都度、指示する。 50 50 その都度、紹介する。特に定めない。初回の授業の中で、成績評価を含めた科目全体の重要情報を伝えるので必ず出席すること。欠席すると大きな不利益があることを承知しなさい。幅広い分野にわたるので、指定しない。

1496 経済経営文献講読Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 金子　壽一 講義 4年次 2 経済および経営に関連する様々な文献（外国語文献を含む）の購読を通して、経済・経営に関わる基本的な概念や理論を理解するとともに、それらを実際のビジネスシーンで活用する能力を涵養する。本講義では、経営情報システムに関する文献を購読する。経営情報システムに関わる基本的な概念や理論を理解する。ガイダンス（授業の運営について）基本文献について①（経営に関する基本文献）基本文献について②（経営に関する基本文献）基本文献の講読①基本文献の講読②題材の選択①題材の選択②文献の講読①文献の講読②文献の講読③文献の講読④文献の講読⑤文献の講読⑥文献の講読⑦まとめ 授業態度、レポートにより評価。 50 50

1497 経済経営文献講読Ⅱ　【28年度生用】後期 Economic Management Literature Reading Ⅱ平成27年度 梅　大海 講義 4年次 2 経済および経営に関連する様々な文献（外国語文献を含む）の購読を通して、経済・経営に関わる基本的な概念や理論を理解するとともに、それらを実際のビジネスシーンで活用する能力を涵養する。本講義では、経済および経営に関する文献を講読する。選択 各種文献を検索・収集した上で、それを批判的に読解し、紹介・討議できることを目指す。導入講義、授業の進め方と概要の説明、成績評価法文献の講読(1)文献の講読(2)文献の講読(3)文献の講読(4)文献の講読(5)文献の講読(6)中間まとめ 文献の講読(7)文献の講読(8)文献の講読(9)文献の講読(10)文献の講読(11)文献の講読(12)総括 出席状況や授業時の積極性、レポートの完成度、に基づき総合的に判断する。その都度、指示する。 50 50 その都度、紹介する。特に定めない。受講者にはレジュメ、報告資料の作成を求め、毎回、質疑での発言を義務付ける。		受講生の報告と討議をもとに文献講読を進め、ケーススタディによる質疑応答を行う。幅広い分野にわたるので、指定しない。

1498 経営の実際（特講）Ⅰ　【28年度生用】前期 Actual condition of managementⅠ平成27年度 河野　憲嗣 講義 4年次 2 会社はどのように経営されているか、経営学は現場でどう活かされているのか。現実にすすめられているプロジェクトを事例にとりあげて、戦略論、マーケティング、人的資源管理を軸として実践的な経営を学ぶ。選択 企業の経営手法を実践的に学び、経営者の目線を養う。「経営環境」　オリエンテーション、企業をとりまく環境「経営戦略」　主なフレームワークと経営現場での活用例「競争戦略」　事例研究　町家旅館「企業家論」　人物像、経営理念「企業文化」　組織開発などの活用例。第1回目レポート提出「消費者行動」　事例を通じて4PやAIDMAを理解する「市場細分化」　マーケティングの基本プロセスやSTP「顧客価値」　製品、サービスによる価値創造「顧客価値」　営業、流通による価値創造「ブランド」　様々な事例をとりあげる。第2回目レポート提出「人的資源管理」　労務管理から人的資源へ「人事制度」　等級や考課、昇給昇格、異動などの実際「採用活動」　新卒から経験者まで採用のリアルな現場を解説「多様性」　就業形態、知識労働者、グローバル人材「バーチャル経営者宣言」　第3回目レポート提出または発表受講レポートを、合計3回提出すること。試験はしない。20％ 60％ 20％ 加護野・吉村編著(2012)『1からの経営学（第2版）』碩学社・中央経済社		河野憲嗣(2013)『チェック・トランケーション研究－決済の経営学による考察』パワポ資料、プリント配布就職や起業、進学など、これから様々な進路を選択する人を応援します。戦略、マーケティング、人的資源管理、現場、経営

1499 経営の実際（特講）Ⅱ　【28年度生用】後期 Actual condition of managementⅡ平成27年度 河野　憲嗣 講義 4年次 2 新規事業の立ち上げや起業について実践的に勉強する。受講生は「経営の実際Ⅱ」を学んでいることが望ましい。現実にすすめられているプロジェクトを事例にとりあげて経営の現実を学び、自ら起業する選択 企業や経営について実践的に学び、起業家精神を養う。「経営学をとりまく状況」　オリエンテーション、経営学について「経営戦略」　目標管理制度、事業計画「競争戦略」　事例研究　チェック・トランケーション「リーダーシップ」　様々なリーダーシップとその本質「経営理念」　第1回目レポート提出「消費者行動」　人間の感覚のズレを理解する（行動経済学、錯視）「市場細分化」　プロジェクトや新規「顧客価値」　価値分析「顧客価値」　どのような価値を提供するか「ブランド」　第2回目レポート提出「人的資源管理」　労務管理から人的資源へ「人事制度」　コンプライアンス、ハラスメント「人材育成」　企業研修の実際、ビジネススキル「コミュニケーション」　社内および社外ネットワークの拡充「バーチャル起業家宣言」　第3回目レポート提出または発表受講レポートを、合計3回提出すること。試験はしない。20% 60% 20％ 加護野・吉村編著(2012)『1からの経営学（第2版）』碩学社・中央経済社		河野憲嗣(2013)『チェック・トランケーション研究－決済の経営学による考察』パワポ資料、プリント配布就職や起業、進学など、これから様々な進路を選択する人を応援します。戦略、マーケティング、人的資源管理、現場、経営

1500 経営の実際（特講）Ⅰ　【28年度生用】前期 Actual condition of managementⅠ平成27年度 大蔦　勝威 講義 4年次 2 経営危機、M&A(買収・合併)、社長交代　－　など経営問題が新聞に掲らない日はまずない。そこで、企業の直近のニュース(グローバルな観点を重視して選ぶ)を基に、そこから派生する問題を掘り下げて行く。したがってテーマは毎授業の折に最新のものを取り上げていく。『企業３０年説』を地で行くように、世界の企業が経営危機　→　倒産に到るケースが後をたたない。「この企業はつぶれない」は神話にすぎないことを、自分の進路を決める上でも肝に銘じてもらいたい。最新のニュースから題材を取り上げる①最新のニュースから題材を取り上げる②最新のニュースから題材を取り上げる③最新のニュースから題材を取り上げる④最新のニュースから題材を取り上げる⑤最新のニュースから題材を取り上げる⑥最新のニュースから題材を取り上げる⑦最新のニュースから題材を取り上げる⑧最新のニュースから題材を取り上げる⑨最新のニュースから題材を取り上げる⑩最新のニュースから題材を取り上げる⑪最新のニュースから題材を取り上げる⑫最新のニュースから題材を取り上げる⑬最新のニュースから題材を取り上げる⑭最新のニュースから題材を取り上げる⑮出席(授業態度)と試験で50%ずつが基本50% 50% 松下幸之助の著作はいまでもよく経営者によく読まれている。原則として、毎回A4版一枚にまとめたレジュメ、参考資料の配付を予定している。経済ニュースに敏感になること、毎日、新聞の経済面を読む習慣をつけるだけでも効果はある。

1501 経営の実際（特講）Ⅱ　【28年度生用】後期 Actual condition of managementⅡ平成27年度 大蔦　勝威 講義 4年次 2 経営危機、M&A(買収・合併)、社長交代　－　など経営問題が新聞に掲らない日はまずない。そこで、企業の直近のニュース(グローバルな観点を重視して選ぶ)を基に、そこから派生する問題を掘り下げて行く。『企業３０年説』を地で行くように、世界の企業が経営危機　→　倒産に到るケースが後をたたない。「この企業はつぶれない」は神話にすぎないことを、自分の進路を決める上でも肝に銘じてもらいたい。リーマン・ショックから6年、世界・日本経済は(経営)は今消費税増税、2015年10月の10%引き上げはどうなる政府と企業経営者は景気をどう読んでいるかシリーズ「企業研究」①タイムリーな企業から選抜するシリーズ「企業研究」②タイムリーな企業から選抜するシリーズ「企業研究」③タイムリーな企業から選抜する社会法(改正点を中心に)コーポレートガバナンス(企業統治)企業コンプライアンス(法令遵守)企業業績急回復に死角はないかシリーズ「企業研究」④タイムリーな企業から選抜するシリーズ「企業研究」⑤タイムリーな企業から選抜するシリーズ「企業研究」⑥タイムリーな企業から選抜するなぜ今、女性管理職授業の総括と試験について出席(授業態度)と試験で50%ずつが基本50 50 松下幸之助の著書はいまでもよく経営者によく読まれている。原則として、毎回A4版一枚にまとめたレジュメ、参考資料の配付を予定している。経済ニュースに敏感になること、毎日、新聞の経済面を読む習慣をつけるだけでも効果はある。

1502 卒業研究指導※(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 ビジネス 演習 4年次 4 ビジネス文化に関する研究テーマに応じて，卒業論文執筆に必要な研究指導を行う．演習 必修 卒業論文を完成させる．※具体的内容については，担当教員毎に別途説明する．

1503 卒業研究指導※(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 ビジネス 演習 4年次 4 ビジネス文化に関する研究テーマに応じて，卒業論文執筆に必要な研究指導を行う．演習 必修 卒業論文を完成させる．※具体的内容については，担当教員毎に別途説明する．

1504 介護福祉　【28年度生用】後期 Care and welfare平成27年度 梅木　幹司 講義 2年次 2 　この講義では、介護保険制度下における高齢者への支援とその家族への支援のあり方について考察し、介護の基本理念等を踏まえたうえで、高齢者に対し専門職として倫理観をもって、向き合う姿勢や技法を身に着けることを目的とした講義とする。選択 ・介護保険制度における組織・団体の役割や専門職の役割とその現状について理解する。		・介護の概念、対象、理念にいて理解する。		・介護過程の概要を学ぶことで介護の技法を理解する。		・要介護者にとって必要な身体的、精神的、社会的支援のあり方とその実際について理解する。オリエンテーション　高齢者と家族支援Ⅰ　～本講義についての説明・高齢者の介護需要と家族がもつ諸問題～高齢者と家族支援Ⅱ　～介護保険制度における組織及び団体の役割と実際～高齢者と家族支援Ⅲ　～介護保険制度における専門職の役割と実際～高齢者と家族支援Ⅳ　～介護保険制度下でのケアマネジメント～高齢者と家族支援Ⅴ　～介護保険制度におけるネットワーキングと実際～高齢者と家族支援Ⅵ　～地域包括支援センターの役割と実際～高齢者と家族支援Ⅶ　～高齢者虐待防止法と権利擁護～高齢者と家族支援Ⅷ　～高齢者と家族支援についての全体的まとめ～介護の概念　～介護の概念及び対象の理解と自立支援～介護予防　～介護予防の必要性とその実際～介護過程　～介護過程の意義と介護の技法～認知症ケア　～認知症の実態とケアの実際～終末期ケア　～終末期ケアの基本的考え方と倫理観～介護と住環境　～要介護者のための住環境整備～高齢者とバリアフリー　～「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、「高齢者の居住の安定確保に関する法律」～毎回、小テストを行う。出席回数が3分の2に満たない者については、期末試験の受験を認めない。評価項目に授業態度を除外しており、積極的な質問は受け付けるが、注意すべき態度は受け付けない。大学生として相応しい態度で受講することを前提とする。10％ 60％ 30％ 授業の中で適宜紹介する。新・社会福祉士養成講座第13巻「高齢者に対する支援と介護保険制度(第3版)」中央法規出版社会福祉士指定科目であるため国家試験受験を予定している人は必ず履修すること。介護保険制度　介護予防　介護過程　認知症　終末期ケア　

1505 権利擁護と成年後見　【28年度生用】前期 平成27年度 伊藤　孝司 講義 2年次 2 介護保険制度と同時に成年後見制度の全面的な改正が実施され12年が経過した。この間に社会福祉士の活躍する領域も拡大してきた。しかし、認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など、判断能力が不十分な人たちの権利侵害は社会の変革の中で増加傾向にある。その中ですべての人々が安心して暮らせるためには生活全般の相談援助の専門職である社会福祉士の役割も大きく、だからこそ「相談・援助」の名の下に人権侵害をしてしまうことのないよう鋭い人権感覚を見につけることが重要である。選択 ①法律の中でも特に民法を理解する。②成年後見制度を理解する。③成年後見制度周辺の福祉制度を理解する。④権利擁護と成年後見制度の関係を理解する。⑤事例により成年後見活動の実際を理解する。契約型福祉社会と権利擁護　～措置から契約へ～　　　「権利擁護の概念」措置制度の理解　介護保険制度の創設から社会福祉基礎構造改革へ契約型福祉社会と権利擁護　成年後見制度と日常生活自立支援事業について成年後見制度の概要　法定後見制度と任意後見制度について成年後見制度について　①後見類型②成年後見人の義務と責任③成年後見制度の運用　　最近の動向と課題④成年後見制度利用支援事業日常生活自立支援事業の概要と運用について権利擁護に関わる法の理解について①日本国憲法の理解②行政法の理解　③民法の理解権利擁護に関わる専門機関・団体・専門職の理解権利擁護活動の実際　事例検討事例検討 事例検討 レポート提出とします。		100点満点で60点以上が合格30 70 0 0 『ソーシャルワークと権利擁護』～福祉を学ぶ人へ～		ふくろう出版新・社会福祉士養成講座19　『権利擁護と成年後見制度』中央法規出版株式会社　司法と福祉の接点である領域について社会福祉士の活動の場が広がっています。その領域であるリーガルソーシャルワークについて学びましょう。『措置から契約へ』　『契約型福祉社会』　『権利擁護と成年後見制度』　『リーガルソーシャルワーク』

1506 更生保護　【28年度生用】後期 Offenders Rehabilitation平成27年度 坂本　秀泰 講義 2年次 1 　更生保護を中心に、犯罪・非行などの処遇制度とこれらの制度に携わる組織・団体・専門職とその役割を解説する。あわせて、この領域における相談援助活動や連携を行うにあたり必要となる基礎知識を解説し、活動の実際を紹介する。選択必修 １．更生保護の制度を理解する。　　２．更生保護に携わる組織・団体・専門職を理解する。　３．犯罪・非行などの処遇における連携のあり方を理解する。　　４．犯罪・非行などの相談援助活動で必要となる基礎的知識を習得する。更生保護とは何か、なぜ更生保護を学ぶのか～近年の動向と課題から～更生保護の理念と歩み司法制度における更生保護の位置づけと役割（少年保護制度を含む）更生保護制度とその担い手①更生保護制度とその担い手②医療観察制度とその担い手関係機関・団体・専門職との連携犯罪被害者の支援、まとめ～再び近年の動向と課題を通して～ 　受講態度と筆記試験により総合的な評価を行う。		　ただし、出席回数が、所定の回数をみたさない場合は、期末試験の受験資格が得られない。　毎回の講義で指定する重要ポイントをくり返し復習するとともに、その次の講義の前にふりかえって理解のつながりを保つこと。４０％ ０％ ６０％ ０％ 　法務省保護局編「更生保護便覧」日本更生保護協会　更生保護制度（司法福祉）弘文堂　2,400円＋税　日頃から、犯罪や犯罪被害などに関心をはらい、講義で学んだ知識をもって、自分なりの考察をするように心がけて下さい。　　犯罪加害者支援、少年保護、医療観察制度、犯罪被害者支援、社会内処遇、

1507 就労支援　【28年度生用】後期 Job assistance services平成27年度 坂本　秀泰 講義 2年次 1 それぞれの人が、その適正と能力に応じた職業に就き、その職業に生きがいを感じて充実した毎日を過ごせることはどんなに素晴らしいことでしょう。しかし、現実問題では多くの障害者の方々が働く場を求めており、障害者雇用も依然として厳しい状況が続いている。そのような状況の中、近年、「障害者自立支援法」が施行されたこと等により「福祉から雇用へ」の流れが活発になり、今後ますます、進んでいくものと思われます。本講では、就労支援をソーシャルワーカーとしての役割を中心に学ぶ。本講義のテーマは、「今日の状況」を的確に把握することである。内容の「暗記」ではなく、自己で「考えて、発展させる力」を養い、また、それを言語化・文章化し、問題の自覚をすることを到達目標とする。また、ソーシャルワーカーの視点を持つことの必要性を自覚し、ソーシャルワーク実習・国家試験に向けて「就労」「支援」ということのイメージを確立できるようにする。『働く』という意義労働市場の変化　～雇用・就労の動向と労働施策の概要～支援の対象像　障害者の就労の現状　就労支援制度　～就労支援施策の概要～専門職の役割　～就労支援に係る専門職の役割と実際～低所得者の就労の現状　～自立支援プログラムの実際～まとめ　～就労支援分野との連携と実際～ 基本的には出席率・試験にて評価を行う。社会福祉士国家試験科目であるため、原則として欠席は認めない。レポート課題を課す場合もある。25 25 40 10 適宜紹介します。新・社会福祉士養成講座18「就労支援サービス」		編集　社会福祉士養成講座編集委員会2年次配当科目であるため、就労支援という言葉に対してイメージがわきにくいと思います。しっかりと基礎科目を学び、受講する目的を明確にしておくことを望みます。※社会福祉士国家試験出題科目です。（4年生の受講も可）障害者、低所得者、ジョブコーチ、トライアル雇用

1508 社会福祉援助技術演習Ⅰ(前半)　【28年度生用】前期 Seminar in social work practice Ⅰ平成27年度 梅木　幹司 演習 3年次 2 　本演習は、本学におけるソーシャルワーク教育の実践的な学びを目的とした科目である。ソーシャルワーク実践に求められる基本的な援助技術、それに関連する知識を学び、併せてソーシャルワーカーに必要な価値倫理を習得し、ソーシャルワーカーになるための基礎を固める。特に３年次後半に予定されている社会福祉援助技術現場実習Ⅰに向けての準備学習と体験蓄積のトレーニングの場として位置づける。以下の点について学習し、その援助技術の習得を目標とする。いずれにしてもワークなどをとおしての体験的学習を重視する。３年次後半の現場実習に向けた準備と実習先選択が可能になるようにしていく。		1.ソーシャルワークの基本視点　2.ソーシャルワーク実践の原則　　3.ソーシャルワークの価値倫理と倫理綱領　4.ソーシャルワークの援助技術の基礎（特に、面接技法とコミュニケーション技術）オリエンテーション（授業概要と評価方法）、アイスブレーキングソーシャルワークの価値と倫理、バイステックの原則と倫理綱領自己覚知Ⅰ：グループワークによる自己覚知自己覚知Ⅱ：グループワークによる自己覚知自己覚知Ⅲ：心理テストやワークによる自己覚知自己覚知Ⅳ：心理テストやワークによる自己覚知基本的なコミュニケーション技法Ⅰ：コミュニケーションの種類・技術基本的なコミュニケーション技法Ⅱ：傾聴基本的なコミュニケーション技法Ⅲ：効果的な質問基本的なコミュニケーション技法Ⅳ：内容の反映及び感情の明確化と反映面接場面の展開Ⅰ：面接技法の習得と実践面接場面の展開Ⅱ：面接技法の習得と実践面接場面の展開Ⅲ：面接技法の習得と実践社会資源についての理解各自の地域における社会資源についての整理と理解　欠席については認めない。出席、発表、レポートならびに試験により総合的に評価を行う。試験については、実践的な理解度を重要視する。演習科目であるため積極的な授業参画を重要視した評価とする。進捗状況によっては、近隣の福祉施設等にボランティアとして参加する。40% 10% 50% F.Pバイステック著、尾崎新ほか訳「ケースワークの原則」		参考図書・文献は適宜紹介する。また、必要に応じてレジュメや資料を配布する。社団法人日本社会福祉士養成校協会＝監修　「社会福祉士　相談援助演習｣　中央法規出版本演習は、社会福祉士受験資格及び保育士資格の取得希望者が履修する科目である。また、社会福祉援助技術現場実習を履修する者は必ず履修すること。欠席は認めないため、やむを得ない欠席については補講で補うこととする。ソーシャルワーク、自己覚知、社会福祉援助技術現場実習、コミュニケーション技術、体験型ワーク

1509 社会福祉援助技術演習Ⅰ(後半)　【28年度生用】前期 Seminar in social work practice Ⅰ平成27年度 梅木　幹司 演習 3年次 2 　本演習は、本学におけるソーシャルワーク教育の実践的な学びを目的とした科目である。ソーシャルワーク実践に求められる基本的な援助技術、それに関連する知識を学び、併せてソーシャルワーカーに必要な価値倫理を習得し、ソーシャルワーカーになるための基礎を固める。特に３年次後半に予定されている社会福祉援助技術現場実習Ⅰに向けての準備学習と体験蓄積のトレーニングの場として位置づける。選択 以下の点について学習し、その援助技術の習得を目標とする。いずれにしてもワークなどをとおしての体験的学習を重視する。３年次後半の現場実習に向けた準備と実習先選択が可能になるようにしていく。 1.ソーシャルワークの基本視点　2.ソーシャルワーク実践の原則　　3.ソーシャルワークの価値倫理と倫理綱領　4.ソーシャルワークの援助技術の基礎（特に、面接技法とコミュニケーション技術）事例の理解と問題Ⅰ　～社会的排除、アウトリーチ、社会資源開発等について①～事例の理解と問題Ⅰ　～社会的排除、アウトリーチ、社会資源開発等について②～事例の理解と問題Ⅱ　～児童虐待、ネットワーキングと社会資源開活用等について①～事例の理解と問題Ⅱ　～児童虐待、ネットワーキングと社会資源開活用等について②～事例の理解と問題Ⅲ　～高齢者虐待、ネットワーキングと社会資源開活用等について①～事例の理解と問題Ⅲ　～高齢者虐待、ネットワーキングと社会資源開活用等について②～事例の理解と問題Ⅳ　～家庭内暴力(D.V.)、チームアプローチと社会資源調整等について①～事例の理解と問題Ⅳ　～家庭内暴力(D.V.)、チームアプローチと社会資源調整等について②～事例の理解と問題Ⅴ　～低所得者、アウトリーチと社会資源調整等について①～事例の理解と問題Ⅴ　～低所得者、アウトリーチと社会資源調整等について②～事例の理解と問題Ⅵ　～ホームレス、社会資源活用等について①～事例の理解と問題Ⅵ　～ホームレス、社会資源活用等について②～事例の理解と問題Ⅶ　～アウトリーチと社会資源活用等について①～事例の理解と問題Ⅶ　～アウトリーチと社会資源活用等について②～まとめ　～社会福祉援助技術演習Ⅰのまとめと社会福祉援助技術演習Ⅱについての説明～欠席については認めない。出席、発表、レポートならびに試験により総合的に評価を行う。試験については、実践的な理解度を重要視する。演習科目であるため積極的な授業参画を重要視した評価とする。進捗状況によっては、近隣の福祉施設等にボランティアとして参加する。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「社会福祉士　相談援助演習」中央法規出版本演習は、社会福祉士受験資格及び保育士資格の取得希望者が履修する科目である。また、社会福祉援助技術現場実習を履修する者は必ず履修すること。欠席は認めないため、やむを得ない欠席については補講で補うこととする。ソーシャルアクション、アウトリーチ、ネットワーキング、チームアプローチ

1510 社会福祉援助技術演習Ⅱ(前半)　【28年度生用】後期 Seminar in social work practice Ⅱ平成27年度 梅木　幹司 演習 3年次 2 　本演習では、社会福祉援助技術演習Ⅰの内容を踏まえ、より実践的な内容による演習の展開を行なう。ロールプレイングでは、各テーマ別による援助場面を想定した内容とし、ソーシャルワークの展開過程をしっかりと理解し、ターミネーションまでの展開過程を意識的に実践できるよう理解と習得を目指す。また、コミュニティワーカーとしての目的や役割を理解するために実践的な技術と方法について習得する。選択 ・ソーシャルワークの展開過程について理解する。		・援助場面を想定したロールプレイングにより援助実践について理解できる。		・地域の課題を把握し、コミュニティソーシャルワーカーの役割について理解できる。		・各種サービスの評価方法について理解できる。オリエンテーション　～社会福祉援助技術演習Ⅱの位置づけと目的、演習の進め方についての説明①～オリエンテーション　～社会福祉援助技術演習Ⅱの位置づけと目的、演習の進め方についての説明②～ロールプレイング等Ⅰ　～(社会的排除)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅰ　～(社会的排除)ロールプレイング等による援助の理解②～ロールプレイング等Ⅱ　～(児童虐待)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅱ　～(児童虐待)ロールプレイング等による援助の理解②～ロールプレイング等Ⅲ　～(高齢者虐待)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅲ　～(高齢者虐待)ロールプレイング等による援助の理解②～ロールプレイング等Ⅳ　～(家庭内暴力、D.V.)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅳ　～(家庭内暴力、D.V.)ロールプレイング等による援助の理解②～ロールプレイング等Ⅴ　～(低所得者)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅴ　～(低所得者)ロールプレイング等による援助の理解②～ロールプレイング等Ⅵ　～(ホームレス)ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅵ　～(ホームレス)ロールプレイング等による援助の理解②～まとめ　～第１４回までのまとめと今後の演習について～欠席については認めない。授業態度、レポートならびに試験(発表)により総合的に評価を行なう。試験については、実践的な理解度を重視する。演習科目であるため積極的な授業参画を重要視した評価とする。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「社会福祉士　相談援助演習」中央法規出版社会福祉士指定科目であるため、国家試験受験を予定している人は必ず履修すること。本演習では欠席を認めないため、やむを得ない欠席の場合は、補習を課すことにより欠席分を補う。ロールプレイング　ソーシャルワークの展開過程　地域福祉　ネットワーキング　サービス評価

1511 社会福祉援助技術演習Ⅱ(後半)　【28年度生用】後期 Seminar in social work practice Ⅱ平成27年度 梅木　幹司 演習 3年次 2 　本演習では、社会福祉援助技術演習Ⅰの内容を踏まえ、より実践的な内容による演習の展開を行なう。ロールプレイングでは、各テーマ別による援助場面を想定した内容とし、ソーシャルワークの展開過程をしっかりと理解し、ターミネーションまでの展開過程を意識的に実践できるよう理解と習得を目指す。また、コミュニティワーカーとしての目的や役割を理解するために実践的な技術と方法について習得する。選択 ・ソーシャルワークの展開過程について理解する。		・援助場面を想定したロールプレイングにより援助実践について理解できる。		・地域の課題を把握し、コミュニティソーシャルワーカーの役割について理解できる。		・各種サービスの評価方法について理解できる。ロールプレイング等Ⅶ　～(権利擁護活動)　ロールプレイング等による援助の理解①～ロールプレイング等Ⅶ　～(権利擁護活動)　ロールプレイング等による援助の理解②～地域福祉の基盤　～地域福祉の基盤と開発について事例及び見学等①～地域福祉の基盤　～地域福祉の基盤と開発について事例及び見学等②～地域福祉の課題　～地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握の方法①～地域福祉の課題　～地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握の方法①～地域福祉計画　～地域福祉の現状と課題にもとづく計画の実際①～地域福祉計画　～地域福祉の現状と課題にもとづく計画の実際②～ネットワーキング　～ネットワーキングの実践の理解①～ネットワーキング　～ネットワーキングの実践の理解②～社会資源の活用等　～社会資源の活用・調整･開発の多様性①～社会資源の活用等　～社会資源の活用・調整･開発の多様性②～サービス評価　～各種サービスの評価方法等の理解①～サービス評価　～各種サービスの評価方法等の理解②～まとめ　～社会福祉援助技術演習Ⅱについてのまとめ～欠席については認めない。授業態度、レポートならびに試験(発表)により総合的に評価を行なう。試験については、実践的な理解度を重視する。演習科目であるため積極的な授業参画を重要視した評価とする。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「社会福祉士　相談援助演習」中央法規出版社会福祉士指定科目であるため、国家試験受験を予定している人は必ず履修すること。本演習では欠席を認めないため、やむを得ない欠席の場合は、補習を課すことにより欠席分を補う。ロールプレイング　ソーシャルワークの展開過程　地域福祉　ネットワーキング　サービス評価

1512 社会福祉援助技術演習Ⅲ　【28年度生用】後期 Seminar in social work practice Ⅲ平成27年度 梅木　幹司 演習 4年次 1 　社会福祉援助技術演習Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習Ⅰ・Ⅱを踏まえ、これまでの学習と実習における体験から実践的な援助方法について学習する。社会福祉援助技術に関するこれまでの学習を踏まえ、実際に実習で体験したことについて考察し、グループディスカッションや個別指導によって実践的な理解を深める。本演習は、演習科目の集大成として実践場面で通用する力を養う。選択 ・実習の体験を言語化することができる。		・事例研究を通じて実践的理解を深める。		・直接援助技術、間接援助技術、関連援助技術について総合的に理解し、考察することができる。		・それぞれの実習体験を共有する意義について理解することができる。オリエンテーション　～社会福祉援助技術演習Ⅲの目的とねらい～実習レポートⅠ　～実習における体験に関するレポート(グループ指導)～実習レポートⅡ　～実習における体験に関するレポート(個別指導)～実習レポートⅢ　～実習における体験に関するレポート(個別指導)～実習体験の共有Ⅰ　～実習における各自の体験の共有(グループ指導)～実習体験の共有Ⅱ　～実習における各自の体験の共有(グループ指導)～実習体験と相談援助Ⅰ　～実習の体験と相談援助(グループ指導)～実習体験と相談援助Ⅱ　～実習の体験と相談援助(グループ指導)～実習体験と相談援助Ⅲ　～実習の体験と相談援助(個別指導)～実習体験と相談援助Ⅳ　～実習の体験と相談援助(個別指導)～実習体験と事例　～実習における各自の体験と事例(グループ指導)～実習体験と事例研究　～実習における各自の体験と事例(グループ指導)～実習体験と事例　～実習における各自の体験と事例(個別指導)～実習体験と事例研究　～実習における各自の体験と事例(個別指導)～まとめ　～演習・実習体験についてのまとめ～欠席については認めない。授業への積極的な参加態度、発表、レポートならびに試験により総合的に評価を行う。試験については、実践的な理解度を重視する。演習科目であるため積極的な授業参画を重要視した評価とする。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「社会福祉士　相談援助演習」中央法規出版社会福祉士指定科目であるため、受験資格取得予定者は必ず履修すること。本演習では欠席を認めないため、やむを得ない欠席の場合は、補習授業により欠席分を補う。実習体験　グループディスカッション　事例研究　実践的理解　情報共有

1513 社会福祉援助技術現場実習Ⅰ　【28年度生用】後期 Social work practicum Ⅰ平成27年度 梅木　幹司・横山　順一実習 3年次 2 　社会福祉援助技術現場実習Ⅰでは、利用者理解を目的として実習を行う。実習担当教員と実習施設における実習指導者と十分に議論を重ね、体験・振り返り・日々の目標設定等を実行して、社会福祉士の援助技術について実践的に学習する。選択 ・実習施設の目的・役割・理念等について理解する。		・利用者理解とその需要を把握することができる。		・利用者との関係形成やコミュニケーション等の技術を習得する。		・実習施設における多職種連携の意義を理解することができる。　実習指導者による指導を受け、相談援助実習指導担当教員による巡回指導を受ける。　「社会福祉援助技術現場実習Ⅰ」では、利用者理解を中心に以下のことについて学習する。・利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等との基本的なコミュニケーションや　人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成・利用者理解とその需要把握・利用者やその関係者(家族・親族・友人等)との援助関係の形成・多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際・社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の　一員としての役割と責任への理解 評価の配分は、実習評価表、自己評価表、実習日誌、実習計画書、実習のまとめ、実習報告書から総合的に評価する。実習中の態度次第では、実習を中断し評価の対象とはしない。社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰの授業において適宜紹介する。必要がある場合は、個別指導時に紹介する。「ソーシャルワークハンドブック」山口福祉文化大学		「社会福祉士　相談援助実習」中央法規出版社会福祉士指定科目。国家試験受験希望者は必修。実習中は、健康に十分に留意し、積極的な学習態度で臨むこと。実習担当教員とは、常に連携をとること。実習中は無断欠席は絶対に許されない。利用者理解　職種理解　コミュニケーション　多職種連携　ニーズキャッチ

1514 社会福祉援助技術現場実習Ⅱ　【28年度生用】通年 Social work practicum Ⅱ平成27年度 梅木　幹司・横山　順一実習 4年次 4 　社会福祉援助技術現場実習Ⅱでは、相談援助業務と多職種との連携について理解し、援助技術を学ぶことを目的として実習を行う。実習担当教員と実習施設における実習指導者と十分に議論を重ね、体験・振り返り・日々の目標設定等を実行して、社会福祉士の援助技術について実践的に学習する。選択 ・相談援助業務と多職種連携について理解する。		・利用者のニーズを把握し支援計画を立てることができる。		・相談援助業務の実際と地域における当該実習施設の役割や他機関との連携に関する援助技術を習得する。		・利用者やその関係者(家族・親友・友人等)への権利擁護及び支援(エンパワメントを含む)とその評価について理解する。　実習指導者による指導を受け、相談援助実習指導担当教員による巡回指導を受ける。　「社会福祉援助技術現場実習Ⅱ」では、相談援助の実際を中心に以下のことについて学習する。・利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等との基本的なコミュニケーションや　人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成・利用者理解とその需要把握及び支援計画の作成・利用者やその関係者(家族・親族・友人等)との援助関係の形成・利用者やその関係者(家族・親族・友人等)への権利擁護及び支援(エンパワメントを含む)とその評価・多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際・社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の　一員としての役割と責任の理解・施設・事業者・機関・団体等の経営やサービス管理運営の実際・当該実習先が地域社会の中の施設・事業者・機関・団体等であることへの理解と具体的な地域社会への働きかけ　としてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解評価の配分は、実習評価表、自己評価表、実習日誌、実習計画書、実習のまとめ、実習報告書から総合的に評価する。実習中の態度次第では、実習を中断し評価の対象とはしない。社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱの授業において適宜紹介する。必要がある場合は、個別指導時に紹介する。「ソーシャルワークハンドブック」山口福祉文化大学		「社会福祉士　相談援助実習」中央法規出版社会福祉士指定科目。国家試験受験希望者は必修。実習中は、健康に十分に留意し、積極的な学習態度で臨むこと。実習担当教員とは、常に連携をとること。実習中は無断欠席は絶対に許されない。多職種連携　支援計画　エンパワメント　アウトリーチ　ネットワーキング

1515 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ　【28年度生用】後期 Guidance of social work practicum Ⅰ平成27年度 梅木　幹司・横山　順一実習 3年次 1 　利用者理解、職種理解を目的とした「社会福祉援助技術現場実習Ⅰ」に向けての学習を行う。実習の事前学習として、グループワークや個別指導を通じて実習分野や実習施設等について理解し、実習における各自の目標、計画について考察する。また、実習に向けた準備として、社会福祉士の関わる分野や施設等に関する理解を深め、実習指導者とともに各自の実習を組み立てて実習に臨む。選択 ・相談援助実習の意義について理解する。		・事前・事後学習を通じて、実習先についての理解を深めることができる。		・相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術等を体得する。		・社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。	オリエンテーション　～相談援助実習の意義と今後の予定～相談援助実習の指導　～相談援助実習・実習指導における個別・集団指導の意義～実習分野の理解Ⅰ　～実習先の施設・事業者・機関・団体等に関する理解～実習分野の理解Ⅱ　～実習先の施設・事業者・機関・団体等に関する理解～関連業務の理解　～実習先の関連業務に関する基本的理解～現場体験学習等　～現場体験学習及び見学実習～相談援助の理解　～実習先で必要とされる相談援助の理解～個人情報等について　～実習における個人のプライバシー保護と守秘義務等の理解～実習日誌Ⅰ　～実習日誌の記録内容、記録方法に関する理解～実習日誌Ⅱ　～実習日誌の記録内容、記録方法に関する理解～実習計画の作成Ⅰ　～実習指導者を含む協議による実習計画の作成～実習計画の作成Ⅱ　～実習指導者を含む協議による実習計画の作成～巡回指導Ⅰ　～実習担当教員による巡回指導～巡回指導Ⅱ　～実習担当教員による巡回指導～実習の振り返り　～実習の振り返りと総括～欠席については認めない。実習へ向けた課題への取組、実習への態度、実習の振り返り、発表などから総合的に評価を行う。施設への見学実習(体験学習を含む)40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「ソーシャルワークハンドブック」山口福祉文化大学		「社会福祉士　相談援助実習」中央法規出版社会福祉士指定科目であり、「社会福祉援助技術現場実習Ⅰ」を履修するための必修科目である。欠席については認めない。出席回数が4／5に満たない場合は、単位認定は行わず、社会福祉援助技術現場実習Ⅰの履修も認めない。社会福祉士倫理綱領　実習日誌　実習計画　利用者理解　職種理解

1516 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ(前半)　【28年度生用】通年 Guidance of social work practicum Ⅱ平成27年度 梅木　幹司・横山　順一実習 4年次 2 「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ」は、利用者理解を目的とした3年後期の「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ」を踏まえ、4年通年で行われる相談援助業務を中心に学習する実習の事前事後の指導を行う。実習の事前学習では、グループワークや個別指導を通じて実習分野や実習施設等について情報収集を行い、実習における各自の目標、計画について考察する。事後学習では、実習報告書を作成し、実習指導者を招いての実習報告会を行い、さらなる理解を深める。選択 ・相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術を体得する。		・社会福祉士が関わる分野における相談援助業務を理解して実践力を習得する。		・具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として概念化、理論化し体系立てていくことができる能力を養う。オリエンテーション　～実習と実習指導、個別指導と集団指導の意義等～実習分野の理解Ⅰ　～実習先の施設・事業者・機関・団体等に関する理解～実習分野の理解Ⅱ　～実習先の施設・事業者・機関・団体等に関する理解～関連業務の理解　～実施先の関連業務に関する基本的理解～実習計画の概要　～事前訪問及び実習計画の概要作成～相談援助の知識・技術Ⅰ　～実習先で必要とされる相談援助の知識・技術の理解～相談援助の知識・技術Ⅱ　～実習先で必要とされる相談援助の知識・技術の理解～相談援助の知識・技術Ⅲ　～実習先で必要とされる相談援助の知識・技術の理解～個人情報等についてⅠ　～実習における個人のプライバシー保護と守秘義務等の理解～個人情報等についてⅡ　～実習における個人のプライバシー保護と守秘義務等の理解～実習日誌Ⅰ　～実習日誌の記録内容、記録方法に関する理解～実習日誌Ⅱ　～実習日誌の記録内容、記録方法に関する理解～実習計画の作成Ⅰ　～実習指導者を含む協議による実習計画の作成～実習計画の作成Ⅱ　～実習指導者を含む協議による実習計画の作成～実習計画の作成Ⅲ　～実習指導者を含む協議による実習計画の作成～欠席については認めない。実習へ向けた課題への取組、実習への態度、実習の振り返り、発表などから総合的に評価を行う。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「ソーシャルワークハンドブック」山口福祉文化大学		「社会福祉士　相談援助実習」中央法規出版社会福祉士指定科目であり、「社会福祉援助技術現場実習Ⅱ」を履修するための必修科目である。欠席については認めない。出席回数が4／5に満たない場合は、単位認定は行わず、社会福祉援助技術現場実習Ⅱの履修も認めない。個人情報　守秘義務　実習計画　個別支援計画　実習報告会

1517 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ(後半)　【28年度生用】通年 Guidance of social work practicum Ⅱ平成27年度 梅木　幹司・横山　順一実習 4年次 2 「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ」は、利用者理解を目的とした3年後期の「社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ」を踏まえ、4年通年で行われる相談援助業務を中心に学習する実習の事前事後の指導を行う。実習の事前学習では、グループワークや個別指導を通じて実習分野や実習施設等について情報収集を行い、実習における各自の目標、計画について考察する。事後学習では、実習報告書を作成し、実習指導者を招いての実習報告会を行い、さらなる理解を深める。選択 ・相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術を体得する。		・社会福祉士が関わる分野における相談援助業務を理解して実践力を習得する。		・具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として概念化、理論化し体系立てていくことができる能力を養う。	巡回指導Ⅰ　～実習配属先での巡回指導、個別指導～巡回指導Ⅱ　～実習配属先での巡回指導、個別指導～巡回指導Ⅲ　～実習配属先での巡回指導、個別指導～巡回指導Ⅳ　～実習配属先での巡回指導、個別指導～巡回指導Ⅴ　～実習配属先での巡回指導、個別指導～課題の整理Ⅰ　～実習日誌、体験を踏まえた課題の整理～課題の整理Ⅱ　～実習日誌、体験を踏まえた課題の整理～課題の整理Ⅲ　～実習日誌、体験を踏まえた課題の整理～実習総括レポートⅠ　～実習総括レポートの作成～実習総括レポートⅡ　～実習総括レポートの作成～実習総括レポートⅢ　～実習総括レポートの作成と報告準備～実習総括レポートⅣ　～実習総括レポートの作成と報告準備～実習総括レポートⅤ　～実習総括レポートの作成と報告準備～実習報告Ⅰ　～実習評価報告、総括会～実習報告Ⅱ　～実習評価報告、総括会～欠席については認めない。実習へ向けた課題への取組、実習への態度、実習の振り返り、発表などから総合的に評価を行う。40％ 10％ 50％ 授業の中で適宜紹介する。「ソーシャルワークハンドブック」山口福祉文化大学		「社会福祉士　相談援助実習」中央法規出版	社会福祉士指定科目であり、「社会福祉援助技術現場実習Ⅱ」を履修するための必修科目である。欠席については認めない。出席回数が4／5に満たない場合は、単位認定は行わず、社会福祉援助技術現場実習Ⅱの履修も認めない。個人情報　守秘義務　実習計画　個別支援計画　実習報告会

1518 社会福祉援助技術論Ⅰ　【28年度生用】前期 Social Work Ⅰ平成27年度 田中　浩二 講義 2年次 2 本講義は，社会福祉士国家試験科目の「相談援助の基盤と専門職」（Professional basis of Social Work Practice）の内容の基礎部分にあたる。社会福祉士の役割と意義，精神保健福祉士の役割と意義，相談援助の概念と範囲，相談援助の理念，相談援助における権利擁護の意義と範囲，相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理，総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について理解する。社会福祉士の仕事，活動の基盤となる考え方に関する基礎的な知識を習得するとともに，学生各自がソーシャルワークや援助について考えることができる力を身につける。抽象的な概念の理解が必要で，難しく感じるかもしれないが，繰り返し学ぶことで各自が自分のことばに置き換えて考察できるようになることを期待する。オリエンテーション　授業の進め方，履修上の注意，評価の方法などを説明社会福祉士とは　日本における社会福祉士社会福祉士の役割と意義①社会福祉士の役割と意義②精神保健福祉士の役割と意義相談援助の概念と範囲①相談援助の概念と範囲②相談援助の理念相談援助における権利擁護の意義相談援助に係る専門職の概念と範囲①相談援助に係る専門職の概念と範囲②専門職倫理と倫理的ジレンマ①専門職倫理と倫理的ジレンマ②総合的かつ包括的な援助と他職種連携（チームアプローチ）の意義と内容まとめ　振り返り定期試験によって評価する。60点以上を合格とする。5％ 95％ 授業の中で紹介する。大島侑・佐々木正人編著『社会福祉援助技術論』ミネルヴァ書房（1999）本体￥2,400抽象的な概念の理解に困難を感じるかもしれないが，気になったことばなどから，自分で，友人と一緒に考えてみる機会になればと思う。社会福祉士，相談援助，専門職

1519 社会福祉援助技術論Ⅱ　【28年度生用】後期 Social Work Ⅱ平成27年度 田中　浩二 講義 2年次 2 本講義は，社会福祉士国家試験科目の「相談援助の理論と方法」（Theory and Methods of Social Work）の内容の基礎部分にあたる。相談援助における人と環境との交互作用に関する理論，相談援助の対象とさまざまな実践モデル，相談援助の過程とそれに係る知識と技術について，基礎的に理解する。社会福祉士を目指そうとする学生に必要な基礎的な知識を習得する。本講義で基礎を学ぶことで，他の関連科目における意識や理解を深めることにつながる。援助技術の内容と関連をしっかり理解し，以後の事例検討などの際に自ら用いることができるようになる。オリエンテーション　授業の進め方，履修上の注意，評価の方法などを説明人間と環境について人間と環境との交互作用　生態学的アプローチ相談援助の対象様々な実践モデルとアプローチ①様々な実践モデルとアプローチ②相談援助の過程①相談援助の過程②相談援助における援助関係相談援助のための面接技術ケースマネジメントとケアマネジメント　ネットワーキングアウトリーチと相談援助における社会資源の活用・調整・開発スーパービジョン　記録記録の技法とその他の技術まとめ　振り返り定期試験によって評価する。60点以上を合格とする。5％ 95％ 授業の中で紹介する。大島侑・佐々木正人編著『社会福祉援助技術論』ミネルヴァ書房（1999）本体￥2,400資格取得を目指す学生にとっては必修となるが，資格取得を目指さない学生にも，社会福祉士の活動を理解することができる科目である。		キーワード								相談援助，理論，方法，基礎	

1520 社会福祉援助技術論Ⅲ　【28年度生用】前期 Theory of Socialwork Ⅲ平成27年度 横山　順一 講義・演習 3年次 2 社会福祉援助技術論Ⅱでは、社会福祉援助技術のなかの直接援助技術に関する基本的理解を深めていくことを目的とする。事例の紹介等も含めながら、具体的かつ実践的に生活問題に取り組み、援助者の基本的姿勢・態度を明確化していくことを目指していく。選択 社会福祉援助の具体的姿勢や態度について理解ができるイントロダクション相談援助とは相談援助の構造と機能人と環境の交互作用相談援助における援助関係相談援助の展開過程1相談援助の展開過程2相談援助のためのアウトリーチの技術相談援助のための契約の技術相談援助のためのアセスメントの技術相談援助のための介入の技術相談援助のための経過観察、再アセスメント、効果測定、評価の技術相談援助のための面接の技術相談援助のための記録の技術相談援助のための交渉の技術、前期まとめ前期の総括として、学期末試験（筆記試験）にて判断する 100 新社会福祉士養成講座7「相談援助の理論と方法Ⅰ」中央法規出版本講義は、社会福祉士国家試験科目「相談援助の理論と方法」に相当します。

1521 社会福祉援助技術論Ⅳ　【28年度生用】後期 Theory of Socialwork Ⅳ平成27年度 横山　順一 講義・演習 3年次 2 社会福祉援助技術論Ⅳでは、社会福祉援助技術のなかの直接援助技術に関する基本的理解を深めていくことを目的とする。事例の紹介等も含めながら、具体的かつ実践的に生活問題に取り組み、援助者の基本的姿勢・態度を明確化していくことを目指していく。選択 社会福祉援助の具体的姿勢や態度について理解ができるイントロダクション相談援助における対象の理解ケースマネジメントグループを活用した相談援助コーディネートとネットワーキング相談援助における社会資源の活用・調整・開発さまざまな実践モデルとアプローチⅠさまざまな実践モデルとアプローチⅡさまざまな実践モデルとアプローチⅢスーパービジョンとコンサルテーションの技術ケースカンファレンスの技術相談援助における個人情報ほ保護相談援助における情報通信技術の活用事例研究、事例分析相談援助の実際、後期まとめ後期の総括として、学期末試験（筆記試験）にて判断する 100 新社会福祉士養成講座8「相談援助の理論と方法Ⅱ」中央法規出版本講座は、社会福祉士国家試験科目「相談援助の理論と方法」に相当します。

1522 社会福祉調査法　【28年度生用】後期 Social Work Research平成27年度 田中　浩二 講義 1年次 2 社会福祉援助技術におけるソーシャルワーク・リサーチについて学習する。社会福祉調査は、さまざまなニーズや現状を把握する上で必要とされる。社会福祉調査の意義と目的及び方法の概要について理解する。また、統計法の概要、社会福祉調査における倫理や個人情報保護について理解する。さらに、量的調査の方法及び質的調査について理解する。選択 ソーシャルワーク・リサーチの種類や方法を理解し、学生各自が社会福祉に限らず身近な問題意識をもって、調査を計画できるようになる。社会福祉調査とは社会福祉調査の意義社会福祉調査の目的調査の種類統計調査の種類と意味統計調査の活用方法量的調査の方法、アンケート調査の方法量的調査の方法、アンケート調査の方法質的調査の方法、インタビュー・事例調査質的調査の方法、インタビュー・事例調査量的調査と質的調査の違いについて社会福祉調査における倫理社会福祉調査における個人情報保護社会調査の実施にあたってのITの活用方法実際の活用事例定期試験によって評価する。60点以上で合格。各回の授業ノートを作成し、復習すること.		テレビやインターネット、新聞等に掲載される調査結果に敏感になること10％ 90％

1523 障害者福祉論　【28年度生用】前期 Person with disability and social welfare平成27年度 梅木　幹司 講義 1年次 2 　本講義では、障害の概念と障害者の生活実態を捉え、必要な支援とは何かについて考察する。そこで、障害者福祉に関わる政策、法律、制度についての理解と知識を深め、それらを活用する専門職の役割やあり方について検討し考察する。「障害者を取り巻く社会情勢」を中心に特に障害者総合支援法の制度理解には特に重点を置く。社会福祉士国家試験においては「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」である。	選択 ・障害の概念について理解する。		・障害者福祉の歴史および障害者の権利について理解する。		・障害者の生活実態とそれを取り巻く社会情勢について理解する。		・障害者福祉政策および制度またはそれらの動向や専門職の役割について理解する。オリエンテーション　～授業のねらいと「障害」について考える～障害の概念　～国際障害分類、国際生活機能分類を中心に～障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢　～障害者処遇の歴史的変遷を通じて～障害者福祉の発展過程　～制度的変遷と障害者基本法の理念と概要～身体障害者福祉について　～身体障害者福祉法を中心に～知的障害者福祉と発達障害者支援　～知的障害者福祉法・発達障害者支援法を中心に～精神保健福祉について　～精神保健福祉法・医療観察法を中心に～障害者のアクセスビリティーについて　～バリアフリー新法を中心に～障害者の就労について　～障害者の雇用の促進等に関する法律と就労支援～障害者総合支援法①　～法の目的と概要について～障害者総合支援法②　～法における組織および団体の役割と実際～障害者総合支援法③　～法における専門職の役割と実際～障害者総合支援法④　～法における相談支援事業所の役割と実際～障害者総合支援法⑤　～法における多職種連携とネットワーキング～障害者虐待防止法と障害者福祉論まとめの講義出席40％、試験40％、レポートなどの提出物10％、受講態度など10％において総合的に評価を行います。なお、試験については学則に定める出席回数を満たさないものは試験を受けれらないので注意すること。また、試験は持ち込み等不可です。	・基本的にはないが、レポートを課す場合もある40％ 10％ 40％ 10% ・参考書・文献は適宜紹介し、レジュメ・資料等を配布する。		・福祉六法新・社会福祉士養成講座第14巻「障害者に対する支援と障害者自立支援制度(第4版)」中央法規出版		その他社会福祉士指定科目であるため、国家試験受験を希望する学生は必ず履修すること。障害者総合支援法理解においては、暗記力が必然である. また、社会福祉士実習において座学とのすり合わせを期待している。障害者福祉、障害者総合支援法、就労支援、ネットワーキング、権利擁護

1524 福祉行財政論　【28年度生用】後期 平成27年度 坂本　秀泰 講義 3年次 2 ・福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市町村の役割、国と地方の関係、財源、組織および団体、専門職の役割を含む）について理解する。 ・福祉行財政の実際について理解する。 ・福祉計画の意義や目的、主体、方法、留意点について理解する。現代の社会福祉サービスは国が基本的な施策を決定するが、実施は市町村をベースとして、行政担当者と住民および事業者が参加して行うようになってきた。これに伴って、福祉専門職は現場実践における専門性のみならず、計画策定段階においても専門的視点からかかわることが求められるようになった。そこで本講義を通じて、福祉行財政、福祉計画の意義や目的等についての理解を到達目標と設定する。オリエンテーション　授業の内容の説明とスケジュール福祉行政の実施主体　　戦後社会福祉行政の展開と公的責任の推移　社会福祉の実施体制福祉行政の実施主体　　国と地方の役割、関係社会福祉行政の組織と役割社会福祉行政における専門職と役割社会福祉の財政社会福祉財政の動向と課題社会福祉行政と福祉計画福祉計画の種類と範囲福祉計画の意義と目的福祉計画における住民参加福祉計画の策定過程と方法福祉計画の評価福祉計画の実際レポート作成受講態度、授業中の小レポート、期末試験、その他総合的評価福祉行財政、福祉計画は一人ひとりの市民が大いに感心を持ち、主体的に参加することの必要性が問われる今日において、自らのモノとして考えることが求められていることを十分認識し、新聞やテレビのニュースや地域の福祉ニーズ、社会資源について日々気づいて、考えるようにして欲しい30％ 20％ 40％ 10％ 随時紹介 『福祉行財政論』 精神保健福祉士・社会福祉士養成基礎セミナー編集委員会　編集 へるす出版講義に出席するのではなく、主体的に参加して欲しい 授業中の私語、飲食は厳禁、守れない場合には出席を取り消すとともに単位を授与しない

1525 福祉経営論　【28年度生用】前期 平成27年度 今川　元治 講義 3年次 2 福祉サービスに係る組織や団体について理解する。		福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論について理解する。		福祉サービスの経営と管理運営について理解する。	選択 福祉サービスに係る組織や団体について理解する。		福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論について理解する。		福祉サービスの経営と管理運営について理解する。	福祉施設サービスの変遷　　　　　　〃福祉施設サービス提供組織の役割福祉施設サービス提供組織の体系とと制度福祉施設サービス提供組織と地域社会業務運営と経営に係る基礎知識福祉施設サービスの管理運営の方法　(労務・財務・会計・管理)　　　　　　　　　　　　　　〃福祉施設の建物と設備福祉施設サービスにおけるマネージメント　(利用者ニーズと施設運営)　　　　　　　　　〃福祉施設サービスの危機管理　　　　　　これからの福祉施設サービスの経営と運営　　　　　　　　　〃まとめ 出席と期末試験により総合的に判断する40 10 0 50 0 	 福祉サービスの組織と経営(弘文堂)			携帯電話の使用や私語は禁止する。他者に迷惑をかける行為がある場合は		授業への参加を認めない。	

1526 保健医療　【28年度生用】後期 平成27年度 中江　公裕 講義 1年次 2 医学一般、健康科学Ⅰ、Ⅱの講義が基礎教育科目として別にあり、本講はこれらと重複しない内容にしたい。まず医療をライフステージの観点から講義し、生活習慣病から予防へと視点を進める。さらに救急・救命医学、先端・再生医療、統合医療と現代的医療の最前線についても概観する。最後に保健医療制度関係法規と内外の実際の医療・保健活動について講義する。授業ガイダンス保健医療の歴史と現状小児期、青年期、壮年期の医療高齢者の医療ターミナルケアー糖尿病など生活関連疾患公衆衛生学概論予防医学 疫学一般、疫学の事例救急・救命医学の現状先端医療、再生医療の現状と展望東洋医学・医療、統合医療の現状保健・医療関連法規NPO、関連施設の活動わが国の医療経済講義内容の基本的事項について筆記試験を行い出席率、提出物と併せて総合判定する。40 40 20 必要に応じてプリントなどを配布する講義内容が授業計画と前後する場合がある。

1527 老人福祉論　【28年度生用】前期 Social services for the elderly平成27年度 梅木　幹司 講義 2年次 2 　現代社会における高齢者の生活実態を多角的に捉え、高齢者が最期まで人として尊厳のある人生を歩むためには、社会的にどのような仕組みが必要であり、どのような支援が必要であるのかを考察する。また、現在ある高齢者関連諸制度について介護保険制度を中心として理解を深める講義としたい。選択 ・高齢者の特性を理解する。		・高齢者の生活実態とそれを取り巻く福祉需要を理解する。		・高齢者福祉制度の発展過程を理解し、現在の動向についても理解する。		・介護保険制度について理解する。オリエンテーション　～現代社会と高齢者～高齢者の特性Ⅰ　～高齢者の身体的特性について～高齢者の特性Ⅱ　～高齢者の心理的特性と社会的特性について～高齢者の生活実態　～高齢者の健康面・経済面などについて～高齢者を取り巻く社会情勢Ⅰ　～高齢者の福祉需要①(就労実態と課題、高齢者虐待の実態と課題)～高齢者を取り巻く社会情勢Ⅱ　～高齢者の福祉需要②(老年期の生活課題の特性と構造)～高齢者福祉制度Ⅰ　～高齢者福祉制度の発展過程～高齢者福祉制度Ⅱ　～老人福祉法の概要～高齢者福祉制度Ⅲ　～高齢者に対する社会保障～高齢者福祉制度Ⅳ　～老人保健法から高齢者の医療の確保に関する法律～介護保険制度Ⅰ　～介護保険法制定の背景および介護保険制度の仕組みとその機能～介護保険制度Ⅱ　～介護保険制度におけるサービス体系～介護保険制度Ⅲ　～介護報酬の概要～介護保険制度Ⅳ　～医療と介護の連携と地域移行支援～高齢者の社会参加　～高齢者の生きがいと社会参加～毎回小テストを行う。出席回数が3分の2に満たない者は、期末試験の受験を認めない。評価項目に授業態度を除外しており、積極的な質問は受け付けるが、注意すべき態度は受け付けない。大学生として相応しい態度で受講することを前提とする。数回レポート課題を出し、提出を求める。10％ 60％ 30％ 授業の中で適宜紹介する。新・社会福祉士養成講座第13巻「高齢者に対する支援と介護保険制度(第3版)」中央法規出版社会福祉士指定科目のため受験資格が必要な人は必ず履修すること。高齢者の生活　老人福祉法　介護保険法　高齢者虐待　生きがい

1528 公的扶助論　【28年度生用】前期 平成27年度 東　康祐 講義 2年次 2 　低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢・福祉需要とその実際、相談援助活動において必要となる生活保護制度や関連する他の法制度、自立支援プログラムの意義と実際について理解することを目的とする。　授業概要で示した内容の理解が目標であるが、より具体的な到達目標は社会福祉士国家試験における「低所得者に対する支援と生活保護制度」に対応できる水準の実力を身につけることがである。低所得階層の生活実態　　　低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢，福祉需要とその実際生活保護の動向　　　生活保護費、保護率などの動向生活保護制度①　　　国・都道府県・市町村の役割、ハローワークの役割生活保護制度②　　　現業員・査察指導員の役割生活保護制度③　　　保険と医療の連携生活保護制度④　　　労働施策との連携、その他の施策との連携生活保護制度⑤　　　福祉事務所の組織体系福祉事務所の役割と実際①　　　福祉事務所の組織体系福祉事務所の役割と実際②　　　福祉事務所の活動の実際自立支援プログラムの意義と実際①　　　自立支援プログラムの目的自立支援プログラムの意義と実際②　　　自立支援プログラムの作成過程と方法自立支援プログラムの意義と実際③　　　自立支援プログラムの実際低所得者対策　　　生活福祉資金概要、自立支援の実際、無料定額診療制度、公営住宅ホームレス対策　　　ホームレス自立支援法の概要全体のまとめ期末試験の成績を中心に授業態度等を加味して総合評価を行う。基本的に予習は要求しない。配布資料や参考書で復習を中心に学習してほしい。１０％ １０％ ７０％ １０％ 社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 第16巻　低所得者に対する支援と生活保護制度（公的扶助論）　第２版』　中央法規必要に応じてレジュメ、資料を配布する。日本の基本的な公的扶助である生活保護制度を中心に学んでいきます。生活保護・福祉事務所・自立支援プログラム・ホームレス・生活福祉資金

1529 社会保障論Ⅰ　【28年度生用】前期 Social Security Ⅰ平成27年度 横山　順一 講義 2年次 2 私たちの生活は常に喜ばしい事だけに囲まれているわけではありません。疾病や怪我、失業やリストラ等、生活の根幹を揺るがすライフイベントにも遭遇することがあります。そして、そういったアクシデントは往々にして個人の努力で補完できないほど大きな負担を伴います。そのアクシデントに対応して、出来る限り生活上の負担を軽減する仕組みが社会保障です。その仕組みを理解していきましょう。選択 （1）社会保障の歴史を理解できる。（2）各種社会保険について理解できる。イントロダクション現代社会と社会保障～意義、理念、機能～社会保障の歴史～欧米の社会保障～社会保障の歴史～日本の社会保障～社会保障の構造～社会保障の体系～社会保障の構造～社会保険、社会扶助～社会保障の財源年金制度～沿革と概要～年金制度～各種年金の体系～年金制度～近年の動向～医療保険～医療保険の沿革と概要～医療保険～健康保険制度～医療保険～後期高齢者医療制度～医療保険～近年の動向～前期まとめ 講義の総括として、学期末試験（筆記試験）で判断する 100 MINERVA社会福祉士養成テキストブック「社会保障」ミネルヴァ書房「社会保障論Ⅰ」、「社会保障論Ⅱ」両方の単位を取得することで、社会福祉士国家試験受験の指定科目「社会保障論」を修了することになります。

1530 社会保障論Ⅱ　【28年度生用】後期 Social Security Ⅱ平成27年度 横山　順一 講義 2年次 2 私たちの生活は常に喜ばしい事だけに囲まれているわけではありません。疾病や怪我、失業やリストラ等、生活の根幹を揺るがすライフイベントにも遭遇することがあります。そして、そういったアクシデントは往々にして個人の努力で補完できないほど大きな負担を伴います。そのアクシデントに対応して、出来る限り生活上の負担を軽減する仕組みが社会保障です。その仕組みを理解していきましょう。選択 （1）日常生活における社会保障の重要性について理解できる、（2）各種社会保険について理解できるイントロダクション介護保険～沿革と概要～介護保険～介護認定、運用～介護保険～近年の動向～労働者保険～沿革と概要～労働者保険～労災保険1～労働者保険～労災保険2～労働者保険～雇用保険1～労働者保険～雇用保険2～社会福祉制度～児童、母子寡婦～社会福祉制度～障害者、高齢者、社会手当～社会保険と民間保険社会保障制度の今後の課題世界各国の社会保障制度後期まとめ 講義の総括として、学期末試験（筆記試験）で判断する 100 MINERVA社会福祉士養成テキストブック「社会保障」ミネルヴァ書房「社会保障論Ⅰ」、「社会保障論Ⅱ」両方の単位を取得することで、社会福祉士国家試験受験の指定科目「社会保障論」を修了することになります。

1531 地域福祉論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 今川　元治 講義 3年次 2 地域福祉の基本的考え方(人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、地域移行、社会的包摂等を含む。)について理解する。		地域福祉の主体と対象について理解する。		地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。選択 地域福祉の基本的考え方(人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、地域移行、社会的包摂等を含む。)について理解する。		地域福祉の主体と対象について理解する。		地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。オリエンテーション	地域福祉を学ぶ意義について地域福祉の基本的考え方Ⅰ	地域福祉の概念と範囲について地域福祉の基本的考え方Ⅱ	地域福祉における人権尊重、自立支援地域福祉の基本的考え方Ⅲ	地域福祉における住民参加の推進とその意義地域福祉の理論と歴史Ⅰ	イギリスの地域福祉の歴史的展開と理論の発展地域福祉の理論と歴史Ⅱ	アメリカの地域福祉の歴史的展開と理論の発展地域福祉の理論と歴史Ⅲ	日本の地域福祉の歴史的展開と理論の発展地域福祉の主体と対象Ⅰ	地域福祉の主体としてのボランティア活動地域福祉の主体と対象Ⅱ	地域福祉の主体としての福祉教育地域福祉に係る組織・団体Ⅰ	地方分権化と地方自治体の役割地域福祉に係る組織・団体Ⅱ	社会福祉協議会の役割と実際地域福祉に係る組織・団体Ⅱ	社会福祉協議会の役割と実際地域福祉に係る専門職の役割Ⅰ	コミュニティーソーシャルワーカーの役割と多職種連携地域福祉に係る専門職の役割Ⅱ	住民参加のまちづくりにおける専門職の役割まとめ	地域福祉論Ⅰのまとめ出席状況とレポート、期末試験をあわせて総合的に評価を行う。 授業の中で紹介する。新・社会福祉士養成講座「第9巻 地域福祉の理論と方法」中央法規出版		適宜参考資料等も配布する。	

1532 地域福祉論Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 今川　元治 講義 3年次 2 地域福祉におけるネットワーキング(多職種・多機関との連携を含む)の意義と方法及びその実際について理解する。		地域福祉の推進方法(ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、サービスの評価方法を含む)について理解する。	選択 地域福祉におけるネットワーキング(多職種・多機関との連携を含む)の意義と方法及びその実際について理解する。		地域福祉の推進方法(ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、サービスの評価方法を含む)について理解する。	地域福祉の推進方法	地域における社会資源とは　　　　　　　　　　　　　　地域における社会資源の活用と調整　　　　　　　　　　　　　　福祉サービスの開発とソーシャルアクション　　　　　　　　　　　　　　ソーシャルサポートネットワークとは　　　　　　　　　　　　　　ソーシャルサポートネットワークとは　　　　　　　　　　　　　　ソーシャルサポートネットワークとエコロジカルアプローチ　　　　　　　　　　　　　　地域における福祉ニーズの把握方法と実際(質的把握)　　　　　　　　　　　　　　地域福祉におけるアウトリーチについて　　　　　　　　　　　　　　地域トータルシステムの必要性　　　　　　　　　　　　　　地域トータルシステムの実際と展開方法　　　　　　　　　　　　　　地域トータルシステムについての事例検討　　　　　　　　　　　　　　地域における福祉サービスの評価方法と実際　　　　　　　　　　　　　　地域福祉推進における住民参加の意義　　　　　　　　　　　　　　地域福祉に関する課題と今後の展望　　　　　　　　　　　　　　地域福祉論Ⅱのまとめ出席状況とレポート、期末試験をあわせて総合的に評価を行う。 授業の中で紹介する。新・社会福祉士養成講座「第9巻 地域福祉の理論と方法」中央法規出版		適宜参考資料等も配布する。	

1533 スポーツ演習Ⅲ　【28年度生用】前期 Sports Seminar Ⅲ平成27年度 俵　尚申 演習 2年次 2 野球とバレーボールの歴史、ルール及び戦術について概説し（スポーツ演習1・2以外）、基礎技能を磨きゲームができるようにする。選択 本演習では、スポーツ演習2で行った内容をさらに追究し、習熟度を深める。スポーツ演習2での自らの体験を深め、より高いレベルの学習内容の習得を目標とする。	オリエンテーション野球の歴史についてバレーボールの歴史について野球のルールについてバレーボールのルールについて野球の戦術についてバレーボールの戦術について野球の基礎技能1野球の基礎技能2野球のゲームバレーボールの基礎技能1バレーボールの基礎技能2バレーボールの基礎技能3バレーボールのゲームまとめ 授業態度や定期試験等で総合的に評価する。図書館で予習をすること。30 10 50 10 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。野球　バレーボール

1534 スポーツ演習Ⅳ　【28年度生用】後期 Sports Seminar Ⅳ平成27年度 俵　尚申 演習 2年次 2 野球とバレーボールの歴史、ルール及び戦術について概説し（スポーツ演習1～3以外）、基礎技能の習得とゲームができるようにする。選択 本演習では、スポーツ演習3で行った内容をさらに追究し、習熟度を深める。スポーツ演習3での自らの体験を深め、より高いレベルの学習内容（ゲーム）の習得を目標とする。	オリエンテーション野球の歴史についてバレーボールの歴史について野球のルールについてバレーボールのルールについて野球の戦術についてバレーボールの戦術について野球の基礎技能1野球のゲーム1野球のゲーム2バレーボールの基礎技能1バレーボールの基礎技能2バレーボールのゲーム1バレーボールのゲーム2まとめ 授業態度や定期試験等で総合的に評価する。図書館で予習をすること。30 10 50 10 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。野球　バレーボール

1535 スポーツ演習Ⅴ　【28年度生用】前期 Sports Seminar Ⅴ平成27年度 吉田　國昭 演習 3年次 2 野球とバレーボールの歴史、ルール及び戦術について概説し（スポーツ演習1～4以外）、レベルの高いゲームができるようにする。選択 本演習では、スポーツ演習4で行った内容をさらに追究し、習熟度を深める。スポーツ演習4での自らの体験を深め、より高いレベルの技能学習内容（ゲーム）の習得を目標とする。オリエンテーション野球の歴史についてバレーボールの歴史について野球のルールについてバレーボールのルールについて野球の戦術についてバレーボールの戦術について野球のゲーム1野球のゲーム2野球のゲーム3バレーボールのゲーム1バレーボールのゲーム2バレーボールのゲーム3バレーボールのゲーム4まとめ 授業態度と定期試験等で総合的に評価する。図書館で予習すること。30 10 50 10 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。野球　バレーボール

1536 スポーツ演習Ⅵ　【28年度生用】後期 Sports Seminar Ⅵ平成27年度 吉田　國昭 演習 3年次 2 野球とバレーボールの戦術について深く概説し（スポーツ演習1～5以外）、レベルの高いゲームができるようにする。選択 本演習では、スポーツ演習5で行った内容をさらに追究し、習熟度を深める。スポーツ演習5での自らの体験を深め、より高いレベルの技能学習内容（ゲーム）の習得を目標とする。オリエンテーション野球の戦術について1野球の戦術について2野球の戦術について3バレーボールの戦術について1バレーボールの戦術について2バレーボールの戦術について3野球のゲーム1野球のゲーム2野球のゲーム3バレーボールのゲーム1バレーボールのゲーム2バレーボールのゲーム3バレーボールのゲーム4まとめ 授業態度と定期試験等で総合的に評価する。図書館で予習をすること。30 10 50 30 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。フェアプレイに徹すること。野球　バスケットボール　ゲーム

1537 スポーツ演習Ⅶ　【28年度生用】前期 Sports Seminar Ⅶ平成27年度 吉田　國昭 演習 4年次 2 野球とバレーボールに必要な体力測定を行い、レベルの高いゲームと審判ができるようにする。選択 本演習では、野球とバレーボールのために必要な体力を認識させ、より高いレベルの技能学習内容（ゲーム）の習得を目標とする。オリエンテーション野球のための体力測定1（筋力測定、理論を含む）野球のための体力測定2（パワー測定、理論を含む）野球のための体力測定3（スポーツビジョン測定、理論を含む）バレーボールのための体力測定1（筋力測定、理論を含む）バレーボールのための体力測定2（パワー測定、理論を含む）バレーボールのための体力測定3（スポーツビジョン測定、理論を含む）野球のゲーム1（審判を含む）野球のゲーム2（審判を含む）野球のゲーム3（審判を含む）バレーボールのゲーム1（審判を含む）バレーボールのゲーム2（審判を含む）バレーボールのゲーム3（審判を含む）バレーボールのゲーム4（審判を含む）まとめ 授業態度と定期試験により総合的に評価する。図書館で予習をすること。30 10 50 10 なし なし 授業をよく聞き、必ずノートをとること。フェアプレーに徹し、審判の方法を覚えること。野球　バレーボール　ゲーム　審判

1538 スポーツ演習Ⅷ　【28年度生用】後期 Sports Seminar Ⅷ平成27年度 吉田　國昭 演習 4年次 2 　野球とバレーボールに頻発するスポーツ障害を概説し（整形外科的メディカルチェックを含む）、レベルの高いゲームと審判ができるようにする。選択 　本演習では、野球とバレーボールに頻発する障害とその予防方法を認識させ、より高いレベルの技能学習内容（ゲームと審判）の習得を目標とする。オリエンテーション野球のスポーツ障害1野球のスポーツ障害2野球のスポーツ障害と応急処置法バレーボールのスポーツ障害1バレーボールのスポーツ障害2バレーボールのスポーツ障害と応急処置法スポーツ障害の予防方法・整形外科的メディカルチェックの理論と方法野球のゲーム1（審判を含む）野球のゲーム2（審判を含む）野球のゲーム3（審判を含む）バレーボールのゲーム1（審判を含む）バレーボールのゲーム2（審判を含む）バレーボールのゲーム3（審判を含む）まとめ 授業態度と定期試験等を総合的に評価する。図書館で予習すること。30 10 50 10 なし なし 授業を良く聞き、必ずノートをとること。フェアプレーに徹し、上手に審判ができる様にすること。野球　バレーボール　ゲーム　審判

1539 スポーツ科学論Ⅰ　【28年度生用】前期 Sports Science Ⅰ平成27年度 岡野　亮介 講義 2年次 2 　本講義では、陸上競技（短距離走、跳躍種目及び投擲種目）とボクシング（プロのみ）のパフォーマンスと科学の関連性について説明する。選択 　陸上競技とボクシングにおける身体活動の生理学的側面と力学的側面について理解させる。オリエンテーション陸上競技－短距離走（100m走、200m走）陸上競技－4×100mリレー　4×400mリレー陸上競技－走幅跳陸上競技－走高跳陸上競技－三段跳陸上競技－砲丸投陸上競技－ハンマー投陸上競技－円盤投、ヤリ投ボクシング－ミニマム級、ライトフライ級、フライ級ボクシング－スーパーフライ級、バンタム級、スーパーバンタム級ボクシング－フェザー級、スーパーフェザー級、ライト級ボクシング－スーパーライト級、ウエルター級、スパーウエルター級ボクシング－ミドル級、スーパーミドル級、ライトヘビー級ボクシング－クルーザー級、ヘビー級　授業態度、授業中の小テストおよび最終レポート等によって総合的に評価する。10% 20% 60% 10% 　授業中に随時資料を配付する。なし 　筆記用具を忘れないこと。資料は必ずファイルすること。携帯電話を使うことは禁止。陸上競技　ボクシング

1540 スポーツ科学論Ⅱ　【28年度生用】後期 Sports Science Ⅱ平成27年度 福田　一儀 講義 2年次 2 スポーツ科学の知見をもとに、ランニング（長距離走・駅伝・マラソン）を取り上げ、その概要を紹介し、ランニングを通してより充実した生活を実現するための知識を提供する。ランニング実践に際しておさえておくべき基礎的な知識、トレーニング方法を紹介する。長距離走・駅伝・マラソンの起源と歴史および現在指摘される問題点をおさえる。また、ランニングの実践のための基礎的な知識を身につける。導入：ランニングとスポーツ科学の重要性長距離走・駅伝・マラソンとは何か①：スポーツの起源とランニング長距離走・駅伝・マラソンとは何か②：マラソンの起源と普及長距離走・駅伝・マラソンの歴史的変遷①：ヨーロッパ世界各地域の概観長距離走・駅伝・マラソンの歴史的変遷②：日本における普及・発展（～戦前）長距離走・駅伝・マラソンの歴史的変遷③：日本における普及・発展（戦後～1990年代）長距離走・駅伝・マラソンの「いま」を考える①：市民マラソンとランニング・ブームについて長距離走・駅伝・マラソンの「いま」を考える②：競技スポーツとしてのマラソンとその高度化について長距離走・駅伝・マラソンの「いま」を考える③：学生スポーツとしての「箱根駅伝」について長距離走・駅伝・マラソンの科学①：取り組みに際しての準備長距離走・駅伝・マラソンの科学②：ランニングと身体のメカニズム―最大酸素摂取量・乳酸性作業閾値・心拍数長距離走・駅伝・マラソンの科学③トレーニングについて―インターバルトレーニング・ペースラン・ヒルトレーニングなど長距離走・駅伝・マラソンの科学④レースに際して―コンディショニング・ペース・目標設定長距離走・駅伝・マラソンの科学⑤：ランニングと栄養についてまとめ：ランニング実践について語る／記述する出席・態度や毎授業時に実施する小レポートによる平常点（50点）および定期試験（50点）による総合評価を行う．10 20 50 20 ・ランニング学会編「ランニングリテラシー 走って読んで再発見！」大修館書店		・トルゴタス著、櫻井浩一訳「なぜ人は走るのか: ランニングの人類史」筑摩書房適宜資料を配布積極的に講義に参加して下さい長距離走・駅伝・マラソン・ランニング

1541 スポーツ科学論Ⅲ　【28年度生用】前期 Sports Science Ⅲ平成27年度 大金　朱音 講義・演習 3年次 2 スポーツ健康福祉専攻では、スポーツと健康づくりに貢献できる人材を養成すること目標としている。健康運動実践指導者とは、（公財）健康・体力づくり事業財団が認定する資格で、健康づくりのための運動を安全かつ適切に実践指導できる指導者のことである。この授業では、健康運動実践指導者の資格取得に向けた、体系的な試験対策指導を行うことを通じて、学生のキャリア形成を支援する。対面（萩） ① スポーツや運動を通じて健康・福祉領域に貢献できる考え方や能力を身につける。 		② 健康運動実践指導者の筆記試験に対応できる学力を身につける。		③ 健康運動実践指導者の実技試験に対応できる実践力を身につける。	健康づくり施策概論運動生理学機能解剖とバイオメカニクス栄養摂取と運動運動指導の実際と安全管理体力の測定と評価　健康づくりと運動プログラム　運動指導の心理学・社会学的基礎健康づくり運動の実際（ウォーキング・ジョギング）健康づくり運動の実際（エアロビックダンス）健康づくり運動の実際（水泳・水中運動）健康づくり運動の実際（ストレッチング）健康づくり運動の実際（レジスタンス運動）健康づくり運動の実際（ウォーミングアップとクーリングダウン）運動障害と予防・応急処置出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する。筆記試験対策問題集を繰り返し復習すること。40 0 30 30 	 「健康運動実践指導者養成用テキスト」　（法）健康・体力づくり事業財団編　南江堂		「改訂版 健康運動実践指導者試験 筆記対策 分野別&模擬問題集」　NESTA JAPAN編　日本能率協会マネジメントセンター	キャリア形成には専門資格の取得が有利です。資格をもてば、様々なチャンスが到来するでしょう。頑張りましょう。健康づくり指導

1542 スポーツ科学論Ⅳ【28年度生用】後期 Sports Science Ⅳ平成27年度 俵　尚申 3年次 2 一流選手やチーム、コーチングにおける諸資料から、そのトレーニング方法や戦術を学び、随時出題される問題に対して自ら意見を述べるより優れた選手を目指すための意識レベルの向上が最重要テーマとなる。また、試合に勝つための目標設定、高い動機づけ、練習への取り組み方など、自ら考える手がかりを学ぶことが目標となる。オリエンテーション自分の専門競技の特性について理解を深める。また、自身の目標および現状・課題を列挙する。戦術および戦略とは何か。練習・トレーニング・試合を行うための心構えについて。一流選手およびチームの戦術「弱者が強者に勝つために」「心技体知はバランス良く」「レポート①」～自分の専門競技のインカレ優勝チームおよびその特徴について～前回レポート返却と解説。「思いは必ず達す」戦術の変遷とゲームプラン「トレーニング計画の立案」メンタルトレーニングについて「レポート②」～来年度の戦術計画について～授業のまとめレポート返却と解説。質疑応答出席状況、毎回のミニレポート、期末レポート等を総合的に評価する。２０ ２０ ４０ ２０ 特になし 適宜資料を配布する。さまざまなスポーツ種目を事例にするため、ルール等のある程度の予備知識が必要である。

1543 運動解析学　【28年度生用】前期 Motion analysis平成27年度 大金　朱音 3年次 2 　野球およびバレーボール等における各種動作をバイオメカニクスおよび運動生理学の観点から解析する方法を理解させる。　野球およびバレーボール等の各種動作について、その力学的特性を理解する。また、各種カメラを用いて動作を解析し、道具や身体各部のスピードを計測することにより、動作を評価することを目指す。オリエンテーション「打つ」動作について「投げる」動作について「走る」動作について「跳ぶ」動作について野球またはバレーボールにおける用具と動作野球またはバレーボールと身体構造野球またはバレーボールにおけるバイオメカニクス野球またはバレーボールにおける運動生理学野球またはバレーボールにおける障害とその予防加齢による動作の変化トレーニングによる動作の変化動作と美しさボールの運動について総括 出席、授業態度、レポート、試験を総合的に判断して評価する20 20 20 40 ロルフ・ヴィルヘード著「目でみる動きの解剖学」大修館書店必要に応じて資料を配布する

1544 スポーツマネジメント論Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 吉田　國昭 講義 3年次 2 本講義では，スポーツマネジメントに関する基礎知識をテキストを用いて理解を深めていく．基本的には，テキストを購読し，それぞれの内容について，身近なスポーツ（たとえば，野球，バレーボール）におけるマネジメントの本質を事例を通して共通理解していく．身近なスポーツ（野球，バレーボール）における，スポーツ・マネジメントの現状について理解できる．スポーツ・マネジメントへの誘い－スポーツ産業と他産業との違い－マネジメントの本質スポーツ・マネジメントとはミッション・ビジョン・ドメインステークホルダーを理解する戦略の基本スポーツが持つ公共性地域密着についてGMの役割 必要な「法務」の知識ーエージェント・スポーツ仲裁裁判機構・その他－必要な「財務・経理・会計・税務」の知識コーポレート・ガバナンス人事マネジメントコミュニケーション戦略まとめ 評価は，授業態度60％（出席および授業への取り組み），毎時間の小レポート（20％），期末試験（20％）で総合的に判断する．特になし． 60 20 20 広瀬一郎（2005）『スポーツ・マネジメント入門」，東洋経済新報社

1545 スポーツマネジメント論Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 吉田　國昭 講義 3年次 2 本講義では，スポーツマネジメントに関する基礎知識をテキストを用いて理解を深めていく．基本的には，テキストを購読し，それぞれの内容について，身近なスポーツ（たとえば，野球，バレーボール）におけるマネジメントの本質を事例を通して共通理解していく．身近なスポーツ（野球，バレーボール）におけるスポーツ・マネジメントの問題点や課題をみつけ，よりスポーツ・マネジメントの理解を深めることができる．スポーツ・マネジメントとは？－野球・バレーボールを事例に－危機管理について顧客管理とはファンという「顧客」とサポーター組織スポーツ・マーケティングCS（顧客満足）とは自治体とのかかわり方施設建設と運営セカンドキャリア問題メディア・トレーニング新規参入と入会審査選手マネジメントプロスポーツのマネジメントの現状と問題点＝野球編＝プロスポーツのマネジメントの現状と問題点＝バレーボール編＝まとめ 評価は，授業態度60％（出席および授業への取り組み），毎時間の小レポート（20％），期末試験（20％）で総合的に判断する．特になし 60 20 20 広瀬一郎（2005）『スポーツ・マネジメント入門』，東洋経済新報社

1546 教職概論　【28年度生用】前期 平成27年度 高橋　一栄 講義・演習 1年次 2 日本の教育の歴史をはじめ、教員養成・採用・研修制度の実際、さらに、教育法規や学習指導要領の変遷を踏まえた教員の役割、職務等について授業を展開する。また、教育の本質について議論を展開する中で、地域教育と教員の在り方、教員の理想像等についても、授業の中で迫ることにしている。選択必修 教職を目指す学生に、教師に課せられた現代的課題について多角的に概説を行い、議論を展開する。特に、学生が教職の意義、教員の役割、教員の職務等のテーマに対して、日本の教育の歴史や教育法規及び学習指導要領の制度等を通して、教育の具体的かつ本質的な理解を促し、教職を目指す学生の意欲を一層高めることを目標とする。　教職とは何か。・・・本講義の概要と目標の提示日本の教育・・・江戸時代から明治維新まで日本の教育・・・明治維新から１９４５年まで日本の教育・・・１９４５年以降から現在まで教員養成制度について教員採用制度について教員研修制度、教員のメンタルヘルスについて教育法規から見た教員の身分の規定、職務の内容について教育法規から見た教員の役割進路選択に資するキャリア教育の推進家庭と学校の連携における教員の役割地域社会と学校の連携における教員の役割今日における教員の理想像についてまとめ（１）・・・授業を総括し、重要な内容を確認まとめ（２）・・・学生の理解度を確認、評価期末試験を主として、授業態度及び、適宜示す課題レポートも考慮に入れ、知識・理解、思考・判断、関心・意欲の観点別評価規準に基づいて評価を行う。課題レポートの作成 20％ 20％ 60％ 毎時間、適切な資料を紹介する。毎時間、自作テキストを配布する。学校教育に携わる者としての使命感に火をつけていきたいと考えています。講義を楽しみながら、教職への道を目指してください。教職概論、日本の教育、教員養成、教員採用、教員研修

1547 教育制度論　【28年度生用】前期 平成27年度 佐々木　司 講義 2年次 2 学校教育に関する制度を中心に、社会教育などひろく教育における様々な制度と教育経営的な事項について、テキスト、ビデオ、パワーポイント、配付資料等をベースに解説を加えていく。本授業では、知識を獲得することよりも、見方、考え方、捉え方を獲得することを重視する。基本的には講義形式の授業だが、適宜意見を求めることがある。教職 教育の制度的、経営的事項に関する基本的な知識を獲得し、我が国の教育の方向性や歴史的変遷を多角的に理解する態度を獲得する。授業についての説明、アイスブレーキングの技法新たな教育法制度の中での教育学校教育の制度―その１―（学校の種類－一条校、専修学校・各種学校など）学校教育の制度―その２―（学校の歴史と成り立ち）学校経営の基礎－（学校経営目標設定の基本的視点、校務分掌組織）学級経営の基礎－（学級という制度、一斉授業、学級担任の仕事と役割）教育内容の制度中間まとめ 教育職員の制度－その１－（教育職員の種類と職務）教育職員の制度－その２－（教育職員の免許状と任用、教育職員の服務と懲戒）教育行政の制度―その１―（国および地方の教育行政制度）教育行政の制度―その２―（教育行政制度の今日的課題）社会教育の制度まとめ 学習成果発表会期末レポート50点、学習成果発表会での発表30点、受講態度20点20 50 30 佐々木　司編『新・教育法規の要点―山口県版―』オフィスSAKUTA岡本徹・佐々木　司『新しい時代の教育制度と経営』ミネルヴァ書房

1548 教育方法論　【28年度生用】前期 平成27年度 小川　勤 講義 2年次 2 本授業では，教育方法のうち授業構成要素（目標，内容，指導方法・学習方法，指導組織・形態，学習組織・形態，学習環境・メディア，学習評価等）を中心に理解を深めると共に，その工夫・改善のあり方について検討する。これらの活動を通して、教育方法に関する独自の考えをもち、理論的に説明できる能力を身につけることを目指す。また、講義の中で教材の研究開発やマイクロティーチングなどの模擬授業を実施し、具体的に授業分析や協議を通して，授業の計画・実施・評価のあり方について体験的に理解できるようにする。教職 ・教育方法、教育課程、ICTなどの情報機器及び教材の活用方法に関して、基礎的な考え方を理解している。		・授業の構成要素の基本的な考え方を理解しているとともに、その工夫・改善について自らの考えを明らかにすることができる。		・教材開発を通して、児童生徒の学習の理解度を深化させる効果的な利用方法などについて体得している。		・模擬授業などの実践的な教育活動を通して授業の計画・実施・評価のあり方について体験的に理解している。	イントロダクション（なぜ教育方法を学ぶのか。本授業の概要と目標）教育方法論の概観（近現代の教育方法の変遷を概観し、現代における教育方法について考察する。）教育課程（教育課程の変遷と学習指導要領の今次の改訂から求められる授業改善の方向性について考察する。）授業と学力および教育目標（授業とは何か。学力とは何か。教育目標の設定及び評価の工夫）授業を構成している要素の分類整理と構造化教師の教えと子ども理解（他者理解と教授法）指導組織・形態と指導方法の工夫学習組織・形態と学習方法の工夫視聴覚メディアとコンピュータの活用（授業とメディアについて考え、コンピュータ等の活用方法について理解する。視聴覚教育の本質と今日的課題について考察する。）教材開発のワークショップ1(素材研究)教材開発のワークショップ2(指導法)授業設計及び授業分析のワークショップ1(授業計画：指導案の作成、強制連結法)授業設計及び授業分析のワークショップ2(授業実践)授業設計及び授業分析のワークショップ3(授業評価)振り返りとまとめ・ワークショップ実施後のレポート（40%）、授業・ワークショップへの取組状況（10%）、		期末レポート（50%）	40 50 10 毎回授業中に、講義用レジュメ（穴埋め方式）を配布する。参考図書は授業中に随時紹介する。教科書は特に使用しない。担当者が講義用レジュメや資料を準備する。

1549 教育課程論　【28年度生用】前期 平成27年度 高橋　一栄 講義・演習 2年次 2 学習指導要領の概要と背景、教育課程編成の原理、学力の定義等について、歴史的な変遷も含めて議論を展開する。さらに、教育課程と深く係わっている教育評価についても議論をして、教科内容や指導と評価の一体化等について、各種演習・発表を行う授業を展開する。選択必修 各学校で編成される教育課程は、国が定める学習指導要領で規準が示されている。我が国における学習指導要領の歴史を振り返り、学習指導要領の法的性格、その内容と指針、教育評価の在り方、部活動の位置づけ、総合的な学習の時間等をテーマに取りあげ、日本の教育における教育課程、カリキュラム編成の特色について理解を深めることを目標とする。戦後日本における学習指導要領の変遷戦後日本における教育課程編成の変遷学習指導要領の概要学習指導要領と教育課程編成学校の機能と教育課程教育課程、カリキュラムの構造教科論・内容演習教科外活動論・内容演習総合的学習の時間・内容演習カリキュラム編成の実際カリキュラム編成演習教育評価と教育課程観点別評価と絶対評価指導と評価の一体化まとめ 期末試験を主として、授業態度及び、適宜示す課題レポートも考慮に入れ、知識・理解、思考・判断、関心・意欲の観点別評価規準に基づいて評価を行う。課題レポートの作成 20％ 20％ 60％ 毎時間、適切な資料を紹介する。毎時間、自作テキストを配付する。教育課程・カリキュラム論は、実質的な教育の根幹をなすものです。教育課程の歴史と現状を踏まえ、将来への展望を掴んでください。教育課程、カリキュラム、学習指導要領、観点別評価、指導と評価の一体化

1550 体育科教育法Ⅰ　【28年度生用】前期 Study on Physical Education Method平成27年度 岡村　豊太郎 講義・演習 2年次 2 　戦後体育実践史について，各時期の典型的実践を集団的に検討することを通じて，その展開と特徴を理解する。また，今日の教育改革の動向の中で保健体育科がどのように変えられようとしているのか，学校体育全体（体育授業－体育行事－部活）のあるべき姿について，グループ研究－報告・討論－グループ研究－レポート作成という展開のもとに理解を深める。これらを通じて「よい体育の授業とは」の問いに関する自分なりのイメージを膨らませていく。教職 　よい体育の授業とは何か？をテーマに学習を深めていく。体育の授業が、時々の政治・経済・社会状況の影響を受けながら展開され、変遷してきたことを理解するとともに、学校体育の領域と作用についてそれぞれの区別と関連を理解する。		　また、グループによる研究の進め方・レポートのまとめ方・発表の仕方を習得する。オリエンテーション　―学校体育の構造と機能―自己の学びの履歴を振り返る(1)　　―体育授業の構造と機能―自己の学びの履歴を振り返る(2)　　―体育教師の専門性と使命―戦後体育実践史の概観(1)　　―学習指導要領の変遷にみる時期区分と実践の特質―戦後体育実践史の概観(2)　　―体育カリキュラムの構成における基本視座―グループ研究　　―体育は何を教える教科か―体育の教科課程論(1)　　―単元・教科内容・教材の区別と関連―体育の教科課程論(2)　　―教材構成の実際―グループ研究　　―体育の教材づくり―体育の学習指導論(1)　　―グループ学習論の教授学的原理―体育の学習指導論(２)　　―グループ学習の組織化の実際―グループ研究　　―体育の学習指導過程の構成―体育の授業づくりの実際(1)　―授業プランの作成―　体育の授業づくりの実際(2)　―授業プランの作成―講義のまとめ　―よい体育授業の条件とは―定期試験をはじめ、授業内レポート・授業外レポートを中心に、出席状況、授業への主体的な参加度等をもとにして総合的に評価する。定期的にレポート課題を提示する。20 30 50 体育は何を教える教科なのか？あるいは、よい体育授業とはどのようなものなのか？について

1551 体育科教育法Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡村　豊太郎 講義 2年次 2 この授業では，保健体育科教育の目的・内容・方法に関する諸説について概説し，それらを一貫性という観点から考察する。また，後半では，小グループで実際に授業づくりのプロセス（教材解釈→教科内容の設定→授業プランの作成→評価計画）を追体験することを通じて，目標設定・教材づくり・学習集団の組織化・形成的および総括的授業評価等，体育実践の見方および構想の仕方について理解する。教職 体育の授業づくりに関わる基本用語についての理解を深めるとともに、授業計画の立案と学習指導案の作成に関する基本的な方法を習得する。 また、授業分析（＝授業評価）法に関する基本的な方法と視点を習得するオリエンテーション体育授業の目標―内容―方法に関する講義（１）　教授学的一貫性体育授業の目標―内容―方法に関する講義（２）　素材の教材化と教科内容の教材化体育授業の目標―内容―方法に関する講義（３）　教授ストラテジー中学校体育実践の事例研究（１）　実践記録の収集中学校体育実践の事例研究（２）　実践記録の分析（体育実践カタログ）グループによる授業づくり（１）単元構想グループによる授業づくり（２）本時案の作成模擬授業（１）　ボール運動授業批評会（１）　集団討論テーマ：球技の戦術学習をどのように組織するか模擬授業（２）　陸上運動授業批評会（２）　集団討論テーマ：共同化された学びをどのように組織するか模擬授業（３）　器械運動授業批評会（３）　集団討論テーマ：コトバを用いた活動をどのように組織するか講義の振り返りと討論中間レポート、最終レポート及び試験の結果を総合的に考慮して評価する20 30 50 適宜プリントを配付する。学習指導要領を利用する。梅野圭史・海野勇三・木原成一郎他編　『教師として育つ―体育授業の実践的指導力を育むには―』明和出版、2010

1552 保健科教育法Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡野　亮介 講義 2年次 2 　自らの保健学習体験をふりかえりながら、保健科教育の目的・内容・方法についての基礎・基本を理解させる。学生自らを「教え育てる」立場を意識させ、自らの保健授業像を描き、その実現に向けて必要な課題を見つけさせるよう配慮し、考えさせながら授業を展開する。　「保健」担当教師として授業の実施に必要な実践力を育てるため、保健科教育の目的・内容・方法についての基本的事項の理解をはかる。現代社会の健康問題と保健科教育の役割・・・わが国の保健科教育の変遷保健科教育の目標論（１）・・・知識と知的能力、保健科の学力（保健的教養）保健科教育の目標論（２）・・・学習指導要領の変遷、新学習指導要領の目標保健科の教育内容論（１）・・・学習指導要領の内容構成論保健科の教育内容論（２）・・・保健科の学力形成を保障する教育内容の編成保健科の教育内容論（３）・・・保健教科書の目標・内容の検討保健科の学習指導論（１）・・・よい授業・悪い授業、「伝達型」から「触発・追及型」へ保健科の学習指導論（２）・・・楽しくてわかる保健授業の探求、授業書方式の保健授業　保健科の学習指導論（３）・・・保健授業の展開事例１　保健科の学習指導論（４）・・・保健授業の展開事例２保健科の学習指導論（５）・・・保健教科書からの単元計画と学習指導案の作成保健科の教材づくり論（１）・・・教材と教具、教材研究と教材づくりの方法保健科の教材づくり論（２）・・・疑問文集づくりから「発問」「問題」づくりへ保健科の教材づくり論（３）・・・教具・視聴覚教材・文章教材づくり、学習形態保健科の学習評価論・・・学習評価の観点と方法、テスト法（授業参加度）学習終了後の振り返りシート		（個別理解度）自習課題に対するミニ・レポート		（総合的理解度）筆記試験		欠格条項：欠席5回を超えるものは筆記試験の受験資格なし。	自習課題のミニ・レポート１５ ２５ ６０

1553 保健科教育法Ⅱ　【28年度生用】後期 平成27年度 岡野　亮介 講義・演習 2年次 2 　授業における教師の役割と具体的な教授技術を理解させ、模擬授業で実際に教える経験を通して自らの長所と短所を把握させる。また、他者の授業を観察・評価する視点と方法を理解させる。　保健授業を実施するうえで必要な知識・理解を深めるとともに、学習指導案を作成し、授業を実践できる基本的な力を培う。保健科の教師論・・・・・教師の資格と資質、授業における教師の活動（価値・技術・熱意）授業の具体的な技術・・・・・・・・発問・指示・説明・板書・PC活用等マイクロティーチング（１）・・・教授技術の評価。グループに分かれ1人ずつ10分間実施。マイクロティーチング（２）　　　チェックシートへの記入とグループでの振り返り保健科の単元計画（１）・・・中学校学習指導要領、領域別にみた学習内容の視点と構成保健科の単元計画（２）　　　（心身の発育と発達）（健康と環境）（傷害の予防）（病気の予防）（健康と生活）授業案作成実習（１）・・・書式、作成手順の確認授業案作成実習（２）　　担当単元の決定とグループ分け（グループ人数は受講者数で変更）授業案作成実習（３）模擬授業（１）・・・授業は３０分間で計画し、実施する。模擬授業（２）　　　終了後１５分間は授業者の自己評価と受講者のチェックシートをもとに振り返り。模擬授業（３）模擬授業（４）模擬授業（５）より良い授業を求めて・・・教材の「溜めと待ち」、授業観察、授業研究の進め方（個別理解度）自習課題に対するミニ・レポート		（総合的理解度）修正指導案レポート並びに模擬授業の評価		欠格条項：欠席5回を超えるものは筆記試験の受験資格なし。	模擬授業指導案作成 ３０ ７０

1554 道徳教育の理論と方法　【28年度生用】後期 平成27年度 後藤　淳 講義 2年次 2 価値多元化社会と言われる今日、「教えるべき＜道徳＞とは何か？」という問についてさまざまな答えが想定されうる。本授業ではこの点を踏まえ、＜道徳＞を次の４つの角度から考察する。すなわち①「集団」「他者」「自分」と＜道徳＞の連関、②現代社会と＜道徳＞との連関、③＜道徳＞をめぐる教育史、④＜道徳＞教育の様々な実践プランの検討。以上を通して、今日「いかに＜道徳＞を教えるか」を、複眼的にとらえていく。教職 １）価値多元化社会をふまえ、今日の道徳の在りようを論述できる。		２）現在の道徳教育観に影響を与えた様々な道徳原理を理解できる。		３）社会に生きる「私」と道徳との関連について説明できる。		４）学校･家庭・地域の連携を道徳教育という観点から分析できる。		５）教育勅語の内容を叙述できる。		６）現行の学習指導要領における道徳教育の具体的内容項目について説明できる。		７）道徳教育の実践例を通して、指導計画と授業展開の具体的な方法を作成できる。		８）採用試験に関連する法規を覚える。ガイダンス　 　　道徳教育と道徳的教育，行為基準としての「善悪」道徳の原理1  　　I・カント「自愛」と「道徳法則」道徳の原理2 　 　J・ベンサム「最大多数の最大幸福」道徳教育の場1　　家族・家庭道徳教育の場2　　集団・社会・学校道徳的制裁　　 　事例分析と議論道徳教育の背景1　キリスト教的人間愛道徳教育の背景2　仏教的「恩」と儒教的「忠」「義」日本の道徳教育 　教育勅語と修身教育，占領政策と教育改革道徳教育の展開1　中学校及び高等学校学習指導要領における道徳教育道徳教育の展開2　道徳教育と教材・副読本道徳教育の展開3　教材・副読本に準拠した道徳教育授業案の作成と検討（1）（自由と責任：「インターネットの落とし穴」道徳副教材　光村図書）道徳教育の展開4　教材・副読本に準拠した道徳教育授業案の作成と検討（2）（郷土愛：「ふるさとの音－残したい音風景－」道徳副教材　光村図書）道徳教育の展開5　独自教材に準拠した道徳教育授業案の作成と検討(1)（生命の尊厳：環境省環境局生物多様性センターHPと「もののけ姫」）道徳教育の展開6　独自教材に準拠した道徳教育授業案の作成と検討(2)（夢に向かうチャレンジ：「10代のぜんぶ」ポプラ社）定期試験とは別に，講義内で小テストを実施する。		出席は成績評価の対象とはしないものの，12回以上の出席を期末試験受験の条件とする。	レポート作成を求める。レポート提出は成績評価の対象とはしないものの，期末試験受験の条件とする。10 30 60 講義内で紹介する。教科書：『道徳教育の教科書』貝塚　茂樹，学術出版会，20124，\1,945		資料等：講義内で関連資料を適宜配布する。	道徳・倫理的価値に「絶対」は存在せず，ただ相対的判断が存するのみかもしれない。しかし，正しさやよさを希求する人間の中にある何かへの眼差しに気付いてほしい。道徳と倫理，よく生きる，

1555 特別活動の理論と方法　【28年度生用】後期 平成27年度 小川　勤 講義・演習 2年次 2 特別活動の意義、目的、具体的内容を理解し、教科外の集団活動をとおして子どもたちに学ばせるべき事柄を理解する。また、活動計画を作成し、教師にとっても子どもにとっても魅力的な特別活動がどのようなものか、考える力を身につける。前半は講義形式で行ない、後半は、講義内容に基づいたグループワークを行なう。教職 学習指導要領に沿って、特別活動の内容、目的が理解できる。		教科外活動を通した子どもの個性の伸長や社会性の獲得の過程が理解できる。		具体的な活動計画を作成することができる。オリエンテーション・「特別活動」の概要：特別活動が学校生活のどの部分を指すのか解説教科外活動の目的：教科外活動を通して子どもたちが何を学ぶのかを考える子どもと遊び：遊びを通して子どもたちがどのような成長をとげるのかを考える学級活動の内容と目的：学級活動の具体的内容やその目的について、学習指導要領にもとづいて学ぶ児童会（生徒会）活動の内容と目的：児童会（生徒会）活動の具体的内容やその目的について、学習指導要領にもとづいて学ぶクラブ活動と部活動の内容と目的：クラブ活動と部活動の制度的違いを確認し、それぞれの具体的内容やその目的について、学習指導要領にもとづいて学ぶ学校行事の内容と目的：学校行事の具体的内容やその目的について、学習指導要領にもとづいて学ぶ子どもの権利、自治、自立と社会性の獲得：特別活動の具体的内容をおさえたうえで、特別活動が子どもたちにつけさせたい自立心や社会性と、子どもの権利の問題とを捉え直すグループワーク①　特別活動に教師がどれだけ関与するか：子どもの自由を尊重する中で教師がどれだけ関わるべきか、各個人の考えを明らかにし、グループワークを行うグループワーク②　魅力的な特別活動とはどのようなものか：特別活動を魅力的にするにはどのような活動をするべきか、グループで活動案を作成するグループ活動③　活動案の検証と再考：自分たちの考えた活動案について、他のグループの人から意見をもらい、改善点を考えるグループ活動④　活動案の魅力を伝えよう：活動案を全体にプレゼンテーションし、魅力を伝えるための準備をする発表①：グループワークの成果を発表し、他のグループの発表内容を評価する発表②：グループワークの成果を発表し、他のグループの発表内容を評価する講評とまとめ：グループワークの過程、発表内容について、教員からの講評を行い、特別活動の目的について確認する評価方法：グループワークの成果ならびにレポート		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価基準：特別活動の目的、内容が的確に理解でき、子どもの成長過程とその意義が捉えられているかどうか講義中に適宜指示『小学校学習指導要領解説　特別活動編』文部科学省

1556 教育相談の理論と方法　【28年度生用】後期 平成27年度 大石　由紀子 講義 2年次 2 教育相談の意義を理解し、教育相談で活用される各種心理療法及びその理論的背景について理解を深める。そのうえで発達に応じた子ども理解と支援の方法について理論的に学び、実際の支援場面において用いることができるような支援技術をロールプレイ等を通して身につける。また、実際の現場で起こりうるケースを取り上げ、個別に支援方法を考えグループディスカッション等を通して他者の意見を参考にしながら自分の考えを深める。教職 ①教育相談の意義や必要性について理解する。		　②教育相談で活用される各種心理療法及び、その理論的背景について理解する。		　③発達に応じた子どもの理解や集団における子どもの理解について理論的に学ぶ。		　④現実に学校で起きている様々な問題や子どもの悩みを知り、援助の実際について理解する。		　⑤教育相談支援が行える技術を習得する。	教育相談とは何か（学校における教育相談の位置づけ）子ども理解の視点と方法（観察法，面接法，心理検査）教育相談で活用される各種心理療法の理論（来談者中心カウンセリング，指示的カウンセリング）教育相談で活用される各種心理療法の理論（行動療法，遊戯療法，箱庭療法）教育相談で活用される各種心理療法の理論（交流分析，心理劇，ロールプレイ）児童期における子どもの問題行動の特徴（学校という場の問題，適応上の問題，環境の問題）児童期における子どもの問題行動の実際（学業不振，社会的問題）児童期における問題行動に対する相談（理解の手順，視点，働きかけ）児童期における問題行動に対する相談の実際（ロールプレイや認知カウンセリング等）青年期における問題行動の特徴（適応上の問題，環境の問題）青年期における問題行動（精神障害，自殺）青年期における問題行動に対する相談（理解の手順，視点，働きかけ）青年期における問題行動に対する相談の実際各種相談機関との連携（児童相談所，教育発達支援センター，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー）各種相談機関との連携の実際小レポート等の提出物－45％　定期試験－55％		上記の割合で総合的に判断する。	45％ 55％ 『学校教師のカウンセリング基本訓練』　上地安昭　北大路書房なし

1557 生徒・進路指導の理論と方法　【28年度生用】前期 平成27年度 小川　勤・熊谷　信順講義 2年次 2 ・生徒指導堤要に基づき、生徒指導の理念や教師の役割、子どもの理解の仕方等を学ぶ（生徒指導）		・進路指導は従来の「進路先の選定」や「就職先の紹介・斡旋」から「生き方指導」に転換しつつある。この考え方に基づき教職を目指す者が進路指導について学校が当面している諸課題について理解するとともに、進路指導の理念や指導の在り方等について学ぶ。また、それらの指導に必要な実践的な指導力を育成するためにロールプレイ手法を用いたキャリア・カウンセリング実習を実施する。	・	生徒指導堤要に基づき生徒指導の理念と具体的指導方法について理解する（生徒指導）		・	生徒指導に必要な子ども理解力を磨き、教師の資質について考える（生徒指導）		・	生き方指導という考え方に基づき、学校が当面する進路指導上の諸課題や進路指導の理念について理解するとともに、実践的な指導力を養う（進路指導）		・	生徒の生き方や進路に対する悩みなどに適切に対応するために、キャリア・カウンセリング実習を通して基礎的な面接技法を身に付ける（進路指導）	第１章生徒指導の意義と原理（以下章題は『生徒指導堤要』について)第３章児童生徒の心理と児童生徒理解第４章学校における生徒指導体制第６章生徒指導の進め方　Ⅰ 児童生徒全体への指導第６章生徒指導の進め方Ⅱ 個別の課題を抱える児童生徒への指導　第1節～第7節第６章生徒指導の進め方Ⅱ 個別の課題を抱える児童生徒への指導　第8節～第13節第７章生徒指導に関する法制度等グループディスカッション――生徒指導に必要な教師の資質を明らかにする――生徒指導と学級経営中・高等学校卒業者の進路状況と進路指導の現状進路指導・キャリア教育の在り方（歴史と理念、生き方指導としての進路指導）進路指導・キャリア教育の実際(ＨＲ活動での進路・キャリア学習、進路・キャリアに関わる体験活動)キャリア・カウンセリング技法の実習　その１（面接技法の理論と効果的な面接技法）キャリア・カウンセリング技法の実習　その２（ロールプレイ実習）進路指導・キャリア教育のまとめ・授業態度（50％）、期末試験（50％）　〔生徒指導〕		・実習後の評価レポート（30%）、授業への取組状況（10%）、期末試験（60%）〔進路指導〕	（進路指導）毎回授業中に、講義用レジュメ（穴埋め方式）を配布する。参考図書は授業中に随時紹介する。（生徒指導）『生徒指導堤要』(文部科学省、2010、教育図書株式会社）（進路指導）特に定めない。担当者が講義用レジュメや資料を準備する。

1558 幼稚園教育実習(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 3年次 4 　各教科で学んだ知識や技能を基礎として実際の教育現場で実践や応用ができる総合的な能力を養うことを目指して、幼稚園において実習を行う。さらに、幼稚園の子どもや保護者、職員との直接的なかかわりを通して、新たな学習目標を見い出したり、保育者として必要な知識や仕事内容、態度を身につけたりしていく。必修 ・幼稚園の役割や機能を具体的に理解する。		・保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。		・幼稚園教諭の業務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。【幼稚園教育実習】　　 　６月・・・・・・・・・・・・・・・２週間（80時間）　　　11月・・・・・・・・・・・・・・・２週間（80時間）　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　４週間（160時間）《事前》 　・オリエンテーションを受ける。（それぞれの実習先において）《実習中》 　・各幼稚園の方針に従って実習を行い、担当者の指導を受ける。　・本学の教育実習担当教員による巡回指導を受ける。《事後》 　・幼稚園教育実習から学んだこと、実習後の子ども観と新たな学習目標等については「幼稚園教育実習報告書」としてまとめ、全員で報告会を実施する。　実習園の評価を基にしながら、実習日誌・報告書等の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。30% 70% 阿部恵・鈴木みゆき編著『教育・保育実習あんしんガイド』ひかりのくに		菊地明子著『教育実習ハンドブック―幼稚園・保育所・養護―』明治図書出版	幼稚園　計画　実践　評価

1559 幼稚園教育実習(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 国広　勝代・石川　正一実習 3年次 4 　各教科で学んだ知識や技能を基礎として実際の教育現場で実践や応用ができる総合的な能力を養うことを目指して、幼稚園において実習を行う。さらに、幼稚園の子どもや保護者、職員との直接的なかかわりを通して、新たな学習目標を見い出したり、保育者として必要な知識や仕事内容、態度を身につけたりしていく。必修 ・幼稚園の役割や機能を具体的に理解する。		・保育の計画、観察、記録及び自己評価等について具体的に理解する。		・幼稚園教諭の業務内容や職業倫理について具体的に学ぶ。【幼稚園教育実習】　　　 ６月・・・・・・・・・・・・・・・２週間（80時間）　　　11月・・・・・・・・・・・・・・・２週間（80時間）　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　４週間（160時間）《事前》 　・オリエンテーションを受ける。（それぞれの実習先において）《実習中》 　・各幼稚園の方針に従って実習を行い、担当者の指導を受ける。　・本学の教育実習担当教員による巡回指導を受ける。《事後》 　・幼稚園教育実習から学んだこと、実習後の子ども観と新たな学習目標等については「幼稚園　　教育実習報告書」としてまとめ、全員で報告会を実施する。　実習園の評価を基にしながら、実習日誌・報告書等の記録、巡回指導時の実習態度で評価する。30% 70% 阿部恵・鈴木みゆき編著『教育・保育実習あんしんガイド』ひかりのくに		菊地明子著『教育実習ハンドブック―幼稚園・保育所・養護―』明治図書出版	幼稚園　計画　実践　評価

1560 幼稚園教育実習指導(前半)　【28年度生用】通年 平成27年度 国広　勝代 講義 3年次 1 　幼稚園教育実習の事前指導においては、実習における心構え、実習日誌の書き方、指導案の書き方、個人のプライバシーの保護と守秘義務等について説明する。必修 ・教育実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。		・教育実習の計画、記録、観察、実践、評価の方法や内容について具体的に理解する。		・事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題を見つける。幼稚園教育実習の概要幼稚園教育実習の意義・目的幼稚園教育の基本と特性幼稚園の生活と教諭の役割教育実習計画の立案現場教員の話実習生としての心構え実習生の仕事内容実習日誌の書き方指導案の書き方（１）指導案の書き方（２）指導案の書き方（３） 　事前指導において、いかに真剣に取り組んだか並びに実習を終えて作成する報告書の内容を評価の対象とする。20% 50% 30% 民秋言・安藤和彦・米谷光弘・上月泰子編著『幼稚園実習』北大路書房		今井和子編著『記録の書き方　評価のしかた』ひとなる書房	『幼稚園実習の手引き』山口福祉文化大学		大豆生田啓友・高杉展・若月芳浩編著『幼稚園実習　保育所・施設実習』ミネルヴァ書房幼稚園教育　生活　指導案　心構え　実習日誌

1561 幼稚園教育実習指導(後半)　【28年度生用】通年 平成27年度 国広　勝代 講義 3年次 1 　幼稚園教育実習の事前指導においては、実習における心構え、実習日誌の書き方、指導案の書き方、個人のプライバシーの保護と守秘義務等について説明する。必修 ・教育実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。		・教育実習の計画、記録、観察、実践、評価の方法や内容について具体的に理解する。		・事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題を見つける。「幼稚園教育実習報告書」の作成教育実習報告会実習の総括と自己評価　事前指導において、いかに真剣に取り組んだか並びに実習を終えて作成する報告書の内容を評価の対象とする。20% 50% 30% 民秋言・安藤和彦・米谷光弘・上月泰子編著『幼稚園実習』北大路書房		今井和子編著『記録の書き方　評価のしかた』ひとなる書房	幼稚園教育　生活　指導案　心構え　実習日誌

1562 教育実習事前事後指導　【28年度生用】後期 平成27年度 岡野　亮介・福田　一儀講義・演習 3年次 1 　教育実習は、大学での教職科目及び専門科目等で身につけた教育に対する知見を、実際の教育現場で実証する意義ある機会である。授業実践内容だけでなく、生徒に対する人間的な影響力の重大さを認識し、教育実習に対する基本的な心構えや技能を身につけ、実習後の反省と総括から、今後に向けての展望が持てるようにする。選択必修 （事前指導）教育実習にあたって、教育実習生として必要な資質について理解し、教育実習や授業実践についての理解を深め、それらについて自分なりの目標を設定すること。		　（事後指導）自分が行った教育実践について省察し、自らの優れた点と課題を把握し、今後の展望を持つことができること。（事前指導）教育実習の心構え教育実習の内容・方法望ましい授業の姿（発問、板書、指導案等について）学習指導案の作成方法について学習指導案の具体例について学習指導案の作成学習指導案の評価教育現場における生徒指導・学級経営の在り方（事後指導）教育実習の成果と課題授業実践についての意見交換（１）自己評価授業実践についての意見交換（２）相互評価、意見交換授業実践についての意見交換（３）目指す授業像の在り方生徒指導の成果と課題学級経営の成果と課題まとめ 課題レポートを踏まえ、総合的に評価をする。課題レポート 70 30 毎時間、適切な資料を自作し、配付する。教科書は使用しない。参考図書を、随時紹介する。教育実習、進路指導、教材研究

1563 教育実習Ⅰ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡野　亮介・福田　一儀講義・演習 4年次 2 　実習担当教員の指導を受けながら、教員に必要な基盤となる知識・技能・態度を習得する。特に、教科指導や生徒指導等の教職実践を通して、生徒への理解と人間尊重の精神及び教員としての使命観を形成すると同時に、専門的な指導力を習得する。教育実習を通して、学習指導案の作成や教材研究の要点を確認する。選択必修 　教育実習は、教科・学習指導等の実習を通して実践的な指導力を身につけるとともに、学級経営、生徒指導、進路指導、教育相談、部活動等の教育活動全体を通して生徒理解を深めたり、学校運営や教員の職務実態に触れたりすることを目的としている。学習指導案の作成と授業実践、教材研究の要点などを確認することも重要なテーマと言える。大学が実施する「教育実習事前ガイダンス」実習校が実施する「実習オリエンテーション」学校長へのあいさつと自己紹介、担当教員との打ち合わせ校長講話、担当教員による事前指導配属学級での自己紹介と授業参観特別活動、総合的な学習の時間での授業参観専門教科の授業参観（１）授業内容・展開の確認専門教科の授業参観（２）授業指導法の確認専門教科の授業参観（３）教材研究の確認他教科の授業参観（１）授業内容・展開の確認他教科の授業参観（２）授業指導法の確認他教科の授業参観（３）教材研究の確認授業実践のための教材研究、学習指導案の作成授業実践 授業実践の反省、考察実習校における成績評価を踏まえ、総合的に判断して評価を出す。	 	課題・レポート ５０ ５０ 適切な資料を配付する。教科書は使用しない。参考図書を、随時紹介する。教員になるために重要な科目です。気合いを入れて頑張りましょう！教育実習、学級経営、進路指導、教材研究、研究授業

1564 教育実習Ⅱ　【28年度生用】前期 平成27年度 岡野　亮介・福田　一儀講義・演習 4年次 2 教員に必要な基盤となる知識・技能・態度を習得する。特に、教科指導や生徒指導等の教職実践を通して、生徒への理解と人間尊重の精神及び教員としての使命観を形成すると同時に、専門的な指導力を習得する。教育実習を通して、学習指導案の作成や教材研究の要点を確認する。「教育実習Ⅰ」を踏まえ、さらに内容の深化を図ることを目指すものである。選択必修 授業の到達目標及びテーマ		　教育実習は、教科・学習指導等の実習を通して実践的な指導力を身につけるとともに、学級経営、生徒指導、進路指導、教育相談、部活動等の教育活動全体を通して生徒理解を深めたり、学校運営や教員の職務実態に触れたりすることを目的としている。学習指導案の作成と授業実践、教材研究の要点などを確認することも重要なテーマと言える。「教育実習Ⅰ」を踏まえ、さらに内容の深化を図ることを目指すものである。	生徒理解、学級経営の実際生徒指導、特別活動の実際教育相談、進路指導の実際教材研究の在り方研究授業のための教材研究研究授業のための指導案作成（１）内容の確認研究授業のための指導案作成（２）指導の流れを確認研究授業 研究授業に対する研究協議教育実習反省会教育実習の整理・・・実習記録簿等の整理・提出教育実習報告会・・・教育実習の総括・発表実習記録の整理・・・教育実習レポートの作成まとめ（１）・・・自己評価まとめ（２）・・・総合評価、次年度教育実習予定者へのコメント課題レポート及び研究授業、さらに実習校における成績評価も踏まえ、総合的に評価をする。課題レポート 50％ 50％ 適切な資料を紹介、配布する。自作テキストを、適宜、配布する。教員になるための、実質的に重要な最終段階での科目です。気合いを入れて頑張りましょう！教育実習、学級経営、進路指導、教材研究、研究授業

1565 教職実践演習(幼)　【28年度生用】後期 平成27年度 子ども生活学 演習 4年次 2 幼児の発達段階について学びながら幼児理解を深めていく。現場を想定した年齢別の指導案を作成しグループ討議を行い、幼稚園教諭としての意識を深める。また、学習成果の発表のプレゼン演習では、学習した知識が生かされているかを講評しながら資質の向上を目指す。必修 幼稚園教諭としての責任感を身に付け、指導力、資質の高い教育者を目指す。　また、現場に関わる課題が常に意識できるようにグループ討議を含めた教育実践演習を行う。　　　幼児教育における責任感と使命感について　　幼児教員として必要な子ども観、教育観　現場に関わる課題・・・・年齢別の課題　　３歳児の教育（指導案の作成）　３歳児の教育（グループ討議）　　４歳児の教育（指導案の作成）　　４歳児の教育（グループ討議）　５歳児の教育（指導案の作成）　５歳児の教育（グループ討議）　課題解決のための必要な知識、技術、方法　　指導力、資質の向上について　　幼稚園教諭としての意識や役割、園児に対する責任　プレゼン演習(学習成果の発表)　プレゼン演習(学習y成果発表・討論、講評)　演習のまとめ出席率、観察記録の内容、発表、討議内容、レポート課題が評価の基準になります。授業に連続性があります。復習を必ず行い授業に臨むように。30％ ７０％ 随時紹介 随時紹介 授業は常に現場を意識し、卒業後の職場を想定して受講して下さい。幼児教育、教育観、責任感、指導力、資質向上

1566 教職実践演習（中・高）　【28年度生用】後期 平成27年度 岡野　亮介・福田　一儀演習 4年次 2 　講義、グループ討議、ロールプレイング、事例研究、模擬授業等を通して、主体的に教育に取り組むための実践力を育成する。レポートも積極的に書かせ、自らが取り組む姿勢を明確にしていく。自分自身に向き合い、自己理解を深め、また、学生同士の議論等を通して相互理解・他者理解を深めさせたい。さらに、プレゼン演習を取り入れ、表現力を磨くことにより、教員としてのコミュニケーション能力の伸長を図りたい。また、受講者が25名を超えた場合は、2クラスに分けて演習を行う。教育及び教職に対する使命感や責任感、社会性や対人能力、生徒理解や学級経営、さらに、教科内容の専門性の指導力等が総合的に発揮できるように、様々なシミュレーション、教育実践演習を行う。はじめに・・・教育における使命感、責任感教員として必要な教育観、授業観生徒指導演習（ロールプレイ）生徒指導演習（グループ討論）進路指導演習（ロールプレイ）進路指導演習（グループ討論）教育相談演習（ロールプレイ）教育相談演習（グループ討論）授業演習（１）（模擬授業と討論、講評）授業演習（２）（模擬授業と討論、講評）授業演習（３）（模擬授業と討論、講評）授業演習（４）（特別活動・ＬＨＲと討論、講評）プレゼン演習（１）（パワーポイントで学んだことを発表する）プレゼン演習（２）（パワーポイントで学んだことを発表する）演習総括とまとめ演習とプレゼン30％、試験70％ 70 30 毎時間、適切な資料を配付参考図書を随時紹介

1567 統計学　(東京)　【28年度生用】後期 Statistics for Economics and Business平成27年度 梅本　克 講義 1年次 2

1568 法学Ⅱ　(東京)　【28年度生用】後期 Law Ⅱ 平成27年度 桔梗　博至 講義 1年次 2


